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海 人 草 の 純 粋 有効 成分 ミサ ント 

ニン ミ を 最も 効果 的 に 配合 し 

多年 の 研究 と 最新 の 技術 が うん だ 朱 ク 
ニン S は 、 そ の 高い 駅 虫 謙 が 多数 の 臨床 実験 
で 実証 され 、 そ の 上 副作用 が な く 、 の みや す 
い 虫 下 し と じ し て 好評 を えて いま す 。 
マク ニン S は 、 夜 ね る まえ か 、 ま た は 朝 お き 
て すぐ の むだ け で 、 下 剤 を の まな く て も 、 確 
実に 回 虫 を と る と と が で きま す 。 


団体 用 お よび 学童 用 マク ニン S は 、 
集 団 虫 で 、 高い を も ち 、 配布 に 
便利 な の で 集団 慰 虫 に 最適 で す 。 
価格 低 の で 、 学校 、 工場 
会 で 非常 な 好評 を えて いま す 


(包装 ) 3 大 人 一 人 分 80 円 ・6 ]50 円 
団体 2 100 (大 人 100 人 分 
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寄生 学 雑誌 


昭和 36 年 4 月 (1961) 


カイ チュ ツ 側 線 の 機能 と に つい て は 或いは 排 洪 能 を 備え 
る と な し , 或いは 分 泌 を 営む と 主張 し , 今日 に 至る も な 
お ぉ 一 致し た 結論 に 到達 し て いな い . これ は 側線 の 構造 が 
充分 に 解明 され て いな いた めで あろ うと 思わ れる . 

今回 私 は 側線 の 構造 を 検討 し , その 機能 を 推察 する と こ 
と が で きた の で 之 を 発表 する . 

実験 材料 並び に 方 法 

豚 カ イ チュ ウ は 名 古屋 市 の 層 殺 場 で 採取 し た 運動 の 活 
も の を , 温度 8 で C 前 後に 保つ た 生理 的 食塩 
水中 に 入れ て 研究 室 に 持ち 帰っ つて 用 いた . 

固定 液 と し て は Zenker 液 , フォ オル マリ ン 液 , Kolster 
液 , Carnoy 液 , Bouin 液 を 用 いた . 包 埋 は 主として パパ 
ラフ ィ ン 包 埋 法 を 行い , 4 連続 切片 を 作成 し た . な お 
必要 に 応じ て 凍結 切片 を 作成 し た . 

染色 法 と し て は , Zenker, フォ オル マリ ン 液 固定 の も の 
は , 主 に Hamatoxylin-Eosin 重複 染色 , Azan 染色 , 
Bielschowsky 鐵 銀 法 , Sudan 相 染色 を , Kolster 液 固 定 
の ぁゃ の は Heidenhain の Eisen-Hamatoxylin 染色 を , 
Carnoy 固定 の も の は Schiff 染色 , Best 染色 を , Bouin 
固定 の も の は Gomori の Chromhamatoxylin 染色 , 
Pappenheim-Unna 染色 を , 凍結 切 片 に は Graff の G. 
Nadi オキ シダ ー ゼ 染色 法 , コハク 酸 脱 水素 酵素 の た め 
の 石川 法 を 応用 し た . 

側線 に 関し GoldschmidtC1906) は 側線 は 神経 組織 ( 神 
経 節 細 胞 及 び 神 経 朋 ) の 外 に , 1) 角 皮 下層 CSubcuti- 
cula), 2) 中 央 (Medialreihe) の 細胞 側線 の 基 
礎 組 織 , 4) 排 洪 腺 組織 (das excretorische Driiseng- 
ewebe), 5) 支持 線維 形成 細胞 (die Bildungszellen 
gewisser stutzfibrillen), 6) 遊走 細胞 及び 7) 側 管 か ら 
成る と 述べ , 其 の 後 , 小泉 (1954) は , この 構造 区 分 の 


石川 道雄 


名 古屋 学 医学 部 解剖 学 教室 
(昭和 35 年 5 月 27 日 受領 ) 


仕方 に は 欠点 が あり , 特に 排 洪 腺 組 織 と いう 名 称 は 正当 
で な い . 彼 は 側線 は 合 胞 体 組 織 で . 1) 基礎 組織 , 2) 
組織 , 38 中 央 , 4) 側 管 , 5) 層 及び 6) 
排 洪 管 か ら 成 る と 述べ た . 

私 は 側線 は 神経 組織 の 外 に , 1) 基礎 組織 ,。 2 う 中 央 
索 , 8) 周囲 層 , 及び 4) 側 管 に 区 分 する の が 妥当 で あ 
る と 思う (第 1 図 ). 


第 1 図 人 


(1) 基礎 組織 
周囲 層 と 中 央 索 並 びに 側 管 で 包囲 され て いる . Gold- 

schmidt は 側線 の 大 部 分 を 占め る 基礎 組織 を 線維 性 の 境 
措 層 Cfaserige Grenzschicht) に ょ つて , . 内 外 2 層 の 基礎 
組織 及び 排 港 腺 組 織 に 区 分 し た . 即ち 内 層 の 排 港 腺 組 織 
は 合 胞 体 組 織 で , 索 状 を 呈 し , あたかも 堅 に 相 等 し た 排 
洪 腺 で ある と 述べ た . 併 し 小泉 は , この 部 位 は 他 の 部 位 
の 関係 か ら も , 又 構 造 か ら も , 排 港 腺 で は な く , た だ 実 
質 が 軟 柔 で , 朋 状 性 が 高度 に 見 える 点 か ら , 和 柔 組織 で あ 
る と 述べ た . 


何れ に し て も , 従来 は この 部 分 は 実質 の 異な つた 2 つ 


} 
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の 組織 に 区 別 さ れ て いた が , 私 の 所 見 で は , これ は , た 
だ 線維 の 多 穴 に よる も の で , 同一 組織 で ある の で , 金 体 
を 基礎 組織 と いう の が 適当 で ある と 思う (第 1 図 ). 
基礎 組織 は 互 に 原形 質 突 起 に よ ょ つて 結合 する 細胞 性 網 
工 か ら 成 る . この 細胞 性 網 工 の 間 に 細 い 銀 好 性 線維 性 の 
網 工 が 存在 する . 線維 は 細胞 原形 質 に 隣接 し て 著 明 に 存 
在 す る (第 2 図 ). 


第 2 基礎 組織 中 の 細胞 性 綱 工 


網 工 の 間隙 の 基質 は 粘液 様 物質 で , Azan 染色 で 青 染 

し , こと に 多角 球形 , 析 円 形 , 球形 の 細胞 が 介在 する . 

多角 球形 細胞 は 一 般 に 大 きく , 基礎 組織 の 内 側 部 に 散 
在 す る . 核 は 比較 的 大 きく , 核 膜 閉 明 , 染色 質 に 逐 し 
く , 1 乃至 数 個 の 核 小 体 を 備え る . 

析 円 形 細胞 は 小型 細胞 に 属す る が , その うち の 大 型 細 
胞 で , 多く は 基礎 組織 の 外側 部 に 散在 する . 該 細胞 は 胞 
体 は 中 等 度 , 核 は 1 側 に 偏在 し , 1 乃至 数 個 の 核 小 体 を 
備え る . 

球形 細胞 は 形 細胞 より も に 小さ く , 基礎 組織 
の 外側 部 に 群 在 す る . 該 細 胞 は 胞体 と 逐 し く , 核 は 球 
形 , 染色 質 に 富む . 

基礎 組織 の 網 工 中 に は 糖 原 質 や 脂質 を 含有 する . 

糖 原 綿 に つい て は , 小泉 は 側線 で は 底部 で は 割合 に 多 
量 に 認め られ , 基礎 組織 (小泉 の 述べ て いる ) 中 に は 著 
し く 少 な く , 和 柔 組織 中 に は 太い 網 眼 状 を 量 し て 存在 する 
と 記載 し て いる . 私 の 所 見 で は 糖 原 質 は 基礎 組織 の 網 工 
の 間隙 に 存在 し て お り , 部 位 的 の 差異 は な い . た だ 小泉 
が 太い 網 眼 状 に みえ た の は , 彼 の 述べ て いる 和 柔 組 織 の 部 


位 は 線維 が 毅 貴 に 存在 する た め に , その ょ よう な 所 見 を 旦 
し た の で あろ 5 う 3 (写真 1). 


側線 切片 , Carnoy 固定 , Best 染色 , グリ ョ コ 
ー ゲ は 基礎 組織 の 工 内 及び 周囲 層 
の 体内 に 存在 する (x650). 


脂質 に つい て は , 小泉 は 側線 組織 に 多量 に 存在 し , と 
と に 中 央 索 の 排 洪 管 (小泉 の 述べ て いる ) に 近い 部 分 で 
多量 に 存在 する と 記載 し て いる が , 私 の 所 見 で は Sudan 
『 可 染 題 粒 は 基礎 組織 の 網 工 の 間 障 中 に 存在 し , 部 位 的 
の 差異 は な い (写真 2 . 


写真 1 


写真 2 側線 切片 , Formalin 固定 , Sudan III 染 色 , 
Sudan III 可 染 題 粒 は 基礎 組織 の 納 工 内 に 存 
する (X650). 


糖 原 質 及び 脂質 が 基礎 組織 内 の 綱 工 中 に 存在 する 所 見 
は , 側 腺 は , あたかも る 肝 に 相当 し た , 栄養 物質 を 貯蔵 す 
る 器 宮 の よう に 思わ れる . 

2) 中 央 

中 央 索 に つい て , 小泉 は 中 央 索 の 中 央 に 主管 が あつ 
て , その 壁 は 不 顕 著 で , 線維 性 構造 か ら 成 る 空 胞 性 の 大 


(2-2 


小 の 膝 導 が 集 つ た も の か ら 成 り , 外皮 面 の 方 向 に 真直 に 
び 外皮 内 面 に 達し , 次 いで 外皮 層 の 用 を 通 つ 
て 外界 に 開く 。 こ の 一 連 の 腔 導 構 造 を 排列 管 と 称し た 。. 
私 の 所 見 ご は, 中 央 は 前 後 は に 終り 横 断面 は 
筆 を た 洞 で , 洞 は 銀 好 性 線維 か ら 成 る (写真 
3 う . こと に は 神経 細胞 が 存在 する (写真 4). 


, 中 央 内 に は 小 不 同 の が あつ て 
その 題 粒 は 側 和 に 近づく に 従 つ て 増大 する 
(x320). 


不同 の 天 粒 が あつ て , その 天 粒 は 側 管 に 近づく に 従 つ て 
増大 する (写真 5 ), Mueller (1920) は 側 管 附近 の 
は 管 か ら さ れ た で ある と 述べ た が , 小泉 は 。, 
側 管 が 分 泌 腺 で ある と の 考え に は ,。 その 構造 上 根拠 に 之 
し いと し て 之 を 否定 し た . 私 は 該 逢 粒 は 側 管 に 向 つ て 集 
合 し , 側 管 の 中 に 浸入 し , 側 管 を 通 つ て 排 溢 され る 点 か 
. . ら 考 える と , 新 陳 代 講 物質 で ある と 考え た い . と この 考え 
写真 3 側線 切片 Formalin 固定 , Bielschowsky 染 は , 中 央 索 内 に コハク 酸 脱水 素 酵素 活性 オキシダーゼ 
色 , 中 央 索 は 細 筆 状 を 量 し , 洞 壁 は 銀 好 性 線 活性 が 著 明 で ある 点 と よく 一 致す る . 
維 か ら 成 る (Xx160). 3) 周囲 賠 
側線 を 包囲 し レ し て いる 周囲 層 は , 銀 好 性 線維 か ら 成 る 基 
礎 膜 の 上 に ある 合 胞 体 か ら 成 る . 合 胞 体 の 胞体 は 明 調 , 
核 は 染色 性 に 逐 し い . 胞体 内 に は 糖 原 質 (写真 1) 及び 
脂質 を 含有 する . この 事実 は 体腔 液 中 の 栄養 物質 を 吸収 
し た ため で あろ う 。 
4) 側 管 
側 管 に つい て は 前 報 「 遇 虫 の 排 護 系 に つい て 」 に お い 
て 詳 述 し た の で 省略 する . 
むす で び 


4 同 線 は 基礎 組織 , 中 央 索 , 周囲 層 , 側 管 か ら 成 る . 
_ に 基 礁 組織 は 細胞 性 網 工 と , それ に 密接 する 線維 性 網 工 
と か ら つて お り その 綱 の に 質 や 脂質 が 存 
色 , 中 央 索 内 に 存在 する 神経 細胞 (X900). 在 す る . この 所 見 は 基礎 組織 は 衣 持 組織 で ある と 同時 に 

栄養 物質 の 貯蔵 組織 で ある こと を 物語 つて いる . 
中 央 索 の 横断 面 は 或いは 太 筆 状 , 或いは 細 筆 状 , 或 い 中 央 索 の 中 の リン >* 様 物質 の 増減 に より , 中 央 索 の 形 
は その 移行 型 が ある が , これ は カイ チュ ウ が 運動 の 平 衛 態 は 或いは 太 筆 状 , 或いは 細 筆 状 と な る . これ は 貝 体 が 
を 保っ た め に 適し た 形態 で あろ う . ; 運動 の 平 条 を 保つ た め に 適応 し た 変化 で あろ う . 同時 に 


中 央 索 は リン >* 様 物質 を 包 合 し , 泡 抹 状 を 旦 し , 大 小 中 央 索 は 廃 排 物 の 側 管 へ の 通路 を な し て いる と 思わ れ 
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写真 5 切片 Kolster 固定 , Heidenhain 鉄 H-X 
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る . 文 献 
は 谷 胞 体 か ら 成 り , 胞体 内 に 糖 原 質 , | を 有馬 
有する . これ は お そら く , 体 用 液 中 の 栄養 物 質 を 吸収 tologie von Ascaris, Zool. Anzeig, 29, 719-737. 
し , 基礎 組織 に 送る 役目 を 果して いる だ ろ > ぅ . 2) 石川 道雄 (1960) : 環 虫 の 排 洪 系 に つい て , 寄生 此 
に 御 協 力 を いた だ いた 木戸 技術 員 に 感謝 いた し ます . 本 4) Mueller, J. F. (1927) : The excretory system of 


論文 の 要 引 は 第 28 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 に 発表 し た . 


Anisakis simplex, Zeitschr. Zellforsch, 5, 495- 


504. 


THE LATERAL LINE OF ASCARIS 


MICHIO ISHIKAWA 
(Department of Arnatomy, School of- Medicine, Nagoya University, Nagoya, Japan) 


The lateral line of ascaris cosists of the basal tissue, the central chord, the circumlayer 
and the lateral cannal. 

The basal tissue consists of the cytoid network and the fibroid one, and glycogen and fat 
exists in the space between the networks. This fact suggests that the basal tissue acts as not 
only the connector of tissue but also the reservoir of nutrious substance. 

To balance the movement of worms the central chord is shaped like a bold hair pencil 
or a fine one with the increase or decrease of lymphoid substance in it. The central chord, in 
addition, acts as a route of metabolites to the lateral cannal. 

The circumlayer consists of Syncytium containing glycogen and fat. It is likely that the 


circumlayer absorbs the nutrious substances in the body-fluid and sends it to the basal tissue. 
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遇 虫 発育 初期 の 生理 に 関す る 研究 


(2) 単細胞 期 卵 か ら 体 内 移行 子 虫 に 至る 各 期 の 
glycogen 量 に つい て 


川副 
度 応 義塾 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教 風 (主任 松林 久吉 教授 ) 


(昭和 35 年 8 月 22 日 受領) 


著者 は 前 報 ( 遇 虫 発育 初期 の 生理 に 関す る 研究 1) に 
ょ つて 顕 虫 の 発育 各 期 に お ける 酸素 消費 の 動き に 就 て 述 
べた . 虫 は 厚い 卵 外界 と 交通 を れ て いる の 
で ある か ら 呼 吸 に より 体内 貯蔵 = ネル ギー 源 の 消費 が 行 
われ て いる の は 当然 で あり , その 物質 と し て は グリ コー 
ゲン が 最も 考え られ 易い . こと この 論文 で は , 環 虫 卵 の 各 
期 , 脱 殻 子 虫 及び 肺 内 移行 中 の 子 虫 で の グリ コー ゲン 量 
の 消長 を 検 べ , 前 報 の 酸素 消費 の それ と 関連 させ て 子 虫 
の 体内 移行 機 庁 に 対す る 考察 を 行っ つ た. 

銅 虫 体 に も Glycogen が 含ま れ て いる と と は 古く か ら 
多く の 人 に 如 ら れ て お り (小泉 , 1954), 我 が 国 で も 田代 
ゃ 鳥 生 の 組織 化学 的 発表 や , 我々 の 教室 で は 鈴木 (19388, 
1939, 1940) の 定量 的 な 実験 が あり , 又 最 近 で は 山尾 
(1951) の 報告 が ある . し か し と れ 等 は 全て 星 虫 成虫 の 
それ に 関す る も の で あつ て 貝 卵 に つい て は 雌 成 虫 子宮 内 
の 卵 に つい て 組織 化学 的 に Glycogen の 存在 が 云わ れ て 
いる に すぎ な い . 著者 の 知る 所 で は 環 虫 卵 の 発育 に 伴う 
Glycogen の 量 的 変化 を 追 つ た 実験 と し て は Fairbairn 
(195 の 〇 の の それ が ある だ け と 思わ れる が , こと の 所 見 る 著 
者 の それ と は 著しく 異 な る 点 も ある . 

材料 及び 実験 方 法 

虫 卵 材料 。 培養 法 , 人 工 脱 殻 法 等 は 全て 前 報 と 同じ で 
ゃ る から 記載 を 省略 する . 発育 の 時 期 は , 単細胞 卵 か ら 
子 虫 卵 ま で の 各 期 の 外 に マウ ス に 経口 的 に 子 虫 期 卵 を 与 
え 8 日 後 の 肺 か ら 集 め ら れ た 移行 中 の 子 虫 で ある . 肝 内 
の 移行 子 貝 を 材料 に 用 いる 為 に 勢力 し た が , 実験 た に 供し 
得る 程 多 数 の 子 虫 を 得る こと は 不可 能 で あつ た . 

1. 肺 内 移行 子 虫 の 採集 法 

フ オ ル マ リ ン 寒 天平 板 上 に お いて 27?C で 80 日 間 保 存 し 
充分 に 感染 能力 が ある と 思わ れる 和子 虫 卵 の 約 10 万 個 を 水 
に 懸 濁し 注射 筒 と 吸い こみ , エー テル で 軽く 麻酔 し た 約 


15g の ャ ウス の 骨 内 に ビ =ー ル 管 を 通し て 送り 込ん だ . 
と の 様 に し て 経口 的 に 虫 卵 を 投与 し た 後 8 日 目 に マウ ズ 
を 殺し , 肺 を 摘出 し て シャ ー レ 内 で 鉄 を 用 いて 細 切 し て 
比 状 と する . これ を 大 遠 沈 管 に 入れ 生理 食塩 水 を 加え て 
の 後 し , な 沈 洗 8 回 反 た 後 の 沈 
紙 片上 半 部 に 塗布 し た . 容 少量 の 生理 食塩 
水 を 入れ , 上 の 濾紙 片 の 下端 が 生理 食塩 水 に 浸 る 様 に 濾 
紙片 を 立て の 器 中 に 12~24 時 間 放 置 す る と 
され た 沈 湾 中 の 子 虫 が 下降 し て 生理 食塩 水中 に 出現 する 
か ら , これ を 速 沈 洗 浴 す る と 子 虫 の み を 多数 集め る こと 
が 出来 る . 

2.。 Glycogen の 定量 法 

略 々 藤井 (1941) の 方 法 に 従 つ た .。 すなわち 目盛 は 15 
ml 硬質 遠 沈 管 中 に 802%2 KOH 3 ml を 入れ 沸騰 水浴 中 に 
加 温 し て お き , と これ に 材料 を 投入 し 40 一 60 分 間 熱 する . 
充分 に 液化 し た 所 で 水浴 か ら 出 し , 96% ア ルコ ー ル $8~ 
4m を 加え , 温 和 , 加 温 し , 僅か に 沸騰 し た 所 で 水浴 か 
ら 取 出し 3,000 回 転 で 80 分 間 の 遠心 沈 澤 を 行い 上 清 を 捨 
て る . こと の 操作 を 8 回 反 牧 し て Glycogen を 分 離し , 次 
いで 2 nH:SO。 液 に と か し 2.5 時 間 加 熱し て Glycogen 
を 水 解 し , 次 いで 可 。 NaOH で 中 和 す . 水 を 加え て 総 
晶 を 10ml と し , その 1ml を 採 つ て Somogyi 法 に より 
Glucose 量 を 測定 し , Glucose と し て 測 ら れ た Glycogen 
量 を 表わし た . 

8.。 血糖 の 定量 法 

Somogyi 法 に より , 感 活 マ ウス の 血糖 量 の 卒 日 の 動き : 
を 観察 し た . 

実験 成績 

1. 発育 各 期 に お ける グリ コー ゲン 量 

各 発 育 期 卵 を 400 万 個 宛 用 い 前 記 の 方 法 に よ ょ つて 夫々 を 
の Glycogen 量 を 測定 し た . その 結果 を 示し た の が 第 ユエ 
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図 で あり, 単細胞 期 か ら 発 育 が 進 ぶ に つれ て Glycogen 
量 は 蘭 増 し , 数 細胞 期 に お いて は 単細胞 期 の 約 2 倍 に 達 
する が , その 後 の 発 育 に つれ て 減少 を 示し 子 虫 形成 の 時 
期 に ほぼ 単細胞 期 と 同じ 量 と な る . その 後 は 培養 日 数 の 
経過 に つれ て 更 に 減少 を 続け 838 日 後に は 単細胞 期 の リリ, 
43 日 で は 更に その りり, に も 減少 し た . 


6 8 10 23 33 h3 
日 数 
1 図 卵 内 グリ コー ゲン の の 発育 時 期 た ょ る 消 
( 卵 400 万 ) 


2.。 肺 内 移行 子 虫 の Glycogen 量 

培養 1 ヵ月 後 の 子 虫 期 卵 を 多数 の マウ ス に ビー=ー ル 胃 
ゾン デ を 用 いて 経口 接種 し , 8 日 後に 殺し て その 肺 か ら 
子 虫 を 集め , その Glycogen 量 を 測定 し た . この 対照 と し 
て 培養 1 ヵ月 後 の 子 虫 卵 か ら 人 工 交 に 脱 毅 させ て 得 た 子 
虫 を 採 つ た , 実験 例 , 対照 例 と も 用 いた 子 虫 数 は 50,000 
匹 で ある 。 その 結果 肺 内 子 虫 で は 83.25mg の Glycogen 
が 測定 され た が , 人 工 脱 毅 子 虫 で は 余り に 微量 で 測定 が 
出来 な か つた . それ で 先 の 実験 で 得 ら れ た 培養 48 日 目 の 
子 虫 400 万 で の 測定 値 か ら , 50,000 の 子 虫 の Glycogen 
の 計算 値 を 求め る と 0.0625mg と な り , これ か ら 肺 内 子 
虫 は 約 50 倍 の Glycogen を 有 し て いる と と が 分 つた . 

と の Glycogen 量 の 増加 を , 当然 生じ て いる 子 虫 体 の 
成長 の 度合 と 比較 する を た を め に 人 工 脱 毅 子 虫 と 肺 内 子 虫 の 
両者 の 体長 体 幅 を 計測 し て 表示 し た の が 第 1 表 で ある . 
と れ で 分 る 様 に 平均 値 に お いて 体長 が 2.8 倍 。 体 幅 が 
2.8 倍 で あり , Glycogen 量 の 増加 は 虫 体 の 成長 度 に 
べ 明 ら か に 高い . 

8。 27C と に 置い た 子 虫 期 グリ コー ゲン 量 
s 子 虫 形成 直後 (培養 18 日 の 子 虫 期 と 27C の 
夫々 収め 2 日 , 4 日 , 6 日 , 8 日, 10 日 に 400 
万 宛 の 貝 卵 の Glycogen 量 を 測定 し 減少 の 状態 を 観察 し 
た た. その 成績 は 第 2 図 に 示す 通り で, 87'C に 置い た も の 


第 1 表 虫 の 体長 


0 
感染 後日 数 (人工 脱 内 ) 
最 212gp 335g 
最 長 269 10417 
平 242n 
虫 の 体 幅 
感染 後日 数 (人工 脱 ) 内 ) 
最 短 10.6 g 
最 長 18.57 45.97 
平 均 14.97 34.27 
40 
D) 
= 30 
| 
ゲ 
量 37°C 
日 数 
第 2 図 子 虫 卵 内 の グリ ュー ゲン 量 の 減少 た 及ぼ す 温 


度 の 影響 

の 方 が グリ コー ゲン 量 は 少な い が 日 を 和 逐 つ て の グリ コー 
ゲン 減少 の 度合 は 両者 間 に 著 し い 差 は 見 られ な い . 

4. 子 虫 卵 の 脱 毅 子 虫 の グリ コー ゲン 量 の 減少 状態 
子 虫 形成 直後 の 子 虫 卵 (培養 183 日 ) か ら 人 工 的 に 脱 鼓 
させ て 子 虫 を 得 , これ と 同一 培養 日 の 子 虫 卵 ( 卵 明 を 客 
つた も の ) と の 両者 を 87C の 明 卵 器 に 収め 12, 24, 48 時 
間 後 の グリ コー ゲン 量 を 定量 し て 減少 の 度合 を し ら べ 
た . その 成績 は 第 8 図 の 様 に 。 子 虫 卵 で は 最初 の 44mg 
が 24 時 間 で 43mg 48 時 間 後 に 41mg に 減少 する に すぎ な 
い の に ひき か えて , 脱 毅 子 虫 で は 24 時 間 で 36mg, 48 時 
間 で 24.5mg と ほぼ 最初 の り 近 くに まで 急速 に 減少 する 
と つた 。 

5.。 子 虫 卵 経 口 投与 後 の マ ウス 肝 グ リコ ー ゲ ン 量 の 変 
化 

感染 能力 の ある 員 虫 子 虫 卵 を 経口 的 と マウス に 与え れ 
は, 人 間 感 染 の 場合 と 同じ く 陽 で 脱 毅 し , 血行 性 に 体内 
移行 を 行う こと は 知ら れ て いる . こと の 体内 移行 期 , 殊 に 
肝 通 過 時 期 に お ける 肝 グ リコ ー ゲ ン の 量 的 変化 を 観察 し 


の 


| | 
= 
s 0 
ン 30 
量 
20 
10 


40 
= 30 
] 
量 
10 
48 (時 ) 
培養 時 間 (37°C) 
第 3 図 子 虫 と 人 工 脱 子 リ コー ゲン 減少 状 
の 比較 


た . 子 虫 期 卵 を 10 万 及び 1,000 投与 の 2 群 に マウ ス を 
分 け , ビ =ー ル 管 で 経口 投与 の 後 8, 5, 8 日 に 肝 を と 
り 出 し 手早く 処理 し て 定量 し た . 第 4, 5 図 に 示し た 様 に 
10 万 投与 。 1,000 投与 の 両 群 と も 感染 と 同時 に グリ コー 


感染 後 の 日 数 


5 図 実験 感染 マウ ス の 肝 グ リコ ュー ゲン 量 の 
化 (2)( 1,000) 


ゲン の 減少 が 著 明 に 表 わ れ , 感染 子 虫 数 の 多い 方 が より 
急激 な 減少 が 見 られ た . 
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0 8 
感染 後 の 日 数 
4 実験 感染 マウ の リュ ュー ゲン 量 の 
化 (1 )( 100,000) 
6. 子 虫 卵 経 口 投与 後 の マ ウス 血糖 量 の 変化 
実験 5 と 同様 に マツ ウス に 子 虫 卵 を 投与 し て 8, 
5, 8 日 後 の 血 糖 量 を 測定 し た . その 結果 は 第 6, 7 図 
の 様 に 感染 直後 か ら 血 糖 が 減少 し 有 時 グ リコ ー ゲ ン と 同様 
な 曲線 を 示し た . 
考 接 
虫 体 の Glycogen に つい て は 小泉 (1954) に よる と 
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感染 後 の 日 数 
6 卵 実験 感染 マウ ゥ ウス の 量 の (1) 
( 卵 100,000) 


1912 年 に すでに Kemnitz, Miiller 等 に よ ょ つて 組織 化学 
的 に 検索 され て いる が , 我国 で ご これ を 詳し く 検 対し た 欠 
木 (1988, 1989, 1940) に よる と , 彼 は 組織 化学 的 に 各 
組織 内 の グリ コー ゲン 分 布 を 検 べ る と 共に 定量 的 と も 測 
定 し , 筋 に 最も 多く , 次 いで 消化 管 及び 雌 生 殖 器 に 多い 
と と を 観察 し , 又 リ ン ゲ ルー デー ル 液 に と ょ る 飼養 岬 虫 に 
つい て 話 日 定量 を 行い , 飼養 日 数 の 経過 に つれ て Glyco- 
gen 量 が 減少 し , 生活 の エネ ルギー 源 と し て Glycogen 
が 利用 され て いる も の で ある と こと と を 述べ て いる . 又 近 年 
同様 の こと を 追試 し た 山尾 (1951) の 組織 化学 的 検索 の 
成績 と 鈴木 (1988) の それ と 同一 で あつ て 琵 に 角 雌 生 殆 
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mg % 

100 

0 8 (8) 

感染 の 日 数 
7 図 実験 感染 マウ ス の 量 の 変化 (2) ( 

卵 1,000) 


器 に は 多量 の eit de と と は 確実 で あ 
る . と これ を 更に 詳し く 見 る と , は 卵細胞 に 多 
く , 子宮 で は 子宮 腔 に 面 す る 上皮 細胞 及び 子宮 腔 に 充満 
する 卵 に 多量 の Glycogen が ある . これ に ひき か えて 雑 
生殖 器 で は 殆 ん ど Glycogen は 分 布 し て お ら ず 精細 胞 も 
雌 子 宮内 の 精 虫 る 全く Glycogen を 証明 する こと は 出来 
な い . 

と の 組織 化学 人 的 に 証明 され た 子宮 内 卵 の 濃厚 な Glyco- 
gen が と の 実験 で の 単細胞 期 九 に 含ま れ て いる Glycogen 
で あり , 奉 後 の 発育 諸 期 の 卵 に 含ま きれ て いる Glycogen 
の 基本 と な つて いる も の で ある と と は 当然 で ある . 

本 実験 の 最初 に 行 つ た 各 発 育 時 期 に よる グリ コー ゲン 
量 の 消長 で は 第 1 図 に 示し た 様 に 数 細胞 期 に お いて 最大 
値 を 示し , 単細胞 期 の 約 2 倍 と な る が , その後 は 減少 を 続 
け 数 10 日 後に は 遂に 測定 不可 能 な 程度 に まで 減少 し て し 
まう こと と が 分 つた . Glycogen が 迷 細 胞 期 に 至る 間 に , 
細胞 分 裂 の 為 の 力 源 と し て 利用 され て 減少 する の と は 逆 
に 苑 つ て 増加 する と こと は , 消費 され る 量 を 差引 いて さら 
に こと これ を 上 回 る Glycogen の 新 成 が 生じ て いる こと と を 示 
し て いる 前 報 で 述べ た 様 に の 外部 か ら 
素 の 侵入 を 僅か に 許す の み で それ 以外 の 物質 の 侵入 を 相 
当 に 強く 庄 断 し て いる も の で ある か ら , と の Glycogen 
の 新 成 は 卵 内 に 元々 ある 物質 に 由来 し た も の で な けれ ば 
な ら 刀 . と この 物質 と し て は 脂肪 と Trehalose を あげ る こと 
と が 出来 よう . 脂肪 が グリ コー ゲン に 変る 途 と つい て は 
必ず し ゃ 一般 的 に 明らか に され て は いな い が , 広く 信頼 


され て いる 説 で あり , と の 立場 か ら 見 る と 環 虫 卵 内 に 多 
く の 脂 肪 が ある こと と ( 関 , 1988) は 充分 に と と の 変化 の 起 
り 得 る 可能 性 を 示す も の で ある . 又 こ の 点 を 定量 的 に 観 
察し た Passey & Fairbairn (1957) の 発表 も これ を 東 
付け て いる . 彼 等 に よる と 培養 の 初め 10 日 間 に 総 脂肪 量 
は 386% から 38382.5% に 減少 する の で あり , こと この間 の 前 半 は 
丁度 グリ コー ゲン の 増量 し て いる 時 期 に 相当 する . そし 
て と の 脂肪 の 減少 は 完全 に 子 虫 が 感染 能力 を 持つ た 培養 
20 日 頃 に は 見 られ な く な る . 彼 等 は と の 脂肪 と 合 水 炭素 
と の 消長 関係 か ら 卵 内 の 脂肪 を 構成 し て いる 高級 脂肪 
か ら 信 水 炭 素 が 多量 に 作ら れ て くる の で あろ うぅ と 想像 
し て いる . Trehalose に つい て は Fairbairn & Passey 
(1957) が は じ め て 内 に 分 布 す る と こと を 見 た . 
等 に よる と , 環 虫 卵 内 に は 熱 ア ルカ リ に 安定 な 非 選 元 性 
稿 と し て Glycogen と Trehalose の 二 者 が あり , Glyco- 
gen は 胞 中 に , Trehalose は 卵 胞 と の 
ある 液体 中 に 含ま れ て いる と と を 定量 的 方 法 及 び ク ロマ 
トグラフ マフ ィ ォ ィ ー に よっ つて 証明 し て いる . Trehalose は 元 来 
カビ や ゃ 酵母) コン = ヤク 等 の 植物 に 分 布 し て いる 糖 で あ 
つて 動物 界 と は 現在 の 所 或 種 の 昆虫 に 分 布 し て いる だ け 
と 云わ れ て いる が , Fairbairn 等 の 研究 と よる と これ が 
映 虫 体 に は 広く 分 布 し て お り , 卵 の みな ら ず , 筋 , 卵巣 
子宮 等 か ら る 証明 され る と いう . 又 彼 等 は Trehalose 
を 分 解す る Trehalose の 存在 を も 証明 し て お り , これ 
か ら Glycogen を 中 に お いて Glycogen と 
の 相互 新 成 が 充分 に 考え られ る . 
Fairbairn 等 の Trehalose と Glycogen の 発育 時 期 に 
ょ る 消長 を 観察 し た 実験 の 結果 で 著者 の を れ と 著しく 異 
な る 点 は , 彼 等 の 成績 で は 子 虫 形成 時 に 最少 と な っ た ググ 
リコ ー ゲ ン が その 後 の 約 10 日 間 で 再び 増加 し て , その 後 
は 減少 し な い 点 で あり , Trehalose 量 の 動き も ほ 革 これ 
と 同様 の 結果 と な つて いる . 著者 の を それ は 前 記 の 様 に 迷 
細胞 期 以後 は 時 日 の 経過 と と も に Glycogen は 著 明 に 減 
少 を 続け る の で あつ て , Fairbairn 等 の それ と 大 き な 違 
い が あ る が , この 原因 は 分 らち ない. 併 し 征 ら 生活 し て いる 
子 曳 卵 に こ お い て は 前 報 で 示し た 酸素 消費 と 同時 に 体内 ェ 
ネル ギー 源 の 消費 が 必ず 生じ て いる わけ で あり , と これ に 
ょ つて Glycogen が 減少 すれ ば それ は 必ず Trehalose Xx 
は 脂肪 か ら の 変化 と よ ょ つて Glycogen を 新 成 し て 補充 し 
な いと Fairbairn 等 の いう tevs に 子 虫 期 卵 と な つて も 
Glycogen の 減少 が 無い と いう 結果 に は な ら な い , 従っ 
て Glycogen が 減少 し なけ ts Trehalose か 脂肪 の 明 
減少 が ある ある が , それ が 見 られ な い 点 は 不 
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理 で ある 様 に 思わ れる . 

肺 内 移行 中 の 子 虫 体内 に は 極め て 多量 の グリ コー ゲン 
が 感染 後 僅か の 日 数 で 貯え られ て いる . すなわち 対照 と 

て と つた 同一 培養 日 同数 の 脱 
な の Glycogen で ある に 比べ て 内 子 で 
3.25mg の Glycogen が 測定 され , 脱 毅 子 虫 で の 計算 値 
に 50 倍 する 値 で ある . 感染 後 の こ の 一 週間 に お いて は 体 
長 体 幅 の 増加 と と も ぁ に 口 居 の 形成 , 消化 管 の 全 閉 通 等 の 
形態 学 的 な 変化 が あり , お そら く 第 二 回 脱皮 の 前 後 の 頃 
で ある と 思わ れる . 従 - っ て と の 時 期 に お いて 消化 管 か ら 
の 栄 准 物 の 摂取 利用 が 初め て 完全 と な り , 急速 な Glyco- 
gen の 貯 落 も 表 わ れ て 良い と 思わ れる . 大 雑 把 な 計算 で 
体長 体 幅 の 成長 の 度合 を 立体 的 に 感染 前 の を それ と 比較 し 
て みる と 14.8 倍 の 成長 で あり , 一 方 Glycogen の 増量 は 
54 倍 と な つて いる . この 体内 Glycogen の 起源 と し て は 
それ ま 考え て 血液 内 の 血糖 する 
の が 最も 適当 で あろ う . 肺 に 移行 する 直前 に 血行 的 に 
に も 移行 し て を 肝 の Glyco- 
gen が その まま 利用 され る と は 考え 難い . これ は 前 報 の 
実験 で Glycogen は 子 虫 に よ つ て 直接 利用 され る こと は 
な い 点 及び 肝 移 行 の 時 期 で は 子 虫 の 消化 管 が 未だ 完全 で 
は な い 点 か ら も 見 当 づ けら れ よ うう. 

た 子 虫 を 27C と 87'C に お いて Glycogen 
の 消長 を 比較 し た 実験 で は 両者 の 間 に 著 し い 差 は 見 られ 
な か つた こと と 及び , 87'C に お いて 同一 培養 日 の 子 虫 卵 と 
人 工 脱 と の Glycogen 量 の 減少 を 比較 し て 脱 毅 
虫 に と に お いて は る か に 著しい と いう ぅ 実験 結果 が 得 ら れ た 
が , これ は 脱 殻 に より は じ め て 酸素 消費 が 著しく 高まる 
と いう 前 報 で の 成績 を 裏付け る も の で ある . これ か ら 考 

えら れる と と は , 現実 の 感染 と に お いて 経口 的 と と られ た 
子 虫 卵 は 脱 毅 せ 間 は 貯蔵 力 源 の 減少 も な い が , 一 度 脱 
宮 が 起 る と 著しい 酸素 消費 と Glycogen 消費 が 生じ て 貯 
蔵 力 源 が 逐 し た な つて くる と と で あり , 他 か ら の 栄養 摂 

が 必要 と な つて 来る る も の で あろ うぅ. 

子 を 経口 的 に な え られ な 感染 を 起 し た マウ ス 
の 血糖 及び 肝 グ リコ ー ゲ ン の 定量 実験 で は 両者 と も 
白 な 減少 が 生ずる こと を 表わし て いる . 感染 症 に お し 
血糖 値 が 低下 する こと は 往々 見 られ る 事実 で あり , か つ 
て は これ を 発症 機転 と 考え た 者 も る あつ た が , 現在 で は 感 


栄 に よ ょ つて 肝 の Glycogenesis に も Glycogenelysis に も 
何 か が 生ずる と 解釈 する こと が 普通 の 様 で 
ある . 著者 の 実験 に お し 
に 血行 中 の 子 虫 の 利用 に 


ヽ て も 血糖 及び Glycogen の 減少 
よる も の と は 勿論 考え ら 
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れ な い . 丁度 この 時 期 に 確 に 子 虫 は 体内 に 多量 の Glyco 
n を 蓄積 し は する の で ある が , と これ は 血糖 を 利用 し た 

も の と は 云え その 為 の 血糖 の 減少 が 定量 に よ ょ つて 生じ た 
も の で は な いと 老 え る Riss の 減少 は 
先 に も 述べ た 様 に 子 虫 の 直接 の 利用 で は な 

虫 の 感染 は 子 虫 が 経口 的 に 宿主 に と ! 
の 消化 管 上 部 で 脱 殻 し た 子 虫 が 体内 移行 を 行 つ て 肺 か ら 
気管 , 食道 を 経て 小腸 に 至 つ て 成虫 と な る と いう こと と は 
1916~1917 年 の Stewart 及び の 吉田 (1917) の 有 
名 な 実験 で 明らか と な つて いる 

移行 経路 に つい て も 現在 で は 血行 移行 説 が 有力 で あ 
, 腸 腔 2 り 肝 , に 至る も 
の と 考え られ て いる . この 様 な 体内 移行 と いう 奇妙 な 現 
祭 につい" は 多く の 追 に より 疑う 余地 は 無い が 。 ど 
れ 等 の 現 機 , 
ど 何 の 説明 も 行わ も て いな い . 著者 は 著者 の 前 報 及び 本 
すなわち , 子 虫 が 体内 移行 を 行う の は 脱 毅 虫 の 
A で あろ うと 思わ れる 

は 厚い キチ ン 質 の ょ っ て 物質 の 出入 を 
止 し て お り , 酸素 で さえ も 或 程 度 の 制限 を され て いる こと 
と は 脱 毅 子 貝 と 子 虫 卵 の 酸素 消費 量 の 相 異 か ら も 明らか 
で ある . こと の 様 に 酸素 消費 を 制限 し て は いて も 子 虫 が 形 
成 さ れ て 以後 時 日 が 経過 する に つれ て 次 第 に 体内 と 貯蔵 
し た Glycogen の 減少 を 来たす こと は 止む を 得 な い . こ の 

と と は 培養 子 虫 卵 を 観察 し て 行く と 子 虫 形成 直後 の 時 期 
に は 運動 が 活 溢 で ある が , 時 日 の 経過 と 共に 不 活 浴 と な 
つて 行く と と か ら る も る 見当 づけ られ る . こ と hc: glycogen 
欠 逐 の 状態 に ちる 子 虫 卵 が 経口 的 に 宿主 と と りこ と まれ 腸 
内 で 脱 起 る と , それ まで の 外界 温 度 と る 87°C 
と いう 高温 と も 影響 され て 酸素 消費 は 増し Glycogen の 
消耗 も 卵 衣 を 有 し た 時 期 に と 比べ て は る か に 促進 させ られ 
る た め に Glycogen の 欠乏 は 一 し く な り , 
の 生活 を 続け る た め に は 早 銀 に 力 源 と な る 栄養 を 摂取 し レ 
な けれ ば なら まれ る の で あろ う し 
ら 小 腸 と いう 陣 境 に お いて は 能率 よく 利用 し 得る 糖 は 質 

に も 量 的 に も 乏しい . こと こ に お いて a 分 布 し て い 
る 血管 に 侵入 し て 血液 中 の Glycogen と いう 最も 利用 し レ 
易い 糖 を 純粋 の 形 に お いて 利用 する こと が 最も 手近 な し レ 
か ぁ も 効率 の 良い ェ ネ ルギー 源 補 給 の 途 で ある と と は 云う 
で も 無い . この 子 貝 の Glycogen 欠 逐 を 血液 内 移行 の 
因 と す 見 ら 2, 8 の を 解釈 する と 次 の 様 に 
は 子 虫 が 形成 され て も その 後 の 
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数 日 は 感染 能力 が 無い と 云わ れる が , これ は 子 虫 形成 直 
な 力 源 補給 が 必要 で な く , その 間 に 宿 主 腸管 か ら 排 出さ 
れ て し まつ て 感染 が 成立 し な い の で は な いで あろ うか と 
思わ れる . 形成 直後 の 子 虫 卵 を マウ ス に 与え て マ ャ ウス の 
臓器 に 移行 が 起 ら な い 為 に 感染 能力 が 無い と する 成績 は 
上 の 様 な 解釈 で る 説明 し 得 よ ょ よう. 又 子 虫 卵 の 時 日 が 余り 
に 経ち すぎ た も の で は 感染 率 が 低下 する が , これ ぁ る 卵 明 

で 余り に Glycogen を 消耗 し 過ぎ た 為 に 宿主 腸管 内 に 
て 脱 毅 が 起き て も る も , それ に 引 続 い て 起 る Glycogen の 消 
費 の 旋 に 腸 壁 に 侵入 する 力 さ えも 失 つ て し まう 為 か も 知 
れ ない. 

要 約 

貞 虫 発育 各 期 の Glycogen 量 を 定量 し て その 消長 を 観 
察し , 又 感 染 時 の 宿主 の 肝 グ リコ ー ン 及 び 血 糖 量 の 変 
化 を 検討 し た . 

1. は 数 細胞 期 に お いて Glycogen 量 が 増 
a それ 以後 は 減少 し , 子 虫 形成 後 は 時 日 の 経過 に つ 
て 減少 を 続け 遂に 測定 不能 な 程度 と な る . 
2。 肺 内 移行 中 の 

る か に 超え た 大 量 の Glycogen の 蓄積 が み ら 
8.。 感染 マウ ス の 肝 グ リコ ー ゲ ン 量 及び het 
と 同時 に 著しく 減少 する . 

4.。 前 報 と 本 報 の 実験 結果 か ら , 
移行 は , 卵 及び 腸管 内 で 脱 
oid 利用 する 目的 で 血管 内 と 侵入 す 


し い Glycogen 


(10 ) 


終り た に のぞみ, 御 指 導 , 御 校 関 を 賜 つ た を 松林 久吉 教授 
浅見 敬三 助教 授 に 深 基 な る 謝意 を 表す る . 

本 論 要 引 昭和 34 年 10 月 19 回 日 本 寄生 学 
会 東日本 支部 大 会 に た 於 いて 発表 し た . 


文 

1) Fairbairn(1957) : The biochemistry of ascaris. 
Exp. Parasitol., 6, 491-536. 

2) Fairhairn & Passey(1957) : Occurrence and 
distribution of trehalose and glycogen in the 
eggs and tissues of Ascaris lumbricoides. Exp. 
Parasit., 6, 566-574. 

3) 藤井 (1954) : 生化 学 実験 法 , 南山 . 

4) 小泉 丹 (1954) : 研究 , 岩波 書店 . 

5) Passey & Fairbairn(1957) : The conversion 
of fat carbohydrate during embryonation of 
Ascaris lumbricoides egg. Can. J. Biochem. 
physiol., 35, 511-525. 


6)' 率 藤 正行 (1953) : 光電 上 比 色 計 に ょ る 臨床 化学 検 
査 , 南山 

7) 鈴木 (1938) : 豚 体内 糖 原 質 に い て , 
慶応 医学 , 18, 11. 

8) 鈴木 (1939) : 動物 体外 飼養 体 に ける 
糖 原 質 に 就 い て , 慶応 医学 , 19, 4. 

9) 鈴木 (1940) : 体内 糖 原 質 の 定量 的 観 , 
慶応 医学 , 20, 6. 

10) 関 豊 吉 (1938) : 豚 箇 虫 体 の 脂肪 質 に 就 て , 慶応 


医学 , 18, 1199-1206. 
11) 山尾 泰正 (1951) : 内 部 寄生 虫 類 の 組織 化学 的 研 
究 , 糖 原 質 の 分 布 に つい て , 動物 学 雑誌 , 60, 5. 
吉田 定男 (1917) : の 発育 に , 動物 学 
誌 , 29, 301-317. 


12 


る よ - じ る る と を . 


STUDIES ON PHYSIOLOGICAL ASPECTS OF ASCARIS LUMBRICOIDES 
AT EARLY DEVELOPMENTAL STAGES Il. GLYCOGEN 
CONTENTS OF EGGS AND LARVAE IN 
VARIOUS DEVELOPMENTAL STAGES 


YASUTOKI KAWAZOE 
(Department of Parasitology, School of Medicine, Keio University, Tokyo, Japan) 


In the former paper the author investigated the oxygen consumption of ascaris eggs and 
larvae in various developmental stages. In the present report, glycogen contents of Ascaris 
lumbricoides eggs in various developmental stages as well as larvae migrating through mouse 
lung were quantitatively estimated. Furthermore, on the basis of the results of these experi- 
ments, considerations about the mechanism of the migration of the ascaris larva through the 
body of the host were matde. 

The development of the ascaris eggs used in this experiments were classified as follows: 
Unicellular, bicellular, multi-cellular, morular, tadpole, and embyonated (infective) stages. The 
migrating larvae in the host were collected from the lungs of mice which were infected with 
embryonated eggs 8 days before sacrifice. Glycogen in liver and dextrose in blood of mice 
infected with ascaris were estimated periodically during the initial several days of the infection. 

The quantitative estimation of glycogen of 4X10% eggs in various developmental stages 
revealed that the glycogen increased during first 6 days of the development and thereafter 
decreased gradually as it was shown in fig. 1. The glycogen contents of larvae just embryo- 
nated was approximately the same as that of unicellular eggs, and after the formation of larvae 
glycogen continued to diminish in amount while the eggs survived. 

The glycogen contents of the larvae migrating through the lung are 54 times as much 
as that of the larva which was used for the infection, while the body of the migrating larvae 
are 14.8 times as large as that of the larvae hatched in vitro. The decrease in amount of 
glycogen of larva covered by egg shell in not so remarkable even at 37°C. . When the larvae 
hatch, however, glycogen consumption becomes quite prominent compared with that of the larva 
in egg shell. Apparent decrease in amount of glycogen in liver and of glucose in blood was 
recognized at the beginning of the course of the experimental ascaris infection in mice. The 
decrease of glycogen and glucose in the mice is not likely to be caused by the direct consump- 
tion of the carbohydrates by the larvae migrating through liver and blood vessells. 

By the data from the present as well as the former experiments the author supposed that 
the mechanism of migration of ascaris larva through tissues of host would be as follows. 
Glycogen deficiency in the infective larve in egg surviving in natural circumstances such as on 
soil or in the artificial incubating medium is a fundamental factor of the mechanism. Glycogen 
deficiency becomes so extensive after the eggs hatch in allimentary canal of host that the active 
and prompt acquirement and accumulation of energy source is requested for the larva in order 
to survive and grow in the host. Under the conditions where the larva lives, blood dextrose 
must be available as the most efficient energy source, and consequently it occurs that the larva 

invades into blood vessell for the purpose of utilization of blood sugar, followed by the migration 


through the body. 
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(昭和 35 年 10 月 3 愛 領 ) 


言 

大 平 肺 吸虫 (Paragonimus ohirai Miyazaki, 1939) 
の 第 1 中 間 宿 主 は 長らく 不明 で あぁ あつ た が , と と 粗 年 の 脱 
の 研究 と より 次 第 に 明らか と な つた . 即ち 現在 の 知見 に 
ょ よれ ば ぽ , 実験 的 感染 が 成立 し , か つ 自 然 界 か ら も セル カリ 
アァ 感染 例 の 見 つか つて いる 上 由 は ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ 
Y (Assiminea parasitologica Koroda, 1958) (横川 
ら , 1958 , 吉田 ら , 1959) 及び ヨ ョ ヨシダ カワ ザン ショ ウ 

(Assiminea yoshidayukioi Kuroda, 1959) (吉田 ら , 
1960) の 2 種 で ある . 一 方 自然 感染 例 は 見 出さ れ て いな 
い が , 実験 的 に ミラ シン ジウ ム を 感染 させ る と セル カリ ア 
に 和 発 育 せ し め う る 上 由 は カワ ザン ショ ウ ガ イ (Assiminea 
Japonica von Martens, 1877) (扇田 , 1954 ; 池田 , 
1957 ; 吉田 らち, 1959) 及び ヘソ カド ガイ [Paludinella 
Japonica (Pilsbry, 1901)] (吉田 , 1960) で , この 2 種 
は 大 平 肺 吸虫 幼虫 に 感受 性 を 有する の で 将来 自然 感染 例 
の 見 出さ れる 可能 性 も ある . 

一 方 , 小型 大 平 肺 吸虫 (Paragonimus iloktsuenensis 
Chen, 1940) は 中 国広 東 で 発見 され た が 宮崎 ら (1944, 
1951) の 調査 と よれ ば 我国 に も 分 布 す る こと が 明らか と 
な つて いる . 本 吸虫 の 第 2 中 間 宿 主 及 び 終 宿主 は 大平 肺 
吸虫 の を れ ら と 殆ど 同 じ で ある . 又 本 吸虫 の 第 1 中間 
宿主 は 中 国 に お いて は Assiminea lutea A. Adams, 
1861 が Chen に より 決定 され て いる が が, 坊 国 に と この 貝 は 
分 布 し て いな いこ と こと に な つて お り , 我国 に お ける 本 吸虫 
の 第 1 中 間 宿 主 は 従来 不明 で あつ た が , 最近 ムシ ヤ ド リ 
カワ ザン ショ ウ に お いて 感染 実験 が 成立 し , か つ 自 然 感 
染 例 る 見 出さ れ た (吉田 , 1959 ; 富村 ら , 1960) う . 一 方 , 
休 吸 虫 の ミラ ンジ ウム は 大 平 肺 虚 虫 に お ける と 同様 , ョ 
シシ ザン ショウ ガイ ラー ド ガイ 


な ど に も 容易 に 感染 し , セル カリ ア を 生ずる こと と が 明 ら 
か と な つた (吉田 , 1960 う . 以上 の 一 連 の 研究 結果 か ら 判 
断 す る と , 大 平 肺 吸虫 と 小型 大 平 肺 吸虫 と は 第 2 中 間 宿 
主 及び 終 宿主 の みな ら ず 第 1 中 間 宿 主 選択 性 に お いて ぁ も 
非常 に 似 通 つ た 性 質 を 有する も の で ある と 考え られ る . 

次 に 大 平 並 びに 小型 太平 肺 吸 虫 の 第 1 中 間 宿 主として 
決定 され た 内 が , これ ら 肺 吸虫 の 流行 地 に 分 布 棲息 する 
か どう か を 見 極め る と こと は 実際 面 の 庫 付け の た め 必 要 で 
あり , か つ 叉 , 各 流 行 地 域 に は 沿 数 種 の カワ ザン ショ 
ガイ 科 の 上 貝類 が 分 布 し て お り , 或いは 更に 新しい 第 1 中 
間 宿 主 が 存在 する か も 知れ な い . 著者 の 1 人 吉田 (1959) 
は 大 平 肺 吸虫 流行 河川 の 内 , 伊豆 。 一 の 宮 以 外 の すべ て 
の 河川 を 調査 し , その 殆 ん ど 例 河川 に ヘン シヤ ドリ カワ ザ 
ン シ ヨ ウ の 分 布 し て いる と と を 認め 既に 報告 し た . 又 小 
型 大 平 肺 吸 虫 の 我国 に お ける 8 カ所 の 流行 地 に お いて も 
本 中 の 分 布 す る と と を 報告 し た 。 億 し その 後 第 1 中 間 宿 
主として 可能 性 の ある 上 中 の 種類 は 増加 し た の で これ ら の 
我国 に お ける 分 布 状況 を 更に 広範 な 調査 に ょ つて 明らか 
に し た いと 考え , 肺 吸虫 研究 斑 員 と し て 共同 研究 を 行い , 
いさ さか 知見 を 得 た の で 現在 包 の 成績 を まとめ て 報告 す 
る 次 第 で ある . 

材料 並び に 方 法 

カワ ザン ショ ヨウ ガイ 科 の 上 貝類 は 海水 の 影響 の ある 河口 
附近 に 棲 息 す る こと が 知ら れ て お り , 大 平 及 び 小 型 太平 
肺 吸虫 も 又 こ の 様 な 状況 の 地域 に 分 布 す る . 我々 は 先ず 
調査 河川 を 選定 し , 地図 上 で 分 布 し そう な 地理 的 条件 の 
場所 を 選ん で 採集 に 出かけ た 。 現地 に お いて は 泥 土 上 , 
華 の い は 水中 の これら の を 採集 し , 常に 10 分 間 
採集 を 行 つ て 棒 息 密度 の 大 約 を 記録 し た . 後述 の 表 中 
( 十 う は 10 分 間 で 大 体 10 個 以下 , ( 半 ) は 10~50 個 , < 所) 


本 研究 は , 文部 省 科 学研 完 総 合 研究 費 に た ょ っ て 行わ も た と . と に 記し て 謝意 を 表す る . 
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は 50 個 以上 採集 され た も の で ある . 持ち 帰 つ た 貝類 は 分 
類 を 行い , 疑問 の ぁ る 上 貝 は 黒田 徳 米 博士 い は 波 部 忠重 
博士 に 同定 を 依頼 し た . 


調査 成績 は 南 か ら 九 州 , 中 国 , 近 繊 , 中 部 , 東北 及び 
北海 道 の 各 地区 に 分 け , 各地 区 に つい て は 府県 別 と し , 
か つ 採 集 年 代 順 に 記述 する こと に する . 四国 及び 関東 地 
区 と つい て は 我々 は 十分 な 調査 を 行 つ て いな い の で 今後 
実施 し た い 考 え で ある . 

I 九州 地方 

調査 を 行 つ た 地域 は 熊本 , 鹿児島 , 宮崎 , 福岡 の 4 県 
下 の 主 な 河川 146 で ある. その 成績 は 第 1 表 及 び 第 1 図 に 
示し た 如く で ある . 九州 地方 で 大 平 肺 吸 虫 の 分 布 す る と 
と が 乱 ら れ て いる 河川 は 球磨 川 (本 吸虫 の 模式 産地 ), 緑 
川内 大 淀川 一ツ瀬 川 。 小丸 川 , 五 ケ 瀬川 な ど 
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で ある が 五 ケ 瀬川 を 除く すべ て の 河川 に ムシ ヤ ド リ カワ 
ザン ショ ヨウ を 見 出し た . 五 ケ 瀬 用 に つい て は 宮崎 県 庁 に 
採集 を 依頼 し た の で ある が , 本 貝 を 見 出し て いな い 、. 借 
し 今 一 度 精細 な 調査 を 行え ば 恐らく 採集 され る も の と 考 
える . カワ ザン ショ ウ ガ イ は 調査 し た 全 河 川 か ら 採 集 さ 
れ , ヨシ ダ カ ワ ザン ショ ウ が 珠 磨 川 か ら , クリ イロ カワ 
ザン ショ ウ (Assiminea castanea Westerlund, 1883) 
は 塩見 , 西郷 , 多々 良 , 室 見 の 諸 河 川 か ちら, クロ クリ イ 
ロカ ワザ ン シ ョ ウ (Assiminea kushimotoensis Kuroda, 
1958) は 川内 , 加 江 田 の 2 河川 か ら 採 集 さ れ て いる . 叉 
アズ キ カ ワ ザン ショ ヨウ (Assiminea latericea miyazakii 
Habe, 19483) は 本 種 の 模式 産地 で ある 筑後 川 と 矢部 川 
で 採集 され た . ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ヨウ は 前 述 の 大 平 
肺 吸虫 流行 7 河川 以外 の 加 江 田 , 塩見 , 西郷 , 多々 良 室 
見 , 矢部 の 諸 河 川 に も 分 布 す る . 


第 1 表 九州 地方 に 於 ける 中 の 調査 成績 


県 名 河川 名 或 は 地名 中 の 種類 密 庶 採集 者 採集 年 月 日 備 考 
本 P.o 流行 地 
A Y 十 吉田 , 川島 1959.11.30 P.o の 模式 産地 
J 吉田 幸 1958.11.27 
鹿児島 県 川 P.o, Pi 流行 地 
J 4 
宮 K 
県 ヶ 一 宮崎 県 庁 1958.12.16 P.o 流行 地 
新 川 J 
J 
塩 見 川 Pp 
J 川島 1960. 5.12 
西 郷 川 P + 
十 2 
福 1960. 5.16 
多 々 良 川 く P 
岡 1960. 4.23 
に 見 川 Pp 
県 M 宮崎 一郎 1942.11. 8 
く J 1960. 6. 9 M の 模式 産地 
+ 
M 


(13 ) 


を 
中 
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西 川 PQ 
々 
見 


塩見 川 


ず 従 つて 流行 地 の 報 告 あ も ない. 当地 方 21 河 川 に つい て の 
中 類 の 調査 は , 昭和 35 年 7 月 著者 の 1 人 川島 ら に ょ っ つて 
行わ れ た . その 成績 は 第 2 表 及 び 第 2 図 に 示し た 如く 人 金 
能 的 に 中 の 分 布 は 少な く , 全く 採集 され な い 河 川 も か な 
りあ つた . ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ヨウ は 山口 県 の 吉田 
川 波川 及 び 島 根 県 の 道 採集 され , ョ シダ カワ 
ザン ショ ヨウ は 山口 県 の 日 本 海 側 の 2 地区 か ら 採集 され 
た . その 他 カ ワザ デザ ン シ ョ ヨウ ガイ は 日 本 海 側 , 瀬戸 内 海 購 


ーー 湊川 : 幅 共に 散発 的 に 見 出さ れ て いる . 即ち 中 国 地 方 の 中 類 は 豊 
RCP 加 江 田川 (PN 調査 が 進め ば , 第 1・ 第 2 中 間 宿 主 の 相互 関係 が 明らか 


第 1 九州 地方 に た け る 分 布 図 


に な る で あろ うろ 。. 


飯 (-) 
王 造 川 ( つ ) | 川 | 


川 


鹿児島 県 川内 川 は 大 平 肺 吸虫 の & み なら ず 小 型 大 平 肺 吸 
虫 も 分 布 す る こと が 宮崎 (1944) に よ つ て 示さ れ て いる 
が , 上 貝類 は 上 述 の 如く ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ヨウ ,。 カワ 
ザン シヨ ウ ガ イ , クロ クリ イロ カワ ザン ショ ヨウ が 豊富 に 


分 布 す る こと が 認め られ た . FI 
中 国 地 方 二見 
山口 , 広島 , 岡山 , 島根 , 鳥取 5 県 の 大 平 肺 吸虫 及び 高村 川 (7 
小型 太平 肺 吸虫 に 関す る 調査 は 従来 殆 ん ど 行 われ て お ら BNP 芦田 川 (-) 
川 ( つ ) 


表 中 国 地 方 に た け る 中 の 調査 成績 


県 名 採集 者 採集 年 月 


第 2 図 中 国 地 方 に た 於 ける 中 の 分 布 図 
近畿 地方 


有田 川 (-) 川島 ら 1960.7.22 

佐波 川 く p で 近畿 地方 の 海 に 面 し た 2 府 8 県 に つい て 調査 を 行 つ た 

出 十 の ” が , その 成績 は 第 8 表 及 び 第 8 図 に 示す 。 先ず 兵庫 県 円 

山川 は 大 平 虫 の な 流行 地 で あり , ムシ ヤ ド リ カ 

二見 川 (-) 1960.7.17 ワザ ン シ ョ ヨウ の 模式 産地 で も ある . 更に ムシ ヤ ド リ 及び 

深 族 "(=) ” ョ ヨシ ダ カ ワ ザン シヨ ウ か ら 同 吸虫 セル カリ ア の 自然 感染 

ーー 半生 の 見 出さ れ た 地区 で ある . 1953 年 以来 現在 も 商 観 察 を つ 

才 有川 (-) づけ て いる が 表記 の 8 種 の 多数 分 布 し て いる . 

dba 4 1960.7.18 京都 府 由 良川 及び 三重 県 長良 川 は 共に 大 平 肺 吸虫 の 分 布 

地 で あり , 由 ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ 及 び カ ワザ ン 
ショ ウッ ガイ の 2 種 が 豊富 に 分布 し て いる . 

兵庫 県 加古 川 と 大 阪 市 新 淀川 は 小型 大 平 中 の 分 

和民 i 地 で ある が , 中 類 も 豊富 で 表示 し た 如く 3 へ 4 種 が 棲息 す 

ベー) る . ちな み に 加 古川 は ダ カ ワ ザン ショ ウ の 模式 産地 

を で ある. 和歌 山県 の 紀ノ川 及び 日 高川 で は カワ ザン ショ 

鳥取 県 日 野川 (-) a a ウ ガ イ 及び ヨシ ダ カ ワ ザン ショ ヨウ が 採集 され た が , ムシ 

広島 県 芦田 有川 (-) "1960.7.21 ヤ ド リ カワ ザン ショ ウ は 採集 され な か つた . 又 御坊 海 和 

で ヘソ カド カイ が 多数 採集 され 和歌山 ・ 三 重 両 県 下 
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表 近畿 地方 に ける 中 調査 成績 


府県 名 河川 名 或 は 地名 上 内 の 種類 密度 採集 者 採集 年 月 日 備 考 
吉田 幸 1953.11.29 p 
円 P 1957.12. 8 .0 流行 地 
1959. 5.22 P の 模式 産地 
庫 P P.i 流行 地 
Y の 模式 産地 
K 
県 石 川 一 J 7 
武 川 (—) 2 
ン J 1958.12.22 
大 阪 府 新 P.i 流行 地 
+ 1959.11.17 
J 1959. 3.19 P. 
新 庄 川 (-) 1959. 6. 2 
都 野 J (—) 
J 1959. 9. 8 
十 
三重 県 く ・ 松 1958. 5.19 p.o 流行 地 
元 聞 () 績 が ある . 我々 の 調査 成績 は 第 4 表 及 び 第 4 図 に 示し た 
ME 如く , 先ず 県 は 1958 年 5 月 か ら 8 月 に か け て 主要 な 
a 河川 を 大 体 全部 調査 し た が 上 貝類 も 表示 の 如く 豊富 で , 大 


長良 川 
wi 


新 
日 高川 


3 図 近 方 に た ける 分 布 図 


の 紀伊 半島 一 帯 は 現在 まだ 十分 な 調査 が 進ん で いな い . 
IV 中 部 地方 
中 部 地方 に お ける 大 平 肺 吸虫 流行 地 と し て 婦 ら れる 地 
域 は 静岡 県 南 伊 豆 , 愛知 県 日 光 川 , 新潟 県 佐渡 島 で , 南 
伊豆 に つい て は 横川 ら (1957, 1958) の くわ し い 調 査 成 


(15 ) 


平 肺 吸虫 流行 地 の 日 光 川 か ら は ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ヨ 
ウ 及 び カ ワザ ン シ ョ ヨウ ガイ が 共に 多数 見 出さ れ て いる . 
新潟 県 佐渡 島 は 大 鶴 ら (195) に よ ょ っ つて 同島 産 イ タチ か 
ら 高 率 に 大 平 肺 吸虫 と 思わ れ る 成虫 が 見 出さ れ て いる 
が , カニ = か ら は 幼虫 が 見 出さ れず , か つ 上 貝 の 調査 も 不 十 
分 で あつ た の で , 1960 年 5 月, 大鶴 並び に 吉田 ちら が 調査 
を 行 つ た . その 結果 , 加茂 湖 か ら ク リ イ ロ カワ ザン シヨ 
ウ , 立岩 及び 大 須 鼻 附近 か ら ヘ へ ヘソ カド ガイ が 見 出さ れ た 
が , 現在 最も 重要 視 さ れる ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ヨウ は 
見 出さ れず , 今後 更に 調査 を 要 す る も の と 考え る . 富 
山 , 石川 , 福井 の 諸 県 と につい て も 現在 まだ 調査 が 不 十 分 
で あり , 今後 実施 の 予定 で ある . 

V 東北 地方 並び に 北海 道 地 方 

東北 並び に 北海 道 地 方 に お いて は 従来 大 平 及 び 小 型 大 
平 肺 吸虫 と 関す る 調査 が 行わ れ も て いな い . 1960 年 6 月 か 
ら ? マ 月 に か け て 長 花 並び と 吉田 ち は こ と の 地方 の 若干 の 河 
川 に つい て 調査 を 行 つ た . その 成績 は 第 5 表 及び 第 5 図 
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第 4 表 中 部 地方 に た 於 ける 中 の 調査 成績 


県 名 河川 名 或 は 地名 上 内 の 種類 密 謀 採集 者 採集 年 月 日 備 考 
木 + 吉田 ・ 松 尾 1958.5.19 
吉田 1958.8.22 
1958.8.25 
作 (-) 1958.8.26 
J + 2 
Pp + 1958.8.28 
県 
福井 県 + 吉田 ・ 近 野 1958.7. 4 
富山 県 神 通 川 (—) 吉田 ・ 杉 原 1960.5.14 
阿 野 川 (-) 吉田 ・ 原 ・ 小 1960.5.10 
新 信 川 (-) 
佐渡 ・ 加 茂 C 大 ・ 関 ・ 吉 田 ・ 原 1960.5.11 佐渡 の イタ チ か 
府 (—) ら P.o 成虫 検出 
県 羽 川 (—) 
立岩 附近 一 + 
大須 鼻 附 近 一 
に 示す 如く , 山形 県 最上 川 及び 秋田 県 雄物川 で は 共に 
ワザ ン シ ョ ヨウ ガイ 科 の 貝類 を 採集 出来 ず , 又 北 海道 に お 
いて 石狩, 羽幌, 阿寒 , 新 の 4 河川 共 カ = 及び 上 
ER 類 の 棲息 を 認め な か つた . 同年 6 月 川島 は 余市 川 河口 を 
時 調査 し た が と これ 上 を 見 出す こと が 出来 な か つた . 


大 須 島 附近 け 


川 け 


大 


第 4 図 中 部 地方 に 於 ける 中 の 分 布 図 
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Assiminea septentrionalis は 西部 裏 日 本 一 帯 に 普通 の 具 
で ある が , テン シオ カワ ザン ショ ヨウ なる 和 名 の 示す 如く , 北 
海道 天塩 に 産 す る と 云う 記載 が ある が , 今回 これ を 見 出 
すこ と と が 出来 な か つた . し か し 全般 的 と みて 東北 地方 の 
裏 日 本 海 側 及 び 北 海道 は 第 1 並び に 第 2 中 間 宿 主 の 分 布 
状況 は 極め て 稀 薄 で , 大 平 成 い は 小型 大 平 肺 吸虫 の 流行 
は 困難 の よう に 思わ れ た . 

大 平 肺 吸虫 並び に 小型 大 平 肺 吸虫 の 我国 に お ける 分 布 
状況 は 主として 第 2 中 間 宿 主 で ある 半 上 峡 水産 カ = 類 の 詩 

に ょ り 次 第 に と 明か と な つて きた . と これ ら 肺 吸虫 の 自然 

に お ける 終 宿主 は 主として ネズ ミ 。 イタ チ 。 イヌ ス ,。 
ヌキ その 他 で , これ ら の 光 類 は , ほぼ 全国 的 に 分 布 す る と 
みて さしつかえ な い . 又 第 2 中 間 宿 主 で ある 半 戯 水産 カ 
= 類 も 我々 の 調査 と よれ ば , 北海 道 を 除き ほぼ 全国 至る 
所 に 棲息 し て いる . し か し 大 平 並 びに 小型 大 平 肺 吸虫 の 
分 布 は か な り 限 られ て いる .。 と の 原因 は 主として 第 1 中 
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第 5 表 東北 並び に 北海 道 地方 に た 於 け る 中 の 調査 成績 


県 名 河川 名 或 は 地 の 種類 者 採集 年 月 日 
山形 県 (-) 長 花 ・ 吉 田 ・ 島 谷 1960.6.21 
en 花 ・ 吉 田 ・ 島 谷 

(-) 西田 ・ 初 鹿 1960.9.24 
海 新 釧 路 川 (-) 長 花 ・ 吉 田 ・ 西 田 1960.6.30 

道 羽 (-) 長 花 ・ 吉 田 1960.7. 1 


石 ( つ 
市 川 


| 
同窓 川 ( つ ) 


雄物川 


第 5 図 * 東 北 及 び 北 海道 地方 た 於 け る 中 の 分 市 図 


間 宿 主 と な る 上 中 類 の 分 布 と か な り 邊 接 な 関係 が ある の で 
は な いか と の 観点 か ら , これ ら 肺 上 吸虫 の 第 1 中 間 宿 主 と 
し て 決定 され た ふ ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ウ を 中 心 と し て 
カワ ザン ショ ヨウ ガイ 科 の 貝類 の 我国 に お ける 分 布 状況 を 
調査 し , 自然 界 に お ける 上 由 類 と 肺 吸虫 流行 と の 関連 性 を 
追及 し て みた . 双 ふ シンヤ ドリ カワ ザン ショ ウ は 1958 年 , 
ョ シダ カワ ザン ショ ウ は 1959 年 と , いずれ る も 最近 黒田 に 
ょ つて 新種 の 記載 が 行わ れ た 中 で , これ ら の 匠 国 に お ! 
る 分 布 を 明らか に する と と は 上 幅 類 学 の 面 か ら も 興味 ある 
点 で ある . 最近 波 部 は Assiminea castanea, A. parasi- 
tologica, A. yoshidayukiot な どの 属 名 を Angustassi- 
minea と する 方 が 分類 上 適当 で ある と の 見 解 を の べ て 
いる が , とこ の 点 に つい て は 同氏 の 正式 の 意見 発表 を まつ 
て 貝類 学者 間 の 検討 あ だ ね た いと 思う . 
さて 今回 著者 ら の 共同 研究 と ょ つて 調査 し 得 た 河川 は 
四国 及び 関東 を 除き 78 河 川 (或いは 地区 う に 及 ん だ . 茅 


( 


国 の 大 平 肺 吸虫 流行 地 は 現在 , 球磨 川 , 緑川 。 川内 川 , 
大 。 一ツ瀬 川 小丸 川 , 五 ケ 瀬川, 円 山川 , 由良 川 , 
長良 川 , 日 光 川 , 青野 川 , 朝日 川 , 一 の 宮川 及び 佐渡 
島 の 15 地 区 で ある . こと の 内 青野 川 , 朝日 有川 に つい て は 横 
川 ら (1958) が 既に ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ヨウ を 採集 
し て いる が 。 一 の 宮川 に つい て は 上 貝類 の 記述 が な い . 又 
佐渡 島 に つい て は 大 鶴 ら (1957) に よ つ て イタ チ か ら 大 
平 肺 吸虫 と 思わ れる 成虫 が 高 率 に 検出 され て いる が , 虹 
近 大 鶴 並 びに 著者 の 1 人 吉田 ちら の 採集 に よれ ば クリ イロ 
カワ ザン ショ ヨウ と ヘソ カド ガイ を 見 出し た の の み で , ム 
シヤ ドリ カワ ザン ショ ウ を 見 出す こと が 出来 な か つた . 
し か し 大 鶴 ら は 第 2 中 間 宿 主 を 多数 検査 し た に も 拘わら 
ず メ タ セ ルカ リア を 見 出し て いな い の で , 本 島 の 肺 吸虫 
生活 つい て は 不明 の 点 が 多い . 宮崎 県 五 ケ 瀬川 
は 宮崎 ら に より クロ ベン ケイ 120 匹 中 1 匹 (0.8 %) う の 
低 率 年 ら 大 平 肺 吸虫 の メタ セル カリ ア を 見 出し て いる 
が , 今回 の 調査 で は ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ウ の 採集 は 
出来 ず , 再度 調査 を 要する と 考え て いる . 即ち 以上 15 地 
区 の 大 平 肺 吸虫 流行 地 中 ふ シヤ ドリ カワ ザン ショ ヨウ の 見 
出さ れ た の は 12 地 区 , 未 調査 1 地区 で ある . 一 方 , 現在 
迄 に 第 2 中 間 宿 主 を 検査 レ し メタ セル カリ ア が 陰性 で あつ 
た 地区 か ら の ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ 検出 状況 を みる 
と , 福岡 県 矢部 川 , 筑後 川 , 兵庫 県 市 川 , 和歌 山県 紀 ノ 
川 (以上 宮崎 , 1951), 兵 庫 県 明石 川 , 武庫 有川, 市川 京 
都 府 野川 , 愛知 県 境川 , 矢作 川 , 豊川 , 富山 県 
神通 川 , 新潟 県 阿賀 野川 , 山形 県 最上 川 , 秋田 県 雄物川 
(以上 吉田 らち , 未 発表 を 含む ) の 15 地 区 で ある が , その 
内 ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ウ の 検出 され た の は 矢部 川 , 
境川 , 失 川 の み で あつ た . 以上 の 事実 は 自然 界 で の 大 平 
肺 吸虫 流行 と 本 内 の 分 布 と が 密接 な 関係 を 有する と こと を 
示す も の と いえ よう . 

一 方 , 小型 大 平 肺 吸虫 の 流行 地 で ある 新 淀川 。 加古 
川 , 川内 川 に は , いずれ も ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ヨウ が 
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分 布 棲息 し て いる . その 他 カ ワザ ン シ ョ ウ ガイ が 全 河 川 
に , ヨシ ダ カ ワ ザン ショ ヨウ が 新 淀川 及び 加古 川 に , タロ ク 
リ イ ロ カワ ザン ショ ウツ が 加古 川 , 川 内 有川 に 分 布 し て いる . 

次 に 全般 的 に これ ら 上 貝類 の 我国 に お ける 分 布 状 況 を み 
る と , カワ ザン ショ ヨウ ガイ の 分 布 が 最も 広く ,。 か つっ 数 も 
豊富 で ある が , 肺 吸虫 箇 虫 に 対す る 感受 性 が 非常 に 低い 
の で 第 1 中 間 宿 主として の 意義 は や や ゃ や 少ない. ムシ ヤ ド 
リ カワ ザン ショウ は 現在 大 体 九州 南部 か ら 中 国 , 近 織 , 
中 部 一 帯 に 分 布 し , 日 本 海 側 は 京都 附近 和 , 太平 洋 側 は 
静岡 県 千 が 判明 し た . し か し 本 中 は 水量 の 少な い 砂 質 の 
河口 に は 棲息 し 難い の で , 上 記 分 布 範囲 内 で も この よう 
な 河川 に は 棲息 せ ず 従 つ て 肺 吸虫 流行 の 可能 性 も 少な 
い . 又 東 北 地方 の 日 本 海 側 及 び 北 海道 に は 貝類 の 分 布 が 
認め られ ず , 大 平 環 い は 小型 大 平 肺 吸虫 流行 の 可能 性 は 
極め て 少な い の で は な いか と 考え られ た . 

ョ シダ カワ デザ デン ショウ は 大 平 並 びに 小型 大 平 肺 吸虫 幼 
虫 に 対し 高い 感受 性 を 有 し , か つ 大 平 肺 吸虫 セル カリ ア 
の 自然 感染 も 見 出さ れ て いる の で , 現在 ふ ン ヤ ド リ カワ 
ザン ショ ヨウ に 次 いで 重視 すべ き 由 で ある が , 極め て 小さ 
い 由 で あり , 採集 の 困難 性 も 伴 つ て 目下 肺 吸虫 流行 地 の 
すべ て か ら 見 出さ れる に 至 つ て いな い . 本 中 の 分 布地 と 
し て は 1960 年 , 吉田 に と ょ つて 兵庫 県 加古 川 (模式 産地 ), 
円 山川 , 和歌 山県 紀ノ川 , 日 高川 , 京都 府 久美 浜 湾 , 大 
阪 府 新 淀川 , 熊本 県 球 麻川, 鹿児島 県 串木野 , 静岡 県 浜 
名 湖 な ど が あげ られ た が , その 後 川島 らち の 調査 と よ つ て 
山口 県 奈 古 川 , 田 万 川 に 分 布地 が 見 出さ れ た . 

その 他 , 実験 的 に 大 平 及び 小型 大 平 肺 吸 虫 功 虫 に 感染 
する ヘ へ ソ カ ドガ イ は 我々 の 調査 で は 和歌 山県 御坊 海岸 , 
佐渡 島 の 海岸 な ど で 見 出さ れ た が , 本 中 は 頻 海 性 で , か 
つっ 陸 棲 に 近く 又 そ の 分 布 と 肺 吸虫 流行 地区 と の 関係 か ふら 
みて も 自然 界 に と お いて 第 1 中 間 宿 主として の 役割 を 果す 
と と は や や ゃ 困難 と 考え られ た . 

叉 , 以上 の 他 ク リ イ ロ カワ ザン シヨウ, クロ クリ イロ 
カワ ザン ショ ヨウ 及び アズ キ カ ワ ザン ショ ヨウ な ど が 採集 さ 
れ た が , と この 内 クロ クリ イロ カワ ザン ショ ヨウ は 大 平 及び 
小型 大 平 肺 吸虫 功 虫 に 対し 感受 性 を も た な いと と が 吉田 
(1960) に よ ょ つて 報告 され , 更に クリ イロ 及び アズ キ カ ワ 
ザン ショ ヨウ に つい て は 本 年 , 川島 1960, 印刷 中 ) に ょ っ 
て 実験 が 行わ れ た が , 両 種 基 に 大 平 肺 吸虫 功 虫 に 対す る 
感受 性 が な いこ と と が 判明 し た [川島 (本 号 , 161~164)]. 

大 平 肺 吸虫 及び 小型 大 平 肺 吸虫 の 第 1 中 間 宿 主として 
現在 決定 され て いる 上 貝 は ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ウ と ヨ 


シダ カワ ザン ショ ヨウ の 2 種 で ある が ,。 と これら の 上 貝 を 中 心 
と し て カワ ザン シヨ ウ ガ イ 科 (Assimineidae) の 貝類 の 
我国 に お ける 分 布 状況 を 調査 し 肺 吸虫 流行 地 と の 関連 性 
に つい て 研究 を 行 つ た . 採集 され た 貝 は ムシ ヤ ド リ カワ 
ザン ショ リウ (Assiminea parasitologica Kuroda, 1958), 


ョ ヨシ ンダ カワ ザン ショ ヨリ ワウ (Assiminea yoshidayukioi Kuro- 


da, 1959), カワ ザン シヨ ウ ガ イ (Assiminea japonica 

von Martens, 1877), ヘソ カ ドガ イ [Paludinella japo- 
nzca (Pilsbry, 1901 う ], クリ イロ カワ ザン ショ ツウ (Assz- 
minea castanea Westerlund, 18883), クロ クリ イロ カワ 
ザン ショ ヨウ (Assiminea kushimotoensis Kuroda, 1958), 
アズ キ カ ワ ザン ショ ッ リウ (Assiminea latericea miyazakit 
Habe, 1948) の 7 種 で ちあ つた. こと この 内 ムシ ヤ ド リ カワ 
ザン ショ ヨウ は 大 平 並 びに 小型 大 平 肺 吸虫 流行 地 17 地 区 の 
内 14 地 区 か ら 見 出さ れ て お り , 本 吸虫 の 第 1 中 間 宿 主 と 
し て 最も 重要 な も の で ある と と が 野外 に お いて も 確証 さ 


すし 。 


稿 を 終る に 当り 御 指導 , 御 校 を 項 い た 宮崎 一 郎 , 長 
花 操 両 教授 に 感謝 する . 叉 内 類 の 同定 に 種々 御 教 示 を 項 
いた 黒田 徳 米 , 波 部 忠重 両 博 士 に 対し 感謝 する . 更に 中 
国 地 区 の 調査 に 際 し 援助 , 協力 を 惜しま れ な か つた と た 九 大 
医学 部 自動 車 研究 会 の 諸兄 に 対し 謝意 を 表す る . 
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符 
本 報 六 の 表 叉 は 図 中 に 使用 し た 略 符 は , それ ぞ れ 次 に 示す 肺 吸虫 叉 は 中 類 を 表わす も ゃ の で ある . 


P. 0: Paragonimus ohirai C: Assiminea castanea 

P. i: Paragonimus iloktsuenensis M: Assiminea latericea miyazakii 
P: Assiminea parasitologica K: Assiminea kushimotoensis 
Y: Assiminea yoshidayukioi J’: Paludinella japonica 
J: Assiminea japonica 
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ON THE DISTRIBUTION OF THE SNAIL HOSTS OF PARAGONIMUS 
OHIRAI MIYAZAKI, 1939 AND PARAGONIMUS 
ILOKTSUENENSIS CHEN, 1940 IN JAPAN 


Yukio YOSHIDA 
(Department of Medical Zoology, Kyoto Prefectural University of Medicine, Kyoto) 


& 


KENJIRO KAWASHIMA 
(Department of Parasitology, Faculty of Medicine, Kyushu University, Fukuoka) 


Paragonimus ohirai was first described by Miyazaki in 1939 from Japan, and the snail 
hosts of this fluke were decided upon as Assiminea parasitologica Kuroda, 1958 (Yogogawa et 
al. 1958 and Yoshida et al. 1959) and Assiminea yoshidayukioi Kuroda, 1959 (Yoshida et al. 
1960). 

Paragonimaus iloktsuenensis Chen, 1940 is distributed in several districts of Japan, and 
the snail host of this fluke was also decided upon as A. parasitologica in Japan (Yoshida 1959 
and Tomimura et al. 1960), while that of this fluke was Assiminea lutea A. Adams, 1861 in 
China, the original locality. 

In this paper the geographical distribution of the snail hosts and their related species 
belonging to the family Assimineidae in Japan were described and discussed. 

The following seven species of the genera Assiminea and Paludinella have been collec- 
ted from seventy-eight rivers researched ; A. parasitologica, A. yoshidayukioi, A. japonica, 
A. castanea, A. latericea miyazakii, A. kushimotoensis and Paludinella japonica. 

A. parasitologica was abundant in almost all of endemic area of P. ohirai and in every 
endemic area of P. iloktsuenensis. lt is clear that the distribution of A. parasitologica is more 
consistent with that of these flukes than that of the other snail hosts. 

It is suggested that A. parasitologica is the most important snail host of these flukes not 
only in the laboratory condition but also in the field. 
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(寄生 学 雑誌 10 第 2 号 161-164 1961] 


数 種 の Asszmznea 属 カ イ 類 に 対す る 
大 平 肺 吸虫 の 感染 実験 


川島 健治 郎 
九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教 族 (主任 宮崎 一 郎 教授 ) 


(昭和 35 年 10 月 8 日 愛 領 ) 


言 

1989 年 , 宮崎 一 郎 が 大 平 肺 吸虫 (Paragonimus ohirai 
Miyazaki, 1989) を 熊本 県 人 代 市 球磨 川 河口 を 模式 産地 
と し て 発見 報告 し て 以来 , 多く の 先 人 の 業績 に より , 本 種 
の 生態 が つぎ つぎ と 明らか に され て きた 。 その うぅ うち, 第 
1 中 間 宿 主 に つい て は 永らく 不明 の まま で あつ た が , カ 
ワザ ン シ ョ ヨウ ガイ (Assiminea japonica von Martens, 
1877①) に 本 種 の ミラ シ ジ ウ ム を 実験 的 に 感染 させ ,。 セル 
カリ ア に まで 発育 する こと が 確 め られ , 最初 に 本 種 が 大 
平 肺 吸虫 の 第 1 中 間 宿 主 に 決定 され た (扇田, 1954 う . とこ 
の 事実 は 更に 追試 に よ ょ つて 確認 され た が (池田 ,。 1957 ; 
吉田 ら , 1959), 膨 大 な 数 の 本 種 の 調査 に る か か わら ず 大 
平 肺 吸虫 の 自然 感染 は 認め ちら ち れ て いな い ( 扇 田 , 1954 ; 横 
川 ら , 1958 ; 吉田 ら , 1959 ; 川島 ら , 未 発 表 ). その後 大 平 
肺 吸虫 の 産地 に ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ヨリ ワウ (Assiminea 
parasitologica Kuroda, 1958) が 多数 棲息 する こと が 発 
見 され , これ に 大 平 肺 吸虫 の 自然 感染 を 認め , 第 1 中間 
宿主 と し て の 意義 が 確証 され る に 至 つ た (横川 ら , 1958 ; 
吉田 ちら, 1959). 更に ,。 その 後 , 新種 と し て 発表 され た 
ョ ンダ カワ ザン ショ リウ (Assiminea yoshidayukioi Ku- 
roda, 1959) に も 自然 感染 , 実験 感染 が 認め られ , 前 種 
同様 に 第 1 中 間 宿 主として 追加 され た (吉田 ら , 1960). 
その 他 , 大 平 肺 吸虫 ミラ ンジ ウム の 感受 性 は ヘソン カド 
ガイ LPaludinella japonica(Pilsbry, 1901)〕 及び クロ 
クリ イロ カワ ザン ショ (Assiminea kushimotoensis 
Kuroda, 1958) で 実験 され た が , 前 者 は 陽性 , 後者 は 
陰性 の 結果 で あつ た (吉田 , 1960). 日 本 産 Assiminea 
属 カ イ 類 の うち , 大 平 肺 吸虫 ミラ シンジ ウム の 感受 性 が 
確認 され て いな い 主 な 種 は , クリ イロ カワ ザン ショ ヨウ 
(Assiminea castanea Westerlund, 1883) と アズ キ カ 
ワザ ン シ ョ ウ リウ (Assiminea latericea miyazakii Habe, 
1948) で ある . 著者 は 上 記 2 種 カ イ 類 に 対す る 大 平 肺 吸 
虫 ミ ラン ジウ ム の 感染 実験 を を ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ 


ウ を 対照 と し て 行い , その 結果 は 陰性 で あつ た が , Ass- 
iminea 属 カ イ 類 に 対す る 感受 性 の 総合 的 検討 の 基礎 次 
料 の 一 部 と し て , こと こ に を の 成績 を 報告 する . 

実験 材料 並び に 方 法 

実験 に と 用 いた カイ は , 1960 年 4 月 28 日 , 福岡 市 室 見 川 
河口 か ら 採 集 し た クリ イロ カワ ザン ショ ウ , ムシ ヤ ド リ 
カワ ザン ショ ウ 及 び 1960 年 6 月 18 日 , 福岡 県 矢部 川 河口 
か ら 採 集 し た アズ キ カ ワ ザン ショ ウ の 8 種 で , 何れ も 大 
平 肺 吸虫 の 非 流 行 地 か ら 採集 され た も の で ある . 飼育 
方 法 は , 扇田 (1954), 横川 ら (1958), 吉田 ちら (1959, 
1960) に な ら つ た . 即ち , 直径 約 320cm の 竹 又 は 金属 製 
の ザル に 2cm 程度 泥 を 入れ , その 上 に 採集 地 の 土 を 薄 
く 吾 いた 。 と この ザル を 更に 水 を 入れ た ガラ スズ 容器 に 入れ 
泥 が 絶え ず 湿 る よう に し , 水 は 数 日 お き に 交換 し た . 餌 
と し て , 吉田 ちら は サツマ イモ を 与え た が , 著者 は 濾紙 を 
1cm* 程度 に 切り 与え た . と この 方 法 で クリ イロ 及び ムシ 
ヤ ド リ カワ デン ショ ヨウ は 8 ヵ月 を 経る も 半数 以上 が 生存 

た が が, アズキ カワ ザン ショ ヨウ は 約 70 が 死亡 し た . 

大 平 肺 吸虫 卵 は , 模式 産地 で ある 熊本 県 球磨 川 河口 か 
ら 採集 し た ベン ケイ ガ = 及 び ク ロ ベ ン ケイ の 肝臓 か ら 採 
取 し た メタ セル カリ ア を ダイ コク ネズ ミ に 経口 投与 し , 
約 2 ヵ月 後 解剖 し て , 貝 概 笑 の 中 か ら 得 た . これ を 水道 
水 を 入れ た 時 計 皿 に 入れ 27°C の 恒温 槽 中 に 保存 し た . 
水 は 毎 日 交換 し , 20~80 日 後 , 冷却 法 に よ ょ つて 骨 化 させ 
感染 方 法 は , 先ず , 直径 5cm, 深 さ 1cm の シャ ー レ 
に 水 を 深き 5mm 程度 入れ , これ に カイ を 20 個 体 (クリ 
イロ 及び アズ キ カ ワ ザン ショ ウ の 場合 う , 又は 10 個 体 ( ム 
シヤ ドリ カワ ザン ショ ウツ の 場合 ) 投入 し た . これ に 前 者 
の 場合 は 100 個 体 , 後者 の 場合 は 50 個 体 の 大 平 肺 吸虫 ミ 
ラ シ ジ ウム を 入れ , 何れ も カイ 10 個 体 当 0 り ミラ シ ジ ウ ム 
5 個体 の 割 で 5 時 間 同 一 容器 中 に 放置 し た . 実験 と に 用い 
た カイ 個体 数 は , クリ イロ カワ ザン ショ ヨウ 160 個 体 。 ア 


本 研究 は , 文部 省 科 学研 完 総 合 研 究 費 に ょ っ て 行わ も た , と と に 記し て 謝意 を 表す る (宮崎 一 郎 ) . 
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ズ キ カワ ザン ショ アツ 200 個 体 , そし て 対照 と し て ムシ ヤ 
ドリ カワ ザン ショ ヨウ 380 個 体 で あら つた . 吉田 ら (1959) に 
よれ ば , ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ヨウ の 場合 , カイ 10 個 体 こ 
対し ミラ シン ジウム 380 個体 で 3 時 間 放 置 す る と , その 殆 ん 
ど が カイ 体内 に 侵入 する と 述べ られ て いる が , 著者 の 上 
人 述 の 実験 で は , 5 時 間 の 接触 放置 で も カイ を 取り 出し た 
後に は , か な り 多 数 の ミラ シン ジウ ム の 残存 が 確 め られ 
た 。 因みに , アズキ カワ ザン ショ ヨウ の 場合 ミラ シ ジ ウ 
ム の 平均 残存 個体 数 は 29.8 (29.8226) で あり ,。 ムシ ヤ ド 
リカ ワザ ン シ ョ ヨウ の 場合 は , 7.5 (15%) で あつ た 。 ク 
リ イ ロ カワ ザン シヨウ の 場合 は 不明 で あつ た が , カイ の 
分 泌 す る 物質 に か ら ま り 死 滅する ミラ シ ジ ウ ム る も を も 多数 認 
め ら れ た の で , 実際 に カイ 体内 に 侵入 する と 考え られ る 
ミラ シ ジ ウ ム は , 投入 個体 数 の 半分 に も 満た な いも の の 
うに 思わ れ た この 場合 の 水温 は , 18 で ~19'C で 
あつ た . 
成績 並び に 考察 

実験 成績 の 大 要 は 第 1 表 に 示し た と お り で ある が , 対 
照 と し て 用 いた ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ウ は 88 日 後に お 


Table 1. 


いて , 生存 個体 14 の うち セル カリ ア の 見 出さ れ た も の 4 
で , 感染 率 は 28.5 で あつ た 。 こと これ は 吉田 ら (1959) の 
84~108 日 後 の 感染 率 26.122 と 同じ 程度 で あつ た . 次 に 
アズ キ カ ワ ザン ショ ウツ は 88~91 日 後 の 生 存 個体 数 44 の うぅ 
ち ,。 セル カリ ア の 見 出さ れ た も の は 全く な か つた . 双 , 
クリ イロ カワ ザン ショ ウ は , 94 日 後 , 105 日 後 及び 188 
日 後 の 8 回 と わた つて 検査 を 行 つ た が , 生存 個体 97 か ら 
は , 何れ も セル カリ ア を 発見 する こと が 出来 な か つた . 
と の 実験 に と 用 いた カイ 8 種 は , 何れ も 全く 同じ 条件 で 飼 
育 し た に も か か わら ず , ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ヨウ に は 
容易 に 感染 し , セル カリ ア に まで 発育 する こと が 確 め ら 
れ た が , 他 の 2 種 ア マキ カワ ザン ショ ヨウ と クリ イロ カワ 
ザン ショ ウ に は 感染 が 成立 し な いと と が 判明 し た . 飼育 
条件 の 改変 に よる カイ の 生理 的 諸 条 件 の 如何 に ょ っ て 
は , 或いは 感染 が 成立 する か も 知れ な い が , 現在 の 段階 
で は テア テア ズ キ カワ ザン シ 。 ク リ イ ロ カワ ザン ショ 
クロ クリ イロ カワ ザン ショ ウ と 共に 大 平 肺 災 虫 ミ ラシン ジ 
ウム に 感受 性 の な い Asszmiznea 属 カ イ 類 で ある と いう ぅ 3 
と と が いえ よう . 現在 まで に 感受 性 に 関す る 実験 の 行わ 


Results of experimental infection with larval P. ohirai to snails 


Invasion of miracidia 


Examination of radiae and cercariae 


Species of snails 


Number of Number of 


Average number 
Date of of miracidia Date snails dq 
exposed/snail examined ) 
Assiminea parasitologica 13, June 30 9, September 88 14 4 (28.5%) 
A. Tatericea miyazakiit 13, June 200 9-12, September 88-91 44 0(0) 
A. castanea 23, April 160 a 94-138 97 0(0) 
Table 2. Results of natural and experimental infection with larval 
P. ohirai to snails of the family Assimineidae from Japan 
: Nautral Experimental Investigator 
Species of snails infection infection (Year) 
Assiminea yoshidayukioi Kuroda, 1959 : 
Yokogawa et al. (1958 
A. parasitologica Kuroda, 1958 : 
Author 
. castanea Westerlund, 1883 
Author 
. kushimotoensis Kuroda, 1958 a : 
i クロ クリ イロ カワ デン ショウ Yoshida (1960) 
. latericea miyazakii Habe, 1943 
アズ キ カ ワ ザン ショ ウ 
A. japonica von Martens, 1877 


カワ ザン ショ ウツ ガイ 


Yoshida (1959) 
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れ た カワ ザン ショ ウツ ガイ 科 (Assimineidae) 7 種 の 自然 
感染 , 実験 感染 の 成績 を 示し た の が 第 2 表 で ある . 生 熊 
的 に みて , 上 段 に 近い 種 ほ ど , 満潮 線 附 近 か ふら 上 に か け 
て 棲息 する も の で , 下段 の 種 ほ ど , 王 湖 線 附 近 か ら むし 
ろ 下 の 方 に 棲息 する も の で ある .。 と この うち ヘソ カド ガイ 
は 実験 的 に 感染 が 成立 する が , 極め て 陸 棲 に 近く 野外 に 
お ぉ ける 第 1 中 間 宿 主として の 意義 は うす いよ ょ うに 思わ れ 
る . ョ シダ 及び ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ヨウ は 実験 感染 が 
成立 し , 大 平 肺 史 虫 流行 地 と 密接 な 関係 も あり , 自然 感 
染 の 発見 と 共に 第 1 中 間 宿 主 と し て の 意義 は 極め て 高 
い 。 生態 的 と クリ イロ カワ デンシ ヨ ウ よ ょ より も 下 に 棲息 す 
る 種 で は 実験 約 に 感染 が 成立 せ ず , 又 , 流行 地 と の 関係 
ぁ $ 比 較 的 う 5 すい の で 自然 感染 も 見 出さ れ て いな い が , 実 
験 的 に 非常 に 低 率 な が ら 感 染 が 成立 し た カワ ザン ショ ヨウ 
ガイ は 例外 で ある . 一 般 に 干潮 線 附 近 の 低い 場所 に 棒 委 
する カイ 類 は , 満潮 線維 近 か ら 上 に 棲息 する カイ 類 に 較 
べ て 半 戯 水 に 浸っ つて いる 時 間 が 永い . 従 つ て , これ ら の 
カイ 類 を 実験 室内 で 飼育 し た 場合 と に は , カイ の 内 的 可 境 
悪化 の た め , 正常 に 近い 条件 で 実験 を 進め る こと は 困難 
で ある . 前 に 飼育 条件 の 改変 に よっ つて は 感染 が 成立 する 
か も 知れ な いと 述べ た の は , と この よう な 意味 か ら で あ 
る . た だ , カワ ザン ショ ヨウ ガイ は 地理 的 に と も 広く 分 布 
し , 生態 的 と も 下 か ら 上 まで か な り 多 数 本 息 し, ムシ ヤ 
ドリ カワ ザン ショ ヨウ と 混 楼 し て いる 個体 も 相当 見 出さ れ 
て いる 。 低 率 な が ら 感 染 が 成立 し た の は , その よう な 生 
理 的 条件 の 個体 ,。 即ち, 相当 長期 に わた つて , か な り の 
乾燥 に も 甚 え うる 個体 群 に お いて で は な いか と 想像 され 
る . これ は カワ ザン シヨ ウ ガ イ に お ける 種 内 種 の 如き 問 
題 と も 関連 し て 興味 深い も の で ある . 因みに 福岡 県 西 獅 
川 の 比較 的 乾燥 し た 場所 か ら 採集 し た カワ ザン ショ ウ 
ガイ は , 普通 に 産 す る も の と 異 な り 飼育 も 容易 で , 本 報 
文中 と て 述 べた 飼育 方 法 で 8 ヵ月 を 経る も 半数 以上 生存 
し えた .。 と これ ら の 個体 群 は 更に 大 平 肺 吸虫 ミラ シン ジウ ム 
の 感受 性 を 確認 すべ き 重 要 な も の で ある と 考え られ る . 
次 に 分 類 学 的 見 知 か ら 感 受 性 の 成績 を みた 場合 。 ヘソ 
カド ガイ は 属 PaZudinella に 属し , 属 Assiminea と は 
相当 異な つて いる し アズ キ カ ワ ザン ショ は 
Pseudomphala に 属し , これ , 属 Asszminea の 中 で 
も 亜 属 Asszmznea と は 別 群 で ある の で , 類縁 関係 と 感 
受 性 と の 関係 に は 矛盾 が な い . 叉 , 波 部 は クロ クリ イロ 
カワ ザン ショ ウ は クリ イロ カワ ザン ショ ウ の 大 型 個体 で 
別種 で は な いと の 意見 を 持つ て いる が , 両 種 と も に 大 平 
肺 吸虫 に 対す る 感受 性 が な いと いう ぅ 事実 は 分 類 上 の 単位 
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と 一 致す る . し か し 。 ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ヨウ 及び ョ 
シダ カワ ザン ショ ヨウ と クリ イ ピ 或いは クロ クリ イロ カワ 
ザン ショ ウ と の 感受 性 は 全く 相反 する の で , と これ ら 38 種 
を 属 又 は 亜 属 Angwstassiminea と し て 他 の 種 と 区 別 し 
ょ うと する 意見 が ある が , 大 平 肺 吸虫 に 対す る 感受 性 は 
必ず し も ゃ る 分類 上 の カテ ゴリ ー と は 一 致し な い . 

以上 の 事実 は , 寄生 現象 に は 分 類 , 形態 或 い は 生理 , 
生態 な どの 諸 要 素 が 複雑 に 関連 し あつ て 関 履 し て いる こと 
と を 示す あぁ の で , これ ら の 理論 的 解明 に は , な お 多く の 
未知 の 問題 が 残さ れ て いる . 今後 , 更に 追究 し て ゆき た 
いと 考え る . 

要 約 

著者 は 大 平 肺 吸虫 ミラ ンジ ウム の 第 1 中 間 宿 主 に 対す 
る 感受 性 を 明らか に する 有 目的 で , 未だ 実験 の 行わ れ て い 
な い Assiminea 属 の カイ 2 種 , アプ マキ カワ ザン ショ ヨウ 
(Assiminea latericea miyazakii Habe, 19483) と クリ 
イロ カワ ザン ショ リウ (Assiminea castanea Westerlund, 
1883) を 用 いて 実験 を 試み 々 た. 対照 に は ムシ ヤ ド リ カワ 
ザン ショ ウ を 用 い 3 種 全く 同一 条件 で 飼育 し た が ,。 ムシ 
ヤ ド リ カワ ザン ショ ウ は 既に 述べ られ て いる ょ うに 容易 
に セル カリ ア の 発育 を 認め た . し か し アズ キ カ ワ ザン シ 
ョ ヨウ と クリ イロ カワ ザン シヨ ウ の 32 種 で は , セル カリ ア 
の 発育 は 認め られ な か つた . 

と の 事実 は , この 問題 に 関連 し た 既知 の 事実 と 総合 し 
て みる と , 大 平 肺 吸虫 ミラ シン ジウ ム の 第 1 中 間 宿 主 に 対 
する 感受 性 に は 或 る 範囲 内 で 特異 的 な も の が ある と と を 
示し て いる . し か し 。 こと これ ら の 問題 は 更に 複雑 な 諸 要 素 
と の 関連 に お いて みる べき も の で , な お 追究 し て ゆき た 
いと 考え る . 

稿 を 終る に 当り , 日 頃 御 指導 を た まわ り , 御 校 関 を 項 
いた 宮崎 一 郎 教 授 に 感謝 する . 叉 , 種々 御 教示 を た まわ 
つた 九州 大 学 天草 臨海 実験 所 の 波 部 忠重 博士 , 京都 府立 
医科 大 学 の 吉田 幸雄 博士 に 感謝 する . 

本 論 要 日 本 寄生 虫 学会 第 13 回 南 日 本 支部 
16 回 西日本 支部 合同 大 会 で 発表 し た . 
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AN EXPERIMENT ON THE HOST SPECIFICITY OF PARAGONIMUS 
OHIRAI MIYAZAKI, 1939 TO SEVERAL SNAILS 
OF THE GENUS ASSIMINEA 


KENJIRO KAWASHIMA 
(Department of Parasitology Faculty of Medicine, Kyushu University, Fukuoka, Japan) 


In order to know the infectivity of miracidia of Paragonimus ohirai Miyazaki, 1939, 


to several snails of Japanese Assimineidae, an experiment was carried, using the following three 


species of snails belonging to the genus Assiminea from some non endemic areae : A. Zatericea 
miyazakii Habe, 1943, A. castanea Westerlund, 1883 and A. parasitologica Kuroda, 1958 
which has been already revealded to be the first intermediate host of this fluke. 


The snails were invaded with miracidia of P. ohirai and were examined in 2-3 months 


after the invasion. Though in 4 of 14, A. parasitologica, cercariae and rediae were found 
(28.5%), A. latericea miyazakii and A. castanea were all negative for the larvae. 


The comparison of the results of experimental and natural infection with miracidia of 


P. ohirai to the known snails of the family Assimineidae was shown in Table 2. It is obvious 


that the infectivity of P. ohirai is limited in few species among the snails. But the host 


specificity is not always consistent with the taxonomy of the snails. It seems to be more related 


to ecological aspect, in general. 
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肝 症 の 実験 的 研究 


は し が き 
家畜 が 肝 蜂 に 感染 し て いる か 否 か を 診断 する 方 法 と し 
て , 皮 内 反応 ( が ある . 検査 は 古 
く よ り 本 症 の 診断 法 と し て 応用 され , その 技術 操作 に お 
いて も 改良 を 加え られ 種々 の 新しい 方 法 が 見 出さ れ て い 
る . これ ら の 方 法 に よ ょ つて 肝 皿 虫 卵 を 検出 し た 場合 に 
は , お お むね 宿主 が 成熟 虫 体 を 保有 し て いる も の と 考え 
ね ば な ら な い . し か し , 肝 転 が 肝 臓 に 棲息 し て いて も を も, 
肝硬変 , 胆管 炎 , 石灰 沈着 , 胆管 腔 が 貯留 物 等 に よ つ て 
閉 者 され る た め に 貝 卵 が 排出 され な い 場 合 , また 虫 体 が 
生存 し て いな い が , 以前 に 産卵 され た 肝 虫 が 中 
に 検出 され る こと と が 考え られ る . 皮 内 反応 は 成熟 虫 体 寄 
生 の 確認 は も ちろ ん の と と , 未 排 九 虫 体 を も 検出 で き 。, 
現在 広く 集団 検診 , 早期 診断 に 応用 され て いる . 
いま まで 肝 感染 し て いる 動物 の 肝 排出 状況 
と 寄生 肝 転 数 , 感染 経過 日 数 と の 関係 等 に つい て 詳細 に 
追究 し た 成績 が 見 当ら な い . これ ら の 問題 は , 肝 皮 の 生 
物 学 的 性 質 を 知る こと の ほか に , 宿主 の 感染 程度 を 把握 
し て 本 症 の 経過 を 察知 し , 更に 治療 効果 を 判定 する うえ 
に 極め て 重要 な 意味 を も つも の と 考え られ る . 
今回 , 家 人 工 的 に 肝 を 感染 せしめ , 卵 排 出 の 
消長 を 長期 に わた つて 観察 し , 併せ て 宿主 を 湖 検 し て 寄 
生 虫 体 数 と 排出 虫 卵 替 と の 関係 に つい て 詳細 に 検索 し た 
の で , その 成績 の 大 要 に つい て 報告 する . 
材料 お よび 方 法 

実験 に と 用 いた 肝 農 メタ ケル カリ ア は , 自然 感染 肝 転 牛 
の 胆 採集 し た 肝 卵 を 卵 で させ , 
し た ミラ キ デ イ ウム を ヒメ モノ アラ ガイ Lymnaea oll[- 
ula に 感染 させ , 自然 に 蓄 出し た ケル カリ ア を クロ バー 
に 附 着 させ , 被 48 時 間 以 上 の も の で 10 日 を 経過 
し な いも の を , 家 兎 88 匹 に 経口 的 に 感染 せしめ た . 

苗 便 検査 は 矢尾 上 宏 法 , 渡辺 法 を 用 い , E.P.G. を る 算定 


(2) 家 兎 に 便 内 肝 虫 卵 排出 状況 


本 
兵庫 大 学 医学 教 (指導 


(昭和 35 年 10 月 12 日 受領 ) 


小野 豊 教 授 ) 


矢尾 板 法 : 糞便 2 g を ビー カー に と り , 152% ア ンチ ス プン 
オォ オル ミン 液 約 7 一 8 cc を 加え 携 振 し , つい で 100 メ ッ シ 
この 金網 で 試験 管 に し た 後に , 同 量 の テル 
を 加え て 混合 携 拝 し , 毎 分 1,000 回 転 8 一 4 分 遠 沈 を 行 
い 沈 湾 を 鏡 検 し た . 

渡辺 法 : 普 便 5 g を ビー カー に と り , 約 200cc の 水 を 
注 加 し て 携 拝 し , つい で 100 メ ッシュ の 金 綱 で 濾過 し , 
更に 水 200cc を 加え る . 油 液 は 10 分 以上 静止 し た 後 , サ 
イフ マオ ン で 乱す こと な く 上 清 部 を 除き , ゆる く 
と う 後 静 か に 傾斜 し , 液 面 と ビー カー の 底部 と の 境界 部 
より 沈 湾 を ピペット で 史上 げ 鏡 検 し た . 

な お , 矢尾 板 法 , 渡辺 潜 と も に , カバ ー グ ラス (24X 
82mm) 5 枚 に つい 検索 し た . 

E.P.G. の 算定 : Stoll 氏 の 方 法 を 用 いた . すなわち , 
3 g を と り 45cc の 目盛 の ある 試験 管 れ つい で 
N/10 NaOH を 加え 全量 を 45cc と し , 小 ガ ラス 球 を 入れ 
混和 し た 液 0.15cc を と り 鏡 検 し , 検出 卵 虫 数 を 100 倍 し 
て 1 g 中 の 卵 し た . 

実験 成績 

1. 肝 転 感染 後 よ り 排 卵 開 始ま で の 日 数 

第 1 表 に 示す よう に メタ セル カリ ア を 感染 させ た 時 地 
に ょ っ つて , 4 群 に 区 分 し て 検討 を お こなつ た .。 すなわち , 
昭和 83 年 6 月 感染 させ た も の を A 和 群 , 同年 12 月 B 群 , 明 
和 384 年 6 月 C 群 , 同年 10 月 D 群 と し た . A 和 群 7 匹 の うち 
葵 便 内 に 最初 に と 虫 卵 を みとめ た の は No. 8 の 55 日 目 で あ . 
り , 最後 に 検出 し た の は No. 2 の 61 日 目 で あぁ つた. また 
A 群 の 平均 排卵 開始 日 数 は 感染 後 58 日 で あつ た . B 群 に 
お いて は No.19 の 55 日 目 が 最初 に 虫 卵 を みとめ , No.12, 
15 の "0 日 目 に お いて 最も お くれ て 貝 卵 を 検出 し た . また 
B 群 8 匹 の 平均 排 九 開 始 日 数 は 感染 後 68 日 で る あ つた. C 
群 7 匹 の うち , 最初 に 虫 卵 を 検出 し た の は No.21, 22, 
25 の 58 日 目 で あつ た が , No.29 で は 69 日 目 と お くれ て 虫 
卵 を みとめ た . また 平均 排卵 開始 日 数 は 感染 後 61 日 で あ , 
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つた . D 群 11 匹 に お いて 最初 に 虫 卵 を 検出 し た は No.40 
の 68 日 目 , 最も お くれ て みとめ た の は No.832 の 80 日 目 で 
あり , 平均 排卵 開始 日 数 は 感染 後 78 日 で あつ た 。 この ま よ 
ぅ に 感染 し て か ら 排 は じ め る 日 は 著しい 差異 を 
. み と め た が , 全 実 験 頭数 の 平均 排卵 開始 日 数 は 65 日 で あ 


第 1 表 肝 上 蜂 感 染 後 より 排卵 開始 まで の 日 数 
メタ ケル 感染 より 


番 検査 感染 年 月 日 カリア 排卵 開始 
番号 感染 数 まで 数 
1 1 昭和 33 年 6 月 23 日 60 57 
1 5 昭和 22 年 6 月 24 日 4 60 
A 群 バ 4 7 昭和 33 年 6 月 25 日 30 59 
5 8 09 
6 9 57 
7 10 59 
8 11 昭和 33 年 12 月 8 日 4 62 
10. 13 68 
B 11 15 昭和 33 年 12 月 9 日 70 
6 20 64 
13 18 昭和 33 年 12 月 10 晶 4 58 
9 55 
58 
16 21 昭和 34 年 6 月 9 日 10 4 
18 23 7 62 
群 19 24 60 
20 25 2 2 58 
21 29 昭和 34 年 6 月 17 日 20 69 
22 30 59 
23 31 昭 衝 34 年 10 月 7 日 45 77 
80 
D 群 “28 39 昭和 34 年 10 月 8 日 10 67 
26 40 68 
30 41 昭和 34 年 10 月 9 日 2 7 
76 


2。 排卵 開始 日 数 と 虫 体 の 大 き さ と の 関係 

' い まま で わが国 の 肝 里 症 は hepatica の み に よる 
ぁ の と 知ら れ て きた が , 最近 に 至り FF gigantica びび 
志 indica が 混在 し て いる と いわ れ て いる . と これら 3 種 
(の 鑑別 点 と し て , 虫 体 の 縦 , 横 の 長 さ の 比 ( 横 径 1 と し た 
場合 の 縦 径 の 長 さ 〕 の 差異 が あげ られ て いる . 排卵 開始 
旧 数 が 虫 体 の 縦 , 横 の 長 さ の 比 と の 間 に ど の ょ うな 関係 
を も つも の か を 検討 を お こなつ た .。 すなわち , 第 2 表 に 
示す よう に , 貝 体 の 縦 , 横 径 の 比 が 2 以下 の も の は No. 
1, 9, 10, 28, 24 お よび 25 の 家 加 で あつ て , 貝 体 は 1 : 


つて , それ ぞ れ の 排卵 開始 日 数 は 感染 後 57, 57, 59, 62 
60, 58 日 , 平均 日 数 59 日 で あつ た . 他方 虫 体 の 縦 , 横 径 
の 比 が 1 : 8 以上 の も の は , No. 11, 12, 18, 15, 18, 
81, 87, 89, 40 お よび 42 の 11 匹 の 家 あつ て , 
体 の 大 きき さ は それ ぞ れ 1 :8.6 , 8.7, 8.1, 8.8, 8.2, 
8.8 , 8.0, 8.7, 8.5, 8.2, 平均 8.4 を 計測 し , 排 洲 
開始 日 数 は 62, 70, 68, 70, 58, 77, 80, 72, 67, 68, 
70 日 で あつ て 平均 日 数 は 69 日 で あつ た . また 貝 体 の 縦 , 
横 径 の 比 が 1 : 2:1 一 2.9 の も の は 15 匹 の 家 兎 で あつ っ 
て , 虫 体 の 大 き さ の 平均 は 1 : 2.5 を 計測 し , 排卵 開始 
日 数 は 65 日 で あつ た . また 排卵 を 開始 前 に 銘 死 し た No. 
33, 48 の 家 経過 日 数 は 感染 後 61。 日 で あつ て , 
体 の 大 きき さ は それ ぞ れ 1 :8.2 , 8.8 を と め た .。 し か 


第 2 表 排卵 開始 日 数 と 虫 体 
の 大 き さ と の 関係 


検査 感染 より 排卵 肝 蜂 の 縦横 の * 
番号 開始 まで の 日 数 長き の 比 ( 平 均 ) 


57 
9 2 
23 62 
24 60 
25 58 
70 
1 68 
15 70 
18 58 ns3.3 
32 80 
37 
39 67 
40 68 
42 70 
2 61 も を 
9 60 un:2.5 
7 59 rt 
8 55 
16 64 
58 
29 69 
30 59 
34 
35 
41 70 
44 
45 76 
平均 65 1 .2.5 


* 肝 蜂 の 横 径 1 と し た 場合 の 縦 径 の 長き 


(26 ) 


あっ 
開始 
No. 
し か 
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第 3 表 感染 経過 日 数 と 排卵 の 消長 と の 関係 (短期 間 経 過 を と つた と 例 ) 


No. 1 No. 7 


No. 34 No. 44 


感染 虫 卵 検出 数 感染 経 卵 検出 数 感染 経 卵 数 感染 経 卵 検出 数 
過 数 Y _ W 過 数 Y 数 Ww 過 数 WwW 


77 1 70 4 
90 + 75 6 
96 23 80 23 
97 14 82 25 
99 9 87 85 
101 18 89 63 
103 20 91 82 
105 105 64 
112 30 


Y= 矢尾 板 法 , W= 辺 法 


レ No.20 に お いて は 排 九 を 開始 し た の は 感染 後 58 日 で あ 
つた が , 855 日 を 経過 し た の ち 湖 検 を 行 つ た が 貝 体 は 検 
出 で て でき な か つた 。 

8. 感染 経過 日 数 と 排 九 の 消長 と の 関係 

検 よ つ て 初め て 虫 卵 を 検出 され る の は 普通 極 
め て 少数 で ある が , 病 機 が 経過 する に 従い 検出 虫 卵 は か 
な り 変 動 を 示す よう で ある . 第 8 表 に 示す よう に , 一 般 
に 排卵 開始 後 閉 し く 検 出 虫 卵 数 が 増加 する の は 約 10 一 20 
日 に 至 つ て 現われ る . 例え ば No. 1 の 渡辺 法 に よる 検出 
状況 は , 感染 58 日 目 で は 18 個 , 64 日 17 個 , 71 日 51 個 , 78 
日 801 個 , 85 日 434 個 と 増加 を 示し て いる . また No.? 
の 矢尾 板 法 に お いて も , 感染 後 59 日 で は 6 個 , 62 日 5 個 
76 日 10 個 , 83 日 10 個 , 90 日 53 個 と 上 昇 の 線 を た ど つ た . 
し か し , 終始 検出 虫 卵 迷 の 少な か つた No.84 で は , 感染 後 
77 日 で 1 個 , 90 日 4 個 , 96 日 28 個 , 97 日 14 個 , 99 日 9 個 
と 軽度 の 増加 を みとめ , また No.44 で も 感染 0 日 4 個 , 
75 日 6 個 , 80 日 28 個 , 87 日 85 個 , 91 日 82 個 。 105 日 64 個 
を 検出 する に すぎ な か つた . 

各 例 に お ぉ おい て 最も 検 出 虫 卵 数 の 多く 検出 さ れる 時 期 
は , か な り の 増減 の 消長 を た どる が , お お むず ね 感染 後 
150 日 を 頂点 と し て 100 一 200 日 と に わた つて 現われ る ょ よ 
うぅ う で ある . すなわち , 第 4 表 に 示す よう に , 長期 間 経 過 
を と つた 例 (No. 2, 16) に みる よう に , 前 述 の 如く 検 
出 虫 卵 は 排卵 開始 より ぜん じ 増 加 し , 経過 に 伴 つ て 次 第 
に 減少 する 拓 物 線 を 画 く の で ある . この ょ よう な 状態 を 
No. 2 , 16 で 観察 する と つぎ の ょ う で ある . No. 2 の 液 
辺 法 で の 検出 は , 感染 後 288 日 460 個 ,。 251 日 563 個 で 
あつ た も の が , 265 日 以降 の 検出 卵 迷 は 著しく 減少 し , 
感染 265 日 に 至 つ て 538 個 , 292 日 75 個 , 306 日 59 個 , 
830 日 31 個 を みとめ る に すぎ な か つた . また No.16 で は 


第 4 表 感染 経過 日 数 と 排卵 の 消長 と の 関係 
(長期 間 経 過 を と つた を 例 ) 


No. 2 No. 16 
感染 経 卵 検出 数 感染 卵 検出 数 


過 日 数 Y WE.P.G. 過 日 数 W E.P.G. 
64 1 99 300 70 5 78 100 
71 8 139 400 83 
78 5 422 600 90 3 32 200 
92 0 491 200 97 3 1 100 
99 7 355 400 104 1 53 200 

106 46 897 300 111 0 22 600 
113 15 2141 900 125 0 17 200 
120 25 54l1 900 139 0 14 200 
127 13 840 700 153 0 2 0 
141 5 632 600 167 0 
148 0 183 1 19 
162 4 863 800 197 ey 0 
169 2 887 300 211 0 14 0 
182 2 731 1000 228 2 6 100 
211 10 57 0 254 で 0 
224 8 445 1500 266 、 0 
238 31 460 1900 281 
251 10 563 600 295 a 
265 53 300 314 
278 6 59 700 336 
292 13 75 1500 350 
306 1 59 800 363 本 0 
330 9 31 100 394 0 4 200 


Y= 矢尾 板 法 , W= 辺 法 


No. 2 に 比較 し て 常に 検出 虫 卵 府 は 少な か つた が , 感染 
後 221 日 14 個 , 228 日 6 個 を 検出 し た . し か し 感染 289 
日 以降 は 全く 虫 卵 を 検出 され な いと と が 多く , 検出 し て 
$ 貝 卵 数 は 1 一 4 個 を そ を かぞえ る に すぎ な か つた . 

以上 の 如く 排 九 開 始 時 期 , 検出 虫 卵 数 , 感染 経過 日 数 
に お いて それ ぞ れ 差異 は あぁ る に し て も , ほほ 或 る 一 定 の 
経過 を 保つ て 虫 卵 は 検出 され る よう で ある . 排 を 開始 
し て より 10 一 20 日 頃 よ り 貝 卵 府 は 次 第 に 増加 し , つい で 


(7 ) 


横 径 

| | | 

.2, 

排卵 64 62 5 168 

68, 

46 88 10 620 

6 104 12 563 
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80 一 40 日 至り 虫 卵 は 著しく 多く 検出 され る よう に な り , 
80 一 90 日 を 頂点 と し て 150 日 頃 ま で 継続 し た 後 次 第 に 減 
少 す る の で ある . 

4.。 肝 体 と 検出 虫 卵 の 関係 

肝臓 に 棲息 し て いる 肝 数 を 誠 に と よ つて 確 め , 
検査 と に よ つ て 検出 され た 虫 卵 数 と の 間 に 如 何 な る 関係 が 
ある か に つい て 検索 を お こなつ た . 貝 卵 迷 は 最も 多く 検 
出さ れる 感染 後 100 一 150 日 の 成績 を も つて 推察 を お とこ 


第 5 表 肝 虫 体 数 と 検出 の 関係 
検査 検出 虫 卵 数 * 平均 検出 


1 33 11.2 579.8 
7 26 44 361.2 
10 24 24.8 1222.8} 792.0 
2 18 14.4 919:2 
22 10 2.8 135.2 
21 9 2.4 63;8 
44 — 38.2 1 51.0 
19 7 4.0 20:2 
34 — | 32.2 
37 
23 3 
16 0.2 | 19.2 
41 — 10.8 
35 
Y= 矢尾 板 法 , 辺 法 
* 装 便 検査 5 回 の 平均 検出 虫 卵 数 


な つた . 第 5 表 に 示す よう に , 1 一 88 隻 の 検出 虫 体 数 の も 
の 14 匹 の 家 兎 の うち , 1 一 8 隻 4 匹 , 7 一 10 隻 6 匹 , 18 一 
83 隻 4 匹 と 区 分 し て 比較 を お とこ な つて みれ ば , ほぼ 検出 
虫 体 数 の 増加 に 伴い 検出 虫 卵 雪 も 平行 し て 増加 する ょ 
で ある . 各 群 の 渡辺 法 に よる 検出 成績 を みる と , 肝 里 1 
隻 の 寄生 の 場合 は 3.6 個 の 虫 卵 迷 を 示し , 8 匹 で は 10.8 
ー25.4 個 平均 19.2 個 , 7 令 20.2 一 55.4 個 平均 82.2 個 , 9 
隻 88.2 一 68.8 個 平均 51.0 個 , 10 隻 135.2 個 , 18 隻 919.2 
個 , 24, 26 隻 の 平均 虫 卵 数 は 792.0 個 , 38 隻 で は 579.8 
個 で ご つた. 

に っ つい て 

矢尾 板 , 渡辺 両 法 の 貝 卵 検出 状況 と , .P.G. の 検出 
状況 と を 比較 検討 する に , 一 般 に 前 者 に よ ょ つて 肝 蜂 虫 婦 
を 検出 され た 場合 に お いて も 必ず し も 紀 .P.G. に ょ っ つて 
検出 され る こと は な く , また 逆 に 互 .P.G. に ょ っ つて 貝 卵 
を 検出 し て も 前 者 の 両方 法 に お いて 検出 され な いこ と と も 
あ 必 . この よう な 状態 を 示す ほか に , 排卵 数 と 平行 し て 
EE.P.G. の 数 が 現われ る こと と は 少な く , また 万 .P.G. の 
虫 卵 迷 は 短期 間 に お いて も 著しい 増減 を 示す 例 が 多 か つ 
10, 16, 22,-249. 


(28 ) 


総括 と 考察 

肝 軽 症 を 診断 する 方 法 と し て は , 畜 邊 の 皮 内 反応 の 応 
用 以外 は , 一 般 に 区 便 検査 が 唯一 の 方 法 と し て 用 いら れ 
て いる . 検査 と に よ つ て 検出 され る 卵 , 肝臓 に 
棲息 する 肝 蜂 数 及び 感染 経 過 日 数 と , どの よう な 関係 を 
有する も の か は 極め て 大 切な こと が ら で あ る . また 最近 
問題 を 提起 し て いる 肝 妖 の 種類 と 排 九 と の 関係 を 究明 す 
る こと と は , 本 虫 の 生物 学 的 性 質 を 察 邊 する うえ に 必要 な 
と こと が ら で あ る と 。. 

肝 峰 メタ ケル カリ ア が , 終 宿主 に 摂取 され て 成虫 に 発 
育 し て , 初め て 排 卵 を 開始 する 時 期 は 各 動 物 に よ ょ つて 差 
異 は を る が , 一 般 に 知ら れ て いる 排卵 開始 時 期 は , 感染 
後 10 一 15 週 或いは 2 ヵ月 (Marek, Shaw) と され て いる . 
弟 和 牛 に と お ける 肝 里 感染 試験 で は , 感染 後 65 一 66 日 に 肝 蜂 
虫 卵 を 検出 し (小野, 木村 ), 山 羊 で は 69 一 ?4 日 (渡辺 ), 
きま た は 家 は 一 88 日 (小野 磯田 う , 55 日 以後 ( 
孝 ) に 至 つ て 初め て 虫 卵 を みとめ る と 報告 し て いる . 今 
回 の 家 兎 の 肝 蜂 感染 試験 で は , A 群 (昭和 833 年 6 月 感染 ) 
の 排卵 開始 は 感染 後 55 一 60 日 , 平均 日 数 58 日 で あつ た . 
また B 群 (昭和 83 年 12 月 感染 ) で は 55 一 0 日 , 平均 日 数 
68 日 , C 群 (昭和 834 年 6 月 感染 ) で は 58 一 69 日 , 平均 日 
数 61 日 , D 群 (昭和 34 年 10 月 感染 ) に お いて は 67 一 80 
日 , 平均 日 数 78 日 で あつ た . この よう に 各 群 に お いて か 
な り の 差異 は みとめ られ る が , 最も 早く 虫 卵 を みとめ た 
の は No.18, 19 の 感染 後 55 日 で もち つて , 最も 遅れ て 検出 
し た の は No.82 の 80 日 目 で つた. これら 全 頭 平均 
開始 日 は 感染 後 65 日 で 

近年 わが 国 の 肝 里 症 は 到 epatica の み に よ る も の で 
な く , F gigantica, F. indica も 混在 し て いる と いわ やわ 
れ て いる (渡辺 , 東 う . 渡辺 らち ら は これ ら 38 種 の 虫 体 の 排卵 
開始 時 期 を 細 ・ 山 羊 , 家 加 に つい て は 比較 検討 を お と な 
つて いる . すなわち , FE. hepatica, F. indica で は 60 一 
63H, F gigantica 72-—110 , 平均 日 数 82 日 と し , 更 
に 同氏 ら の ラッ テ に つい て の 検索 で は FF khegpatica 50 
55 日 , gigantica 60 日 , indica で は 極め て 発 
育 が 悪く 127 日 に 至 つ て も , な お 貝 卵 を 形成 し な いも の 
が ある と 報告 し て いる . 8 種 の 虫 体 鑑 別 点 と し て , 肝 蜂 
虫 体 の 縦 , 横 の 長 さ の 比 が あげ られ て いる . 本 実験 に お 
いて 採集 し た 虫 体 の 縦 , 横 の 長 さ の 比 を 1 : 2 以下 , 
1: 2.1 一 2.9 1 : 8 以上 に 区 分 し , これ ら の 排卵 開始 
時 期 を 検索 し た . 1 : 2 以下 の も の は 家 に し 
て お り , これら 貝 体 の 縦横 の 長 さ の 比 は 1: 1.7 一 1: 
1.9 , 平均 1 : 1.7 で あぁ つて, 排卵 開始 日 数 は 感染 後 57 
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: 8 以上 の も の が 棲 
:8.7 , 平均 1 : 


ー62 日 , 平均 59 日 で ある つた. また 1 
息 し て いる 家 兎 11 匹 で は , 1 : 8.0 一 1 
4 ,・: 排 卵 開始 日 数 は 58 一 80 日 , 平均 69 日 で あつ た . と 


れ ら 2 種 の 中 間 に 位 する 1 :2.1 一 1 : 2.9 , 平均 1 : 
2.5 を 測定 し , 排卵 開始 日 数 は 感染 後 55 一 v7 日 , 平均 65 

で ある 

中 に 排出 され る 肝 卵 は , 感染 経過 に 伴 つ て 
変化 する よう で ある . 排卵 開始 直後 は ほとん ど 少 数 の 虫 
卵 を 検出 され る に すぎ な い . その 人 後 10 一 20 日 を 経過 する 
と 著しく 検出 虫 卵 数 は 増加 を みる の で ある が , と の 期間 
の 貝 卵 増 加 現 人 象 は , 1 虫 体 の 排卵 機能 が 時 盛 に と な る と と 
に よる も の か ,。 ある い は また 感染 虫 体 の すべ て が ,。 と の 
了 時期 に 排 九 を 行う も の か は 明確 で は な い . た だ 感染 虫 体 
数 の 少な い No.28, 16, 41, 85 と 感染 虫 体 数 の 多い No. 
1, 7, 10 と を 比較 する と , 開始 後 の 卵 増加 
状況 が , 前 者 より 後者 に お いて 著しい と こと か ら , 排卵 開 
始 直後 の 虫 卵 数 の 増加 は , 感染 虫 体 の 多く が , とこ の 時 期 
に 至 つ て 排 九 を 行う こと に よる 結果 と 想像 され る . 

と の うに 検出 卵 ぜん じ 増 加 の 線 を た どり , 
染 後 150 日 を 頂点 と し て 100 一 200 日 の 間 に 最 も 多く 貝 
卵 を 検出 し , 以後 次 第 に 減少 する よう で ある . 牛 肝 上 転 人 
工 感染 試験 に お いて の 貝 卵 の 検出 状況 は , 家 束 よ り も も わ 
づか に 早期 に お いて 多数 の 虫 卵 が 検出 され , 感染 後 150 
日 を 過ぎ る と 虫 卵 数 が 減少 する と こと か ら , 各 感 染 動 物 に 
ょ つて か な り の 差異 が ある も の と 考え られ る . 

肝臓 に 寄生 し て いる 肝 里 虫 体 数 と , 区 便 検査 と に よ つ て 
検出 され る 貝 卵 数 と の 関係 は , 最も 多数 の 虫 卵 を みとめ 
る 感染 後 100 一 150 日 を 中 心 と し て , 交 便 検査 渡辺 法 ) 
5 回 の 平均 虫 卵 数 と つい て 検討 を お こなつ た と ころ, 肝 
皮 1 隻 に つい て 貝 卵 数 3.6 個 , 8 隻 19.2 個 , 7 隻 32.2 
個 , 9 隻 51.0 個 , 10 隻 185.2 個 , 18 隻 919.2 個 , 24 一 26 
隻 792:0 個 , 38 隻 579.8 個 の 平均 虫 卵 数 を 示し , 寄生 虫 
体 数 に 併行 し て 検出 虫 卵 数 も 増加 する こと を 知 つ た . 

E.P.G. の 覧 定 に と に よ つて 寄生 推定 し よう と 試 
みた の で あつ た が , 矢尾 板 , 渡辺 両方 法 で 虫 卵 を 検出 し 
て も , Stoll 法 に よ ょ つて 貝 卵 を 検出 され な い 場合 。 ま た 
逆 の 成績 を 示す と こと が 多く , 更に 検出 虫 卵 敷 は 検査 日 に 
ょ つて 著しく 動揺 し , 今回 の 試験 で は 正確 な る 貝 体 数 の 
推定 は 困難 で あつ た . 


位 と 虫 卵 替 と の 関係 に つい て は 後日 報告 し た し 
を - 
家 に 肝 メタ ケル カリ ア を 感染 せしめ, 排卵 
始 日 数 お よび 検便 検査 に よ つて 検出 され た 肝 卵 数 
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と , 肝 蜂 虫 体 の 大 き さ , 感染 経過 日 数 , 肝臓 に 寄生 する 
肝 皮 数 と の 間 に ど の ょ よう な 関係 を 有する も の か に つい て 
検討 を 人 おこない, 次 の 結果 を 得 た . 

1. 肝 メタ ケル カリ 感染 後 , 排 開始 する まで 
の 日 数 は 最短 55 日 , 最長 80 日 , 平均 日 数 65 日 で あぁ つた. 

2。 肝 蜂 虫 体 の 終 , 横 の 長 さ の 比 と 排卵 開始 日 と の 関 
係数 は , 肝 蜂 1 : 2 以下 で は 平均 排卵 開始 日 数 は 感染 後 
59 日 , 1 : 8.0 以上 , 69 日 , 1 : 2.1 一 23.9 ,65 日 で あつ た 。 

8. 検出 虫 卵 数 の 消長 は , 排 九 開 始 後 10 一 20 日 を 経過 
する と 増加 し , 感染 後 150 日 を 頂点 と し て 100 一 200 日 
の 間 に 最 も 多く 虫 卵 を 検出 し た . 

4。 検出 虫 卵 数 は 肝臓 寄生 肝 蜂 数 の 大 小 に 比例 し て 検 
出さ れる . 
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EXPERIMENTAL STUDIES OF FASCIOLIASIS 
(2) APPEARANCE OF EGGS IN THE FECES OF INFECTED RABBITS 


SHIGE KIMURA 
(Laboratory of Veterinary Medicine, Hyogo University of Agriculture, Hyogo Prefecture) 


In the previous paper the author reported the infection rate of metacercariae in rabbits, 


distribution of F. hepatica in the liver, and relation between the numbers of parasites and 
deaths among infected rabbits. The present experiment was performed to clarify the time when 


egg-production was started after infection, and relations between the number of eggs in the 


feces, the lapse of time after infection with metacercariae, and the number of parasites in the 


liver. The results obtained are summarized as follows. 

l. The prepatent period of F. hepatica, as observed in 33 rabbits, was between 60 and 
80 days, 65 days on the average, after infection with metacercariae. It was recognized that 
egg-production increased gradually from about 70 to 90 days after infection, reaching its 
maximum at approximately 150 days, and decreased gradually beginning with 200 days after 


infection. 


2. The number of eggs in the feces was increased in accordance with an increase in 


the number of parasites in the liver. 


3. When the parasites collected were divided into 3 groups with the width-length ratio 
of the body 1 : 1.4-1.9, 1 : 3.0-3.7, and 1 : 2.1-2.9, the prepatent period was 59, 69, and 65 


days, respectively, after infection with metacercariae in the three groups. 
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の 皮 内 記 
S-70 抗原 に よる 野外 実験 成績 に つい て 


沢田 利 河野 


佐藤 重 川 実 男 


群馬 学 医 学部 衛生 学 教 
( 昭 35 年 10 月 17 日 愛 領 ) 


言 
虫 寄生 の 有無 は 内 の 検出 或いは 培養 
に ょ よる 幼虫 の 確認 に と に よ ょ つて 判定 が 行わ れ も て お り , 皮 内 反 
応 に と よ ょ る 診断 法 は 実験 的 段階 で あつ て 未だ 広く 一 般 的 に 
は 行わ も れ も て いな い . Stumberg et al. (1931), Bachman 
et al. (1932), 川 本 (1951) う , 野田 (1958) 等 は 釣 虫 症 の 
皮 内 反応 に よる 診断 に つい て は 良い 和 結果 を 期待 出来 な か 
つた と 述べ て いる が Vattuone (1988) は 釣 虫 寄生 者 に 
は 抗原 注射 後 15 分 乃至 30 分 に 著 明 な 腫 服 反 応 が 認め られ 
対照 の 釣 虫 非 保有 者 に は 反応 が 認め らち られ な か つた と 述べ 
て いる . 沢田 ら (1954) は 犬 釣 虫 成 虫 体 より 抗原 を と り 
出し 蛋白 分 画 に と かなり 強い 抗原 性 を 認め , 釣 虫 症 の 皮 内 
反応 は 補助 的 診断 法 と し て 今後 の 発展 如何 に と ょ っ つて は : 
望 で ある 事 を 示唆 し た . 以上 は 主として 速 時 反応 に よ つ 
て 判定 を 行 つ た 報告 で ある が , 原田 ちら (1952), 石原 ら 
(1952 等 は 釣 虫 虫 体 の 加熱 抽出 抗原 を 注射 し て 24 時 間 
後に 発赤 の 出現 ( 遅 発 反応 ) を 認め て いる . 馬場 (1960) 
は 犬 多 虫 虫 体 より 抽出 し た 抗原 に と よる 皮 内 反応 の 結果 に 
つい て 報告 し た が , 今回 同 抗 原 を 用 いて 更に 反応 例 数 を 
重ね 追加 すべ き 2~ 8 の 知見 を 得 た . 
実験 材料 並び に 方 法 
抗原 は 馬場 が 用 いた S-"0 抗 原 ( 硫 安 70 飽和 沈 を 
使用 し , 皮 内 反応 実施 に 際 し て は 抗原 0.05 ml (抗原 末 
0.1y, 0.852 生 理 的 食塩 水 ) を 被 検 者 の 前 膳 皮 内 に 注 
射 し , 同時 に 対照 液 (0.852% 生 理 的 食塩 水 ) 0.05 ml を 
先 に 抗原 を 注射 し た 位置 より 約 5cm 離れ た 所 に 注射 し 
20 分 後 の 反 記 (馬場 , 1960) の 出現 状態 を 観察 し て 判定 
を 行 つ た . 本 実験 は 群馬 県 下 の 農 村 , 山村 地区 の 住民 男 
女 合計 474 名 に 実施 し た . 釣 虫 寄生 の 有無 は 飽和 食塩 水 
浮 2 本 立 (1 本 の 量 約 1 に よる 1 回 の 
検査 と に よ つ て 判定 し た . 
実験 成績 
(1) 対照 生理 的 食塩 水 注射 に よる 反応 


抗原 注射 に よる 皮 内 反応 を 行う 際 , 同時 に 注射 し た 対 
照 液 (0.852 生 理 的 食塩 水 ) に ょ る 反応 が 時 々 陽性 に 現 
われ た . 即ち 0.05 ml の 対照 液 皮 内 注射 直後 生ずる 腫 服 
( 径 6~ 7mm) は 時 間 と 共に 減 只 す る の が 普通 で ある 
が 時 間 の 経過 と 共に 却 つ て 注射 部 位 の 反応 は 強く 現われ 
径 8.5mm 以上 に 達し た 例 が 少数 認め られ た . 即ち 474 
例 中 87 例 (7.8 2%) に 腫 月 の 出現 が 認め られ た . し か し 
之 等 87 例 の 大 多数 は 抗原 注射 と よる 反応 は 一 般 に 腫 服 の 
周囲 と 発赤 を 伴う 場合 が 多い が 対照 液 注射 の 場合 は 反応 
径 は 概して 小さ く 半 数 近く は 腫 劇 の 周囲 と 発赤 を 認め な 
か つた (第 1 表 ). 

(2) 寄生 者 に 対す る 皮 内 反応 

馬場 は 抗原 注射 と に よ ょ つて 嘩 有 農 の 径 10mm 以上 の も の を 
反応 陽性 と し た が , 釣 虫 寄生 者 に お ける 生理 的 食塩 水 六 
射 に より 陽性 反応 を 示す も の を 除外 し た 場合 , 釣 虫 寄生 
者 に お ける 本 抗原 に よる 反応 は 注射 後 20 分 で 判然 と し た 
腫 劇 と し て 認め られ , その 径 8.5mm 以上 に 達する 時 は 
上 明 ら に か に 反応 陽性 と 考え られ た の で 腫 服 径 8.5mm 以 
上 の も の を 陽性 , 8.25mm 以下 7 mm 以上 を 示す も の 及 
び 径 7 mm 以上 の 不明 瞭 な 腫 月 が 認め られ る 場合 及び 腫 
服 は 全く 認め な い が 発 赤 の み が 径 Tmm 以上 認め られ る 
も ぁ もの を 疑 陽性 と し , その 他 の も の を 反応 陰性 と し た . 

実験 の 結果 釣 虫 寄生 者 244 例 中 反応 陽性 で あつ た 者 は 
215 例 (88.12%), 疑 陽性 者 11 例 (4.5 ) 及び 陰性 者 18 
例 で 7.4 2%) で あつ た . この 反応 陽性 者 の 睡 劇 の 出現 
状況 を 径 の 大 きき さき に ょ つて 大 別 す る と 腫 有 劇 径 8.5 mm~ 
14.0 mm で あつ た る も の 129 例 (60.0 %), 14.5 mm~ 
20.0 mm で あつ た も の "5 例 (84.9%),20.5 mm 以上 を 
示し た も の 11 例 (5.1 2 で あつ た (第 2 表 う . 

(8) 非 寄 生 者 に 対す る 皮 内 反応 

前 項 と 同様 に 生理 的 食塩 水 注射 に k ょ る 陽性 反応 を 示す 
る も の を 除外 し た 釣 虫 非 寄 生 者 8 例 た に つい て の 友 内 反応 
結果 は 反応 陽性 者 67 例 (34.7 2), 疑 陽性 者 15 例 C7.8 
2), 応 陰性 者 111 例 (57.126) で あぁ つた. を 腫 径 


(31 ) 
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第 1 表 対照 生理 的 食塩 水 注 和 幣 に ょ る 反応 例 (37 例 ) 


校 検 者 上 度 内 反応 結果 被 検 者 皮 内 反応 結果 
番号 年 齢 性 生食 水 抗 番号 年齢 性 対照 生食 水 抗 
抗原 …・0.1y: 0.05 ml 注射 , 20 分 後 判定 () 不明 瞭 
第 表 卵 検出 と 皮 内 反応 結果 の 比較 

度 内 反応 実施 例 (474 例 ) 

対照 生理 的 食塩 水 注射 に よる 反応 …・37 例 


卵 


193 


(802. 1%) a6. 4%) (1. 


1 回 検査 


+ 215 
負 卵 (88.1) (69.0%) 9%) (5.1%) 
s 十 
244 
(7.4) 
便 検査 飽 和食 塩水 浮 2 本 立 ( 各 18g), 
皮 内 反応 ・……・ 抗 原 S-70 0.1y: 0.05.ml 注射 , 20 分 後 観 穴 


2 ) 


十 腫 月 径 8.5 mm~ 


7.0 mm~8.25 mm 


~6.5 mm 


| 
15 
. 
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第 3 表 抗原 の 加熱 (80°C 40 分) にょ る 影響 


被 検 者 内 反 検 者 内 反 者 皮 内 反 
271 351 40 (0.5x6.59) 0x0 1 
297 0x0 358 \ 408 (9X8.5) 0x0 1 
319 368 432 0X0 1 
334 一  0x0 1 382 1 
※ 減弱 へ 消失 影響 な し っ 抗原 …・0.1y: 0.05ml 注射 20 分 後 判定 


の 大 きき さ に ょ つて 大 別 す る と 8.5 mm へ ~14.0mm の ぁ の 
55 例 (82 .1%6), 14.5mm~20.0mm の も の 11 例 (16.42%), 
20.5mm 以上 を 示し た も の 1 例 (1.5 % う ) で あぁ つた (第 
2 表 
(4) 抗原 の 加熱 に よる 影響 
抗原 の 調製 は 可 及 的 無菌 的 に 行 つ た が , 化 に 


(33 ) 


る 影響 を 考慮 し て 抗原 液 を 80°C40 分 加熱 し , 抗原 性 に 変 
化 が 起 る か どう か を 検討 し た . 即ち 皮 内 反応 に 用 いる 飛 
度 て 0.05ml 中 抗原 0.0 含む に し た 抗原 液 を 
40 分 加熱 し , 之 を 非 加熱 の 抗原 液 と 並べ て 釣 虫 寄生 者 の 
前 聴 皮 内 に 注射 し , 20 分 後 の 反 応 を 観察 し た . この 結果 
実験 例 63 例 (対照 陽性 者 を 除く ) 中 殆ど 加熱 に よる 影 
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舞 が 認め られ な か つた も の 16 例 , 反応 の 減弱 が 認め られ 
た も の 2 例 , 加熱 し た 抗原 に よ つ て 全く 反応 が 認め られ 
な か つた も の 26 例 で 非 加 熱 抗原 液 に 比べ 4 例 (74.82%) 
が 六 弱 若しくは 消失 し 加熱 に ょ つて 抗原 性 に 変化 が 起 る 
事 が わか つた (第 8 表 う . 

(5) マー ゾ = ン の 影 

抗原 液 に と た マー ゾ = ン を 添加 し て 注射 液 を 調製 し た . 即 
ち 抗 原 末 を 所 定 濃度 (2y/ml) に る に = 
ン を 10,000 倍 の 割合 に 落し た 生理 的 食塩 水 を 用 いて 調 
製 し た も の を 抗原 液 と レー 方 同 濃度 の マー ゾ = ン 加 生 理 


的 食塩 水 を 対照 液 と し て 0.05 ml を 釣 虫 寄生 者 に 皮 内 注 
射 し 20 分 後 の 反 応 を 観察 し た . と この 結果 , 対照 液 に よっ 
て 実験 40 例 中 28 例 C75.0%) 著 明 な 反応 が 認め られ た . 
と の 中 に は 抗原 注射 に よる 反応 より 却 つ て 強い 例 が 認め 
られ た . 

の マー ゾ = ン 生理 的 食塩 水 注射 に よ つて 反応 
を 認め な か つた 12 例 の 中 抗原 注射 と より 反応 陽性 で ぁ つ 
た も の は 7 例 で , 他 は 反応 陰性 で あぁ つた. 

之 等 の 結果 か ら 抗 原 に マー ゾ = ン を 洋 加 する こと は 不 
適当 で ある こと こと が わか つた (第 4 表 う . 


4 表 マー = ン ( 対 抗原 ) に る 内 反応 結果 


被 検 者 被 検 者 

163 ※ 164 0 x 0 0 x 0 
05 0x0 0 x 0 8) 8 - 

189 0 x0 0 x 0 ※ 

190 0 x 0 


対 ・…・10,000 倍 マ ー = ン 生理 的 食塩 水 , 抗原 液 ・…・0.1y: 0.05ml 腫 mm 


(34 ) 


発赤 mm 


3 

| | 


(6) 駆虫 後 の 皮 内 反応 

鋼 虫 寄生 , 皮 内 反応 陽性 者 に つい て オー ミン (富山 化 
学 製 ) 6 g1 日 2 回 分 服 , 2 日 投与 と より 駆虫 , 8 週 後 
の 後 検便 に ょ つて 釣 虫 卵 陰 性 で あつ た 14 例 に 初回 皮 内 反 
応 実施 後 1 ヵ月 目 に 同様 皮 内 反応 を 再び 行 つ た と こと ころ, 
全 例 に お いて 皮 内 反応 の 結果 は 尚 陽性 で あつ た . 即ち 少 
な く と も 駆虫 後 1 ヵ月 で は 皮 内 反応 は 陰 転 し な い 事 が わ 
か つた . し か し な が ら 初 回 注射 時 に は 全 例 種 肛 の 周り に 
発赤 を 伴 つ て いた が , 1 ヵ月 後 の 皮 内 反応 の 結果 で は 発 
赤 を 欠く も の が 4 例 あ つた (第 5 表 ). 


表 虫 後 1 ヵ 月 の 皮 内 反応 


検 者 第 1 2 回 
62 38 F + + DX 
69 50 F + + 
71 48 F + + 
74 39 F + + 


抗原 ……・0.1y: 0.05 ml 注射 20 分 後 判定 

床 虫 方 法 …… オ ー ミ ン 6g 1 日 2 回 に 分 服 2 日 連用 

腫 mm 

発赤 mm 

対 周 に 行 つ た 生理 的 食塩 水 の 皮 内 注射 及び 抗原 注射 に 
ょ つて 現われ る 両者 の 反応 が 区 別 し 得 な い 腫 彩 を 示す 例 
が 割合 に 多く , 全 実 験 例 474 例 中 7.822 の 割合 に 認め ら 
れ た . この 様 な 反応 は 被 検 者 の アレ ルギー 体質 に よる も 
の と 考え 本 皮 内 反応 に よる 判定 不適 例 と し て 除外 し た . 
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本 実験 に お いて 行 つ た 注射 液 量 0.05 ml を 油 減量 し て 
0.02ml 或いは 0.01ml に 調製 し て 実施 すれ ば この 様 な 例 
は か な り 少 な く な る も の と 考え られ る . 馬場 は 腫 用 径 10 
mm 以上 を 示す も の を 陽性 と し た が , 通常 生理 的 食塩 水 
を 0.05ml 皮 内 注射 直後 の 腫 服 径 は 6 mm 乃至 7 mm で 
時 間 の 経過 と 共に 腫 月 は 消失 或いは 腫 月 の 径 は 減少 し , 
又 そ の 径 が 増加 する 場合 に は 20 分 後 で は 不明 瞭 な 境界 を 
認め る に 過ぎ な い . 従 つ て 対照 液 に と にょ つて 殆 ん ど 反 応 が 
現われ な い 場 合 に は 抗原 注射 に よる 腫 劇 径 が 8.5mm 以 
上 で ある も の を 反応 陽性 と 判定 する の が 適当 で ある と 考 
えた . 釣 虫 寄生 者 に お ける 皮 内 反応 陽性 率 は 88.12% で あ 
つた が , 釣 虫 非 寄 生 者 に 対し て も 34.7% に 陽性 反応 を 認 
め た . 原田 (1952) は 234 名 の 検便 検査 を 実施 し 疹 抹 法 
に よ ょ つて は 12.4, 浮 つて は 29.8, 培養 法 に ょ 
つて は 56.82 の 検出 素 で あつ た と 報じ , 又 町 田 (195 の は 
誠 検 で 釣 虫 の 雌雄 両性 の 虫 体 が 発見 され た 29 頭 の 犬 の 箇 
便 を 検査 し て 浮 海 法 1 本 立 に よ つ て は 82.75%, 2 本 立 
に よっ つて は 86.2% の 検出 率 で あつ た と 報じ て いる . と こと 
に 釣 虫 寄生 者 と し た の は 浮 法 2 本 立 に よる 便 検査 の 
結果 で あり , 培養 法 を 併用 する か 検査 回 数 を 増 せ ば この 
中 に は 釣 虫 寄生 を 認め 得 た も の が いる と と は 確か で あつ 
て 釣 虫 卵 陰性 者 の 反応 陽性 率 は 84.72% 以 下 と 云う 事 に な 
る . Bachman et aZ.(1932 う は ア メリ カ 釣 虫 々 体 か ら Coca 
液 で 抽出 し た 抗原 を 以 て 皮 内 反応 を 行い , 釣 虫 (アメ リ 
カ 釣 虫 ) 寄生 者 に 対し て の 特異 的 反応 の 出現 を 認め 得 な 
か つた と し , 釣 虫 を 含め 腸 内 寄生 虫 保有 者 に つい て の 皮 
内 反応 の 結果 は 陽性 率 81~912% で あつ た と 述べ て いる . 
Vattuone (1988) は マビ = 釣 虫 か ら 得 た 抗原 を 用 い 釣 虫 
寄生 者 に 対し 皮 内 反応 を 行い 良 結果 を 得 た と 述べ て いる 
が 詳細 な 記載 が な い . 石原 (1952), 原 田 (1952) 等 は 抗 
原 注射 後 24 時 間 の 発赤 に ょ り 判 定 し た 場合 多 虫 寄生 者 に 
90~95% 反 応 陽 性 だ つた と 報告 し て いる が , 著者 等 もこ 
れ を 追試 し 犬 釣 虫 幼虫 体 を 材料 と し て 文献 記載 通り の 方 
法 で 抗原 液 を 得 , 釣 虫 寄生 者 に 0.1 ml 皮 内 注射 し て 24 
時 間 後 の 発赤 を 以 て 判定 を 行 つ た と こと ろ 判然 と 反 距 陽性 
と 認め た も の 52 例 中 24 例 (46.2%), や や 不明 瞭 で ある が 
発赤 を 認め た も の で? 例 (183.52%) で 残り 21 例 C40.8%) 
は 全く 反応 を 認め な か つた . と の 様 な 結果 を 得 た の は 著 
者 等 が 用 いた 犬 多 虫 と 石原 , 原田 等 が 材料 と し た 人 多 貝 
と の species の 相 異 に 因 る の か も し れ な い . 抗原 液 の 調 
製 は 可 及 的 無菌 的 に 行い , 抗原 注射 に よる 画 作用 は 現在 
所 1 例 も 認め な か つた . 化 の 混入 に と ょ る 作 
用 る 考慮 し な けれ ば な ら な い 記 抗原 液 は 加熱 た より 抗原 


(35 ) 


| | 
| | 
10x 9 9 X8.5 
97 41 F + + - + - 
45Xx33 30x28 
15x12 14x11.5 
104 M + + - + 
33x32 27x23 
X 
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性 は 低下 し , マー ゾ = ン を 添加 し た 場合 は 抗原 は 一 部 マ 
ー ゾ = ン に より 不 活 化 さ れる も の の 如く , 又 対 照 液 に ょ 
る 反応 も 強く 現われ た . と れ 等 の 点 に つい て は 今後 検討 
すべ き 問 題 が 残 つ て いる . 駆虫 後 ど の 程度 の 期間 に 陰 転 
する か は 駆虫 を 前 提 に し た 場合 必要 な 問題 で ある が 今回 
1 ヵ月 後 の 皮 内 反応 の 結果 で は 陰 転 し な い 事 が わか つ 
た . Bachman は 腸 内 寄生 虫 保有 者 に つい て 皮 内 反応 は 
駆虫 後 5 ヵ月 で を その 腫 服 径 は 著 明 に 減少 し た と 述べ て お 
り , 著者 等 も 今後 実験 する 予定 で ある . 
結 論 

犬 成虫 体 抽出 液 を 硫 安 分 画 (60%~702 和 レ 
て 得 た 抗原 CS-70) を 用 いて 釣 虫 の 皮 内 反応 を 行い , 次 
の 結果 を 得 た . 

1. 多 虫 寄生 者 244 例 中 皮 内 反応 陽性 215 例 . C88 .1 
%), 疑 陽性 11 例 (4.5 %) 及び 陰性 18 例 (7.4 %) で 
あっ つた . 

2。 浮 攻 法 2 本 立 1 回 の 閥 便 検査 の 結果 釣 虫 卵 を 検出 
し 得 な か つた 者 198 例 に つい て の 本 皮 内 反応 の 結果 は 陽 
性 67 例 (84.7 %%), 疑 陽性 15 例 C7.8 2%), 陰性 111 例 
(57.52%) で あぁ つた. 

8.。 80C40 分 の 加熱 に より 抗原 性 は 著 明 に 低下 し た . 

4。 マー ゾ = ン を 添加 し て 反応 を 行っ つた 場合 対 凡 マ ー 
ゾ = ン 如 生 理 的 食塩 水 の み に ょ る 反応 が 著 明 に 現われ , 
上 且 抗 原 も マー ゾ = ン に ょ り 和 悪影響 を 受け た . 

5.。 駆虫 後 1 ヵ月 で は 少な く と も 皮 内 反応 は 陰 転 し な 
い . 

6. 注射 液 量 0.05 ml を 用 いた 場合 , 生理 的 食塩 水 の 
み の 注 射 に と よ ょ っ つて 陽性 反応 を 示し た も の が 7.8 あつ 
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本 論文 の 要 引 昭和 35 年 5 月 30 回 日 本 衛生 学会 
会 に 於 て 発表 し た . 


文 

1) 馬場 臣 (1960) : 多 に 関す る 研究 , 犬 
虫 成虫 体 硫 安 分 画 抗原 の 沈降 反応 並び に 皮 内 反 
応 , 北 関 東 医 学 , 10, 564-578. 

2) Bachman, G. W. & Rodriguez-Molina, R. 
(1932) : Skin reactions to Necator americanus 
in persons infected with the common intestinal 
parasites. Puerto Rico Jour. Publ. Health & 
Trop. Med., 7, 287-319. 

3) 原田 義道 ・ 森 納 (1952) : 培養 法 並 に 皮 内 反応 に 

よる 多 虫 症 の 診断 , 臨床 医学 , 37(3), 1-5. 

石原 国 ・ 原 田 義道 ・ 森 納 ・ 久 代 文 了 志 (1952) : 多 虫 

症 診 断 の 再 検討 , 最新 医学 , 7, 789-793. 

川本 一 郎 (1651) : 症 の 研究 , 1 報 

症 患 者 た 於 け る 免疫 学 的 研究 , 化学 療法 研究 所 

, 5(1, 2。 3, 4 号 ), 13-19.* 

6) 町 田 一 (1957) : 選 虫 卵 犬 多 の 寄生 数 

並び た に その 大 いさ に 関す る 研究 , 千葉 医学 雑誌 , 

33, 578-595. 

野田 昇 (1953) : 釣 虫 症 の 皮 内 反応 , 大 阪 市 立 医 

大 雑誌 , 2, 202-213. 

Sawada, T., Suzuki, IL., Oka, T. & Sano, M. 

(1954) : Diagnosis of ancylostomiasis by means 

of intradermal and serological tests. Gunma 

Journal of Medical Science, 4(1), 30-38. 

Stumberg, J. E. & Rodriguez-Molina, R. 

(1931) : Hypersensitiveness to hookworm pro- 

teins in Puerto Rico. Puerto Rico Jour. Publ. 

Health & Trop. Med., 7, 37-49. 

Vattuone, A. B.(1933) : A new intradermal 

reaction in ancylostomiasis. Med. J. Australia. 

20th year, 655, 645-647. 


4 


5 


8 


9 


10) 


s 
< 


INTRADERMAL TESTS IN ANCYLOSTOMIASIS (Il) RESULTS OF FIELD 
WORKS USING S-70 ANTIGEN 


TOSHISADA SAWADA, MEGUMI KONO, SHIGEFUSA SATO & SANEO OIKAWA 
(Department of Hygiene, School of Medicine, Gunma University, Japan) 


Intradermal tests were conducted in individuals with or without ancylostomiasis. The 
antigens (S$-70) used for intradermal tests were prepared from extracts of adult worms of 
Ancylostoma caninum. 

Results were as follows : 

1) Of 244 individuals suffering from ancylostomiasis positive reactions were found in 215 
cases (88.1 per cent), doubtful in 11 cases (4.5 per cent) and negative in 18 cases (7.4 per cent). 

2) Of 193 individuals, who were negative in stool examinations for hookworm by floata- 
tion method, positive skin reaction were found in 67 cases (34.7 per cent), doubtful in 15 cases 
(7.8 per cent) and negative in 111 cases (57.5 per cent). 

3) The antigenic potency decreased remarkably by heating at 80°C for 40 minutes. 

4) The antigens for intradermal tests were dissolved in saline without merthiolate, but 
when they were dissolved in saline with merthiolate (1 : 10,000), they showed often false 
positive reactions and moreover its antigenecity was reduced by the addition of merthiolate. 

5) Intradermal tests showed the same intensity in patients during about one month after 
therapy. 

6) By intradermal injection of 0.05ml of saline as antigen control, positive reactions 


were also found in 37 cases (7.8 per cent) of 437 cases. 
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宮城 県 に と お ける 肺 吸虫 症 に つい て 


横川 湯田 和郎 
千葉 大 学 医学 部 虫 学 教 県 衛生 研究 所 
鈴木 了 小宮 
国立 予防 研究 所 部 
関 大 正 満 
新潟 大 学 医学 部 医 動物 学 教 過 
千葉 大 学 医学 部 寄生 虫 学 


(昭和 35 年 10 月 24 日 受領 ) 


我が国 に お ける 肺 吸虫 症 の 分 布 に 関し て は , 近 時 肺 吸 
虫 症 の 皮 内 反応 に ょ る 集団 検診 法 が 確立 され て 以来 ( 横 
川 ら 。 1955 a, b), 各地 で 集団 的 調査 が 広く 行わ れる よ 
うに な つた . その 結果 , 肺 吸虫 の 分 布 は 意外 に 本 邦 各 地 
に 墓 延 し て いる こと と が 分 り , その 実態 も 次 第 と 明らか に 
な りつ つ あ る . 

東北 地方 , 殊 に 宮城 県 に お ける 肺 吸虫 症 に 関し て は , 
木村 (1921) が 始め て 脳 肺 吸虫 症 の 誠 検 例 を 報告 し , そ 
の 後 , 新津 (1955) は ジャ クン ン 型 所 商 発作 重 積 症 を 起 
し た 脳 肺 吸虫 症 患 者 の 一 手術 例 (実際 の 手術 は 1949 年 に 
施行 ) を 報告 し て いる . 

し か し , 木村 に よ ょ る 報告 例 は , その 患者 の 経歴 を みる 
と , 各地 を 移動 し て お り , 新津 に よる 報告 例 は その 患者 
の 経歴 に 全く 触れ て いな いと と か ら ,。 その いづ れ ぁ も 宮城 
県 に お いて 感染 し た も の か どう か は 疑わ し く , 宮城 県 に 
は 肺 吸虫 症 が 確実 と 分 布 し て いる か 否 か は 疑問 の まま 現 
在 に つ . 

一 方 , 東北 地方 の 他 の 県 に つい て は , 荒木 ・ 田 宮 で 19 
51) は 福島 県 に お いて , 海 輪 (1989) は 秋田 県 に お いて 
本 症 の 報告 を し て お り , 最近 で は 著者 等 の 内 , 関 ・ 大 鶴 
(1960) が 福島 県 北部 に お いて 皮 内 反応 に ょ る 集団 検査 
を 行い , 中 学生 に 反応 陽性 者 を 見 出し , これ ら 陽 性 者 の 
検便 より 貝 卵 保 有 者 を 認め た . また , 第 二 中 間 宿 主 で あ 
る モク ズ ガ = より 。 ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 の メタ セル カ 
リア を 検出 (感染 率 6.8%) し て , 本 症 が 確実 と 分 布 し 
て いる こと と を 明らか に し た .。 また 協 山 ら (1960) に よれ 
ば , 福島 県 北部 の 真野 川 周辺 と お いて 相当 数 の 皮 内 反応 


陽性 者 を 見 出し て いる . 
著者 ちら は 東北 地方 各地 の 肺 吸虫 症 の 感染 の 実態 を 明 ら 
か に せん と 企図 し て いた も の で ある が , た また ま , 東北 
大 学 医学 部 附属 病院 に 入院 し た 患者 が 脳 肺 吸虫 症 で ある 
と いう 診断 を 得 た こと に 示唆 を 得 て , 宮城 県 下 の 肺 吸虫 
症 調 査 を 試み た の で その 成績 を 報告 する . 
調査 方 法 

1. 調査 に 至る いき さき さ つ 

宮城 県 の ほぼ ば 中央 部 に 位置 する 宮城 県 泉町 実 沢 の 小学 
六 年 生 の 1 男子 (発病 は 四 年 生 , 入院 時 11 才 う ) は 頻 緊 
に 九 商 様 発作 を 起す こと か ら , 一 , 二 の 病 院 を 経て 1959 
年 春 に 東北 大 学 医学 部 桂 外 科 に 入院 し , 脳 肺 吸虫 症 と 診 
断 さ れ た . この 小学 生 は 出生 以来 , 居住 地 外 に 殆 ん ど 出 
て いな いと こと と, また , 同 地 に は モク ズ ガ = を 食す る 習慣 
が ある こと と な どか ら , 同 地 で 肺 吸 虫 に 感染 し た こと は ほ 
間違い な いも の と 考え られ た . 更に 同町 隣 部 落 よ り も 
肺 吸虫 症 患 者 の 一 発生 例 (87 才 , 。, 農 ) を 知 つ た と と 
か ら , 著者 等 の 内 , 湯田 及び 鈴木 が 1959 年 5 月 泉町 実 沢 
附近 の 住民 を 対象 と し て 予 研 製 肺 吸虫 皮 内 反応 用 診断 
液 (V BS 抗原 ) に よる 皮 内 反応 調査 を 実施 し た . 

つい で , 東北 大 学 附属 病院 の 入院 患者 の 過去 の カル テ 
等 を 調べ た と こと ろ , 肺 吸虫 症 と 診断 され た 患者 の 数 は 19 
16 年 以降 で 25 名 の 多き に 達し て いる と と が 分 つた (第 
1 表 ). 

そこ と で , これ ら 患 者 の 出身 地 を 調べ て みる と , 出身 地 
不明 の 例 , 福島 県 , 岩手 県 の 例 を 除き , 南 か ら 人 阿武隈 
川 , 七北田 川 鳴瀬 川 の 三流 に 大 体 集 れる よう で 


本 研究 は 文部 省 科 学研 究 旨 の 補助 に よる と と が 多い . 丈 た 記し て 講 意 を 表す る . 
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第 1 表 東北 大 学 附属 病院 等 に ぉ いて 肺 吸虫 症 
と 診断 され た 患者 の 一 覧 


1 $8 1916.4 
2 6 1916. 4 
3 —ー 1918. 1 
4 県 白石 市 福岡 39822. 1 
6 福島 県 相生 大 
7 高平 1923. 8 
8 4 上 真野 8 1924. 2 
9 富 城 県 古川 市 飯 川 SY 

宮城 県 志田 郡 9 

11 三本木 町 下 伊 場 野 28 
12 / 玉造 郡 新 町 49 wm 8 1526.10 
13 福島 県 相馬 郡 飯豊 27 教 員 ? 1927.6 
14 岩手 県 西磐井 郡 油 島 25 83-1930.1 
15 福島 県 原町 市 上 渋 佐 0 4 MO 
16 県 仙台 市 案内 9 々 9 
18 / 角田 市 藤尾 6 1935. 1 
寺前 30 菓子 1952. 
20 仙台 市 岩切 42 4 
21 角田 市 枝野 20 学 生 8 1955.2 
22 城 郡 宮城 町 47 農 1957.1 
泉町 実 沢 11 学 生 1959.2 
25 7 桃生 郡 河北 町 三 の 輪 48 カク 9g 1559.5 


第 2 図 皮 内 反応 を 行 つ た 調査 地 
A: 泉町 実 沢 , B: 角田 市 枝野 , 
C: 吉川 市 飯 , 町 荒浜 


ある (第 1 図 ). 
と これら の 患者 多発 地 の 内 か ら 角 田 市 枝野 (阿武 隈 川 ), 
古川 市 飯 川 (鳴瀬 川 ) を えら び 1959 年 秋 に 同様 な 皮 内 反 
応 調査 を 実施 し た (第 2 図 ). 
大 その 後 , 著者 の 内 , 関 及び 湯田 は 下 理 町 荒浜 (阿武 隈 
川 ) に お いて 1960 年 9 月 更に 調査 を 行 つ た . 


| 以下 の 成績 は これら の 結果 を 線 合 し た も の で ある . 
2.。 肺 吸虫 抗原 に よる 皮 内 反応 


上 記 4 地区 に つい て , 保健 所 及び 地区 衛生 委員 を 通し 
て 住民 C8 才 以 下 を 除く う の 参集 を 求め , 横川 ら (1955 
省 a, b) の 方 法 に 従 つて 皮 内 反応 を 実施 し た . 即ち 左前 肝 
屈 側 部 の 皮 内 に 予 研 肺 吸虫 皮 内 反応 用 診断 液 (VB S 抗 
原 ) を 約 8 mm 径 の 膨 疹 の 出来 る よう に 注射 し , 直後 と 
15 分 後 の 脱 疹 の 縦横 径 を 測り , それ ぞ れ の 平均 径 を 出 
し , 直後 の 径 を 15 分 後 の 径 か ら 減 じ , これ が 5mm 以上 
を 陽性 , 4 mm 以上 を 疑 陽性 , 3 mm 以下 を 陰性 と し 


図 東北 大 学 病院 等 ("22-"59) で 吸虫 症 と 3. 体 反応 
診 され た の 出身 地 上 記 4 地区 の うち , 角田 市 。 古川 飯 川 及び 
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町 荒浜 の 8 地区 に お いて は 皮 内 反応 陽性 者 及び 疑 陽性 者 
は 全員 採血 し , 補 体 結合 反応 を 実施 し た . 補 体 結合 反応 
の 式 な, 法 に ょ つた (横川 ・ , 1955). 

4. 検便 及び 検 

皮 内 反応 の 陽性 者 及び 疑 陽性 者 に 対し て は , 3 回 以上 
の 検便 (AMS IT 法 , また は 稀 塩 酸 ・ ェ ー テ ル 法 の いづ 

種々 の 
事情 か ら , これ ら 疑 陽性 者 以上 の 全員 を 検便 する と こと は 
し る 出来 な か つた. 

5. 第 二 中 間 宿 主 の 調査 

こと これ ら 4 地区 周辺 の モク ズ ガ ニ = 
集 を 地元 民 に 依頼 し , モク ズ ガ ニ = 
は 筋肉 内 を 主として 検査 し , ウェ ステ ル 
セル カリ ア 寄 生 の 有無 を 検 し た . 

調査 成績 

1. 皮 内 反応 及び 検便 , 検 療 成 績 
宮城 県 下 4 地区 の 住民 に 対し て 行 つ た VB 8S 抗原 に ょ よ 
る 肺 吸虫 症 の 皮 内 反応 調査 成績 は i で ある . 
第 2 表 の 内 , *EI の 成績 は 松田 ちら (1960) が 最近 この 
地方 で 調査 し た 成績 を 引用 させ て 頂い た も の で ある . 


また は サワ ガニ = の 探 
マン 肺 吸 虫 メ タ 


表 宮城 県 け る 住民 の 皮 内 反応 用 
診断 液 に ょ る 肺 吸虫 症 皮 内 反応 調査 成績 


調査 調査 調 査 成 績 
年 月 人 貞 陽性 者 (%) 疑 陽性 者 (%) 計 (%) 
12G4.3) 25Q.1) 


調査 地 


泉町 実 沢 1559.4 276 


角田 市 枝野 1959.9 784 17(2.2) 7(0.9) 24(3.1) 
吉川 市 飯 川 1959.9 327 4(1.2) 2(0.6) 6(1.8) 
町 荒浜 1960.9 234 3(1.3) 2(0.9) 5(2.1) 
山元 町 * 1960.8 279 3(1.1) 10.4) 
在 理 町 * 1960.8 549 10(1.8) 10(1.8) 20(3.6) 


表 に 示さ れる ょ うに , 泉町 実 沢 で は 調査 人 員 276 名 中 
陽性 と 判定 され た も の 12 名 (4.8 ), 疑 陽性 と 判定 され 
た も の 18 名 (4.7 %) を 得 た . 一 方 , 角田 市 枝野 で は 調 
査 人 員 784 名 中 陽性 と 判定 され た も の 17 名 (2.2 ), 疑 
陽性 と 判定 され た も の "名 (0.9 %) で あり , 古川 市 飯 
川 で は 827 名 中 陽性 と 判定 され た も の 4 名 (1.2 ), 疑 
陽性 と 判定 され た も の 2 名 (0.6 %%) を 得 た . 

放 た , 理 町 荒浜 で は 調査 人 員 284 名 中 陽性 と 判定 き 
れ た も の 38 名 (1.8 2%), 疑 陽性 と 判定 され た も の 2 名 
(9 で あつ た . 一 方 , 松田 らち (1960)- に よる と , 山 
元町 の 成人 の 調査 に お いて 279 名 中 陽性 者 8 名 C1.1 


26), 疑 陽性 者 1 名 (0.4 %), 豆 理 町 の 成人 の 調査 に お 
いて は 549 名 中 陽性 者 10 名 (1.8 2), 疑 陽性 者 10 名 
(1.8 2%2) の 成績 を 得 て い る (検便 , 検 療 及 び 補 体 結 合 
反応 は 未 施 行う . 従 つ て 責 理 町 で は 両者 の 成 者 を 併せ る 
と , "『88 名 中 陽性 者 18 名 (1.7 %), 疑 陽性 者 12 名 (1.5 
2%) を 得 た こと に な る . 


きた, と これら 話 陽 性 者 及び 陽性 者 に つい て は , 可 及 的 


検便 を 受け る よう に 手配 し た が , 全員 に つい て 行う こと 
が 出来 ず , 角田 市 枝野 で は 17 名 , 泉町 実 沢 で は 24 名 の み 
検査 を 行 つ た が , 遂に 肺 区 虫 卵 を 認め る と と が 出来 な か 


つた . 古川 市 飯 川 で は , 検便 を 実施 し 得 な か つた . 

町 荒浜 に お いて は 陽性 者 5 名 を 254 名 (必ず 
し ゃ 皮 内 反応 の 受検 者 と 一 致し な い ) i 
猫 20 頭 に つい て 検便 を 行 つ た が いずれ る も 貝 卵 は 認め ら 

2.。 補 体 結合 反応 成績 

補 体 結合 反応 の 成績 は 第 8 表 に 示さ れる . 即ち 角田 市 
枝野 で は , 皮 内 反応 陽性 者 17 名 , 疑 陽性 者 7 名 計 24 名 の 
補 体 結合 反応 を 行 つ た が , その 内 , 陽性 反応 を 量 し た 者 
は , 皮 内 反応 陽性 者 か ら 2 名 , 疑 陽性 者 か ら 1 名 の 計 8 
名 (12.5%) で あつ た が ,。 それ ら の 抗体 価 は 低く いづ れ 
も Xx10~ メ x20 で あつ た . 古川 市 飯 川 地 区 で は 皮 内 反応 陽 
性 者 4 名 , 疑 陽性 者 2 の 計 6 名 中 , 補 体 結合 反応 陽性 を 
呈 し た も の は 1 名 も 認め られ な か つた . 


第 3 表 肺 吸 虫 内 反応 陽性 者 及び 性 


者 の 補 体 結合 反応 の 成績 

調査 地 調査 年 月 調査 人 員 合 反 


下 理 町 荒浜 で も 陽性 者 8 名 , 疑 陽性 者 2 名 の いずれ も 
補 体 結合 反応 陰性 で あぁ つた. 

8. 第 二 中 間 宿 主 の 調査 

モク ズ ガ = に お ける 肺 吸 虫 メ タ セ ルカ リア の 感染 状況 
は 第 4 表 に 示さ れる . 

と の うち , 泉町 実 沢 で 採集 され た モク ズ ガ =90 匹 中 6 
匹 (6.7 2%) に ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 の メタ セル カリ ア 
の 感染 し て いる と と を 認め 得 た (湯田 , 19602. 
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第 4 表 策 2 中 間 宿 主 の 調査 


第 5 表 モク タク ズ ガ = の 食 習 慣 調 査 
(1) ヵ = の 食用 状況 


(1) モ クズ ガ = 
調査 地 感染 感染 メタ セ 
数 ルカ リア 数 


吉川 市 飯 川 10 0 
泉町 実 沢 90 6 に 


(2) サ ワッ ガニ = 


泉町 実 沢 55 0 


考 


宮城 県 下 に お いて 過去 の 入院 患者 の カル テ ,。 その 他 を 
調査 し て , 肺 吸 虫 症 と RR 
所 を えら び , その 住民 に つい て 皮 内 反応 用 診断 液 に ょ 
で は 276 名 中 25 名 (9.1 %) の 疑 陽性 及び 陽性 者 を 得 た 
が , 虫 卵 を 検出 する に 至ら な か つた . た だ し , 極め て 最 

に 泉町 実 沢 及び その 隣 部 落 よ り 各 1 名 の 肺 吸虫 症 と 診 
断 さ れ た 患者 が 前 記 の ょ うに 出 て いる 事実 , そし て 第 二 
中 間 宿 主 で ある モク ズ ガ = より メタ セル カリ ア を 検出 し 
て いる と いう 事実 は , この 地区 及び その 周辺 に と お いて 肺 
吸虫 の 生活 隈 が 完全 に 存 し て いる と と を 示す も の に ほか 
な ら な い . 

更に 泉町 実 沢 に お いて , 第 二 中 間 宿 主 の モク ズ ガ = が 
実際 に 食用 と し て 利用 され て いる か , また 食用 と し て 利 
用 され て いる な ら ば , どの よう に し て 調理 され て いる か 
に つい て 調査 を 行 つ た (第 5 表 う . 

即ち , 調査 人 員 266 名 中 モク ズ ガ = を 食べ て いる と 回 
答 し た も の が , 実に 218 名 (82%) の 多き に 達し て いる 
と と が 分 つた また, 主 な 調理 方 法 と し て , 回 答 者 212 
名 中 , カ = 汁 と し て 食べ て いる も の が その 97.6% に 相当 
する 207 名 で , その 大 半 は カ = 汁 を 食べ て いる こと に な 
る . その 他 , 焼い て 食べ る も の 11 名 (5.2 うう, ゆで て 会 
べ る も の 4 名 (1.9 %) が あり , 生 で 食べ る と し た も の 
が 2 名 (0.9 %) あつ た (とれ ら 回 答 者 の 内 に は 重複 レ 
て 回 答 し た も の も 含ま きれ て いる )〉. 

な お , と の 地区 で カ = 汁 と 称し て いる も の は , カ = の 
甲羅 は ず し , 取 つ て くだ き それ を ザル で こと こし, 
こと こし た も の を も う 
と し て 食す る も の で 普通 この 地区 で は 「 カ = コ ズ キ 」 と 


云わ れ て いる . 


と の 地区 で 。 こ と この よう に カ = の 食 習 横 が ある と いろ うこ と 
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調査 人 員 食べ た 食べ な い 
泉町 実 沢 266 218(82.0%) 48(18.0%) 
十川 市 飯 川 327 239(73.1%) 88(26.9%) 
角田 市 枝野 784 259(35.8%) 464(64.2%) 


(2) 泉町 実 沢 に る カ = の な 調理 方 法 
(調査 人 員 212 名 ) 


= 汗 
ま 


と は , 少な く と も 肺 吸虫 メタ セル カリ ア の 経口 感染 の 機 
会 が 存する こと で あり , 泉町 実 沢 で は 肺 吸虫 症 の 流行 地 
で ある と いう と こと を 更に 裏付け 得 た も の で , 現在 も な. 
お , と の 地区 で は 感染 の 機会 が 充分 に 存する も の と 考え 
られ ょ よぅ. 
と だ し , 生 で 食べ る こと は メタ セル カリ ア を 生き た ま 
と に な る の で な た こと は 云う まで も な い 
が , 他 の 調理 方 法 , 例え ば カ = 汁 を 含め て , 煮 た り , 焼 
いた りす る 操作 は , カ = 体 内 の メタ セル カリ ア を 殺し て 
し まう し , また , 調理 時 に は 殆 ん ど 錠 を 取り 除く とこ と 訟 
多い の で , カ = 料 理 そ の も の は 肺 吸虫 感染 に 直接 関係 は 
な いも の と 考え られ よう . で , 実際 の 肺 吸虫 の 感染 は 小 
宮 ら (1952) の 云う ちよ うに, 調理 の 共に メタ セル カ Pg 
isisiketeess 手 そ の 他 に 附 着 し た り , 飛散 し た 

供 達 が カ = で 遊ん だ りす る 時 , 釣 で カ = を 飾 と し て 利 屋 
する 時 な ど に 誤 つ て メタ セル カリ ア を 呑み と む 機 会 が あ 

る か も し れ な い .。 が , と の 地区 で の か ょ うな 感染 の 実際 : 
に 関し て は 現在 の と こと ろ 不明 で ある . 

他 の 8 地区 に つい て は , 皮 内 反応 陽性 者 は 存在 し た 
が , その 陽性 率 は 前 記 地 区 に 比較 し て 低く , 補 体 結合 反 
応 を これ ら 皮 内 反応 陽性 者 に 実施 し た 結果 で も , 角田 地 
は , 24 名 中 僅か 8 名 (12.5%) が 陽性 反応 を し 
た に すぎ ず , 古川 地区 で は 6 名 及び 王 理 地区 で は 5 名 中 
1 名 も 陽性 反応 を 星 し た も の は な か つた .。 また , 第 二 中 
間 宿 主 の 検査 , 或いは 皮 内 反応 陽性 者 の 検便 に お いて も 
虫 卵 を 証明 する こと が 出来 な か つた . 

皮 内 反応 は 本 症 に 感染 し た 後 , 完全 治癒 後 も 長く 陽性 
反応 を 持続 する の に 反し て , 補 体 結合 反応 は 完全 治癒 後 
は 速 か に 陰 転 する (横川 , 1959) と 云わ れ て いる と と を 
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208 (57.6 %) 
4 (1.9 %) 
2 (0.9 %) 
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考え る と , 当地 域 に て 皮 内 反応 陽性 者 数 に 比 し て 補 体 結 
合 反 応 陽性 者 数 が 著しく 少 な い の は , 現在 の 感染 者 が い 
な か つた た め と も 考え られ る . 事実 角田 地区 , 古川 地区 . 
お ょ が び が 豆 理 地区 に お いて は , 過去 に お いて は その 住民 で 
肺 吸虫 症 と 診断 され た も の が 存在 し て いた と いう . し か 
し 現在 で も 上 記 8 地区 と も モク ズ ガ = の 食 習 慣 は か な り 
ある の で (角田 地区 で は 85.8, 古川 地区 で は 78.1% が 
食べ て いる と 回 答 し , 生理 地区 で は 昔 は 食べ た が , 現在 
で は 余り 食べ な いと の 回 答 が あつ た ). これ ら 8 地域 に お 
ける 肺 吸虫 症 が 過去 の も の で あぁ つた と する に は , な お 古 
重 な 検討 を 要する と 考え られ る . 特に 最近 福島 県 の 北部 
に お いて , 関 ら (1960), 畠山 ら (1960) が 肺 吸虫 症 患 
者 を 見 出し て いる の で , と これら の 地域 に 近接 する 当地 域 
に る 尚 本 症 の 存在 する 可能 性 は 充分 存する と 考え ざる を 
得 な い . 
要 約 

1959 年 の 5 月 と 9 月 及び 1960 年 9 月 に 宮城 県 泉町 実 
沢 , 角田 市 枝野 , 古川 市 飯 川 及び 在 理 町 荒浜 の 4 地区 に 
お いて 肺 吸虫 症 の 分 布 調 査 を 行 つ た . その 結果 /, 

1) 住民 の 皮 内 反応 用 診断 液 (V BS 抗原) に ょ る 皮 
内 反応 調査 成績 で は , 泉町 実 沢 で 9.12%, 古川 市 飯 川 で 
1.8%, 角田 市 枝野 で 8.1%, 豆 理 町 で 2.1% (松田 ら 
の 成績 を 併 た 場合 8.2%) の 反応 疑 陽性 者 及び 陽性 者 
を 得 た が , 貝 卵 陽性 者 は 見 出し 得 な か つた . 

2) 泉町 実 沢 周 辺 で 獲 ら れ た モク ズ カ = より , ウェ ル 
テル マン 肺 吸虫 え タ セル カリ ア を 検出 し た . また 。 この 
地区 に は 最近 2 名 の 肺 吸虫 症 患 者 が 見 出さ れ , 且 モ クズ 
カ = の 食 習慣 も か な り 頭 著 な こと か ら , 泉町 実 沢地 区 に 
は 肺 吸虫 の 生活 隈 が 存 し , 流行 地 で ある と いう 推定 を し 
。 


本 報告 に 当り , 貴重 な 成績 を 御 貸与 頂き 発表 を 許さ れ 
た 国立 宮城 療養 所 裏山 所 長 , 松田 医務 課長 に 深く 感謝 の 
意 を 表し ます . 叉 調査 に 当り , 宮城 県 衛生 研究 所 青木 犬 
輔 所 長 , 東北 大 医学 部 田代 昭男 博士 始め , 各 保健 所 の 絶 
"大 な る 御 援 助 を 賜 わ つ た と と に 厚く 御礼 を 申し 上 げ ば ま 
す . 
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本 報告 の 一 部 は 第 29 回 日 本 寄生 虫 学 会 総会 に ぉ いて 
発表 し た . 
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PARAGONIMIASIS IN MIYAGI PREFECTURE 


MUNEO YOKOGAWA, 
(Department of Parasitology, School of Medicine, Chiba University, Chiba) 


KAZURO YUDA, 
(Miyagi Prefectural Health Laboratory, Sendai) 


NORUI SUZUKI, YOSHITAKA KOMIYA, 
(Department of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo) 


TSUYOSHI SEKI, MASAMITSU OTSURU 
(Department of Medical Zoology, School of Medicine, Niigata University, Niigata) 


MORIYASU TSUJI 
(Department of Parasitology, School of Medicine, Chiba University, Chiba) 


Epidemiological surveys on human paragonimiasis have been undertaken to determine its 
endemic status in Miyagi Prefecture, 1959 and 1960. The results obtained were as follows ; 

1) Ina village of Izumi-machi 25 (9.1%) out of 276 inhabitants, in Furukawa-city 6 
{1.8%) out of 327, in Kakuda-city 24 (3.1%) out of 784 and in Watari-machi 5 (2.1 %) out of 
234 gave positive dermal reactions to VBS antigen (Veronal buffered saline extract of the adults 
of P. westermani which were treated by ether). 

And stool examinations were performed on all individuals who gave a positive reaction to 
VBS antigen. But no paragonimus eggs were found in the feces of all reacter. 

2) Of the 4 villages surveyed, Izumi-machi situated along the River Nanakitada were 
Eriocheir japonicum, the second intermediate host of Paragonimus westermani, abundant 
and the crabs from this river harboured its metacercariae in 6 (6.7%) out of 90 specimens 
‘examined. 
3) On the other hand, two patients of paragonimasis were recently found in this area, 
and among the most inhabitants in this area were seen customs to eat the crabs. 

4) According, the authors have concluded that paragonimiasis is endemic among the 
basin inhabitants of the River Nanakitada. 
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馬 の 条 虫 と その 中 間 和 宿主 に 関す る 研究 


第 3 報 本 邦 産 軽 種馬 に ける 条 虫 其他 の 
の 寄生 虫 相 つい て 


福井 正信 前 田 松尾 
東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 貝 研究 部 (指導 : 佐々 学 教授 ) 


(昭和 35 年 10 月 24 日 受領 ) 


吾 々 は 先 き に 本 邦 主 と し て 関東 地区 に お ける 軽 種 馬 生 
産 牧場 に お いて Anoplocephalidae に 属す る 条 虫 の 寄生 
状況 を 調査 し 8 才 以 下 の 功 駒 に 高い 寄生 率 を 示す 結果 を 
得 た (福井 , 1960) う . 更 と に これら の 感染 馬 に 対し て Bithi- 
onol 及び その 誘導 体 , な ら び に Dichlorophen を 投与 し , 
と れ ら の 新しい 駆虫 剤 が 投与 前 後 の 何等 の 処置 を あぁ 必 要 
と せ ず , 且つ 副作用 も 認め ず に 比較 的 少量 で 駆虫 し 得る 
成績 を 得 た (福井, 1960). こ れ に ひき つづ き 召 々 は 本 邦 
の 主要 な 軽 種馬 生産 地帯 と お ける こと の 種 の 条 虫 に 併せ て 
回 虫 , 円 虫 ( 硬 口 虫 ), 暁 虫 基 他 の 線 虫 類 の 寄生 状況 を 調 
査 し , 又 と これ と 別個 に 東京 附近 の 1 牧場 に お いて 当 才 よ 
り 明 8 才 迄 の 駒 の 1 年 間 の 中 の 条 卵 の 消長 
を 観察 し 駆虫 適期 の 考察 を 行 つた . 

と の 調査 に 終始 御 指導 を 頂い た 伝 研 寄 生 虫 研究 部 長 
佐々 学 教授 た に 深 甚 の 感謝 の 意 を 表し , 調査 に 御 援助 頂い 
た 日 本 軽 種馬 協会 , 日 本 中 央 競馬 会 , 宮内 庁 下総 御料 牧 
場 , 研究 上 貴重 な る 御 助 言 を 頂い た 寄生 虫 研究 部 林 滋 生 
助教授, 田中 博士 , 佐藤 孝 博士 , 御 助 つた 池 
庄司 敏明 , 矢沢 庄 三 , 奥野 和子 , 麻布 獣医 科大 学 篠原 棋 
の 各位 に 感謝 の 意 を 表す る . 

と の 報告 の 概要 は 第 29 回 日 本 寄生 虫 学会 (昭和 35 年 
6 月 ) に お いて 発表 し た . 

材料 及び 方 法 

検査 対象 馬 は 北海 道 よ り 九 州 に 至る 軽 種馬 協会 所 属 の 
牧場 に 繋留 され る サラ プレ ッ ド 及び アラ ブ 系 馬 計 約 900 
頭 と し た . これ を 2 群 に 分 け 各 より 牝馬 (5 才 
ょ り 28 才 と 明 2 の 育成 馬 (? を ほぼ 同数 宛 択 
び 材 料 を 採集 し た . 少数 の 8 才 育 成 馬 , 種 粧 馬 , 協会 関 
係 以外 の 牧場 より の 採集 も 行 つ た . 採集 し た 地方 は 次 の 


如く で ある . 即ち 北海 道 騰 振 , 日 高 , 青森 , 宮城 , 福 
島 , 千葉 , 宮崎 鹿児島 , 外 に 東京 及び 栃木 が 含ま れ 
る . 
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牧場 の 作業 の 比較 的 閑散 な 冬季 1960 年 1 月 中 旬 を 撰 び 
各 季 方 の 協会 支部 毎 に 材料 の 採取 を 行 つ た . 各 馬 区 塊 2 
ケ を ポリ エチ レン 入れ マム 輪 で 密封 し , これ を 封 
に 入れ 年 令 , 性 , 種類 (サラ ブレ ッ ド 系 。 ア ラブ 系 等 の 
別 ), 牧 場 名 , 産地 等 を 記録 し た . これ を 伝染 病 研 究 所 に 
送り 大 体 2 週間 以内 に 検査 に 着手 し た . 一 部 東京 , 栃木 
等 の 材料 は 80 g 入 青 薬 年 に 普 を 入れ 同様 伝 研 の 研究 室 に 
お いて 迷 日 以内 に 処理 を し た . 北海 道 , 千葉 , 鹿児島 の 
一 部 の 馬 に つい て は 24 mm 編 , 長 さ 14cm の セロ ハン ・ 
テー プ を 馬 の 肛門 に 添 附 後 ス ライ ドグラ ス に 貼り , 睦 虫 
卵 を 顕微 鏡 下 で 検索 し た . 線 虫 及び 条 虫 を 対象 と し た 検 
査 と し て は 飽和 食塩 水 に と よる 濾過 浮 洲 法 を 用 いた . 即ち 
1 g の 開 を 中 型 試 験 管 こ と と りこ れ に 飽和 食塩 水 を 約 25cc 
添加 , 拝 混合 後 100 メ ッシュ の 金網 で 過 し , 試験 管 
水 を 満 し 30 分 後に 24 メ X24mm の デッキ グラ ス を 
水面 に 接着 させ スラ イド グラ ス 上 で 鏡 検 (1 枚 う し た . 又 
その 内 円 虫 ( 硬 口 虫 ), 毛 線 虫 , 区 杏 虫 等 の 感染 幼虫 を 対 
祭 と し て は 佐々 ちら が 人 間 の 集団 検便 で 探り 上 げ て いる 試 
験 管 培養 法 の 変 法 に より 検索 を 試み た (佐々 ら , 1958). 
即ち 0.5g を と り , 煮沸 後 冷却 し た 10% 馬 鈴 
を ( 約 0.7g) し た 上 に 抹 し , これ を 中 型 
験 管 に 入れ 水 を 8 cc 加え て 管 口 を ポリ ェ チ レン に て ふき ミ 
ぎ , 約 10 日 間 25C の 恒温 客 に て 培養 後 ア ノン キロ スコ ー プ 
及び 顕微 鏡 に て 種 の 同定 を 試み た . 

更に 東京 附近 の 一 牧場 に お いて 1959 年 8 月 より 1960 年 
8 月 15 日 間隔 で 当 才 より 8 才 に いた る 計 21 頭 
(サラ ブレ ッ ド 種 育成 馬 ) の を 採集 し 濾過 浮 法 2 
回 繰返し ) で 条 虫 卵 排 溢 の 消長 を 観察 し た . 

調査 成績 

種 牡馬 及び 年 令 ) 性 不詳 の も の , 東京 , 北海 道 騰 振 及 
び 栃 木 繋 留 馬 を 除き 各 馬 産地 で の 調査 成績 と つき 以下 述 
べ る (第 1 表 , 第 2 表 ). 


Vy 


第 1 表 年 齢 別 各種 寄生 虫 感染 状況 (1) 


遊 法 
Strongylus spp. 


ラ サラ アラ プ サラ アラ アプ 


0 0 
0 0 
0 0 
0 。 26. 0 
1 < 0 2 
38 8.82 80.95 80.88 66.66 52.94 0 2.94 
1 0 54 30 43 25 5 2 
69 0 91.52 56.60 72.88 47.16 8.47 3.7 
0 3 24 32 21 21 5 2 
0 7.14 85.71 76.19 75.00 50.00 17.85 4.76 
0 16 22 10 18 2 
0 2.70 100 59.45 2.50 48.64 6.25 5.40 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
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72.58 66.14 50.19 8.85 


79.94 65.66 5 


306 36 
.03 43.99 10.6 


— 
oc 


to 


条 虫 類 : 繁殖 牝馬 に は 感染 率 低 く ア ラブ 259 頭 中 8 頭 
(3.0826) サラ 192 頭 中 17 頭 (8.852) と な り 2 才 馬 は 
サラ 147 頭 中 19 頭 (12.92 2) う , ア ラブ 207 頭 中 5 頭 《2.41 
96) の 成績 を 得 た . サラ の 方 が アラ ブ よ りや や ゃ 高 率 に 認 
め ら れる . 地区 別に は 千葉 及び 日 高地 方 に や ゃ ゃ 高 率 ( 千 
葉 2 才 22.0%, 日 高 22.22%) に 認め られ る .。 アラ ブ で 
は 日 高地 方 2 才 に 14.2822 を 認め た . 何れ も 大 規模 な 牧 
場 を 有 し て こと と に 飼育 する 地方 に み ら れ る . 

馬 虫 : 北海 道 日 高地 方 , 千葉 , 鹿児島 の 3 地区 
牝 馬 , 育成 2 才 駒 計 191 頭 に 対し て 行 つ た メス コッ チ ・ テ 
ー プ 法 に よる 検査 の 結果 は 次 の 如く で ある . 鹿児島 で は 
89 頭 中 1 頭 (1.12%)〕 千葉 58 頭 中 8 頭 (5.662) 日 高 55 
頭 中 9 頭 (16.86 2) の 貝 卵 陽性 馬 を 得 た . 2 才 馬 の 陽 
性 率 105 頭 中 7 頭 (6.66%), 殖 の そ れ は 86 頭 中 6 
頭 (6.9726) と な る . 何れ も 北海 道 日 高地 区 で や や 高い 
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サ ラ ェ サブ 上 段数 字 : 陽性 個体 
: テテ プ 下段 : 感染 (%) (第 2 表 と ) 


陽性 率 を 示し た . 2 才 サ ラ 6.572, アラ ブ 6.892, 人 系 殖 
同 5.2622, 8.88% 年 令 , 種類 の 感染 率 の 差 は みみ 
られ な い . 

馬 回 2 才 馬 は サラ , アラ 共に 21.762, 31.40 
26 を 示し 繁殖 牝馬 の 1.04%, 6.17 に 比 し て 高い 比率 を 
示し て いる . 地域 別に は 千葉 を 除き 北海 道 よ り 九 州 意 何 
れ も を も 寄生 率 は 高く み ら れ る . し か し な が ら 他 の 線 虫 殊 に 
円 虫 , 毛 線 虫 類 と 異な り 2 才 の 功 駒 に 感染 が 集中 し 5 才 
以上 で は 殆 ん ど 認 め ら れ な い の が 特徴 で ちあ る. アラ ブ が 
や や ゃ や 高 率 の と ころ も ある が 日 高地 方 で は サラ と の 間 に 差 
が みみ られ な い . 

円 虫 ・ 三 歯 円 虫 類 : 濾過 浮 海 法 にょ よる 貝 卵 検査 の 結 
果 , 2 才 馬 は サラ 74.15%, アラ ブ 572, 繁殖 牝馬 は 
84.37 26, 72.582 と な りや や サラ の 方 に 寄生 率 が 高く 
年 令 と よる 感染 は や や ゃ 馬 が 高い . 培養 法 に よ 
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検 査 法 

19 34 51 56 20 28 7 4 

2 75 101 17.33 30.69 77.33 61.38 34.66 36.63 16.00 0.99 

2 21.76 31.40 74.15 57.00 31.29 36.23 12.92 2 

, 

23~25 2 3 

26~28 1 1 

339 466 10.02 17.38 : 

、 


第 1 表 年 齢 別 各種 寄 生 虫 感染 状況 (2) 


ラ サラ 
5 2 6 6 5 1 1 9 15 17 13 
2.77 5.66 8.33 4.71 1.38 0.95 12.50 14.15 23.61 12.26 
9 4 3 2 9 2 0 13 19 20 11 
12.00 3.96 4.00 1.98 8.00 2.67 0 17.33 18.81- 26.66° 10.89 
18 9 5 8 12 14 3 1 22 34 37 24 
12.24 4.34 3.40 3.86 8.16 6.76 2:04 0.48 14.96 16.42 25:1 11.599 
0 0 £ 0 0 3 0 2 1 1 3 
0 0 20.00 0 0 33.33 0 22.22 20.00 11.11 60.00 55.56 
1 2 6 0 8 0 \ 2 0 3 10 8 
3.33 6.06 25.00 0 26.66 0 3.33 6.06 0 9.04 33.33 24.24 
0 1 1 1 6 4 5 2 5 8 12 13 
5 2 0 0 3 0 3 0 11 3 18 7 
8.47 3.77 0 0 5.08 0 5.08 0 18.64 5.66 30.50 13.20 
0 2 0 1 i & 0 1 0 2 9 6 
0 4.76 0 2.38 3.57 2.38 0 2.38 0 4.76 32.14 14.28 
0 4 0 1 0 2 0 0 0 9 5 
0 10.81 0 2.70 0 5.40 0 0 0 10.81 ‘56,25 13.51 
0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 2 
0 0 0 0 0 7.69 0 0 0 7.69 12.50 15.38 
0 0 0 l 0 i 0 0 0 1 1 1 
0 0 0 33.33 0 33.33 0 0 0 33.33 50.00 33.33 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
6 11 8 4 18 12 10 す 17 23 63 47 
3.13 4.24 4.16' 1.54 9.37 - 4.63 5.20 2.70 8.85 8.88 32.81 18.14 
24 20 13 12 30 26 13 8 39 57 100 71 


7.07 4.29 3.83 2.57 8.84 5.57 1.7 


S.vulg. : Strongylus vulgaris C.g. : Trichonema(Cylicocercus) goldi 
ed. : Strongylus edentatus CGC.p. : T.(Cylicocercus) pateratum 
S. eq. : Strongylus eguinus C.c. : T.(Cylicocercus) catinatum 


る Strongylus edentatus, St. vulgaris, St. equinus は 内 部 寄生 虫 集 団 検 便 に 共 し 少な い 人 員 (1 日 1~2 名 ), 
虫 卵 検 査 の 陽性 率 に 比 し て 大 きく 検出 率 は 劣 つ て いる が 少な い 器 材 , 狭い 空間 で な る べく 多く の 検体 を 短 時 日 に 
年 令 と よる 感染 率 の 差 は 概して み ら れ な い . 処理 し ,. し か も 検出 精度 の 高い 方 法 を 試み た .。 その 為 に 
毛 線 虫 類 : 虫 卵 検査 の 結果 , 2 オ サ ラ 831.29%,。 アラ 8 つの 異な つた 方 法 を 1 検体 に 同時 に 行う こと に ょ より うり 検 
プ 86.2822, 繁殖 牝馬 サラ 66.142%%,。 ラブ 50.19% と 出さ れる 寄生 卵 の 種類 を 豊富 した. 
前 者 に 比 し て 劣る 結果 と な つて いる . し か し な が ら 各 種 先ず 条 貝 類 卵 , 及び 馬 回 虫 , 円 虫 , 三 歯 円 虫 , 毛 線 虫 等 
毛 線 虫 て Trichonema sp.) の 陽性 率 合計 を 試験 管 培養 法 の 各種 線 虫 卵 を 対人 象 と し て は 濾過 浮 海 法 (飽和 食塩 水 使 
の 結果 で みる と 2 オ サ ラ 57.82%, アラ ブ 45.4832%, 貸 用 ) を 採用 し た . 直接 塗 抹 法 は 馬 の 場 合 植物 性 繊維 が 多 
牝 馬 同 72.892%%, 45.172 な り 浮 より も や く て 実用 と な ら ず , は 濾過 浮 に 比 し て や や 時 
や 高 率 に み ら れ る 。 叉 サラ の 方 が アラ ブ よ り 高 率 の 寄生 間 を と り 叉 類 雑 な 旋 上 記 の 法 を と つた 訳 で ある . 円 虫 , 
率 を 示し た . 但し 日 高地 方 で は アラ ブ の 寄生 率 は 高 率 毛 線 虫 の 卵 は 卵 の 大 き さ に よる 種 の 同定 が 困難 な 為 に 約 
(85.71 %, 58. 12%) を 示し , サラ の それ と 同等 も し 85~90g を 境 と し その 形態 も 考慮 に 入れ て 90g より 大 き 
く は 上 如 る 成績 で ある . な ( 長 枯 円 形 卵 ) も の を 毛 線 虫 類 , 85x より 小さ い グ ル 
者 ー プ ( 短 椅 形 卵 ) を 円 虫 三 歯 円 と し 85 ~90g の も 
検査 法 に つい て : 吾 々 は 今回 馬 の 条 貝類 及び 線 虫 類 の の は その 形態 に より 両者 の 何れ か に 含ま せ た : と の 結果 
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試 験 
S. vulg. “. ed. “. eg. Cg. C.p. 
( 46 ) 


表 年 齢 各種 感 染 状 況 (3) 


養 法 
Cs C.6. 


21 27 6 2 0 0 0 
2 17 0 0 0 1 
37.33 16.83 0 0.99 0 0 1.33 
49 44 6 0 0 1 
33.33 21.25 4.22 1.44 0 0 0.68 
0 3 2 0 0 0 
0 33.33 40.00 55.55 0 0 0 
9 11 5 3 0 0 0 
30.00 33.33 16.66 3.03 0 0 0 
13 の 5 0 0 0 
30;95. 10.29. 2.38 7.35 0 0 
15 2 5 1 0 1 1 
.42 3.77 8.47 1.88. 0 1.88 1.69 
11 6 2 3 0 0 0 
39.28 14.28; 7.14 0 0 0 
4 6 1 4 0 0 0 
1 4 1 0 0 0 0 
12.50 30.76 12.50 0 0 0 0 
0 1 0 0 0 0 0 
0 33.33 0 0 0 0 0 
0 1 0 0 0 
0 100 0 0 0 0 0 

53 41 1 1 
0.38 0.52 


27.60 15.83 8.85 


30.08 18.24 6.78 4.72 


C.i. : T.(Cylicocyclus) tusigne 
C.6. : T.(Cylicodontophorus) bicoronatum 
T.a. : Trichostrongylus azei 
S.w. : Strongyloides westeri 


と 培養 法 に より 同定 され た 上 記 各 線 虫 箇 虫 の 検出 率 と の 
差 に つい て は 各線 虫 の 項 に お いて の べ る . 

暁 に つい て は その 生態 上 スコ ッ ・ テ ー プ 法 を 
採用 し (佐藤 , 195 の た . 輸送 の 途中 特別 の パッ キン グ 
その 他 の 処理 を 行わ ず 馬 糞 と 共に 一 応 紙 に つつ ん で 封筒 
に 入れ て 運ん だ が 破損 し た も の は 2 ケ の み で あつ た .。 し 
か し な が ら 検 出 率 が や や ゃ 低 か つ た 様 で ある . 

に よる 卵 の 形態 の み で は 種 の 同定 不能 な 
類 と に つい て は 試験 管 培養 法 に より 感染 幼虫 を 出せ 
し めこ とれ を 同定 する と こと に ょ つて 寄生 線 虫 の 種 を 明らか 
に する と と を 試み た . この 結果 極少 量 C0.5 g) の 便 を 使 
者 し た に も 拘ら ず 約 の 陽性 を , 浮 (1 g) 
に よる 貝 卵 陽性 率 を 上 まわ る 結果 を 得 た . 培養 水 の 沿 濁 
は 一 部 で あり 将来 更に 改良 する とこ と に ょ より 検出 率 を 上 げ 
る 可能 性 も 充分 に ある . 


1 2 


・ 
| 


| 


(47 ) 


スコッチ 
spp 
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0 3 1 

0 4.16 0.95 41:16- 

1 1 0 47 44 4/42 0/11 
0.99 1.33 0 62.66 43.56 9.52 1 

1 4 1 85 94 5/76 2/29 
0.48 2.72 0.48 57.82 45.41 6.57 6.89 
0 0 0 3 6 1/3 0/4 
0 0 0 60.00 66.66 33.33 0 
0 l 1 21 16 0/4 1/8 
0 3.33 3.03 70.00 48.48 0 12.50 
0 l 4 30 33 0/11 0/12 
0 2.38 5.88 - 71.42 "48.52 0 0 
0 0 2 43 27 1/14 0/10 
0 0 3.77 72.88 50.94 7.14 
0 1 2 22 17 0/2 1/5 
0 3.57 4.76 78.57 40.47 0 20.00 
0 0 5 14 13 0/3 1/6 
0 0 2.70 87.50 35.13 0 16.66 
0 0 1 5 4 0/1 0/2 
0 0 7.69 62.50 30.7 0 0 
0 0 0 1 1 /0 1/1 
0 0 0 50.00 33.33 100 
0 0 0 0 0 /0 /0 
(0) 0 0 0 0 


139 117 2/38 4/48 


9 
0 1.56 3.4Z.72.39 45.1 
2 1 7 10 224 211 8/114 5/77 
0.21 0.58 0.21 2.07 2.:14 66.07 45.27 7.01 6.49 
分 母 : 検査 数 
分 子 : 陽性 数 
(第 2 表 と る ゃ ) 


以下 寄生 虫 別に 述べ る . 

馬 回 虫 : 2 才 馬 と 8 才 以 上 の 寄生 率 は 大 きく 異な り 年 
令 と ょ る 感染 率 の 差 が 大 きい . 性 に よる 差 は 認め らち られ な 
い .。 と これ は 今回 の 調査 の 対象 と な つた 何れ の 寄生 虫 で も 
同様 と た み ら れ な か つた . 今回 の 調査 は 1 月 中 旬 と いう 採 
集 時 期 の 関係 と 競馬 場 を 除い た 為 に 当 才 馬 は 含ま れず ま 
た 8~5 才 馬 は 少な い . 調査 の 直前 の 駆虫 は 行 な つ て い 
な い が Piperazine 系 薬剤 の 普及 の 為 か 全体 的 に 寄生 率 
は 低く 出 て いる . 実際 に 牧場 を 視察 し た 結果 これ ら の 薬 
剤 て 2 硫化 炭素 叉 は ピ ペ ラ ジン ) を 用 いて の 駆虫 は か な 
9 頻 回 と 行なわ れ て いる と と を 知 つた . アラ ブ が サラ よ 
9 り 寄生 率 が や や 高 率 に 認め られ る と こと ろ も ある が 日 高 の 
サラ と アラ ブ の 間 の 差 は みち られ な い . つま り 品 種 間 の 感 
染 率 の 差 で は な く 飼 育 規 模 の 大 小 と よる 宿主 の 陣 境 の 差 
が 原因 し て いる と 思わ れる . アラ ブ 1~ 2 頭 程度 飼 育 の 
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第 2 表 地域 別 各種 


日 高 青 森 宮 城 
検査 頭数 18 54 21 32 53 53 49 49 1 3 49 61 
7 2/13 1/16 2/8 3/20 
6.25 25:00=15.00 
馬 押 x 5 5 5 1 14 0 20 0 1 0 11 "3 
8.12, 40.81 0 100 22.44. 11:47 
4 3 0 4 0 0 0 2 
葉 状 条 虫 2222 12.96 14.28 0 754 7:54 0 0 100 33.33 0 32.78 
Strongvlus spp. 14 49 19 32 46 52 38 35 1 3 28 48 
Triodontophorus spp. 77.77 90.74 90.47 100 86.79 68.11 100 57.14' 78;68 
Th 6 11 36 15 17 8 33 17 1 2 10 38 
a 3 3 1 3 1 0 1 1 0 1 0 
RS 16.66 5.55 4.76 9.37 1.88 0 2.04 100 0 2.04 0 
の 2 が 5 2 2 2 1 0 0 0 0 
LA 296 23,80 3.77 ‘4.08 2,94 0 0 0 0 
cs 4 7- の の 3 5 3 0 0 1 2 
TC) aoldi 2 3 0 4 0 6 0 0 0 0 1 
0 488 9 12.24 0 0 0 0 1.63 
oe 6 16 14 7 8 7 14 4 0 0 1 11 
Paleraltum 33 20.62 66.66 A,88 15.09 13.20 28.57 8.16 0 0 2.04 18.03 
し 4 10 2 v0 17 12 9 4 1 1 3 2 
TC.) insigne 15 36 15 20 11 15 8 0 0 3 0 
83.33 66.66 71.42 62.50 16.92 20.75 30.61 16.32 0 0 
T.(C.) bicoronatum 0 2 0 3 3 2 0 0 1 1 
0 39.37° 566 204 48 0 0 2:04. 1;63 
36 18 17 33 43 34 | 1 10 25 
農 (東北 地方 の ) で は の あつ た 場合 厩舎 を 中 心 と 円 種 の は 形態 上 が 容易 で あり 


し で て 回虫 卵 の 密度 が 高く く な り 感 染 が 容易 に 成立 する . こ 
の 場合 の 感染 の 場 は 比較 的 せま いと 思わ れる . 

: 千葉 県 で 行わ た スコ ッ チ ・ テ ー プ 法 に よる 
軽 種 馬 の 感 染 率 (42~602%2) と 比較 し て (佐藤, 1957) 
検出 率 が 大 幅 に 低い 結果 が られる. 本 虫 が Piperazine 
投与 の 場合 馬 回 虫 と 異な り 200mg/kg 4 日 連続 投与 以上 
の 処置 が 必要 な 為 に (佐藤 , 1957), Piperazine に よる 
駆虫 の 結果 感染 率 が 低く な つた の で は な く 集 団 検便 と し 


て は じ め て 馬 に 応用 し た 為 に 採取 時 間 必ず し ゃ も 早朝 検 
査 を 行え た 訳 で は な い ) 等 の 要素 が 影響 し て いる と 考え 
られ る . 感染 率 は 上 品種 に よる 差 は み ら れ な い . 


円 虫 : 三 歯 円 虫 類 : 演 過 浮 洲 法 に よる 陽性 率 は 高く 
性 , 年 令 , 品種 に よる 差 は 認め られ な い . 高 令 と な る と 
寄生 率 の 低 ま る (Foster, 1987) 結果 も 認め ら れ な い . 
試験 管 培養 法 に よる Strongylus vulgaris, St. edenta- 
tus, St. eguinus 3 種 の 陽性 率 は 上 記 の 法 に 比較 し て 低 
く 約 2.4~8.8 で ある . ( 三 歯 つい て は 論 義 を 


(48 ) 


円 

つ 日 比較 的 早く , 運動 性 は や 緩慢 で 
ある の で 容易 に 識別 し 得る に も か か わら ず 培 養 法 で 過 
く 下 廻る 成績 を 得 た の は 培養 法 の 検 
種 の 同定 の 困難 な こ 


の を 大 き 
出 率 の 問題 の 外 に 虫 卵 の 形態 に よる 
と を 示し て いる . 

毛 線 虫 類 : rizchonema spp. に つい て は に 
お いて 円 貝類 に 比 し て 低 率 を 示し た . 反 是 , 試験 管 培養 
法 に お いて は 7richonema_ spp. の 合計 は 45~66% と 同 
法 に ょ る 円 虫 類 の を それ (2 へ ~8.8 2%) に 比 し て 和 針 か に 高 
率 を 示し て いる . 円 貝 の 項 で 述べ た 如く 虫 卵 を 大 いさ 及 
び 形 態 に よっ つて 2 群 に 分 けた こと に より こと の 矛盾 が 生じ 
た と 考え られ る . 性 , 年 令 と よる 感染 率 の 差 は 認め られ 
な い が 品 種 に よる 感染 率 の 差 が 認め られ る . つま り ア ラ 
ブ 種 は サラ に 比 し て 低 率 で あり ,。 同じ アラ ブ 種 で も 日 高 
産 の も の は 福島 , 宮城 等 に 比較 し て 高 率 で むし ろ サ ラ と 
同一 で ある . つま り 回 虫 と 同様 に 宿主 品種 間 の 抵抗 性 の 
差 で は な く 飼 育 形 態 に よる 感染 の 場 の 相違 に よる と 思わ 


寄生 感染 状況 


3/52 0/1 1/21 021 0/28 
5.26 . 0 
2 
0 6.00, 15.38 12.50 10.52 29.41 0 25.00 16.12 
50.00 35.41 64.70 48.00 86.95 38.46 25.00 52.63 82.35 80.64 43.75 54.83 
50.00 14.58 51.47 22.00 45.65 38.46 0 36.84 29.41 51.61 31.25 41.93 
0 4.16 7.35 20.00 6.52 0 37.50 5.26 17.64 3.22 6.25 4.83 
1 1 1 
"人 0 0 0 5.88 3.22 3.12 1.61 
0 6.25 2.94 4.00 19.56 7.69 12.50 5.26 5.88 9.66 6.25 6.45 
0 2.08 8.82 12.00 26.08 7.69 12.50 5.26 5.88 19.32 6.25 9.67 
50.0 4.16 10.29 12.00 43.47 0 010.52 29.41 51.52 21.87 37.09 
0 4.16 5.88 16.00 28.26 13.07 0 10.52 17.64 35.41 28.08 22.58 
0 2.08 7.35 0 10.86 7.69 0 5.26 17.64 22.54 0 14.51 
50.00 29.16 38.23 48.00 91.30 3.07 12.50 26.31 70.58 67.62 56.25 70.96 
3 表 同 定 感染 4 種 の 体 各部 測定 値 


覚え た が 一 応 感染 
に より 種 の 同定 を し た . 同定 は 生体 及び フ オ ル マ リ ン 
標本 (熱処理 は 腸 細 胞 を 不明 に する 為 避け 
た ) に より 行 つ た . この 結果 腸 細胞 Cintestinal cell) の 
数 , 排列 , 生殖 原 基 の 位置 等 が 属 以 下 の 分 類 の 基準 と し 
て 主として と りあ げ ら れ た .。 同定 され た 幼虫 は 14 種 で あ 
り 内 4 種 は 未 同定 ご ある . 残り は 毛 線 虫 類 以外 も 含め て 
Strongylus vulgaris, St. edentatus, St. equinus, Tri 
chonema (Cylicocercus) goldi, T. (C) pateratum, T. (C.) 
catinatum, T. (Cylicocyclus) insigne, T. (Cylicodonto- 
pholus) bicoronatum, Trichostrongylus azxei, Stro- 
ngyloides westeri と 同定 され た (第 1~ 2 図 ). Stro- 
ie 8 種 は 形態 が 明瞭 で あぁ うり 同定 に 困難 で は な いこ 
は 前 に も 述べ た . 7richonema spp. は 同定 に や や 困 
地 を 覚え た が 一 応 上 記 の 如く 分 類 し た . 未 同 定 の も の に 


その 形態 の 概略 を 述べ る (第 8 図 , 第 8 表 . 


Trichonema Sp. 体長 544m, 尾部 を 
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25 91 28 29 
体 前 端 ~ 神 経 環 80 68 81 96 
体 入 端 ~ 外 排 洪 孔 95 64 93 94 
体 前 端 ~ 食 道後 端 。 187 150 176 171 
神経 環 ~ 生 殖 原 基 236 184 253 178 
有 且つ は 失 り (870 全 長 を 示 
し た . 尾部 は 特に 円 く な く 被 輔 と の 間 険 は 殆 ん どる みる られ 


食道 部 


etory pore) を る . 


は な が く Ny» 


神経 輪 直 人 後に 外 排 孔 


腸 細 胞 CGintestinal cell) は 8 ヶ , そ 


の 排列 は  (C.) catinatum に 似る も 生殖 原 基 Cgenital 


primordium) 


3 明 有 瞭 に 第 4 番目 の i.c. 中 に 2 


こ 


れる 点 


3 
| 


Strongylus 
edentatus 


Strongylus equinus 


第 1 図 Strongylus の 三種 の 感染 幼虫 


及び 第 1, 第 2 の i.c. の 排列 より 別種 と み ら れ る . 角 皮 
線 条 (transverse striations) 著 明 に み ら れ る . 

9.2 : 体 は 比較 的 な が く 601z。 尾部 は や ゃ ゃ と が る . 
と の は な い . 被 は な が い 尾 を も ち (278 尾 
部 先端 は と が る (874 食道 は 短 か い . 食道 球 Coeso- 
phageal balb) が 明瞭 で ある . 又 肛 門 部 より ic. 後 端 
前 より 食 道 部 にかけ て と 同様 ラッ 状 腔 と 


Strongylus 
B A 
Trichonema (Cylicocercus) 
catinatum 


C 


Trichonema 
(Cylicocercus) pateratum 


E 


D 
goldi ‘ylicocyclus 
| insigne 


Trichonema (Cylicodon- 
tophorus) bicoronatum 


図 Trichonema の の 感染 幼虫 


な る . i.c. は 多く , 12 を 数 える . 生 殆 奈 基 は 第 4, 第 5 
の i.c. 間 に 位 置 す る . 

Sp. 8 : Trichonema Sp. 体 は 比較 的 大 < く 尾部 著 明 に 
で 被 と の 間 に 間 り 人 541。 被 後 失 
で 彼 共 長 868 食道 部 は な が く ic. は 8 ヶ で 
ある が 第 1, 2, 第 5。 6 が 併 列 し 生 克 原 基 は 第 6 番目 
の i.c. 中 に み ら れ る . 角 皮 線 条 著 明 で ある . ・ 


| | | 

( \ 

( \ | 
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第 4 表 関東 地方 の 一 育成 牧場 に 3# け る 工 状 条 虫 の 感染 状況 (1959~1960) 


1959 年 1 月 明 3 1959.7 明 2 1960.6 明 2 1960.6 明 3 
検査 頭数 条 陽性 数 検査 頭数 条 陽性 数 検査 頭数 条 陽性 数 検査 頭数 条 陽性 数 


? 0 
(48.33) ※ 
13 
(52.00) 
20 
(54.54) 


1 


4 
(44.44) 
4 


(44.44) 


1 
(100) 
0 
0) 

1 
(50.00) 


3 7 
(13.63) (38.88) 

38 2 4 
7.36) (66.66) (80.00) 


47 11 
84 (55.95) 25 (20.00) (47.82) 


※ て (て ) 内 は 感染 率 (2%) 
Sp. 4 :513 gp の 体長 を 示し 被 輔 は 尾部 ( 後 端 失 鋭 210 や や 鈍 , 被 輔 と の 間 に 殆 ん ど 間 隙 を みな い . 
uz) を 有 し 全長 828 で ある . 食道 部 は な が く 神 経 輪 は 今回 の 調査 が 冬季 行わ れ た 為 に 当 才 の 前 期 に 集中 的 に 
ゃ や 後方 に 位置 する . 腸管 は 明瞭 に 蛇行 し 12 ケ の i.c. を 感染 が みみ られ る Szrongyloides westeri は その 寄生 率 が 
数 える . 生殖 原 基 は 第 8 番目 の ic. 中 に み ら れ る . 尾 端 低く 出 て いる が これ は 材料 採集 の 時 期 を 考慮 に 入れ て 老 
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ァ ラ アプ 12 1 (0) 
0 
北海 道 ラ 25 (0) 0 
ァ ラ 0 0 2 0.00) 
0 2 0 
か 1 0 0 0 
0 0 
. 3 
0 
21 0 4 I 
福 島 サ ラ 0 0 0 0 
0 4 1 
ラプ 0 0 0 
1 2 4 
(50.00) (66.66) 4 (100) 0 
1 2 4 
2 (50.00) 3 (66.66) (100) 
ァ ラ アプ 0 0 0 1 (0) 
鹿児島 サ ラ 0 0 0 0 
小 計 0 0 0 1 (0) 0 
ラ 5 
(40.00) 
サ ラ 0 
2 
+ 
(51 ) 
Xx 


B 


SP2. SP3. SP4.. 


第 3 図 未 同 定 感 
同様 に 今回 の 調査 で 陰性 で あぁ つた 寄生 


え ね ば な ら た な い . 


虫 に つい て も その 寄生 の 可能 性 が 大 きく 存在 し て いる とこ 
と を 忘れ て は な ら な い . 
状 : 性 に と よる が つた 年 


人 品種 と よる 差 を 観察 し た . 
馬 と の 間 に 感 染 率 の 開き さ が あ り , 
ブ 種 に 比 し て より 高 率 を 示し レ 


即ち 2 才 馬 と 38 才 以上 の 
サラ プレ ッ ド 種 が アラ 
て いる . し か し な が ら 大 規 


. 
/ 
601 / 
20: 
601 
| 
| 
1 


一 部 馬 の Bithionol に る 条 駆虫 


第 4 東京 附近 の 一 牧場 に 拉 け る 軽 種 幼 駒 の 葉状 条 
忠 感 染 の 季節 的 消長 (サラ ブレ ッ ツ ッ ド 種 ) 

模 飼育 の 日 高地 方 の 牧場 の アラ ブ で の 感染 率 は 高く 結局 
小 規模 農家 と 大 赴 模 飼育 牧場 と の 飼育 形態 の 差 で あり 前 
記 の 毛 線 虫 の 場合 と 同様 で ある . 即ち 自由 生活 の 感染 
幼虫 の 終 宿 主 へ の 感染 の 場 で あ る 放牧 場 に は 同様 に 中 
間 宿 主 の ダ = に 摂取 され て 終 宿 主 へ の 感染 の 機会 を 待つ 
Cysticercoid が が 存在 する . 又 同 一 放牧 場 で 多数 終 宿 主 の 


飼育 され て いる 形態 の 方 が 当然 感染 の 機会 の 多い こと を 
バレ て いる 。 と 日 本 の 代表 的 な サラ ブレ ッ ド 


の 生産 地帯 ここ の 条 虫 の 感染 の きわ だ つて 多い こと が そ 


れ を うら ず け て いる . 先 に 福井 は 主として 関東 地方 特に 
ト 葉 県 の 調査 と に よ つ て こと の 条 虫 が 8 才 以 下 の 幼 駒 に 多い 


報告 し た が 
に 虫 卵 陽性 の も の は み ら れ な か つた . 
馬 が 少数 ご その 殆 ん ど が 鹿児島 地方 の も 


(福井 , 1960), 今回 の 調査 中 の 8 才 馬 
の だ つた 


られ る . 1959 年 2 月 より 1960 年 6 月 和 圭 々 が に 
の 牧場 を 行わ ず 全 国 で 生産 さ x 


ょ より 38 育成 する で 調査 し た 2 才 , 8 
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7 月 を 除き 約 50%2 の 陽性 率 を 示し て いる (第 4 表 ). 一 部 
(8 才 馬 ) は 育成 牧場 で の 飼育 期間 が な が く , 為 に 場内 
感染 と みる べき で あろ う が 2 才 馬 の 入場 早々 の も の に 高 
率 に み ら れ る こと と は 注目 され る . 又 1960 年 6 月 調査 の 際 


の 条 虫 陽性 馬 を ピッ ク ・ ア ッ プ し て リス ト に より 同年 1 
月 の 一 斉 調査 時 の 条 虫 卵 保 有 状 況 を 調べ た と ころ , 5 頭 
中 2 頭 40% 陽 性 で 育成 牧場 の 成績 と 同様 で あり 陽性 馬 は 

何れ も 千葉 産 で や つた . 又 吾 々 が 1959 年 3 月 より 1960 年 
8 月 県 下 の 軽 種 生産 牧場 を 対象 と し 当 才 より 明 3 
才 馬 迄 を ( 約 20 頭 ) 1 ヵ年 間 15 日 間隔 で 検便 を 行い その 
条 虫 卵 排 江 の 委 節 消長 を 調査 し た の が 第 4 図 ご ある . とこ 
の 結果 (少数 例 で ぁ る の で 信頼 限界 が や や 広く な る きら 
い は ある が ) 中 間 宿 主 よ り の 終 宿主 へ の 感染 が 別 秋 より 
条 筆 にかけて 集中 的 と に み ら れ る と こと と, 初夏 より 秋 に か け 
て 感染 率 の 谷 が られ る こと と , 38 才 の 初春 が 感染 率 の ピ 
ー ク で ある こと と が 認め らち られ た . 細 羊 の Moniezia expa- 
nsa の 同様 の 調査 (福井, 1960) に 比較 し て 年 令 , 感 流 
時 期 に ズレ が み ら れ る の が ぷ が 興味深い. 前 報 ( 福 井 , 1960) 
の 軽 種馬 で の 条 虫 感染 状況 の 成績 と は 並行 する 成績 で あ 
つた . 以上 の 結果 に より 葉状 条 虫 の 駆虫 の 適期 は 明 3 才 
の 春 を ピー ク と し て 明 2 才 の 春 よ り 留意 する 必要 が あ 
る . 特に 競走 馬 の 場 合 牧場 より 各 競 馬場 の 厩舎 に 入る 前 
に 検便 , 駆虫 の 必要 が 考え られる. 今回 の 調査 で は 各 競 
馬場 で の 大 規模 な 寄生 虫 調査 は 行なわ な か つた 為 8 オー 
5 才 馬 の 実態 が 判ら な い が 和 吾 々 の 調査 し た 範囲 ご では 競馬 
出 は 陰性 結果 で あり , 又 厩 舎 の 運動 場 , 飼料 摂取 の 状況 等 

を 考慮 し て dab いと 考え られ る 為 に 生産 地 。, 

育成 地 で の 駆除 に 力 を 注ぐ べき で ある と 考え る . 


要 約 
1) 1960 年 冬季 国内 主要 軽 種 馬 育 成 地 帯 の 約 900 頭 の 
サラ ブレ ッ ド , プア ラブ 系 馬 を 対象 と し て 条 虫 及び その 他 


の 内 部 寄生 虫 の 調査 を 行 つ た . 

2) 調査 し た 地方 は 北海 道 膳 振 ・ 日 高 ・ 青 森 ・ 宮 城 ・ 
di で あり 他 に 東京 及び 栃木 県 下 

て も 調査 を 行 つ た 

対象 は 明 2 明 才 ( 若 頭 ) 
育成 馬 , 明 5 才 ょ り 明 28 才 各 の 繁殖 牝馬 及び 少数 の 種 壮 
馬 を 含ん で いる . 

4) 検査 方 法 は 飽和 食塩 水 と よる 濾過 浮 ( 条 
回 虫 , 円 及び 線 虫 卵 ) スミ コッ チ テ ー 法 ( 馬 
虫 ), 試 験 管 培 (円 虫 , 毛 線 虫 類 感 染 幼 虫 対象 ) を 
併用 し た . 
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5) 調査 の 結果 虫 は 感染 率 低く 佐藤 <195 の 成 
績 を 大 きく 下 廻 つた . 

6) 馬 回 虫 は 主として アラ ブ 生 産地 で 高 率 で あり , 日 
高 ・ 千 葉 の サラ 生産 地 で は サラ ・ ア ラプ 共に や ゃ や ゃ 低い 感 
を 示し た 

7) 反 是 , 条 , 

等 の アラ ブ 生 産地 で や や 低い 成績 を 得 た . これ ら の 結 
アラ ブ 生 産 農家 (福島 其他 の 地方 ) と サラ ブレ ッ 
ド 生 産 牧 場 (日 高 ・ 千 葉 等 ) で の これ cat : 
の 場 の (放牧 場 規 等 に 由来 する に 
ょ る と 思わ れる 
8) 検出 同定 され た は , Strongylus vulgar- 
is St. edentatus,, St. eguinus, Trichonema (Cylicocer- 
cus) catinatum, _T. (C.) pateratum, T.(C.) goldi, T 
(Cylicocyclus) insigne, T. (Cylicodontopholus) bicorona- 
tum, Trichostrongylus axei, Strongyloides westeri 
外 種 名 不詳 4 種 ご ゎ つ た. 


9) 千葉 県 下 の 1 牧場 で 1959 年 8 月 より 1960 年 8 月 迄 


18 カ 月 に 15 日 間隔 ご 行っ つた 過 浮 に ょ る 検 
当 才 ょ り 明 8 に いた る 約 20 頭 の サラ ブレ ッ ド 種 


駒 に つい て 行 つ た 結果 感染 の 山 は 2 才 ょ より 8 才 の 春 に か 
こら れ た . この 上 成績 より 駆虫 適期 の 考察 を も 行 つ 
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STUDIES ON EQUINE TAPEWORMS AND THEIR INTERMEDIATE HOSTS 
(3) EPIDEMIOLOGICAL STUDIES ON TAPEWORM AND 
OTHER INNER PARASITES FAUNA OF 
RACING-HORSES IN JAPAN 


MASANOBU FUKUI, SHIGERU MAEDA & NOBUTAKA MATSUO 
(Department of Parasitology, Institute for Infectious Diseases, University of Tokyo) 


Surveys on the incidences of the infection with anoplocephaline cestodes and strongyliid 
or other parasitic nematodes of racing horses were conducted in several thoroughbred or arabian 
horse breeding zones of Japan in early spring of 1960. 

Surveyed zones were Hokkaido, Aomori, Miyagi, Fukushima, Chiba, Miyazaki and Kago- 
shima Prefectures which have famous thoroughbred and arabian racing horses breeding runchs. 

The methods of examination used were as follows : Filtration and floatation method with 
satulated saline solution (for eggs of Parascaris equorum, Strongylus spp., Trichonema spp., 
Triodontophorus spp. and Anoplocephala perfoliata), Scotch tape method (for Ozyuris equi), 
Test-tube cultivation method (for larvae of strongyliid nematodes). 

Although the results obtained by Sato in Chiba prefecture in 1957 (Sato, 1958) showed 
that the incidence rates of this worm were as high as 40 to 60%, the rate of infection with 
pinworm among thoroughbred and arabian horses were 6%6. 

Difference of results between two surveys might depend on defferences of technics or the 
time of applying the tapes. 

Strongyliid and ascariid eggs were detected by floatation technic. But it was impossible to 
identify the species (except P. equorum) with this technic. 

Among the animals surveyed, the colts in arabian horse breeding zone showed particulary 
high incidence rates of Parascaris eguorum as high as therty percent. Group of mares (from 3 
to 28 years of age) showed remarkably low levels of incidence. But incidence rates of stromgyliid 
nematodes ova in mares were 70%. 

The infective larvae detected with test-tube cultivation were identified follows ; Strongylus 
vulgaris, S. edentatus, S. equinus, Trichonema (Cylicocercus) catinatum, T. (C.) pateratum, T. 
(C.) goldi, T. (Cylicocyclus) insigne, T. (Cylicodontopholus) bicoronatum, Trichostrongylus axei 
and Strongyloides westeri moreover four undetermined species (involving two kinds of the genus 
Trichonema. see fig. 3. table 3) were isolated. 

In Hokkaido and Chiba, main thoroughbred breeding zones, thoroughbred and arabian 
horses showed high incidence rates of strongyliid nematodes and anoplocephaline tapeworm. 

But infection of Parascaris epuorum showed low level-in these zones. 

Other districs, for example Fukushima prefecture in which 1 or 2 arabian horses were 
kept in each little farm, incidence rates of these parasites showed low levels. 

On the contrary, the incidence of Parascaris equorum ova in these zones were found 
remarkably high level with floatation method. So, it was seemed that the meadows were the 
essential factor as the field of infection for these tapeworms and strongyliid nematodes. 

On the other hand, in order to make a survey on the incidence of anophocephaliasis, a 
series of examinations were carried out on the feces of horse at a thoroughbred breeding runch in 
Chiba prefecture during a period of one year ending in March, 1960. 

The period during which the infection with Anoplocephala perfoliata occurred in maxi- 
mum rate were estimated to be the spring season for equines from 2 to 3 years of age. 
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人 体 寄生 虫 卵 集団 検査 に お ける セロ ファ ン 
厚 層 塗 抹 法 に 関す る 研究 
(区 に 空 泡 形 成 に よる と 思わ れる 卵 変形 像 に つい て ) 


斉藤 正己 
千葉 寄生 虫 研究 所 (指導 : 柳沢 利 教 ) 


(昭和 36 年 10 月 25 日 受領 ) 


言 

1951 年 加藤 は , 法 に ょ る 寄生 卵 検 お いて , 
カバ ー グ ラス の か わり に ,。 セロ ファ シ 紙 を 用 いて 検便 
し , 良好 な 結果 が 得 ら れ た と し , さら に 854 年, 談 法 は 釣 
虫 卵 検出 に お いて 従来 の 法 より か に 優 り 。 浮 
と 大 差 な いこ と を 述べ , 所 調 セ ロフ マフ ァ ン 厚 層 疹 抹 法 ( 以 
下 CTS 法 ) と し て 報告 し た . 最近 , 小宮 ら ( で 1960) ゃ も, 
と の 問題 を 取上げ , 検査 手技 上 の 諸 条 件 及び 釣 虫 卵 検出 
率 を 浮 洲 法 と 比較 , 報告 し て いる . 加藤 ちら の CTS 法 
は , 疹 抹 便 量 を 100mg と し , 標本 作製 後 80 分 以上 自然 
放置 , その 後 鏡 検 する こと を 条件 と し , 小宮 ら は 標本 作 
製 直後 より 鏡 検 で の 許容 時 間 は , 気温 25 て 以内 で は , 
約 2 時間 以 内 で , の 
央 度 を 。 か な り 高 く 保 つこ と が 必要 で ある と し , 標本 作 
直後 よ り の 間 と 出来 と の を 調 
25'C, 50 分 頃 が 最も 検出 率 高く それ 以内 で は , 作製 直 
後 よ り の 時 間 の 経過 に 従 つ て 高く な り ,。 を れ 以 上 経過 す 
次 第 に 検出 率 の 低く な る こと と を 観察 し た . な 
8 月 に , 室温 16 で で 作製 し 
た 標本 で は , 作製 後 15 分 ~20 分 頃 が , 視野 が 鮮明 で 見 頃 
で あつ た と 述べ , 種々 の 見頃 な る まで 
の 時 間 は 左右 され る こと を 強調 し レ , i ら の 照度 の 問題 
は , その 必要 性 を 認め な いこ と と を 報告 し て いる 。 さき に 
久保 田 (1951) は , 本 法 に よ つ て は, 釣 虫 卵 の ご と き 小 
さ な 卵 は , 15 で 以上 の 室温 に と なると, 15 分 以上 経過 する 
と き は , 気泡 が 入 つ て 検査 に 支障 を 来たす こと を 観 容 
し 。 追加 発表 し て いる . 

筆者 は 1958 年 , 東京 寄生 貝 予防 協会 に お いて こと の 方 法 
を 知り , 以来 , とこ いで し て き が 。 
いこ と と は , 勿論 。 好 まし いこ と で は ある が , より 大 切 


は , 


場合 に 


る 時 は , 


お , 後藤 (1960) は , 


れ ち に つ し 
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適 条件 下 で 検便 。 実 施す る に ある と 推察 し て いた 。 し 


( 気 ) 及び の 生物 学 性 状 等 に 関 な する も 
の 適 条件 が 明 っ か (な つた が , 
お 十分 と は 言い 難い か し て 集団 寄生 検査 に 


‘て は , す くき 検査 上 の 諸 条 件 を 充分 確保 する こと 
は , 各種 の 事情 より 困難 で あぁ あり, 従 つ て 検出 力 は 一 定 す 
ず , 変動 ある こと は まき ま 六 か れ な いで TT 
の 方 法 は , . 加 藤 ら の いう よう に , まこ と こと に 簡便 で あ 
至 適 条件 を 満足 さ ら ゆ る 貝 卵 の 検出 ” 
が く 。 例え ば , 従来 の 塗 抹 法 で は 検出 力 が 低い と され 
ど 検出 


ske) 


Pg する な ら ば , を の 


いる 』 に お いて $, 比較 し て 殆 ん 
ら れず , 視野 の さ は , 従来 の 法 に 比 し 


-。 肝 吸 , メタ ム え の 検出 を 容 易 に し, 将来 。 
集団 寄生 虫 卵 検査 法 と し nis る も の と 思わ れる 
で 筆者 は 至 適 条 件 に つい て , の 外 的 便 
性 状 , 標本 作製 手技 , 虫 卵 の 性 状 等 の 観点 より 検討 を 試 
必 た . し か し て 経験 上 , 至 適 条件 を 左右 する 重要 因子 の 
ー つ は ラテ 抹 便 の 乾燥 度合 に 
まず, 乾燥 し た 場合 の 変化 を 
虫 , 虫 , 暁 虫 縮小 条 , 小 
oo 無 釣 条 虫 。 肝 吸虫 。 メタ ゴマ = ム ス 等 の 虫 卵 に つい 


< 観察 し た 。 そし て と れ ら の 多く の 卵 に 容 泡 形成 に よる 
と 思わ れ る 像 を 確認 し ら 変 形 像 を 正しく 確 
認 す る と き は , 各種 条件 に こ だ わる こと な く , 充分 乾 爆 
さき させ, 適当 な 頃合 を て 鏡 検 すれ ば , 検出 力 の 高い 結果 


つた . 更に 標本 を 加熱 し て ets. さ 
で の 時 間 を 短縮 し , 自然 放置 の 場合 と 
の で 報告 する 以下 , を , 


| 
| 
も | 
| | 


て 至 適 条件 の 問題 に つき , 多 虫 卵 を 対象 と し て 検討 し つ ii) 試験 方 法 


つ , 他 の 虫 卵 の 変形 像 に つい て も 述べ る . 上 記 5 例 の 材料 を , 高 湿 度 時 , 低 湿度 時 並び と こ 人 工 乾 
多 虫 卵 に つい て 燥 の 場合 に つい て 検討 し た . 標本 作製 は , 便 の 数 ヵ所 よ 

1. CTS 法 の 検 対 り 約 30mg を 採り , これ を スラ イド グラ ス 上 に 疹 抹 し , 
標本 作製 直後 より の 経過 時 間 と 検出 率 と の 関係 に つい あら か じ め , 加藤 の 漫 漬 液 ( 水 500cc« グリ セリ ン 500 
て は , 小宮 ら の 発表 し レ て いる と こと ころ で ある が , これ を 外 cc,。 8 マラ ヒッ ト グ リ ー ン 5cc の 混合 液 に フェ フール 
的 栓 境 , 便 性 状 を 考慮 し , さら に , 変形 卵 の 出現 状況 を 8 26 を 加え た も の ) に 24 時 間 浸 し て お いた 20mm X30 


検討 し た 。 ま 。 虫 卵 濃度 の 低 し ヽ と 思わ れる 虫 集 mm の セロ ファ ン 紙 で , それ の 上 ょ り ゴム 栓 で 適 
団 駆虫 後 の 検査 を CTS 法 , 浮 滋 法 , 瓦 培養 法 で 実施 当 な 圧 を 加え , 便 が は み で な い 程 度 に , 出来 る だ け 平 等 


し 。 検 出力 を 比較 し て みた . に 伸展 させ て 検 鏡 し た . 反射 鏡面 の 照度 は , 後藤 の いう 
第 1 試験 CTS 法 に お ける 多 虫 卵 変 形 の 時 間 的 推移 ど ご と く , その 必要 性 を 感じ な か つた の で , 自然 恒 光 と し , 
i) 試験 材料 暗い 場合 は ; 昼光色 用 喪 光 灯 CE 光源 ラテ ランプ と し 


塗 抹 法 に よる 多 虫 卵 陽性 度 ( 十 ) の 固形 便 2 例 , 軟便 た . 自然 乾燥 は 室温 19C の 室内 に 蒸気 を 満た し て 湿度 98 
1 例 , ( 士 ) の 固形 便 1 例 , 軟便 1 例 , 計 5 例 の 新 便 鮮 26 と な し た 場合 ( 高 湿度 時 ) と 室温 18C の 室内 に 湿気 の 
を 被 検 材料 と し た こと に いう ( 十 ( は 18mm* の 入ら な いよ ょ よう 配慮 し て 湿度 な し た 場合 ( 低 湿度 時 
カバ ー グ ラス 内 ( ) は 9 ヶ 以 下 , ( は 10 に つい て 試験 し た . 人 工 乾燥 は 室内 (18C, 湿度 702%) 
へ 99 ケ ご ある 。 で 100W の 電 憎 を 塗 抹 標本 の 上 方 15cm の 高 さ か ら 約 0g 


第 1 表 経過 時 間 と 正常 卵 に 卵 の 出現 状況 
1. の 場合 


固 1 1 TO 10 38 38. 55 55621072 765 72 2 72 22 


固 3 3 8 8 8 8 8 8 8 
軟 1 1 a 1 4 4 14 14 16 1625 328 1 27 28 28 28 28 
軟 2 1 1 1 1 1 
2. 低温 場合 


固 1 2 2 451358 4 6468 1 6768 1 6768 1 67 68 68 68 68 68 68 68 68 68 68 
2 半生 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
固 3 | 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6-6 
軟 11 も る 2.28 222.6.1622 2 W222 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22.22 
2 1 1 2 2 2 2 2 2 る る 2 2 2 


3. 人 工 葛 燥 の 場合 ( 族 : 人 工 加 燥 の 場合 20 分 以後 は 自然 放置 で ある. ) 


固 1 8 56 64 : 66 67 67 67 67 67 67 67 67 67 67 67 67 67 67 67 . 67 67 67 
固 2 人 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
軟 1 515202182011920 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 
軟 2 ・ 2 2 2 2 2 2 2 2.2 2 2 2.2.2 


: 
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分 加熱 乾燥 (その 温度 は 約 80 で ) させ , その 後 は 自然 放 
な お , 固形 便 ( 半 ) の も の は 固 ,, ( 寸 ) の も の は 固 。 
軟便 ( ) は 軟 ( 十 ) の 軟 。 と し て 各 便 より 
本 宛 を 作製 し , es 畜 時 , 低 湿度 時 , 人 工 乾 燥 時 に お い 
の ・ 鏡 検 は 標本 作製 直後 より 2 時 間 ま で 行 な 
,。 経過 時 紅 に 従っ て 検出 され る 各 標 本 の 全 視 野中 の 正 
roiecmetaibedets 変化 状況 を 継続 観察 し た . 
試験 成績 
鏡 検 まで の 経過 時 間 に 従 つて 各 標 本 の 人 金 視野 中 に 検出 
され た 貝 卵 数 及び 正常 卵 と 変形 卵 と の 出現 状況 を 示し た 


の が 第 1 表 で ある . また 第 1 図 は 各 標 本 ご と に 検出 虫 卵 
赴 を 100 と し た 時 の 各 鏡 検 時 の 検出 虫 卵 の 割合 を 示し 
た. 実線 は 正常 卵 , 点線 は 変形 卵 の 出現 状況 を あら わし 
た . 人 先 づ この 試験 成績 を みる と , 正常 卵 出現 状況 は 経過 
時 間 に ょ つて 甚だ し く 異 な り , 一 方 , 正常 卵 が 最高 に 検 
出さ れる 頃 よ り , その 一 部 は 変形 卵 に 移行 し , 更に 10 分 
僕 に は , 殆ど すべて が 変形 卵 と し て 検出 され て いる 。 
すなわち , 高 湿 度 で は , 50 分 後 よ り 正 常 卵 の 検出 数 は 増 
加 し 始め , 固形 便 で 70 分 , 軟便 で 80 分 が 最高 で ある 。 そ を 
の 後 は 低下 し , 固形 便 で 80 分 , 軟便 で 90 分 後 は , 大 部 作 
が 変形 九 と し て 検出 され , 2 時 間 後 で は 正常 卵 の 検出 は 

みみ られ な い . 低 湿度 の 場合 で は , 固形 便 

と 軟便 と で は 大 差 な く , 何れ る も 経過 20 分 
1 で 正常 卵 検出 は 最高 値 を と り , 8380 分 後 で 
は , 大 多数 が 変形 卵 と な り , その 後 2 時 
間 内 で は 変形 卵 と し て 見 出さ れ て いる が , 
実 迷 の 減少 は な い . 人 工 乾 燥 で は , 正常 
卵 は 10 分 で 最も 多い が , 第 1 図 に 示す ど 
と く , その 率 は 50% 以 下 で , 前 二 者 に 比 
較 す る と 著しく 低い ,. し か る に 10 分 以後 


| 
H | 
| 
; | | | 
{ 
| | 
| 
0 | 


3 2 時 間 以 内 で は , すべ て 変形 し て 見 


第 1 図 (1) 高温 庶 の 場合 
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出さ れ , 前 二 者 に 比 し て その 検出 率 の 落 
は み ら れ な い . 三 群 の 検出 の 比較 と し て 


es は , 貝 卵 濃度 ( 十 ) の 場合 は 固 2, 固 3, 


は 殆 ん ど 差 が な い . 貝 卵 濃度 で 
の 場合 , 固 1, 軟 1 で は 人 工 乾 燥 の 場合 の 
検出 が 2 例 と も 少 い が , 例 数 が 少な く , 
検出 力 の 低下 が ある と は 断言 出来 ない. 

第 2 試験 CTS と 浮 及び 
法 の 比較 試験 


1 図 (2) 低温 の 場合 


釣 虫 の 集団 駆虫 8 週間 後 の , 比較 的 虫 
卵 濃度 の 低い と 思わ れる 189 例 に つい て 


で 比較 試験 し た . CT 8S 法 の 便 量 は 約 30mg, 

| | 浮 び 培 養 法 の 便 量 は 約 500 mg で あ 
: る . 法 は 乾燥 (19C, 湿度 


$ 
1 ' 
; 
3 


26。 50 分 乾燥 後 鏡 検 , CTS 法 1) と , 
人 工 乾 燥 (前 述 の 方 法 に ょ り , 10 分 加熱 
乾燥 後 鏡 検 , CTS 法 2 う ) の 場合 に つい 
て 行 つ た 。 浮 法 で は , その 浮 海 液 は , 
硫 苦 500, 食塩 500, 水 1,500, 比重 1,270 


: を 使用 し た . 用 いた 試験 管 は 口径 1.5cm, 


第 1 図 (3) 人 工 乾 燥 の 場合 (加熱 限 謀 20 分 以後 自然 放置 ) 
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長 さ 9cm の も の で , 浮 洲 時 間 は 約 40 分 


| | 


で ある . 培養 法 は , 直径 7.5cm, 深い 1.8cm の 丸 瓦 に 
便 を 塗布 後 , シャ ー レ に 収め , 水道 水 を 培養 え メジ ウム と 
し , 2 週間 , 29C の 器 中 に 培養 後 し , レ 
た . し か し て こと の 比較 試験 は , 4 月 , 晴天 の 日 に 実施 し 


た . 

i 試験 成績 

第 2 表 は と これ ら の 試験 成績 を あぁ あらわ し た も の で ある 
が , CTS 法 に よる 検出 数 を 浮 海 法 の それ と 比較 する に 


第 2 表 検査 成績 比較 検査 例 数 189 例 


CTS 法 1 57(30.2%) 4(2.1%) 13(6.9%) 1(0.5%) 
CTS 法 2 57(30.2%) 4(2.1%) 13(6.9%) 2(1.19%6) 
浮 洗 法 56(29.6%) 3(1.6%) 11(5.8%) 5(2.6%6) 
法 72(38.1%) 


第 3 表 正常 卵 及び 変形 卵 の 出現 比較 
(CTS 法 57 例 陽 性 中 ) 


CTS 法 1 18(31.6%) 23(40.3%) 16(28.1%6) 
CTS 法 2 4(7.0%) 7(12.3%) 46(80.7%) 


本 法 は 釣 虫 卵 , 卵 , に お いて 1 ~ 2 例 多く , 
東毛 卵 に お いて 少し く 劣 つて いる . すなわち , 多 虫 卵 の 
検出 は 浮 洲 法 と 比較 し て 少し も 憶 色 が な か つた . な お , 
釣 虫 卵 で は , 本 法 と 浮 海 法 と の 検出 が 55 例 に 一 致し , 本 
法 で 陽性 2 例 が 浮 法 で 陰性 , 浮 蓄 法 で 1 例 陽 性 が 本 法 
で 陰性 で あつ た に すぎ ず , 比較 的 一 致 度 が 高い . 同時 に 
行 つ た 尊 培 養 法 に よる 釣 仔 虫 陽性 数 は 72 例 で , 本 法 よ り 
高 率 に 検出 され た が , 2 一 検定 (5 以下 の 危険 率 ) に 
ょ れ ば 有意 差 は 認め られ な い 8.84>x。? 2.65). 
多 虫 卵 の 変形 像 に つい て 

1. 変形 像 に いた る まで の 経過 

本 法 に よる 場合 の 正常 虫 卵 が 変形 する 過程 を 同一 虫 卵 
に つい て 観察 する と , 写真 1 の ごとく, 卵 か く の 卵 内 容 
と の 宰 際 に みえ る 部 分 に 空 泡 像 (写真 の 黒い 部 分 ) が みみ 
られ て より ,。 その 像 が , 曽 次 , 時 間 と 共に 拡大 し (No. 
2, No. 8 ), 普通 られ る 形 と し て No. 4 の ご とき 終 末 
像 が 多い . し か し て 空 泡 形成 より No. 4 の ど ごとき 終末 像 
まで の 経過 時 間 は 極め て 速く , 本 例 で は 51 秒 で あり , 一 
般 に , 1 分 前 後 で 進行 する . 

2.。 変形 像 

第 2 図 は 変形 像 の 大 略 を 示し た も の で ある . 新鮮 便 
で , 自然 乾燥 若しくは 人 工 乾 燥 (加熱 10 分 乾燥 程度 ) で 現 
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第 2 図 多 虫 卵 の 至 適 条件 を 越え た 場合 の 卒 胞 形 成 に 
ょ る と 思わ れる 像 
(1) 3.4.5.6.10.11 は 最も ょ く 現 われ て くる 空 泡 に 
よる と 思わ れる 形成 像 
(2) 7 は 空 泡 と 思わ れる 形成 像 に セロ ョ ファン の 上 か 
ら 水 を 滴下 し た 時 形成 され た 容 泡 (と 思わ れる ) 
が 縮 少 し 元 の 卵 形 が 現われ る 時 も と の 様 に な る 
図 の 黒い 部 分 は 形成 され た 容 泡 と 思わ れる 像 . 白い 
部 分 は 卵殻 内 の 細胞 , 仔 虫 等 の 内 容 物 が 容 胞 形成 に 
より 押 詰 め ら れ て 止ま つた 像 
われ る 変形 卵 は , 普通 , 3, 4, 5, 6, 10, 11 で , 7, 
8, 9 は 空 泡 像 が 薄く , し か も 不 規 則 で ある . 1,。 2 は 
補 泡 像 の 色 が 濃く , 空 泡 形成 が 不 規則 で あぁ ある. し か し , 
何れ の 場合 で も 共通 な こと は , 卵 か く が 薄く , な め ら か 
で あり ,。 し か も 外部 と は つき り 視 つて 卵 円 形 を な し , そ 
の 内 容 は , 通常 , 黒く , 紫 分, 独特 の 光沢 ある 規則 的 , 
立体 的 な 空 泡 像 と , 白き また は 灰 白 の 天 粒 状 ( 強 拡 大 ) の 
卵 形 を な し た 平面 像 と か ら 成 立つ て いる . 勿論 , 種々 の 
条件 に ょ つて, 変形 像 の 内 容 に 多少 の 相違 は ある が , 卵 
か く , 卵 形 , 大 き さ の 状態 が 正常 卵 の ご と く で , 内 容 が 
上 記 の 像 か ら 成 立 し て いる と いう の が , 大 部 分 の 変形 卵 
に 共通 し て いる 点 で ある . また , 他 の 物質 像 , 便 湾 中 の 
究 泡 像 と 誤り 易い 場合 も ある が , 疾 わし い 場 合 は , 鏡 検 
し つつ , セロ ファ ン 紙上 より , 水 を 滴下 し , 2 ~80 秒 程 
度 , 放置 する と き は , それ が 貝 卵 で あれ ば , 空 泡 像 の 閉 
縮 後 , 全体 と し て た は 灰 白 の 状 の 内 容 と 薄い 
か く を も つた 貝 卵 の 変性 像 が 現われ , 小さ く な つた 宰 泡 
は 妻 揚 子 で 分 離す る こと が 出来 る こと に よ ょ つて 識 別 し 
得る . これ は 後 章 の 遇 虫 , 東毛 卵 に つい て も 同様 で あ 
る . 写真 1 の No.5, 6, 7 は 釣 虫 卵 変 形 像 の 8 例 で あ 


(59 ) 
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極 が 細く な つて いる と と, 卵 か く が も ろく , 時 に は 破壊 
され て , 状 の 卵細胞 が と び 出 し て いる と こと も あり 
(第 8 図 の て , 8), ま た 空 泡 像 が 切 込 状 (第 8 図 の 6 ), 
斜 断 状 (第 8 図 の 3) を 量 す る こと が ある . 写真 2 の 
No. 1 は 卵 か く の 破 壊 が 著 明 で あぁ あり, 2 は 釣 虫 卵 似 て 


No.1 
写真 1 釣 卵 の 像 写真 2 東洋 毛 様 線 卵 の 像 


sag 究 泡 像 の み が 現 われ , 他 の 部 分 が いる が が, 大 きく ,。 一 極 が 細い . No. 8 は 空 泡 像 が 卵 全体 
な い , 実際 の 鏡 検 で は 第 2 図 の ご Cd と く 鮮 明 で を 覆 つ て いる も の で ある . 


明か で は な 
ある . No. 6 は て は 全 体 が 2。 

空 泡 像 で 松 わ れ た 場合 で ある . 変形 像 の 多く は 受精 卵 に みい だ され , 不 受精 卵 に み ら 

その 他 の 虫 卵 変 形 像 れる と と は 極め て 少な いよ うぅ で ある . 筆者 は 現在 まで に 

1. 東洋 毛 様 線 虫 卵 2 例 を 経験 し た に すぎ な い .。 を それ も 小さ い 宰 泡 像 を 量 す 

第 8 図 の ご と く , 変形 像 の 形 , 内 容 の 状態 は 釣 虫 卵 の る 程度 で , 検 卵 上 , 誤認 され る と と は な いと 思わ れ た 。 受 

場合 と 似 て いる が , 形 が 大 きく , 長 椿 円形 。 また は , 一 精 卵 の 変形 像 の 大 略 を 示す と 第 4 図 の 通り で ある . 1~ 


第 4 卵 (受精 卵 ) の 至 適 条件 を 越え た 場合 の 
胞 形 成 に た にょ よる と 思わ れる 座 形 像 

(1) 1~4 は 蛋白 膜 の つい た も ゃ の 

(2) 5,6 は 蛋白 膜 の と れ た も ゃ の 


(4) 1~6 は 通常 よく 見 られ る 
(2) 3 の 比較 的 黒い 部 分 及び 7 の 上 部 題 粒 状 の も ゃ の ) 電 
8 の 上 部 先端 の 粒 捧 の の は 形成 た よ 
に 思わ れる が 強 拡 大 (200X 以上 ) で は や は り 元 enh tian ibiiriotee 
の 卵殻 が 白く 残 つ て いる 状態 を 示す 立 し て いる も の と , 4 の よう に ,。 よど れ た , . 洞穴 た 似 た 


( 60 ) 


RE No. 1 No. 2 No. 3 No. 4 


究 泡 像 が 卵 内 を みた し て 肥 細 胞 を 確認 出来 な く な る 場合 
と 5, 6 の ど ご と き 多 虫 卵 変 形 像 と 変り な いよ うな 空 泡 像 
と 灰白色 , 天 粒 状 の 平面 像 か ら 成 立つ て いる も の と が あ 
る . し か し , 全体 と し て 円 形 に 近い 形 で あり , 特に 卵 か 
く の 厚 い 点 で 識別 し 得る . 写真 8 の No. 1 は 正常 な 受精 


No. 1 No. 2 
写真 3 受精 卵 の 変形 
左上 は 正常 な 筒 虫 受精 卵 


卵 と 比較 し た も の で あり , No. 2 は 二 っ の 補 泡 像 の 出来 
た も の で ある が , 第 4 図 に も 示す よう に , 受精 卵 で は 二 
つの 冠 泡 像 を も つも の が 多い . No. 1 , 2 の 変形 像 と 正 
常 な 卵 を 比較 し て みる に , (No. 1 の 変形 像 が 最も ま ぎ 
ら わ し さく 形成 され た も の で ある が ), 形 , 
大 き さ の 点 で 識別 可能 で ある . 

83. 虫 , 虫 

凌 虫 , 暁 虫 卵 の 空 泡 像 は 余り 起 ら な い が , 縮 虫 卵 で 
は , 大 体 。 ご どく 小さ い 空 泡 像 で , 検出 に は 支障 を 来 た さ 
な い 程 度 で ある . 時 で は , 像 は 卵 内 に つ 
て 宰 洞 の よう で , 卵 内 容 を 認め 得 な い . し か し , 柿 種 状 
の 卵 外 形 , 厚い 卵 か く は 原形 を 保つ て いる の で 通常 , 検 
出 に は 差 哀 えな い . 

4. 条 虫 卵 

条 で は , 無 条 虫 , 縮小 条 虫 , 条 虫 に つい 
て 調べ た が , 葵 小 条 虫 卵 以 外 に は , は つき り し た 宰 泡 形 
成 像 を こと が 出来 な か つた . 条 虫 卵 の 変形 像 
は , 空 泡 像 に や ゃ , 規則 的 な も の は 見 出さ れ た が , 原形 
が くず さき され, 一 部 に , 空 泡 像 下 , 太 釣 幼虫 の 釣 を 発見 し 
た に すぎ な く , 通常 , 虫 卵 と し て 認知 する こと は 未だ 困 
難 で ある . 
その 他 吸 虫 類 の 虫 卵 は , 肝 吸 虫 。 メタ ゴ = ム ス 卵 に つ 
いて 相当 例 数 観察 し た が , 空 泡 像 は み ら れ な か つた . 
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考 

1.。 CTS 法 の 考察 

本 法 に 使用 し た 便 量 は 約 80mg で , 加藤 の 100 mg に 
比較 する と 造 か に 少な い の に , な お か つ , その 成績 は 良 
好 で あつ た の で , 箇 者 は この 方 法 の 検出 率 の 高い 理由 
が , 単に 従来 の カバ ー グ ラス 使用 の 塗 抹 法 に 比 し て 多量 
の 便 を 検査 に 使用 し 得る と いう こと と の 他 に , 更に 。 この 
方 法 で は 不可 能 な , 鏡 検 し 易い 条件 が 成立 する か ら で あ 
る と 考え て いる 。 す な わ ち 。 セ ピ フ ァ ン 紙 が ,。 グリ セリ 
ン 及 び 便 の 粘着 性 等 に よ ょ つて 容易 に 密着 し , 視野 の 混 
濁 , 流動 が 消え て 平等 に 泡 明 に な る た め , 卵 を 確実 に 認 
め る こと が 出来 る こと に よる . し か し て こと れ は 乾燥 度 の 
如 伺 にょ っ つて 左右 され る と と を 確認 し た が , この 場合 多 
く の 卵 は , 空 泡 形成 に よる と 思わ れる 変形 像 に 移行 する 
と と を 邊 つ た . と この 乾燥 に 伴う 卵 変 形 像 を 無視 する と と 
が , 検 卵 上 , 如何 に 大 きく 影響 す る か は , 小宮 ら の 成 
績 , 本 第 1 試験 成績 及び 第 8 表 に ょ つて 明らか で ある . 小 
宮 ら の 成績 で は , 標本 作製 後 , 放置 時 間 に 伴 つて 多 虫 卵 検 
出 は 高く その 50 分 が 最高 で あり , れ そ 以後 , 検出 率 が 
低下 し て いる が , と これ は 自然 放置 する こと に ょ り , 標本 
が 東 燥 する に 従 つ て 虫 卵 が 確認 し 易く な り , 50 分 以後 
は , 多く の 卵 が 変形 像 に 移行 し た た め に , と これ を 見 落し レ 
た 結果 で ある と 考え られ る . また , 卵 変 形 像 は , 通常 , 
標本 作製 後 , 2 時 間 以 内 で は , 第 1 試験 成績 で 示す よう 
に , 検出 に 変り は な い の で , 標本 を 放置 乾燥 させ た 後 , 
と の 時 間 内 で 鏡 検 を 行う の が 適当 と 思う . た だ , 自然 放 
置 に よる 標本 の 乾燥 は , 便 性 状 , 外 的 条件 (特に 湿度 の 
高低 ) 等 の 種々 の 条件 に ょ つて, 時 間 的 に 異な る た め , 集 
団 検便 に あ た つ て , 標本 作製 に 時 間 と 手数 を か け て , 
いね い に 作 り , また 速やか に お こと る 変形 像 へ の 移行 を 妨 
げ る た め に , 乾燥 を 防ぐ こと は 困難 で ある . か えつ て 本 
法 に ょ る 集団 検便 は 乾燥 に ょ つて 総 て の 標本 の 視野 の 条 
件 を よく し 。 そ を そのため に 起 る 卵 変 形 像 を 正しく 認識 し て 
行え ば , 検出 率 も 高く 理想 的 で ある と 考え る . し か も 氏 
検 者 の 疲労 は , 従来 に と 比 し か な り 救 われ る と 思う . 便 量 
は 100mg の 必要 は な いと 思う が , 最少 80mg は 使用 す 
る こと が 望ま し い . な お , 本 試験 に 使用 し た セロ ファ ン 
紙 は 市 販 の 薄い も の で ある が , 密着 を 容易 に とし, 乾燥 に 
ょ る 缶 離 を 防ぐ た め に も , 厚い も の ょ より 薄い 方 が 有利 で 
ある . 液 の グリ セリ ン が いと 乾燥 に より 卵 の 縮 
( 殊 に 釣 虫 卵 ) を 招く お それ が ある の で , 若干 。 うす め 
が よい と 思わ れ た . また , 本 法 が 浮 蓄 法 に 比較 し て 見 劣 
り の な い 検 出 率 を 示し た の は , 卵 変形 像 を 認知 し て いる 
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と と に より , 十分 に 視野 の 条件 を よく し て 検査 し た 結果 
で ある と 思わ れる . 第 1 及び 第 2 試験 の 成績 か ら 考 えて 
人 工 乾 燥 は 能率 的 で あり , 集団 検便 と は 便利 で ある . 但 
し 高熱 , 長 時 間 の 加熱 は 卵 破壊 セロ フ マ ァ ン 紙 君 離 の 誘 
因 に な る の で , 温度 は 80C~85C と し , 加熱 時 間 は 湿度 
人 等 の 諸 条 件 に よ ょ つて 異な る が , 概ね , 標本 の 流動 , 混濁 が 
消え て ,。 し か も セロ ファ ン 紙 の 太 離 し な い 程 度 が よく , 
とれ は 通常 , 10 分 以内 で 得 ら れ , 高 湿度 の 場合 で も , 20 
分 の 加熱 で 充分 と 思わ れる . ; 

2.。 変形 像 に つい て の 考察 

卵 変 形 像 が 空 泡 形成 に 基 因 する も の で あろ うと いう と こと 
と は , セロ ファ ン 紙 上 より 水 を 滴下 し た 場合 空 泡 と 思 
われ る 像 は 壮 縮 し , 妻 揚 子 で 卵 か ら 分 離 出来 る と いう 星 
微 鏡 観察 に ょ よ つ て 推察 し た も の で ある . 空 泡 像 が 卵 か ら 
分 離 出 来る こと , 並び に 顕微 鏡 観 察 と ょ つて 卵 か く 上 に 
形成 され て いる よう に 見 える と こと か ら , 容 泡 像 は 卵 内 形 
成 で な く 。 セロ ファ ン 紙 の 第 着 に より, 卵 外 の 空気 が 感 
上 つて 作ら れ た と 思え る が , 写真 1 の 像 形成 過程 か ら 考 
えて こと れ が 物理 的 現象 に よる も の か , 或いは 像 が , 主 と 
し て 釣 虫 卵 の ょ うに 細胞 質 と 卵 か く と の 問 に , 空 際 に み 
える 部 分 の ある 貝 卵 た 形成 され て いる の で , と これ が 貝 卵 
の 組織 化学 的 因子 に よる も の か , 未だ 不明 で あぁ ある. 今 
後 , さら に 追及 すべ き 課 題 で ある と 思う .。 また , これ ら 
変形 卵 の 機能 的 試験 は 行わ な か つた の で , と これ を 形態 的 
変化 と みて 卵 変形 像 と し た 所 以 で ある . 

次 に , この 変形 卵 E つい て の 正しい 理解 が 困 離 で あ 
り , 且つ 卵 か く が 破壊 され て 卵 検出 に 支障 を 来たす と い 
う 見 (小宮 , 加藤 ら ) は ある が , の 検査 室 で は 
容易 と これ を 識別 し , 第 2 試験 成績 の 示す ご とく , 良好 
な 検出 力 を 示し , 甚だ し い 卵 か く の 破 壊 は , 採 便 後 か な 
り の 時 日 を 経過 し た 古 便 , 無理 な 乾燥 を 施し た 場合 以外 
に は , 考え られ ず , 変形 卵 の 鑑別 を 収得 すれ ば , 本 法 は 
集団 検便 の た め の 優 秀 な 方 法 と 思わ れる . 

結 語 

以上 CTS 法 及び 変形 統 ヒ つい て 検討 し た 結果 を 総括 
すると, 

1. CTS 法 に ょ る 集団 検便 を , 次 の 諸点 に 着目 し て 
行う 時 は , 検出 率 も 高く , 本 法 は 優れ た 方 法 で ある と 云 
える . 

i) 使用 便 量 は 100 mg の 必要 は な い が , 80 mg 以上 
は 必要 で ある . 

ji) セロファン 紙 は 市 販 の 薄い も の を 用 い , 漫 潰 液 の 
グリ セリ ン は 濃く な ら な いよ うに 注意 する . 


変形 卵 を 正しく 認 , に よ つて 十分 視野 
の 条件 を よく する . 

iv) 人 工 乾 燥 は 便利 で ある が , 加熱 温度 は 830°C へ ~85 
'C と し , 加熱 時 間 は , 通常 。 10 分 以内 , 高 湿度 時 で 2320 分 
以内 で 見 易い 視野 が 得 ら れる . 加熱 乾燥 は 卵 破壊 を 招く 
と と も ある の で , その 温度 。 時 間 に 注 意 す る . 

2.。 変形 卵 は 空 泡 形成 に よる と 思わ れ , し か し て こと の 
究 泡 像 は 卵 内 形成 で な く , 卵 外 の 空気 が 卵 か く 上 に 盛 上 
つて 形成 され た と 思え る が , 物理 的 現象 に よる か , 貝 卵 
の 組織 化学 的 因子 に よる か , 今後 の 課題 で ある . また , 
変形 卵 の 機能 試験 は 行わ な か つた の で , 今回 は と これ を 形 
態 的 変化 と みて 卵 変形 像 と し た . 本 法 に お ける 変形 卵 の 
鑑別 は 困難 な も の で は な く , 通常 の 乾燥 で は 卵 の 破壊 な 
な く , 標本 作製 後 , 2 時 間 以 内 で は 変形 卵 に 変り は な い 
と 考え る . 

稿 を 終る に 臨み , 終始 御 指導 , また 御 校 関 を 賜り まし 
た 千葉 大 学 医学 部 教授 , 並び に に つ て 御 妥 
な 御 教示 , 御 助 言 を 仰ぎ まし た 同 内 田 講 師 に , 心から 感 
謝 の 意 を 捧げ ます . また , 御 激 励 , 御 協 力 を 得 ま し た 千 
生 研究 所 福田 事務 局長 , 並び に 助 力 を を 同 
佐瀬 , 吉野 , 今井 諸氏 に 心から 深謝 致し ます . 

な , 本 論 要 策 30 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 に 
て 発表 し た . 
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STUDY ON THICK SMEAR TECHNIC WITH CEROPHAN COVER FOR 
STOOL EXAMINATION FOR HELMINTHES OVA, WITH 
SPECIAL REFERENCE TO THE TRANSFORMATION 
OF OVA WHICH MAY BE DUE TO 
THE VACUOLATION 


MASAM! SAITO 
{The Chiba Research Institute for Parasitic Disease, Chiba, Japan) 


The thick smear technic with cerophan cover was originally invented by Kato (1951). 
"The principle of this technic is to use a cerophan cover instead of the ordinary cover glass. 
‘This technic has an enormous advantage in that the detectability of ova can be obtained at a 
quantity rate because a larger amount of stool can be applied for one time examination. 

The author oiss.rved that field of vision under microscope is made clear with the desica- 
‘tion of specimen and at the same time almost all of ova is transformed and destructed. Here 
the relation of the detectability of ova to the extent of desication was examined repeatedly. 
As a result of this, it may be suggested that 30 mg of stool instead of 100 mg standardized by 


Kato is amply sufficient for examining ova if the transformed ova can be found out exactly. 


To make the adequate specimen for the examination, however, careful attention should be paid 


‘to the extent of desication. 
It is likely that the transformation of ova is due to the vacuolation owing to air. This 


point is being investigated. 
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京都 府 北部 に お ける 人 体 肺 吸虫 症 に 関す る 研究 
(1) 網野 町 並び に その 周辺 地区 に 抄 け る 4 本 症 の 流行 状況 に つい て 


吉田 幸雄 中 西 靖 


島谷 男 岡本 


京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 (主任 長 花 操 教授 ) 


菊池 昭子 桜井 光 枝 浅野 孝一 
京都 府 綱 野 保健 所 


(昭和 35 年 11 月 2 日 愛 領 ) 


言 

我国 に お ける 肺 吸虫 の 人 体感 染 状 況 た に つい て は 古く か 
ら か な り の 調査 成績 が あり , 岡山 ・ 新 潟 ・ 岐 阜 ・ 高 知 ・ 
熊本 ・ 山 口 ・ 静 岡 ・ 恋 媛 ・ 宮 崎 等 の 諸 県 下 に 比較 的 濃厚 
な 流行 地 が 知ら れ て いた が 全国 的 に 充分 な 調査 は , 

いな い . 所 が 1955 年 以来 横川 ・ pipe suet 
虫 抽出 液 に よる 皮 内 反応 が 実用 化 さ れ , 上 且 文 部 省 科 学研 
究 に ょ る 肺 吸虫 研究 斑 が 組織 きれ る に 及 ん で 次 々 と 新 し 
い 流 行 地 と その 感染 状態 が 明らか に され 我国 に お ける 肺 
吸虫 感染 の 実態 が 判明 し レ つ つ あ る . 著者 等 も 研究 班 の 一 
員 と し て 京都 府 及び 隣接 府県 の 調査 を 行い つつ ある が こと 
と に 先ず 京都 府 北部 の 網野 町 を 中心 と する 一 帯 の 流行 状 
況 に つい て 報告 を 行い た い . 

先ず と の 地方 の 肺 吸虫 症 に つい て 我々 が 知り 得 た 最も 
古い 記録 は 協同 研究 者 の 1 人 桜井 の 亡 夫 医師 桜井 商 隆 が 
大 正 18 年 に 浜屋 宗兵衛 な る 肺 吸虫 患者 を 塩酸 エメ チン で 
治療 し て いる . 其 の 後 昭 和 25 年 戸田 は 脳 肺 吸虫 症 の 手 稚 
例 4 例 を 報告 し た が その 内 2 例 は 網野 在住 の 患者 ご あつ 
た 事 を 述べ て いる (戸田 , 1950). 又 昭 和 29 年 6 月 網野 保健 
所 の 北 垣 は 網野 町 下 岡 の 小川 で 採れ た モク ズ ガ =16 匹 を 
検 杜 し , 内 2 匹 か ら メ タ セ ルカ リア を 見 出し , 著者 の 1 
人 吉田 に 鑑定 を 求め た が 検 し た 所 ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 
の メタ セル カリ ア で あつ た . 同年 8 月 当地 の 開業 医 岡田 
は 一 文 を 抱 げ , 8 例 の 肺 吸虫 症 の 臨床 報告 を 行 つ た ( 岡 
田 , 1954). 一 方 綱 野 保健 所 に 来 診 し た 患者 の 記録 を みる 
と 路 疾 中 に 虫 卵 を 見 出し た 者 は 昭和 26 年 に 5 名 , 同 27 年 
寺 12 名 と な つて いる . 


な り の 肺 吸虫 感染 者 の 存在 する 事 が 明白 に な つて きた . 
併 し 征 ら 結 的 な 調査 は 未だ 行わ も て お ら ず こと の 他 に も 
尚 相 当 数 の 患者 が 潜在 し て いる 事 は 容易 に 推定 され た の 
で , 著者 等 は 昭和 88 年 か ら 京 都 府 衛生 部 及び 網野 保健 所 
の 協力 を 得 て 当 地方 の 多数 の 住民 に つき 友 内 反応 に ょ る 
スク リー= ニ = ング テス ト を 行い 患者 の 発見 に 努め た . 第 1 
入 に お いて は 昭和 3833~385 年 の 間 に 行 つた 皮 内 反応 の 成績 
を 報告 し , 第 2 入 以 下 に お いて こと れ ら 患 者 の 臨床 所 見 及 
等 に つい て 述べ た いと . 
材料 並び に 方 法 

皮 内 反応 : 抗原 液 は 国立 予防 衛生 研究 所 で 作製 され た 
VBS 診 断 液 で 注射 の 方 法 は ツベルクリン 注射 器 に ょ ? 
丘疹 が 直径 4 ~ 5 mm に な る 如く 友 内 に 注射 し , 15 分 後 
に 再び 腫 月 の 径 を 測り 注射 直後 の 径 を 減じ た 値 を 腫 用 差 
と 称し 之 が 8 mm 以下 を 陰性 , 4 mm を 疑 陽性 , 5mm 
以上 を 陽性 と し た . 之 は 肺 吸 虫 研究 班 の 指定 する 方 法 で 
び 検査 : 皮 内 反応 陽性 及び 疑 陽性 者 に 

便 及び 検査 を 行 つ た . 之 の 方 法 も 肺 吸虫 
査 は 性 ソー ダ 注 加 沈 法 に 依っ つた 
成 績 

(1) 調査 地 の 概 要 

今回 の 調査 地域 は 網野 保健 所 の 管内 で 京都 府 の 西北 隅 
を 占め , 日 本 海 に 面 し て 東西 約 40km, 南北 約 15km, 総 
面積 は 381.54 平方 km で ある . 調査 地域 は 東 か ら 財 後 
町 。 聞 栄町 , 網野 町 , 久美 浜町 の 4. 町 を 含み 人 口 は 約 
56,000 名 で ご ある, 地域 の 大 部 分 は 山地 で 主 な 河川 は 東 
か ら 宇 野川 , 福田 川 , 佐 谷川 川上 谷川 , 


肺 吸虫 の 研究 16. 本 研究 に 要 し た 費 用 の 一 部 は 方 部 省 科学 研究 , 線 合 研究 要 に 仰い だ . と と に 記し て 感謝 の 意 を 


表す る . 
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策 1 表 小学 ・ 中 学 ・ 高 校生 を 対象 と し た 肺 吸 虫 皮 内 反応 の 成績 と 虫 卵 検出 成績 
内 反 応 便 及び 検 査 
郷 295 14(4.8) 28(9.5) 14 2(14.3) 
島 津 239 8(3.3) 19(7.9) 6 12 0 
130 17(13.1)" 19(14.6) 15 0 17 0 
谷 9 0 13 0 
| 木 津 194 14(7.2 12( 6.2) 13 0 10 0 
学 浜 詰 232 9( 3.9) 6( 2.6) 8 0 4 0 
| 黒 部 194 5 WEED 5 0 10 0 
[ 機 29 7(24.1) 4(13.8) 6 0 2 0 
校 | 鳥取 334 5( 1.5) 13( 3.9) 4 0 12 0 
野 11 0 8 0 
| 計 3,109 125(4.0) 236(7.6) 110 3(2.7) 88 0 
綱 野 773 50(6:5) 8210.6) 46* 9(19.6) 73* 0 
中 | 野間 87 4( 4.6) 7( 8.0) 4 0 7 0 
統 栄 377 1( 0.3) 9( 2.7) 1 0 8 0 
久美 427 1( 0.2 1( 0.2 1 0 1 0 
橋 237 3(1.2 9( 2 1(50.0) 9 0 
100 0 1 0 
間 人 431 360,2 4( 0.9) 3 0 4 0 
計 2,947 72(2.4) 127( 4.3) 63 10(15.4) 103 0 
[ 規 野 504 18(3.6) 9( 1.8) 10 1(10.0) 6 0 
し 973 29(3.0) 17(1. 17 0 
総計 7,029 226(3.2) 380(5.4) 192 14( 197 0 
* 検査 は 2 回 反復 


谷川 等 で ある が いづ れ も 小 さい . 肺 吸 虫 の 調査 は これ ら 
殆 ん ど 全 地域 に て 行わ れ た . 

(2) 小学 ・ 中 学 ・ 高 校生 徒 を 対象 と し た 皮 内 反応 の 
成績 と 虫 卵 検出 状 況 

調査 し た 学校 は 第 1 表 に 示し た 如く 11 小 学校 , 8 中 学 
校 , 2 高校 の 計 21 校 で 人 員 は 計 7,029 名 で ある . 皮 内 反応 
の 陽性 , 疑 陽性 率 及 び こ れ ら の 及び 検査 と より 
肺 吸虫 卵 を 認め 感染 者 と 認定 し た も の の 検出 状況 は 第 1 
表 に 示す 如く で ある . 即ち 小学 校 児 童 に つい て は 3,109 
名 に 皮 内 反応 を 実施 し 反応 陽性 者 は 125 名 (4.02225 う で そ 
の 内 110 名 の 閥 便 及 び 路 療 の 検査 を 実施 する 事 が 出来 
その 結果 8 名 (反応 陽性 者 の 2.7 %%) に 貝 卵 を 見 出し 
た . 疑 陽性 者 は 88 名 に つい て 貝 卵 検出 を 行 つ た が すべ て 
陰性 で あつ た . この 38 名 の 感染 者 は 網野 小学 校 と その 近 
隣 の 郷 小学 校 の 児童 で 水系 で 云う な ら ば 福田 川 の 流域 で 
ある . 次 に 中 学生 に つい て は 2,947 名 に 皮 内 反応 を 施行 
し 72 名 (2.4 %) う が 反応 陽性 で あり その 内 65 名 の 虫 卵 検査 


( 65 ) 


を 行 つ た 所 10 名 (15.42%%) の 貝 卵 陽性 者 を 検出 し た . と 
の 内 9 名 迄 は 網野 中 学 の 生徒 で 上 と 同様 福田 川 流域 の 在 
住 者 で ご ある.。 一 方 108 名 の 反応 疑 陽性 者 の 検査 で 虫 卵 を 
見 出し た 者 は な か つた . 次 に 高校 生 は 978 名 に 皮 内 反応 
を 行い 29 名 (8.0 2%) う が 反応 陽性 で 内 17 名 の 貝 卵 検査 で 
1 名 の 感染 者 を 確認 し た . この 感染 者 も 網野 高校 の 生徒 
で 福田 川 流域 在 住 者 で ある . 検査 を 行 つ た 学校 の 配置 及 
び 反 応 陽性 素 と 感染 者 の 分 布 状 況 は 第 1 図 に 示し た . 以 
上 学童 に つい て の 成績 を 続 合 する と 計 7,029 名 の 皮 内 反 
応 を 行い , 反応 陽性 率 は 3.22(226 名 ), 疑 陽性 率 は 5.4 
2 (380 名 ) で 陽性 者 群 中 192 名 の 虫 卵 検査 と より 14 名 
の 肺 吸虫 感染 者 を 確定 し た . 虫 卵 検査 を 受け な か つた 学 
童 が まだ 84 名 ある の で 更に 感染 者 は 増す も の と 考え られ 
る . 反応 陽性 者 に 対す る 虫 卵 検 出 率 は て.8 2 で 横川 ら 
(1955), 中 川 ら (1956), 岡部 (1956 , 鈴木 (1958), 
小牧 ら (1958) 等 の 報告 し た 濃厚 流行 地 に お ける 検出 率 
に 比較 する と や ゃ や ゃ 低い. 一 方 疑 陽性 者 に お いて る も 横川 ら 
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第 1 図 皮 内 反応 を 実施 し た 小学 校 , 中 学校 高校 の 所 在 地 と その 反応 陽性 率 並 びに 感染 者 の 分 布 


(1955), 中 川 ら (1956), 岡部 ら (1956), 伊 東 (1959), 小 
牧 ら (1958), 吉田 ちら (1958) 等 は 感染 者 を 見 出し て いる 
が 今回 の 197 名 の 疑 陽性 者 に つい て の 貝 卵 検 査 の 結果 は 
すべ て 陰性 で あつ た . 

次 に 今回 の 調査 で 皮 内 反応 陽性 率 は 各地 区 に より まち 
まち で ある が 貝 卵 を 認め た 14 名 の 内 18 名 包 は 福田 川 流域 
に 住み この 地区 の 学校 の 生徒 で あつ た . この 事 は 肺 吸虫 


流行 は この 河川 流 城 に か な り 限 局 し て いる 様 に 思わ れ 


(8) 
出 状況 
機会 ある 毎 に 保健 所 管内 の 各地 区 へ 出かけ , 部 落 毎 に 
一 般 成 人 の 皮 内 反応 を 実施 し , その 後 主 と し て 反応 陽性 
者 に つい て 葵 便 及 び 路 療 の 検査 を 行っ つた. 第 2 表 は 実施 


一 般 成 人 を 対象 と し た 皮 内 反応 の 成績 と 躍 卵 検 


第 2 表 成人 を 対象 と し た 肺 吸虫 皮 内 反応 の 成績 と 虫 卵 検出 成績 


皮 内 反応 成 績 


43 11(25.5) 0 9 
高 橋 15 4(26.7) 14(.6.7) 4 2(50.0) 1 0 
生 之 内 5 1(20. 0) 1(20.0) 1 0 1 0 
生 15 ) 0 1 0 
切 畑 71 5( 7.0) 0 5 0 
新 庄 136 29(21..3) 6( 4.4) 26 3(11.5) 6 0 
下 岡 159 24(15.1) 12( 7.6) 24 2(8.3) 12 0 
小 秩 99 0 4( 4.1) 0 4 0 
北 茂 川 1,631 65( 4.0) 121( 7.4) 66 3( 4.5) 12 0 
網野 町 1,312 57( 4.3) 120( 9.1) 28 C8 6 0 
町 341 21( 6.2) 52(15.2) 14 0 
丹後 町 412 23( 5.6) 38( 9.2) 11 0 
久美 浜町 246 15( 6.1) 55 (22.4) 12 0 
受 津 312 9( 2.9) 33 (10.6) 4 0 

遊 Ed 5( 2.8) 17( 9.6) 3 0 
指 津 9 3( 3.1 2( 2.1) 2 0 

s 木 津 1,446 203 (14.0) 168(11.6) 162* 0 2 0 

仲 66 13(19.7) 9(13.6) 7 0 
島 津 572 41( 7.2) 93 (16.3) 17 0 

計 7,155 530( 7.4) 782 (10.9) 396 12( 3.0) 44 0) 

* 検査 は 2 回 反復 
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第 2 図 一 般 成 人 を 対象 と し て 皮 内 反応 を 実施 し た 地区 の 所 在 地 と その 反応 陽性 率 並び に 感染 者 の 分 布 


し た 各地 域 別 に 皮 内 反応 の 陽性 及び 疑 陽性 率 と 虫 九 検出 
状況 と を 示し た . 先ず 成績 を 続 合 す る と 皮 内 反応 を 行 つ 
た 人 員 は "7,155 名 で その 内 5380 名 (7.4 %) が 陽性 , 782 
名 (10.92%) う が 疑 陽性 を 示し た . 反応 陽性 者 の 内 896 名 に 
つい て 貝 卵 検査 を 行い 得 た が 貝 卵 を 認め た 者 は その 8 
に 当る 12 名 で あぁ つた. 一 方 反応 疑 陽性 者 に つい て は 44 名 
し か 虫 卵 検査 を 行 つ て い な い が 感 染 者 を 見 出さ な か つ 
た . 次 に これ ら 対 象 の 地域 別 反 応 陽性 率 と 感染 者 の 分 布 
状況 と を わか りや すく する 為 第 2 図 を 挫 い た . と の 図 か 
ら 知 られ る 事 は 先 に 学童 に つい て 述べ た を と 同じ く 感 染 者 
の 分 布 は 比較 的 限局 し て いる 事 で ある . 即ち 感染 者 の 見 
出さ れ た 網野 , 郷 , 高橋 , 新庄 , 下 岡 , 浅 茂 川 の 各地 区 
は いづ れ ぁ も 網野 町 に 属し レ 水 系 は 福田 川 の 流域 で あり , 季 
の 水系 に 属す る 地区 か ら は 感染 者 を 見 出し て いな い . 
(4) 皮 内 反応 陽性 率 及 び 感 染 者 の 年 令 別 並び に 性 別 
考察 
近年 肺 吸虫 抗原 の 皮 内 反応 に よる こと の 種 ス クリ ー= ン 
グ テ ス ト は 全国 各地 で 試み ぁ られ その 報告 も 十 指 に 余り 反 
応 陽性 率 の 分 析 が 行わ れ , 感染 者 と の 関 風 性 を 見 出 そ う 
と の 試み が な され て いる . 先ず 一 般 的 に 云え る 事 は 反応 
陽性 率 は 概して 女子 より も 男子 に 高い 点 で 著者 等 の 学童 


に つい て 調査 し た 成績 と お いて も 第 8 図 と 示し た 如く 多 


少 の 例外 は ある が 各 年 令 共 男子 に 高く 平均 する と 女子 
2.52%6。 男子 8.522 と 後者 に や ゃ や ゃ 高い . この 原因 に つい 
て は カ = と の 接触 状況 の 多少 等 が 云わ れ て いる が 正確 な 
事 は 尚 不明 で ある . 次 に 感染 者 は 本 地方 の 記録 に ある 者 
も 含め る と 女子 9 名 , 男子 80 名 で 男子 に 多い . 


(8 ) 


(2 3 


4 5 2 2 31 012 3 5 2 311 3 $31 


第 3 図 皮 内 反応 陽性 率 の 年 齢 別 並び に 性 別 の 関係 


次 に 年 令 と 反応 陽性 率 と の 関係 は 各 報 告 者 に と ょ つて 人 色 
々 で あり 年 令 の 増加 に 比例 し て 陽性 率 の 増加 が みみ られ る 
地区 も あれ ば そう で な い 地 区 も ある . 著者 等 の 今回 の 成 
績 る 年 令 と 反応 陽性 素 と の 間 に は 一 定 の 傾向 は 見 られ な 
か つた . 併 し 感染 者 と 確定 し た 者 の 年 令 を 吟味 する 事 ・ 
は , その 地方 に お ける 流 行 の 古 さ 或いは 現在 並び に 将来 
の 感染 の 可能 性 等 を 示唆 し 重要 な 事 で ある . 即ち 若年 者 
に 感染 者 を みず , 高 年 者 に の み 見 出す 事 は 過去 に お いて 
感染 が 行わ れ た が 最近 は それ が 終息 し て いる と 考え る 事 
が 出来 る .. この 例 は 大 鶴 ら (1958) の 新潟 に お ける 観察 
及び 増田 ・ 吉 田 (1959) の 兵庫 県 東 播 地 方 に お ける 観察 
等 に タ ら れる 所 で ある . 一 方 若年 者 に も か な り 感 染 者 が 
見 出さ れる な ら ば 当然 最近 の 感染 が 考え られ , 中 間 宿 主 
の 調査 と も 相 夫 つ て 尚 将来 の 感染 の 可能 性 も 推定 出来 る 
訳 で ある . 今回 の 調査 地 綱 野地 方 は 既 述 し た 如く か な り 
若年 者 層 に も 感染 者 が 見 られ , 後述 する 如く モク ズ ガ = 
中 か ら メ タ セ ルカ リア る ぁ る 検出 され て いる の で 現在 洞 感 染 
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の 危 際 性 を 有 し て いる 地区 と 云え よう . 

(5) 当地 方 産 の モク ズ ガ = 検査 成績 

当地 方 に は 多数 の モク ズ ガ = が 捕獲 され 食 用 に 供 さ れ 
て いた 事 は 住民 の 等 し く 認 め る 所 で ある . この モク ズ ガ 
= の 検査 が 初め て 行わ れもん た の は 昭和 29 年 6 月 で 
し た 幼虫 を 著者 の 1 人 吉田 に 送り 同定 を 依頼 し た . それ 
は 第 8 表 の 如く で 福田 川 及び 之 の 支流 で 採集 され た モク 


表 モタ ズ ガ = の 検査 成績 


カニ 一 
検査 地域 検査 年 月 検査 数 陽 ( ) 
均 
福田 川 1954. 6 16 6. .5,0 
1958.10 10 4(40.0%) 2 
1959. 1 6 283.3%) 4 
1960. 4 9 0(0) 
竹野 川 1958.12 


mc: メタ セル カリ ア 


ズ ガ = に は 昭和 29 年 か ら 昭 和 84 年 迄 に お いて は メタ セル 

カリ ア が 陽性 で ある が 昭和 85 年 度 は 見 出し て いな い . い 
づれ に し て も その 寄生 率 は さほど 高い も の で は な く , 又 

カ =1 匹 当り の メタ セル カリ ア 数 も 平均 5 個 以下 で あつ 
た . 一 方 竹野 川 産 の モク ズ ガ = は 少数 の 検査 で 明確 な 事 
は わか ら な い が 陰 性 で あつ た . 

総括 並び 結論 

著者 等 は 京都 府 の 北部 網野 地方 に 肺 吸虫 症 患 者 が 散見 
され る 点 か ら こ と の 地方 の 本 吸虫 流行 状況 の 実態 を 究明 し 
よう と 考え 昭和 838 年 以来 約 2 ヵ年 間 に 下り 調査 を 行 つ 
た . 当地 方 の 人 口 は 大 体 56,000 名 で ある が 今回 は そ 
約 25% に 当る 14,184 名 に 対し 皮 内 反応 を 行い , 反応 陽 
性 及び 陽性 者 に つい て 便 と 検査 を 行 つ て 感染 
者 の 検出 に つと め た . 当地 方 の 肺 吸虫 症 は 何時 頃 か ら 流 
行 し て た か と 云う 点 に つい て は 記録 に 乏しく 正確 な 事 は 
不明 で ある が 大 正 14 年 に 1 例 の 患者 を 治療 し た 記録 が あ 
る . その 後 昭和 25 年 頃 か ら 保健 所 や 開業 医 の 間 に も 患者 
摘発 の 気運 が 生じ 我 々 が 調査 を 開始 し た 昭和 88 年 迄 に 既 
に 18 名 の 患者 が 記録 され , 二 ・ 三 の 者 は 脳症 状 を 発し 開 
右 術 を 受け て いる . 

著者 等 は 既 述 の 如く 計 14,184 名 に 対し スク リー= ン 
グ テ ス ト を 実施 し た が 之 に より 検出 され た 感染 者 は 男子 
21 名 , 女子 5 名 の 計 26 名 で あつ た . 感染 者 は 小学 生 8 
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名 。 中 学生 10 名 , 高校 生 1 名, 成人 12 名 で 比較 的 若年 者 
に 多く , 之 は 最近 の 感染 を 物語 つて お り , 且 モ クズ ガニ = 
の 調査 と よ つ て も メタ セル カリ ア が 見 出さ れ て いる の で 
感染 予防 の 秘 蒙 運動 が 必要 と 考え , 之 を 実施 し て きた . 
と れ ら 感染 者 の 殆ど 全員 に つき 種々 な 方 法 で 治療 を 行 
つて きた が その 成績 に つい て は 第 2 息 以 下 に 精 述 する 予 
定 で ある . 

終り に 臨み , 御 指導 と 御 校 閣 を 頂い た 長 花 操 教授 に 深 
許す る . 叉 本 研究 に 対し 多大 の 御 援 助 を し て 下さ つた 京 
都 府 衛生 部 長 衣 有川 純 三 博士 に 深謝 する . 
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STUDIES ON HUMAN PARAGONIMIASIS IN NORTHERN 
DISTRICT OF KYOTO PREFECTURE 
(1) AN EPIDEMIOLOGIC SURVEY OF PARAGONIMIASIS IN AMINO 
TOWN AND ITS NEIGHBOURING AREA 


YUKIO YOSHIDA, YASUO NAKANISHI, TOSHIO SHIMATANI, KENJI OKAMOTO, 
(Department of Medical Zoology, Kyoto Prefectural University of Medicine) 


AKIKO KIKUCHI, TERUE SAKURAI & KOICHI ASANO 
(Kyoto Prefectural Amino Health Center) 


An enidemiologic survey on human paragonimiasis by the ways of intradermal test, sputum 
and stool examination was carried out during the period of 1958-1960 in northern district of 
Kyoto Prefecture. While, the second intermediate hosts, Eriocheir japonicus, collected from this 
area, were examined in infection with paragonimus larvae. 

1) Out of 7,029 children (11 primary, 8 middle and 2 high School) in all over the area, 
226 (3.2%) were positive for the intradermal test. After the examination of sputum and stools 
on 192 persons who were positive for the test, 14 persons were positive for paragonimus ova. 

2) Out of 7, 155 adults in all over the area, 530 persons (7.4%) showed positive for the 
test. After the examination of sputum and stools on 396 persons who were positive for the test, 
12 persons were positive for paragonimus ova. It was observed that the distribution of these 26 
persons who were positive for the ova, was localized along the banks of the Fukuda river as 
shown in Fig. 1 and Fig. 2. 

3) The crab hosts (Eriocheir japonicus) were collected from the Fukuda river and the 
Takeno river and examined for paragonimus larvae. Metacercariae of P. westermanii were found 


in 10 out of 58 crabs (17.8%%) collected from the Fukuda river. 
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(昭和 35 年 11 月 2 日 受領 ) 


まえ が き 

既に 6 回 と わた り 農 村 集 団 検診 の 成績 か ら 釣 虫 Carri- 
er の 実態 を 研究 し て 発表 し て きた (石崎 ら , 1955, 1956, 
1957, 1959a, b, 1960). 

今 迄 の 結果 を 概括 的 と に まとめ る と , 釣 虫 の 寄生 に ょ つ 
て 人 体 は 消化 器 系 に 直接 作用 を 受け る と と を 先 づ 第 1 に 
明か に し た . と これ は 第 1 報 , 第 5 報 に 述べ た よう な 消化 
器 系 の 自覚 症状 の 調査 及び 文 線 小腸 造影 法 に ょ る 腸管 の 
機能 的 障害 の 確認 に こ にょ よ つ て 示さ れる . これ ら は 何れ る も 寄 
生 虫 数 に 比例 し て 増強 する . 

次 に 虫 の 吸血 に と より 鉄 性 が 起り (第 6 報 
こと れ に 関連 し て 代謝 系 (第 2 報 〕 や ゃ 陣 循 系 (第 5, 6 報 ) 
の 障害 が 起 る こと が 認め られ た . これ ら は 寄生 虫 数 と は 
相関 が な く 血 相関 が あつ た . 

し か し 筑 血 か ら 見 た 場合 も 自覚 症状 の 内 容 か ら 見 た 場 
合 も 。 と も に 症状 の 発現 に は 個人 差 は 著しい . 即ち Ne- 
cator americanus 300~1,000 匹 の 寄生 者 に お いて も , 
102% 内 外 の 者 は 筆 血 も 著 明 で な くま た 自覚 症状 も 殆 ん ど 

な く , 逆 に 少数 寄生 で も 症状 の 著しい も の が 認め られ る 
(第 5 報 )。 わ れ わ れ は これ を 個人 の 扶 抗 力 の 差 に と よる 
考え た 。 
そこ と で 我々 は と の 丘 抗力 を 人 体側 の 種々 x の 要因 の 集成 
で ある と し , 今回 は 括 抗力 の 裏面 の 一 因 で ある 感受 性 を 
と りあ ぁ あげ, その 個人 に ょ る 相違 を 調べ て みた . この 点 に 


関し て は 既に 現在 迄 の 報告 で 自覚 症状 の 発現 と 血清 y- 
globulin 分 画 の 増加 と は 正 相 関 が あ り (第 4 報 ), 好 酸 球 
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の 血 中 増加 率 は アレ ルギー 家系 に 多い 傾向 (第 1, 2 報 ) 
症状 と し て 若菜 
病 (石原 ちら, 19583, 1955) の 存在 も 知ら れ て いる . 

従 つ て 今回 は 組織 内 に 存在 する 感 作 抗体 (reagin) と 
抗原 と の 結合 と に も と ずく 反応 と 考え られ て いる 皮 内 反応 
に 焦点 を 合せ , アレ ルギー と 関連 の ある histamine 皮膚 
感受 性 , 血清 cholinesterase 値 , 血 中 好 酸 球 数 , 血清 
y-globulin 分 画 等 の 測定 を 行ない , それ と 釣 虫 症 症 状 と 
し て の 筑 血 及 び 自 覚 症状 と の 関係 を 検討 し て みた . 

研究 対象 と 方 法 

1. 研究 対象 

昭和 85 年 1 月 下旬 より 8 月 上 旬 に か け て 千葉 県 船橋 市 
藤原 町 1 丁目 住民 (学童 以上 ) 及び 静岡 県 吉原 市 川尻 時 
住民 (学童 以上 ) を 対象 に 地域 集団 検診 を 行 な つ た . 受 
診 率 は 船橋 で ほ 40%, 吉原 で ほ ば 90 で あつ た . 

皮 内 反応 の 実施 と 釣 虫 卵 検査 が 必須 条件 な の で , 両者 
を 実施 し 得 た 者 の 数 を 調べ る と 船橋 118 名 ( 男 63, 女 
55, 受診 全員 う ), 吉 原 452 ( 男 222。 女 280, 受診 者 の 約 
8026) で あつ た . 又 検 便 結果 に ょ る 釣 虫 卵 陽性 率 は 船橋 
242% (28 名 ), 吉原 7.52% (34 ) で あっ つた 

2。 研究 方 法 

a) 皮 内 反応 
抗原 製法 : 既に 行 な つ た 多 虫 集団 駆虫 の 際 に , 釣 虫 成 
(Necator americanus) を 便 法 に ょ つて し 
直ちに 冷蔵 保存 (一 20C) を 行 な つ た . と これ を 冷凍 乾燥 
器 で 乾燥 後 粉末 と し , 次 いで 充分 量 の ether を 入れ た 
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soxhlet 溢 流 装置 に より 8 時間 脱脂 を 行 な つ た . こと の 上 成 
虫 脱脂 粉末 に 50 倍 容量 の D PP 液 (Dextrose 45 g, Sodiu- 
m bicarbonate 2 &, phenol5 g, 水 を 加え て 1,000 mi と 
する ; Unger, 1988) を 加え , 氷室 内 24 時 間 冷 折 出 し , 
こと これ を chamberland 濾過 器 で 濃 過 し て 保存 し た . 用 に 
で 減 生理 食塩 水 で 体 乾燥 量 の 10,000 倍 に 
し て 使用 し た . ミク ロキ ェ ル ダー ル 法 に よる 総 NN 量 は 
15.9y/ml, protein N 量 は 10.1 ylml で あつ た . 

術 式 : 上 記 使用 液 0.05ml を ッ マッ ベ ルク リン 注射 器 で 被 
検 者 の 前 腕 内 聞 に 皮 内 注射 し た . この 共に 生ずる 膨 疹 は 
直径 5~ 6 mm で ある . 

判定 : 15~20 分 後 の 即 時 反応 を 計測 し た . 膨 疹 ・ 紅 埋 
の 面積 を な る べく 簡単 に 且つ 正しく 表現 する た め 長 軸 ・ 
短 軸 の 直径 を 計測 し , その 平均 値 を も つて 実測 値 と し 
た . 対照 反応 と し て は 非 特異 性 反応 を 知る た め に 生理 食 
塩水 0.05ml を , histamine 感受 性 を 知る た め に 
ne 1,000,000 倍 生 理 食塩 水深 液 0.05ml を それ ぞ れ 同 
一 前 腕 皮 内 に 注射 し て , その 反応 結果 を 計測 し た . 

b) 血清 cholinesterase 値 (Hestrin 法 ) 

被 検 者 の 一 部 , 釣 虫 卵 陽性 者 を 含め て 成人 57 名 の 肘 静 
脈 よ り 採 血 し , Hestrin 法 の 市 川 変 法 (Hestrin, 1949 ; 市 
川 , 1952) に 準じ て 血清 cholinesterase 活性 を 測定 レ 
た た. と これ は 漆 加 し た 一 定量 の acetylcholine の 中 で 分 解 
され た mg 数 を も つて cholinesterase 活性 を あら わす 
も の で , 次 の 操作 に ょ る . 

1) 血清 0.2ml に Ringer 液 0.4mi 

2) その 0.4ml に 0.025 M acetylcholine 8 ml 添加 

(87"C 恒 温浴 中 で 1 時 間 振 温 し , 充分 反応 させ る ) 

8) その 0.2ml に アル カリ 性 hydroxylamine 4 ml 
添加 (2M hydroxylamine に 3.5 N NaOH 等 量 加 
後 3 時間 放置 し た も の ) 

4) これ に 塩 酸 8 倍 笑 2 ml 前 後 を CpH を 

1.2 土 0.2 に 補正 する . Beckman pH meter 使用 ) 

5) これ に 0.85M 塩 化 第 二 鉄 溶液 0.1 N 塩 酸 に 溶解 ) 
2m 

6) 褐色 に 発色 し た も の 
mz で 測定 

Se を 使用 し な い 盲 検 液 に つい て も 行 な 

ヽ , の 差 よ り 実際 破壊 され た acetylcholine 量 を 
し , 最初 使用 し た 血清 0.2 ml の cholinesterase 活 
性 Cacetylcholine と 等 量 ) を 算出 し , 血清 1ml 中 の 活 
性 に 換算 表記 し た . 

c) 血清 分 画 


histami- 


を 日 立 光度 計 (EPO-B) 540 


油 紙 電気 泳動 法 で 行 な つ た . 血清 0.1ml を 東洋 濃 紙 
に 附 着 させ , 電圧 800V, 電流 7.5 mA, 室温 1 で C, 6 
有 時間 通 電 し , Brom Phenol Blue で 発色 , densitometer 
で 各 分 画 を 定量 し た . 同時 に 行 な つ た 血清 蛋白 量 は 日 立 
屈折 計 で 測定 し た . 

d) 血色 素 量 

耳 架 採血 と より 血液 0.02ml を 採り 塩酸 hematin 法 で 
発色 させ た も の を 日 立 光電 光度 計 470mz で 測定 し , 規 
準 曲 線 か ら 計 算 に より hemoglobin 量 を g/dl で 表記 し 

e) 血 中 好 酸 球 数 

耳 血 液 塗 抹 標 本 を Giemsa 染色 し , 白血球 200 個 
を 数 え , 好 酸 球 出現 率 を 求め た . 

f) 一般 症状 

住民 の 生活 , 方 言 等 に 則 し た 出 間 形 式 を 決め , 著者 の 
一 人 石崎 が 被 検 者 全員 に 同じ 形式 で 質問 し た . 症状 の ま 
と め 方 は , ・ 肩 こり ・ 頭 いずれ か が 起 
り 易 いと 訴え た も の を 人 金 身 違 和 症 状 有 り と し , 動 居 ・ 候 
切れ ・ 冷 え 症 ・ 肝 診 上 心音 異常 (機能 性 雑音 ・ 不 整 脈 な 
ど ) を 循 陣 系 症状 , 腹痛 ・ 不 導 傾 向 ・ 中 等 度 の 舌苔 を 消 
化 器 症 状 に 分 類 し , 疑わ し いも の は 除外 し た . 

寄生 卵 検査 

検 者 に 新鮮 な 便 8~5 g を 採 便 入れ て 持参 さ 
せ , 厚生 省 寄生 虫 検査 指針 に 基 ず き 飽 和食 塩水 浮 洲 法 C1 
本 ) を 行ない , 集 卵 鏡 検 と より 釣 虫 卵 の 有無 を 調べ た . 

研究 成績 

1. 多 皮 内 反応 の 判定 規準 

皮 内 反応 の 出現 形式 は + つ で ある が , その 原因 は 
1) 単なる 機械 的 刺 埋 , 非 特 異 的 反応 , 2〕 薬理 的 反応 。 
8) 抗原 抗体 結合 の 結果 の アレ ルギー 反応 の 8 つが 考え 
られ る . 従来 は これ ら を 無 批判 に 或 い は 経験 的 に 膨 疹 ・ 
紅 電 共に 直径 5 mm 以内 を 陰性 と し , それ 以上 5mm 問 
隔 で ・ 十 ・ ・ 分 け て て いた 。 と これ で も 比較 
の 目的 に は 役立つ が , 皮 内 反応 を アレ ルギー 反応 と 考え 
た 場合 に と に は, 真 の 陽性 限界 を 決め る 規準 に は な ら な い . 

そこ と で 私 達 は 先 づ 皮 内 反応 陽性 判定 規準 を 考え る た め 
に , 吉原 地区 被 検 者 全員 の 皮 内 反応 を 直径 に より 分 類 
し , 横 軸 に 直径 , 縦 軸 に 出現 率 を と つて 作図 する と 第 1 
図 の よう に な つた . 同一 集団 で 行なっ つた 皮 内 反応 で あ 
り , 釣 虫 抗原 , histamine な どの すべ て の 反応 を 記入 比 
較 し た . 

こと の を と 多 抗原 に 反応 分 布 曲線 は 疹 ・ 
紅 電 共に 2 峰 性 を 示し た . そし て 2 峰 の 谷間 は 膨 疹 で 9 
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第 1 図 ヒスタミン, 生理 食塩 水 にょ る 
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反応 分 布 の 比較 


第 2 図 吉原 地区 , 船橋 地区 の 鋼 虫 皮 内 反応 の 比較 
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mm 附近 , 紅 昌 で 20mm 附近 で あぁ つた. こと の 曲線 に お い 
て 直径 の 小さ い 方 の 峰 は 膨 疹 で も 紅 量 で も , 人 ほぼ 生理 食 
塩水 と よる 曲線 と 一 致す る . 

次 に 第 2 峰 は 生理 食塩 水 の 反 応 群 と は 全く 別個 に 分 布 
し て いる か ら , 単なる 非 特異 的 な 反応 で は な い . し か も 
同時 に 行 な つ た histamine に と ょ る 反応 が 全 例 で 1 つの 峰 

を 作 つ て いる と と と 比較 する と , 釣 虫 反応 は 2 峰 性 で あ 
る か ら 薬 理 的 な 反応 で は な い . 結局 この 第 2 峰 が 抗原 抗 
体 結合 に 起因 する 特異 的 な アレ ルギー 反応 群 で ある と 考 

束 に 第 2 図 に よれ ば , 吉原 地区 と 船橋 地区 の 釣 虫 皮 内 
反応 分 布 曲 線 の 第 1 峰 , 第 2 峰 の 位置 は 両者 と も 同一 
で , 多 虫 卵 保有 者 の 多い 船橋 で は 第 2 峰 が 高く な つて い . 
る . と これ は 第 2 峰 に 含ま れる 人 達 が 釣 虫 抗原 に 特異 な 反 
応 を 示す こと を 表わし て いる . 

上 記 の よう な 理由 か ら 私 達 は 釣 虫 皮 内 反応 の 陽性 限界 : 
を 膨 疹 9mm, 紅 電 20mm に お いて 成績 を 整理 し た . 

2. 釣 虫 卵 保有 者 の 皮 内 反応 陽性 率 

前 項 の 理由 に ょ る 陽性 限界 を も つて 多 虫 卵 保有 者 ( 鋼 
虫 抗原 に 対す る 感 作 抗体 を も つ )〕 の 皮 内 反応 を , 横 軸 に 、 
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第 3 図 卵 保有 者 の 皮 内 反応 の 膨 と 紅 布 
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第 1 表 負 虫 皮 内 反応 と histamine 10-$ 液 皮 内 反応 の 相関 


直 0-4 -539 
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直径 に 膨 疹 直径 を と つて 表わす と 点 と し て 示 
すこ と と が 出来 る . 第 8 図 に 示す ど ご と く , 両 地 区 と も そ 
の 約 80%% は 膨 疹 。 紅 電 と る 陽性 限界 以上 に あり ,。 どちら 
か 一 方 を 規準 に し て も 98 2 前後 が 陽性 と 判定 され た . し 
か も この 限界 を 多少 移動 し て も 結果 に 大 き な 影響 は な 
い . 
皮 内 反応 と histamine 感受 性 
アァ レル ギー 反応 で は 遊離 し た histamine 及び histam- 
ne 様 物 質 の 役割 が 重要 視 さ れる . そ と で histamine に 
対す る 皮膚 感受 性 ( 皮 内 反応 に と に よる) と 多 虫 皮 内 反応 と 
を 個々 の 人 達 に つい て 実施 し その 相関 を 調べ た . 紅 電 に 
つい て の 相関 表 は 第 1 表 の 如く で ある . 即ち 反応 陽性 限 
界 以 下 で は 多 虫 反応 と histamine 反応 と は 何等 の 相関 
も な い が , 限界 以上 で は 正 相 関 が 認 め られ た . これ は 
histamine に 対す る 感受 性 の 高い 個体 は , 釣 虫 感染 に よ 
り 皮 内 反応 陽性 が 強く 出 易 いこ と を 示し て いる . と の 相 
「 関 係数 y 三 十 0.8445, 相関 分 析 法 に よる 有意 性 の 危険 率 
< は 5 2 以下 で る. 
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4 図 皮 内 反応 と cholinesterase 値 
虫 卵 保有 者 ・ 卵 保 有 者 〇 陰性 者 
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4。 皮 内 反応 と 血清 cholinesterase 値 

前 項 の よう に histamine 感受 性 の 高い 人 に 釣 虫 皮 内 反 
応 が 出 易 いと する と , histamine 感受 性 に 関す る 考察 が 
必要 と な る . と これ に 関連 し て , 同じ く ア レル ギー 反応 と 
関係 の 深い acetylcholine 分 解 能 を 検討 し た . 

第 4 図 で 膨 疹 の 大 き さ と 血清 cholinesterase 値 は 逆 相 
関 を 示し , 酵素 活性 の 不全 の 一 端 を 知る こと が 出来 た . 

5.。 釣 虫 皮 内 反応 と 血 中 好 酸 球 数 

アァ レル ギー 性 疾患 及び 寄生 虫 性 疾患 時 に 好 酸 球 の 増加 
は 既知 の 事実 で ある が , これ と 多 虫 皮 内 反応 と の 相関 を 
調べ た . 第 5 図 は 釣 虫 卵 保 有 者 に つい て 紅 電 の 大 きく 出 
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第 5 内 反応 と 中 好 酸 球 数 ( 卵 保有 者 ) 
る 和 群 ほ ど 好 酸 球 増加 者 が 多い . 好 酸 球 の 増減 は 時 間 的 な 
要因 で 大 幅 に 動揺 し 易い か ら , 上 の 関係 か ら 釣 虫 皮 内 反 
応 と 好 酸 球 数 が 正 相関 あり と 推測 する こと も 可能 で あろ 
5. 

6.。 皮 内 反応 と 血清 蛋白 分 画 

抗体 の 生成 は 血清 y-globulin と 相関 人 が ぁ ある と こと は 既 
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に 知ら れ て お り , 多 虫 寄生 の よう な 感染 症 で は 免疫 抗体 
と 感 作 抗体 の 両方 が 生成 され る と 考え られ る . 感 作 抗体 
は 主として 組織 中 に ある が 血 中 に も 含ま れる の で , 血清 
y-globulin 量 g/d1) と 皮 内 反応 と の 相関 を 調べ て みた . 
第 6 図 に よれ ば 両者 に 相関 関係 を 認め る こと は 出来 な か 


e/al 
3.0 


globulin 
ee ee 
eee 


= 
©o 


globulin 


6 図 皮 内 反応 と 血清 y-globulin 
〇 虫 卵 保有 者 者 

つた . と の 結果 は 血 中 感 作 抗 体 は y-globulin の 一 部 を 
な す に 過ぎ な いた め と 思わ れる . 今後 の 研究 と ょ つて 追 
求 す べき 問題 と 考え る . 

7. 釣 虫 皮 内 反応 と 血色 素 量 

アァ レル ギー 反応 に 関す る 要因 を 追求 し て みる と , 皮 内 
反応 の 大 き さ は 個人 の アレ ルギー 性 を 或 る 程度 代表 する 
よう に 思え る の で , 多 症 の 著 明 な 客観 症状 で ある 和 
と 皮肉 反応 の 強 さ と の 関係 を 調べ た (第 7 図 ). 今回 の 対 
人 象 で は 著しい 委 血 者 あな か つた の で 断定 は 出来 な い が , 
と と で は 皮 内 反応 と 血色 素 量 と の 間 に 相 関 を 認め な か つ 

8. 多 虫 皮 内 反応 と 一 般 症 状 

既に 第 5 報 で 報告 し た よう に , 多 虫 寄生 に ょ る 症状 は 
虫 数 と 相関 の ぁ ある も の (主として 消化 器 系 う , 筆 血 と 相 
関 の あ る も の (主として , 両者 と 相関 の ある も 
の (主として 神経 系 ) の 3 者 に 分 けら れる . これ を 今回 
は 神経 症状 を 和 症 状 群 , 他 を 消化 器 系 循 症 
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第 図 多 内 反応 と 血色 素 量 ( Carrier の 
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状 群 と 分 け て みた . 

各 群 別に 皮 内 反応 陽性 度 (反応 直径 で 表わす ) と の 相 
関 を 調べ た の が 第 2 表 で ある . 釣 虫 卵 保 有 者 群 に 対し て 
如何 な る 寄生 虫 卵 る 陰性 の 群 を と り , 両者 に お ける 症状 
出現 率 を 比較 し た 。 この 方 法 は 質問 形式 その 他 の 調査 方 
法 に ょ る 誤差 を 除く こと が 出来 る と 考え る . 

各種 症状 に つい て 対照 群 の 症状 出現 率 は , 皮 内 反応 の 
膨 疹 ・ 紅 昌 の いずれ と る も 無関係 で ある が , 釣 虫 卵 保 有 者 
で は 膨 疹 ・ 紅 晶 の 大 き さ に 比例 し て 症状 発現 率 が 上 昇 し 
た . この 関係 は 全身 直 和 症状 と 消化 器 症 状 に お いて 痢 明 
で ある . 循 了 器 症状 は 最大 反応 群 に 増加 が み ら れ た . 

上 記 8 症状 を 一 括 し て 有 症 状 者 出現 率 と し て みる と , 
第 8 図 に 示す よう に 膨 疹 ・ 紅 電 と も に 症状 発現 率 と 正 相 
関 が 明 瞭 で ある . こと に 最大 反応 群 で は 殆 ん ど 全 例 が 有 
症状 者 で ある と と は 注目 すべ き で あつ た . 

対照 群 に お いて 皮 内 反応 陽性 者 が 存在 する の は 主 と し 
て 感 作 抗体 の 存在 を 示す も の と 考え られ て いる が , 現在 
の 感染 の 存在 と は 必ず し も 一 致し な い . 従 つて 抗体 が あ 
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第 2 表 自覚 症状 と 釣 虫 皮 内 反応 と の 関係 


消化 器 症 状 


人 有 状 者 全身 和 症 状 循環 器 状 
員 実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 
対 60 32 (53) 21 (35) 
陽性 12 6 (50) 6 (50) 4 3) 0 (0 
疹 13 陽性 14 12 (86) 12 (86) 2 
対 23 15 (65) 7 (30) 5 
13 陽性 14 99) 6 (43) 6 (43) 
紅 陽性 9 6 (6? 6: - 33) 0 
対 36 19 (53) 12 
卵 陽性 30 24 (80) 9 (30) 
対 23 (51) 19 (42) 13 (29) 
4g 15 15 G00) 15 (00) 7 4 
対 18 11 (61) 10 (55) 5. . (98) 8 (44) 
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8 図 皮 内 反応 と 自覚 状 出現 率 
白 : 陰性 者 黒 : 卵 保有 者 
つて る ぁ も 抗原 侵入 が な けれ ば 症状 は 起 ら な いわ け で ある か 
ら , 多 虫 卵 ( 他 の 虫 卵 も ) 陰性 群 で は 釣 虫 皮 内 反応 の 陽 
性 度 と 症状 は 無関係 で ある . 図 に よれ ば 貝 卵 陰 性 群 の 自 
覚 症状 出現 素 は ほぼ 一 定 で , 皮 内 反応 と は 無関係 で あ 
る . 虫 寄生 に ょ つて 増加 する 症状 と は 卵 保 有 
者 群 の 症状 出現 率 か ら 対 照 群 の それ を 引い た も の と みて 
よい で あろ うぅ. 


考 
アレ ルギー 性 抗原 抗体 反応 の 検 査 と し て 皮膚 反応 は 重 
要 視 され て いる が , 皮膚 反応 自身 と し て は 非 特 異 的 に 例 


(76 ) 


えば 生理 食塩 水 と にょ つて , 薬理 的 に は 例え ば histamine 
に ょ つて も 起 る . 従 つ て 皮膚 反応 自身 か ら 特 異性 , 非 特 
異性 を 云 < す る た め に は , 先 づ 反応 の 強 さ の 判定 規準 を 
どこ と に 置く か と いう 問題 が 起 つ て くる . 

従来 の 判定 方 法 は 膨 疹 ・ 紅 電 の 直径 又は 面積 を 測定 
し 。 直径 で 5mm 間隔 で 区 切り 周 疹 乃至 紅 電 10mm 以上 
を 反応 陽性 と する も の (Urbach の 基 瀧 , Urbach, 1946 ; 
羽 里 ・ 鳥 居 , 1950) う , 膨 疹 だ け に 価値 を 与え て 注射 直後 
と 15 分 後 の 直 径 の 腫 肛 差 8 mm 以上 を 問題 と する も の と 
(横川 ら , 1955 ; Beye et aZ., 1956), 同じ く 膨 疹 7 mm 
を 限界 と する も の (沢田 , 1960) な ど が あり , 基準 は 区 
々 で ある . これ ら は いずれ る も 経験 に 基 ず いて 割 出し た も 
の で , 確実 に 感染 者 群 が 出 る 最小 限界 , 確実 に 非 感 染 者 
群 に 出る 最大 限界 を 比較 し て 受 当 な 線 で 陽性 判定 限界 を 
決定 し て いる よう で ある . 

私 達 の 場合 は 。 前 田 ち (1958 う が ツ ッ ベ ルク リン 反応 ( ア 
レル ギー 性 遅延 型 皮 膚 反応 ) の 解析 に 試み て 成果 を あげ 
た 方 法 を 採用 し て , 地域 全員 を 対象 に 集団 検診 を 行 な 
い , 統計 的 処理 に より 陽性 判定 限界 を 決定 し た . 

し か し こと の 限界 は 今 の と と ろ 私 達 の 今回 の 対象 に つい 
て だ け で ある . 普遍 的 に 言う に は 更に 沢山 の 実験 を 要 す 


釣 虫 粗 抗 原 を 使用 し た 皮 内 反応 に お いて , 多 虫 卵 保有 
者 は 殆ど 全員 が 陽性 を 示し た こと は 私 達 の 限界 に 意義 
を 与え る . し か し 釣 虫 卵 陰性 で 皮 内 反応 陽性 の 場合 は , 
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解釈 は 2 つ あ る . 多 虫 感染 の 既往 が ある が 現在 治 ( 自 
然 治 も 含む し て いる 人 と 非 特 に 皮膚 過 を 
有する 人 達 で ある . 前 者 の 存在 は 論 を また な い が , 後者 
が どの 程度 に 含ま れる か は 今後 の 問題 で ある . し か し 常 
識 的 と 考え れ ば 前 者 の 数 が 多い こと は 想像 可能 で , こ と の 
点 疫 学 的 に 興味 が ある . 

皮 内 反応 と histamine 感受 性 , cholinesterase 
値 , 及び 血 中 好 酸 球 数 の 関係 は , 当然 の 事 な が ら 釣 虫 症 
症状 の 個人 差 を 体質 的 立場 か ら み よう と する も の に と つ 
て は 興味 が ある . 第 1 に 釣 虫 感染 に ょ つて 皮 内 反応 が 陽 
性 に な つた 場合 の 反応 の 強 さ は 個人 の 全身 反応 の 代表 的 
指標 で あり , 体質 的 要素 を 可 成 り に 含 な も の で ある . 第 
2 に アレ ルギー 反応 に お いて 出現 する histamine, ace- 
tylcholine な どの ショ ッ ク 物 質 を 破壊 する 能力 は , 血清 
cholinesterase 等 の 醍 素 系 に ある わけ で , アレ ルギー 性 
疾患 の 代表 で ある 気管 支 喘 息 の 患者 の 血清 cholinester- 
ase 値 が 減少 する こと は 既に 知ら れ て いる (中 村 , 1956 ; 
森沢 , 1958). 今回 の 成績 で も 酵素 系 の 不全 を 示す 結果 を 

次 に 血清 y-globulin 量 と 皮 内 反応 の 間 に は 相関 が 認 
め ら れ な か つた . 一 般 に 釣 虫 症 の よう な 感染 性 疾患 で は 


免疫 抗体 と 同時 に 感 作 抗体 が 出来 る と 考え られ る . 今回 
の 皮 内 反応 結果 で は 感 作 抗体 の 存在 は 示す が 量 的 関係 ま 
で 示す か どう か は 明か に し えな いしい . 
量 か ら は アレ ルギー 反応 の 量 的 な 解釈 は 引き 出せ な か つ 


な る y-globulin 


きま きた, アレ ルギー 性 反応 の 一 つの 指標 で ある 皮 内 反応 
と 多 虫 症 の 症状 と の 相関 を 調べ る と , 衝 血 と の 間 に は 相 
関 は 認め られ な い が , 自覚 症状 と は 明らか に 正 相関 が み 
られ た . とこ の と と は 皮 内 反応 で 代表 され る アレ ルギー 感 
受 性 と 釣 虫 寄生 に ょ つて 起 る 自覚 症状 と が 結び つい て い 
る こと と を 示す も の で ある . 一 方 委 血 が 相関 を 示さ な いこ と 
と は , アレ ルギー 以外 の 要因 , 特に 釣 虫 の 吸血 が 関与 す 
る か ら で , 既報 の 造血 系 の 扶 抗 活動 と 結び つい て 変動 す 
る べき も の だ か ら で あ ろう. 
要 約 

千葉 県 船橋 市 藤原 町 の 農民 118 名 , 静岡 県 吉原 市 川尻 
町 の 住民 452 名 の 地域 集団 検診 (住民 全員 を 目標 ) に お 
いて , 多 虫 反応 て 1 万 倍 液 , 0.05ml 皮 内 ), histamine 
皮 内 反応 100 万 倍 , 0.05ml 皮 内 ), 血清 cholinesterase 
値 , 血清 蛋白 分 画定 量 , 血 中 好 酸 球 数 , 血色 素 量 ,. 一 般 
症状 等 の 検査 を 行ない , 釣 虫 症 の アレ ルギー 的 解析 を 行 
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1. 多 虫 皮 内 反応 の 大 き さ (直径 ) の 頻度 分 布 曲 線 は 
両 地 区 . 共 に 2 峰 性 で あつ た . 第 1 峰 (直径 の 小さ い カ ) 
は 生理 食塩 水 に よる 膨 疹 ・ 紅 晶 の 分 布 と ほぼ 一 致す る の 
で 非 特 異性 反応 群 と 考え る . 第 2 峰 (直径 の 大 きい カカ) 
は 鋼 虫 感染 率 の 高い 船橋 地区 に 増加 し て いる の で , 鋼 虫 
皮 内 反応 に お ける アレ ルギー 反応 群 と 考え る . それ 故 第 
1 峰 と 第 2 峰 の 和 谷間 を 皮 内 反応 陽性 限界 と する と , 私 達 
の 例 で は 膨 疹 9 mm, 紅 則 20 mm (直径 ) で あつ た . 

2。 釣 虫 卵 保 有 者 の 釣 虫 皮 内 反応 に 対す る 陽性 率 は , 
船橋 , 吉原 地区 と も よく 似 て お り , 膨 疹 ・ 紅 電 と も 限界 
を 超え て 陽性 と 判定 され る も の は ほ 802, どちら か 一 

だ け 陽 性 の も の 約 18%, いずれ に も 陰性 の も の 約 7 
で あつ た . 

8. 鋼 虫 反応 陽性 者 で は その 反応 の 大 き さ は histami- 
ne 感受 性 と 正 相関 を 示し , histamine 感受 性 の 強い も の 
が 感染 を 受け る と 反応 が 強く 出る . 

4. 血清 cholinesterase 値 と 釣 虫 皮 内 反応 膨 疹 の 大 き 
さと は 逆 相 関 を 示す . 即ち アレ ルギー 反応 時 に 遊離 する 
ショ ッ ク 物 質 を 分 解す る 酵素 系 の 不全 の 存在 を 疑わ し め 
る 

5. 血 中 好 酸 球 数 は 皮 内 反応 紅 昌 の 大 き さ と 正 比例 し 
て 増加 する 可能 性 を 示し た . 

6. 抗体 生産 と 関係 を 有する 血 中 y-globulin 量 と 皮 
内 反応 と は 相関 が な か つた . 

7。 自覚 症状 を 中心 に 考え た 一 般 症 状 で は , 多 虫 保有 
者 の 場合 に 膨 疹 ・ 紅 晶 の 大 き さ と 症状 発現 が 正 比 例 し , 
特に 大 きく 反応 する 群 で は 殆 ん ど 全 部 が 何ら か の 症状 を 
も つ . 症状 別 で は 全身 違 和 症 状 , 消化 器 症 状 と ょ く 相 関 
が あり , 循 症状 と の 相関 は さほど 明瞭 で な い (対照 
群 で は 皮 内 反応 と 症状 は 全く 相関 が み ら れ な い >. 

8. 多 虫 症状 の 重要 な 1 つ で ある 筑 血 は 皮 内 反応 と 相 
関 が 得 られ な か つた . 

9.。 結論 と し て 釣 虫 症 に お ける 症状 発現 の 重要 な 要因 
と し て ア レル ギー 現象 の 関 犬 が あぁ る. 勿論 アレ ルギー 的 
観点 か ら す べ て を 説明 する こと こと は 出来 な い が , 体質 的 素 
因 と し て アレ ルギー 感受 性 の 大 小 が 症状 発現 に 影響 する 
と 思わ れる . 


稿 を 終る に 臨み , 立案 計画 に 御 指導 を 上 い た 東大 物 療 
内 科大 島 良 護 教 授 , な ちび に 調査 に あたり 絶大 な 御 援助 
を 戴 い た 静岡 県 術 生 部 長 須川 豊 氏 , 衛生 部 高橋 垣 博士 , 
吉原 市 長 金 子 族 太郎 氏 , 吉原 市 役所 衛生 課長 松井 正 氏 , 
衛生 課 各 位 , 川尻 町 1 丁目 町 会 長 鈴 木 知 夫 氏 , 2 丁目 町 
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CLINICAL STUDIES ON THE HOOKWORM CARRIERS (7) 
ALLERGOLOGICAL ASPECT OF THE SYMPTOMS PRODUCED BY 
HOOKWORM INFECTION 


TATSUSHI ISIZAKI, HARUHIKO KUTSUMI, MITSUYOSHI KUMADA, YOSHITAKA KOMIYA, 
(Department of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo, Japan) 


HIDENARI ARAKI, 
(Department of Physical Therapy & Internal Medicine, Faculty of Medicine, 
Tokyo University, Tokyo, Japan)’ 


HISAO TAKAYAMA, KANECO OKADA, 
(Department of Clinic, Institute for Infectious Diseases, Tokyo University, Tokyo, Japan) 


SHIGEO NOZAKI 
(Yoshiwara Health Center, Yoshiwara City, Shizuoka Prefecture, Japan) 


The present investigation was set up to study the allergological analysis of hookworm 
carriers. Intradermal tests with Necator americanus and histamine, determinations of cholines- 
terase activity and protein fractions in serum, and measurements of eosinophilic leucocyte and 
hemoglobin in blood, were carried out in hookworm carriers and in control group. Symptoms 
‘caused by hookworm infection were evaluated from the results obtained from both groups. 

The worm used in antigen preparation was collected from the feces of the patients treated 
with Alcopar. This material was washed in saline and dispensed into ampules, shell-frozen in 
alcohol-CO;-ice, then dried and sealed in vacuo. The powdery material was washed with 
‘sufficient ether to remove the fats for 8 hours by the aid of Soxhlet extractor. 

This was extracted with 50 parts of D.P. solution (45g of Dextrose, 2g of Sodium bicar- 
bonate, 5g of phenol, dissolved in distilled water and made to 1,000 ml) for 24 hours at 5°C. This 
solution was passed through a Chamberland filter. This stock extract was kept in ice box and 

diluted with a saline when used. 

Intradermal injections of 0.05 ml of a 1: 10,000 dilution of antigen extract and 0.05 ml of 
al:1,000,000 dilution of histamine were made on the anterior surface of the left forearm. 


The wheal and erythema obtained were measured in 2 directions 15 minutes after the injection 


and the average of the 2 readings was taken as the diameter of the wheal and erythema respec- 


tively. 

1) A reaction was considered positive if the test wheal and erythema had showed, in 
average, diameter over 9mm and 20mm by the end of15 minutes respectively, through the 
analysis of their distribution. 

2) The intradermal tests with hookworm antigen on 62 cases of hookworm carriers who 
had been detected with brine floatation technique, showed a positive rate of 93 per cent. 

3) A significant positive correlation between skin sensitivities to hookworm antigen and to 
histamine was observed in the group of hookworm carriers. Similarly, a significant negative 
correlation between the wheal diameter due to hookworm antigen and the activity of cholineste- 


rase in serum was observed in hookworm carriers. 、 


(9) 
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4) The eosinophil count in hookworm carriers increased in company with the increasing 
in diameter of erythema with hookworm antigen. ; 

5) There were no significant correlation between skin sensitivities to hookworm antigen 
and gamma globulin percentages in both groups of carriers and control. 

6) A significant positive correlation was observed between diameter of both wheal arid 
erythema and manifestation of symptoms in the hookworm patients. On the contrary no correla- 
tion was observed in the control group. Complaints of symptoms occurred in every persons who 
showed a positive reaction to hookworm antigen over 1l1 mm of wheal or 13 mm of erythema 
respectively. 

7) There were no significant correlation between the results obtained from the intradermal 
test with hookworm antigen and the anemia of the patients. 

8) As the general conclusion it was suggested that sign and symptoms of hookworm 


carriers were afftected by the presence of allergic constitution of the carriers. 


、 
? 
( 
7 
4 
2 
} 
( 80 ) 


[寄生 虫 学 雑誌 第 10 巻 第 2 号 221-239 頁 1961] 


の 比較 的 高温 (30°C~50°C) に 長期 間 
の 無 酸素 の 影響 に つい て 


小津 
埼玉 県 衛生 研究 所 (指導 分 島 整 所 長 ) 


(昭和 35 年 11 月 7 日 受領 ) 


言 

の 自然 界 お ける 死 機転 醍 酵 等 , 生 
物 学 的 方 法 に ょ る 殺 卵 の え メカ = ズム 等 を 究明 する た め , 
著者 は 1956 年 以来 豚 卵 の 長期 「 比 較 的 高温 ! 
に お ける 無 酸 素 の 影響 に つい て 詳細 な 観察 を 行 つ た . 
銅 虫 卵 の 無 酸 素 状 態 で の 抵抗 性 に つい て は , Hallez 
(1885) が つい て 培養 容器 面 に 油層 を 作 つ て 
空気 を 断ち 実験 を 行 つ た の が 最初 で る あり, その後 Ranson 
(1912 う , 宮川 (1912 う , Martin (1918), 小林 (1922) 
等 々 の 研究 が あり , 何れ も 無 酸 素 状態 は 遇 虫 卵 の 発育 を 
停止 する の みみ だ と 云っ た. 又 長 期間 の 無 酸 素 試 験 で は 大 
場 (1928) が 836 日 間 , Martin (1918) が 8 ヵ月 半 の 観察 
を し て お り , 何れ も 机 後 酸素 を 供給 すれ ば 発育 を 再び 始 
め , の さえ な けれ ば , 無 酸素 で も は 死 
し な いと つ た . 併 し は 果して どの 程度 の 期間 無 
殆 素 状態 に 耐え 得る か に つい て は 未だ 詳細 な 研究 報告 が 
見 当ら な い . 

次 に 遇 虫 卵 の 高温 度 に 対す る 抵抗 と つい て は 瞬間 的 殺 
減 を 目的 と し た 高温 に 関す る 研究 は 従来 比較 的 に 多い 
が が, 「 比 較 的 高温 」 に つい て は 詳細 な 業績 と 逐 し く 吉 田 
(1928) は 87°C で は 初期 の 発育 の み で 死滅 する と 云い , 
大 場 (1928) は 87C で は 遇 ま で 発育 する と , 青 
木 1934 う は 40°C で 80 時 間 以 上 で は 発育 能力 を 失い , 45'C 
で は 10 時 間 以 上 で は 発育 能力 を 失う と 云い , 竹山 (1950) 
は の 致死 限界 は 87C で 6 ~7 日 , 40C で 3 ~ 4 日 
で 2 ~~38 日 と 云い , 腸管 内 で は 以上 の 温度 
が ある に 拘ら ず 生 存 す る が 発育 し な い 様 だ と 云 つ て お 
り , 氷 藤 (1958) は これ ょ より 各 温度 共に 1 日 位 長 く 生 存 
し て いる と 報告 し て いる . 

し これ ら は 何れ 液 浸 叉 は 瓦 培 養 等 に 単 細 
胞 に つい て の 報告 で , 実験 に は 同時 選 第 殖 を 予想 され る 
細菌 と つい て の 考慮 に 芝 し く , 欧米 諸国 の 報告 も 殆ど 
同様 で ある . 


著者 は 前 記 の ょ うな 従来 の 諸家 の 業 ら の 
育 に 適し た 湿度 を 永く 保ち , 且 有 害 菌 の 作用 を 出来 る だ 
け 除 外し た 状態 で 観察 を 続け る ろ こ と と し , 3 2 滅 男 斜面 
寒天 培地 を 用 い . 遇 虫 卵 を 純粋 の 無 酸 素 状 態 に お ける 種 
々 の 温度 条件 特に 比較 的 高温 で の 抵抗 性 に つい て 観察 を 
行い , 同時 に 比較 的 高温 下 に お ける 無 酸 素 の 意義 , 特に 
混在 微生物 に 基 ず く 酸 素 欠 逐 関係 の 究明 を 試み た 。 そ し レ し 
て こと の 為 に は 終 面 寒天 培養 と 水道 水 培養 と の 比較 試験 を 
行う と 共に 貞 虫 卵 と 特定 細菌 と を 混在 さそ た 場合 の 抵抗 
性 に つい て 実験 を 行 つ た . 

以下 上 記 諸 実験 か ら 興 味 あ る 事実 を 若干 知り 得 た の で 
報告 し , 諸 皿 の 件 批判 を 仰ぎ た いと 思う . 

材料 と 方 法 

I. の 培養 に は 細菌 , カビ 等 の 影響 を 受け ず 
虫 卵 発 育 が よい 3 2 減 菌 斜面 寒天 培地 を 実験 の 際 に こ ( 但 
し 水道 水 培養 試 験 並び に 細菌 混在 試験 を 除く 〉 使用 し レ 
た . 無 酸素 試験 は 細菌 の 嫌気 性 培養 に 用 いら れる 方 法 の 
1 つ で ある Buchner 氏 法 (第 1 図 ) を 応用 し て , 中 試 
験 管 内径 16mm, 高き さ 180mm) に Pyrogallol 0.35 & 
と 10%K0O 了 HI2cc を 加え て , 約 2 cm に 切っ つた わり 箸 を 
試験 管 に 入れ て , 卵 布 の 寒天 培 を 浮か せ て 納 

し レ , 直ちに 二 重 栓 に ふた を な し その 上 か 
ら ま わり を 蝶 で 封じ た (第 2 図 ) . Pyrogallol お よび K 
0O 了 HI の 使用 量 は Buchner の 計算 に と ょ れ ぼ ば , 400cc の 空 
気 を 無 酸 素 と する に は 4422 の Pyrogallol 8 cc に 20% K 
O 了 HI10cc を 必要 と する か ら , 著者 の 使用 を る 試験 管 で は 
内 容 が 36.17 cc と な りこ の 場合 に は Pyrogallol 0.817 g 
と 10%KK0HHI が 1.8cc 必 要 と な る が , 少し 余分 に 見 積 つ 
て 前 記 の 如く Pyrogallol 0.35 &g と 102% KKO 了 HE2 cc と を 
使用 し た . 試験 管内 が 完全 に 無 酸 素 な つた か と 
うぅ 判定 に は Pyrogallol の 黒 変 の 外 に , メチ レン 青 に よ 
る 脱色 反応 を 併用 し た . この 指示 薬 は 1022 Glucose 4.2 
cc, IN NaOH 0.1cc, メチ レン 青 液 ( メ チレ ン 青 0.05 
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1 図 Buchner 気性 細菌 法 
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2 卵 無 酸 素 養 法 


& 十 水 30cc) 0.1 cc を 混 じ た も の を . 3 寒天 と ょ よく 混 
和 さ きせ て と し て させ た . 

TI. すべ て の 試験 に 使用 し た 遇 虫 卵 は 何れ も 層 場 より 
し た 豚 の 子宮 下部 1.5 cm 内 卵 を 材料 と し 
探り 出し た 数 十 匹 分 の 子宮 を 試験 管 に 集め , 蒸溜 水 少 量 
を 加え て 竹 棒 で よく 押し つけ な が ら 携 刊 し て , 子宮 内 卵 
。 を 充分 に 押し 出し , ガー ゼ 1 枚 で 濃 過 し て 子宮 壁 等 の 残 
を 除去 し た 後 , 数 回 ご よく 洗 た 卵 を 使用 
し た . 単細胞 卵 使用 試験 に は 洗 葵 し た 子宮 内 卵 を 直ちに 
寒天 培地 に 白金 了 で 布 し て 用 い , 期 使用 試験 に 


は 子宮 内 卵 を 塗布 し た 寒天 培地 を 830°C 骨 卵 器 内 で 培養 を 
行う と , 大 体 8 日 で ほとん ど 全 旭 仔 虫 期 に 達する が , 試 
験 に は 培養 開始 後 3 週間 を 経過 し た も の を 膨 い た . 

細菌 と を させ た 実験 は 生 菌 と し て B. 
並び に Morganii を 用 いて , 試験 管 (内 径 
10 mm, 長 さ 100 mm)〉 に 水 を 入れ て 卵 と 

に 生 菌 を させ て 培養 を 行 つ た. し て B. 
coli 並び に Morganii を 1 26 ホ ホルマリン 水 で 予め 
と し て 置き , 同様 に 卵 と 共に 溜 水中 に 懸 
させ て 培養 を 行 つ た . 培養 温度 は 共に 80'C で ある . 

IV. 著者 の 行 つ た 実験 方 法 は 次 の 種目 で ある . 

1) 単細胞 お ょ ぼ す 短期 間 (<120 時 間 以 内 ) の 無 
酸素 状態 と 温度 の 抵抗 試験 . 

本 試験 の 場合 に は 塗布 し た 寒天 培地 を , 24 時 
章 , 48 時 間 , 72 時 間 , 120 時 間 夫 々 無 酸素 状態 とこ し て 作 


用 させ た も の 各 38 本 宛 と , し て 寒天 培地 に 
を 人 布 し た の み の も の を 同数 つく つた . この 場合 に 無 酸 


素 群 3 本 と 対照 衝 8 本 づつ を 1 グル ー プ と し て , 夫々 前 
記 4 通り の 無 酸 素 作用 時 間 中 を 30'C, 35°C, 40C, 45C, 
50°C の 温 度 の 器 並 びに 氷室 (2~ 中 に 納入 

し て , 無 酸 素 群 は 温度 と 同時 作用 させ , 対照 群 は 温度 作 
用 の み を 行 つ て 紙 抗 性 の 比較 検討 を 行 つ た . 

2) 仔 虫 期 卵 に お ょ ぼ す 短期 間 (120 時 間 以 内 ) の 無 
酸素 状態 と 温度 の 抵抗 試験 

本 試験 の 場合 は 予め 寒天 培地 に 葵 布 し て 培養 を 行い 仔 
虫 期 つく り , それ を 前 記 単 細胞 実験 の 場合 と 人 
く 同 様 の 方 法 で 行 つ た . 

3) 単細胞 嘱 に お ょ ぼ ばす 短期 間 <120 時 間 以 内 ) の 無 
酸素 状態 と 温度 の 抵抗 試験 を 水道 水 培養 法 で 行 つ た 場 
合 . 

本 試験 の 場合 は 前 記 寒 天 搭 地 の 代 り に 小 試 験 管 (内 径 
10mm, 長 さ 100mm) に 水深 1 cm に な る 様 に 水道 水 を 
入れ , その 中 に 遇 虫 卵 を 懸 濁 さ せ そ た 培地 を 用 いて 全く 前 
記 (1) う の 場合 と 同様 の 方 法 で 試験 を 行い , 寒天 培地 の 
場合 と 遇 虫 卵 の 受け る 無 酸素 お よび 温度 に 対す る 抵抗 性 
に 変化 を きた すか 比較 する 換 料 と し た . 

4) 発育 各 期 環 虫 卵 に お ょ ぼ す 短期 間 C120 時 間 以 内 ) 
の 無 酸 素 に 対す る 抵抗 試験 

本 試験 の 場合 は 予め 寒天 培地 に し た を 
育 さ す せ た も の を 使用 し た . 無 酸 素 群 並 びに 対照 群 を 夫々 
3 本 宛 各 期 基 に つく り , この 1 グル ー プ 毎 に 夫々 380°C 角 
卵 器 内 に て 24 時 間 , 48 時 間 , 72 時 間 , 120 時 間 無 酸 素 状 
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態 に 作用 させ た . 

5) 単細胞 卵 に お ょ ばす 長期 間 (200 日 以内 ) の 無 酸 
素 状態 と 温度 の 抵抗 試験 

本 試験 の 場合 に は 単細胞 布 し た 無 酸素 群 60 
本 宛 と 対照 群 を 同数 だ け 作 り , 計 120 本 づつ を 1 グル ー 
プ と し て 夫々 30°C, 35°C, 40C の 各 温 度 の 内 に 納 
入 し , 80°C の 場合 は 200 日 の 期間 を 10 日 毎 に 区 切っ て, 
8 本 づつ 取出し て 観察 を 行い , 85"C の 場合 は 90 日 和 ( 以 
後 打 切 り ) の 期間 5 日 毎 に 区 切っ つて 同様 に 3 本 宛 取 出し 
て 試験 を 行い , 40°C の 場合 は 2 ~ 3 日毎 に 区 切っ て , 60 
日 各 (以後 打 切 り ) の 期間 を 同様 に 試験 を 行 つ た . 

6) 仔 虫 期 卵 に お ょ ば ぼ す 長期 間 (200 日 以内 う の 無 酸 
素 に 対す る 抵抗 試験 

本 試験 の 場合 に は 予め 培養 し た 仔 虫 期 婦 を 用 いて , 無 
酸素 と 対照 群 を 夫々 60 本 つ 作 り . 器 内 で 
200 日 迄 の 期間 培養 試験 を 行い , 10 日 毎 に 区 切 つ て 3 本 
宛 づ つ 取 り 出 し て 試験 を 行 つ た . 

7) 細菌 混在 に と ょ る 抵抗 試験 

本 試験 は 並び に Morganii の 生 お よび 
1 ホル マリ ン 水 で し た 両 細菌 を , 単細胞 共 
に 夫々 試験 管内 の 蒸溜 水中 に 懸 させ て 80°C 


・ 各種 類 の 抵抗 試験 の 観察 は , 無 酸 素 お よび 加 温 叉 
上 虫 を し た 寒天 培地 の 小 試験 管 を 取り 出し て , 
照 と 共に 直ちに 80"C 器 内 
養 を 続け , 培養 3 日 目 , 5 日 目 , 10 日 目 , 30 日 目 , 50 日 
目 に 夫々 観察 を 行 つ た . 

鐘 検 は 何れ の 実験 の 場合 も 各 和 群 共 に 3 本 の 培地 か ら 夫 
抹 標 本 を 作り 各々 100= 計 800 を 算 え 
て , その 発育 像 に つい て 変性 卵 , 不明 卵 (多分 変性 卵 と 
思 は れる が 確認 出来 な いも の 単細胞 二 細 胞 三 
細胞 , 四 細 胞 , 数 細胞 前 期 実 後期 
, 期 , 遇 期 , 仔 期 に 分 類 し て 観察 
を 行い , その 百分率 を つ て 各 実 験 た 対す る の 無 
酸素 状態 こ に お ける 比較 的 高温 の 抵抗 性 と 同 条 件 の 温度 に 
対す る 有 酸 素 の 場合 の 貞 虫 卵 と の 比較 を 行 つ た . 

実験 成績 

1) 単細胞 お ょ ぼ す 短期 間 (+20 時 間 以 内 ) の 無 
酸素 状態 と 温度 の 抵抗 試験 

本 試験 に お ける 実験 成績 は 第 3 図 に み ら れ る 通り で あ 


数 
日 
五 
て 放置 ) 50 て ) 


グラ フ は % で 示し て いる . 

3 図 無 酸素 及 温 期間 作用 の 影響 (1) (単細胞 , 
無 酸素 


・24 時 間 作 


・48 間 作 用 
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( イ う 氷室 保管 の 場合 

比較 的 高温 の 試験 を 行う 場合 の 参考 と し て 最初 に 氷 宣 
保管 し た 時 の 実験 を 行 つ た . 

24 時 間 作 用 は 培養 3 日 目 で 無 琶 素 群 も 対照 群 も 共に 85 
926 以上 が 分 列 後 期 (数 細胞 期 と 四 細 胞 期 , 以下 同様 ) に 
発育 し , 5 日 目 に は "8 が 期 , 10 日 目 に は 90 
26 以上 が 仔 虫 期 に 達し て お り . 以後 50 日 目 の 観 察 で も 変 
性 九 は ほとん ど 認 め ら ちら れ な か つた . 

48 時 間 作用 は 培養 3 日 目 で 無 琶 素 群 が 64, 対照 群 が 
7926 は 分 列 後 期 に た, 5 日 目 に 無 酸素 群 は 83%, 対照 群 は 
期 に , 10 日 目 に 902% 以 上 が 仔 虫 期 に 
し て お り , 以後 50 日 目 の 観察 で も 変性 卵 は ほとん ご ど 認め 
られ な か つた . 

72 時 間 作 用 で は 
前 期 ( 三 細胞 期 と 二 細 胞 期 , 以下 同様 で あり 対照 
群 は 8426 が 分 列 後 期 と 培養 3 日 目 は な つて お り , 5 日 目 
に は 無 酸 素 群 は が 実 期 , 対照 は 6822 が 期 
両 群 共に 902%2 以 上 が 和 仔 虫 期 と な つて い 


無 酸素 群 は 48% が 分 裂 後 期 , 3622 が : 


に , 10 日 目 に は 
た . 以後 50 日 目 の 観 察 ま で 変性 卵 は ほとん ど 無 か つた . 


120 時 間 作 用 で は 培養 3 日 目 で 無 酸 素 妊 は 11% が 分 裂 
後期 , 66% が 分 期 , 20 単細胞 期 で て あり, 
照 は 分 後期 , 232 分 裂 前 期 , .5 % が 単細胞 
期 あり , 5 日 目 に は 無 酸 は 69% が 期 , が 
分 列 に , 対照 は 87 実 期 で あり, 10 日 目 に は 
群 共 に 802 が 仔 虫 期 と な つて お り , 50 日 目 に は 両 群 共に 
90% 以 上 が 仔 虫 期 に 達し て いた . 

(rm) 30°C 器 内 養 の 場合 

24 時 間 作用 は 培養 3 日 目 で 両 群 共 に 9022 が 人 分裂 化 期 で 
あり , 5 日 目 は 35% が , 55 前後 が 実 期 と , 10 
日 目 で 9722 が 任 虫 期 た 達し 以後 50 日 目 き まで 観察 を 行 つ た 
が 変化 は な か つた . 

48 時 間 作 用 は 培養 3 日 目 で 無 は が 分 裂 
期 , 僅か が 和 実 期 , に 達し て お り , 対照 群 は この 
場合 と は 培養 継続 と な り 5 日 目 と 云う と と の で 
(以下 通算 日 目 に 当る と 912%2 が 期 , 6 2 が 
期 に , 5 日 目 は 無 酸 素 が の 遇 と 66% 実 
期 で あり , 対照 群 は 通算 7 日 目 に 当る の で 9622 が 仔 虫 期 
に , 10 日 目 は 無 酸素 群 も 9622 が 仔 虫 期 と な り , 以後 50 日 
目 ま で 観察 し た が ほとん ど 差 が 認め られ な か つた . 
se72 時 間 作 用 は 培養 3 日 目 で 無 酸 素 群 は 92 分 裂 後 
期 , 対照 は 通算 6 日 目 に 当る の で 8386 , 622% 
が 又 実 期 で あり , 5 日 目 は 無 酸 素 群 は 12% の 遇 映 期 と 86 
6 の 系 実 期 で , 対照 群 は 通算 8 日 目 に 当る の で , 95% が 
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仔 虫 期 に 達し て お り , 10 日 目 に は 無 酸 素 群 も 9722 が 仔 虹 
期 な り , 以後 50 日 目 ま で 観察 両 群 共 に 変化 な か 
っ 

120 時 間 作 用 は 培養 8 日 目 に 無 琶 素 群 は 8422 が 分 裂 後 
期 で あり , 対照 群 は 通算 8 日 目 に 当る の で 982% が 仔 虫 期 
に 達し て お り , 5 日 目 に は 無 酸 素 群 な は な 29 の 映 映 期 と 69 
26 の 酸 実 期 で あり , 10 日 目 に は 9622 が 仔 虫 期 と 達し 以後 
50 日 目 き まで 観察 を 行 つ た が 変化 な か つた . 

(へ ) 85C 器 内 培養 の 場合 

24 時 間 作 用 で は 培養 3 日 目 で 無 酸 素 群 は 5422 が 分 列 後 
期 , 対照 群 は 7022 が 分 裂 後期 で あり , 5 日 目 は 無 酸素 群 
は 38826 が 実 期 , 分 列 期 で , 対照 は 
実 期 と 分 期 で あり , 10 日 目 に は 両 共に 9722 
が 虫 期 に 達し , 以後 50 日 目 ま で : 変 性 は 
と ん な か つた 

48 時 間 作 用 で は 培養 3 日 目 で 無 酸 素 群 は 29 が 桑 実 
期 , 61% 分 後 期 で あり , 対照 は 442 期 と 43 
2% の 分 裂 後期 あり , 5 日 目 に は 6 , 9122 が 
期 に 無 酸 素 は な つて お り , 10 が 
期 , 58% が , 24226 が 期 あり, 10 日 目 に は 両 
群 共 に と 94 が 仔 虫 期 と 達し て お り , 以後 50 日 目 ま で 観察 
し た が 変性 卵 は 少な か つた . 

72 時 間 作 用 で は 培養 3 日 月 で 無 酸素 辞 は 852 が 分 裂 後 
期 , 20% が 分 前 期 で あり , 本 19%% の 期 と 67 
が 分 後期 あり , 5 日 は 無 酸 素 が 実 期 で 
あり , 対照 は 4 2 が 仔 虫 期 , 39% が 遇 , が 
実 期 で あり , 10 日 上 月 に は 何れ も 98 22 以 上 が 仔 虫 期 に 達 
し し , 以後 50 日 目 き で 観察 変性 無 酸 素 5 22 
前 後 , 対 は な 7 ~162% で つた. 

120 時 間 作用 で は 培養 3 日 目 で 無 酸 素 群 は 662%2 の 分 烈 
後期 と 25%2 の 分 前 期 で あり , 対照 は 8222 が 分 後期 
で あり , 5 日 目 は 無 素 は 95 期 , 対照 は 48 
が , ぶ が 期 で あり , 10 日 目 で は 無 酸素 群 
は 8226 が 仔 虫 期 に 達し た が , 対照 辞 は 逆 に 発育 が お くれ 
まだ 4322 の 仔 虫 期 と 45% の 映 遇 期 で ぐ で あり, 30 日 目 に は 
群 共 と に 88% が 仔 虫 期 と 週 し , 以後 50 日 目 ま で 観察 を 行 つ 
た が 変性 無 酸 素 5 ~1322, 対照 は 12~1722 で 
あつ た . 

(=) 40C 器 内 培養 の 場合 

24 時 間 作 用 で は 培養 3 日 目 で 無 酸素 群 は 432 の 分 裂 前 
期 と 46 単細胞 で あり , 対照 は 4022 が 分 裂 後期 , 
83826 前 期 , 132% 単細胞 期 で あり , 5 日 目 は 27%% 
の 期 と 58% 分 後 期 無 酸 素 は な つ 
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な つて お り , 30 日 目 に は 両 群 共 に 90% 以 上 が 仔 虫 期 に な 
り , 以後 50 日 目 ま で 観 し た が 変性 5 後 で あつ 


48 時 間 作 用 で 培養 3 日 目 の 無 酸素 群 は 10%2 の 季 実 期 と 
75% の 分 期 で あり 対照 群 は 6 2 が 期 , 49223 
裂 後期 , が 分 前 期 で あり , 5 日 は 無 が 
78 % の 和 実 期 と 16 の 分 後期 , 対照 群 は 80 
期 , 7 2 が 分 裂 後 期 で あり , 380 日 目 に は 8522 以 上 が 両 群 
共に 仔 虫 期 に 達し , 以後 50 日 目 ま で 観察 し た が 、 変性 卵 
は 無 酸 素 で は 5 ~13 22, 対照 で は 13~18 あつ 

72 了 時 間 作 用 で は 培養 3 日 目 で 無 酸 素 群 は 5622 が 人 分裂 後 
期 , 21 分 裂 前 期 で ある が , 対照 は 50 分 列 
期 , 88 が 分 烈 前 期 , 102 が 単細胞 期 で あり , 5 日 目 で 
は 無 酸素 は 84 期 , 対照 は が 期 , 20 
虫 期 に 達し て いた が , 以後 50 日 目 ま で 観察 を 続け た 2 
性 は 無 酸 素 群 が 7 対照 が 10~2222 
加 の 傾向 が 之 ら れ た . 

120 時 間 作 用 で は 培養 3 日 目 で 無 王 素 群 は 5822 の 分 烈 
後期 と 3022 の 分 期 で あり , 対照 は 6826 の 分 後 期 
と 15% の 分 裂 前 期 で あり , 5 日 目 は 無 酸素 群 が 又 実 期 16 
26 と 分 後期 で る り , 対照 は 期 6022 と 分 
期 25 で あり , 日 に は 無 酸 素 は が 仔 虫 期 達 
し , 対照 は 622% 仔 虫 期 と 2522 の あり , 50 日 
目 に は 無 酸素 群 は 82 が 仔 虫 期 で 1822 が 変性 卵 に な つて 
お り , 一 方 対照 群 で は 742 が 仔 虫 期 で 26 が 変性 卵 と 
つて い 

( ) 45"C 器 内 培養 の 場合 
24 時 間 作 用 で は 培養 3 日 目 で 無 酸素 群 は 852 が 単 細 租 
で あつ た が , 対照 群 は 24 2 が 分 列 後 期 , 83 2 が 分 裂 前 
期 , 25 が 単細胞 期 で あり , 5 日 目 に は 無 酸 素 格 は 3022 
が 分 裂 後期 , 388 が 分 裂 前 期 , 28 久 が 単細胞 期 で あり , 
対照 は 19% の 実 期 と 67%2 が 分 後期 で あつ た . 
30 日 目 に は 両 群 共に と 87 以上 が 仔 虫 期 た 過 し た が 以後 50 
日 目 の 察 で 無 酸 素 は 18% が 対照 で は 変性 
え 移 行 し て いた . 

48 時 間 作用 で は 培養 3 日 上 月 は 無 酸素 群 が 25% の 分 列 前 
期 と 67%2 の 単細胞 期 で あり , 対照 群 は 25 久 が 分 列 後 期 , 
48 が 分 裂 前 期 , 23822 が 単細胞 期 で あり , 5 日 目 に は 無 
酸素 群 は 8 が 分 列 後 期 , が 前 期 , が 単 細 
あり, 対照 は 71 人 後期, 4 人 前 
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期 , 7 2 が 単細胞 期 で あり , 80 日 目 で は 無 酸 素 群 は 3422 が 
仔 虫 , 3 2 が , が 期 ま で 発育 し た が , 
まだ 28% は 単細胞 期 で 残 つ て お り , 対照 群 は 8122 が 仔 虫 
期 , 8 2 が , が 期 で あつ た が , 50 日 の 
観察 で は 無 酸素 妊 は 502 が 仔 虫 期 に 達し て いた が , 272% 
は 変性 移行 し て お り , 対照 は 期 か ら 6322 が 
性 卵 に 移行 し て いた . 

72 時 間 作 用 で は 無 酸 素 群 は 83% が 単細胞 期 , 112 が : 
列 前 期 と 云う 培養 3 日 目 の 成 績 で て あり, 対照 群 も 同様 に 
8622 が 単細胞 期 で 10%% が 分 裂 前 期 で あり , 5 日 目 で は 無 
酸素 は 8 
胞 期 で あり , 対照 群 は 60 が 分 列 後 期 , 10 入 が 分 裂 前 

が 仔 虫 ま だ 単細胞 期 
と し て 残 つ て お り , 対照 群 は 35% が 仔 虫 期 で や は り 各 発 
育 と に わた つて お り , 
づつ 各 育 期 と に わた を つて 生存 が ある が 50% 変性 と 


な つて お り , 対照 群 で は 実に と 86 が 変性 卵 に 移行 し て い 


120 時 間 作 用 で は 培養 3 日 目 で 無 酸 素 群 は 1522 は 分 裂 
期 に 発 痛 し て いた が , まだ 75%% は 単細胞 期 で あり , 対照 
群 8422 が 単細胞 で , 変性 な つて お ぢ り , 5 

日 目 に は 無 酸素 は 10% が 期 で , 各 発 期 と わたり 
832 2 は まだ 単細胞 で あつ た . 対照 群 は 10 が 分 裂 後期 
で 6422 は まだ 単 細 抱 あり, 
30 日 目 の 観察 で は 両 群 共に 話 と ん ど 変性 卵 に 移行 し て 


(へ ) 50"C 器 内 培養 の 場合 

24 時 間 以 上 作用 ささ た 場合 僅か に 二 細 胞 期 に 達し た も 
の る あつ た が , それ 以上 に 発育 する も の は な く , 両 群 共 
に ん ど 全 が 単細胞 か ら 性 に 移行 し て いた . 

2) 仔 虫 期 卵 に お ょ きす 短期 間 <120 時 間 以 内 ) の 無 
酸素 お よび 温度 の 抵抗 試験 

本 試験 に お ける 実験 成績 は 第 4 図 に 

( イ ) 氷室 冷蔵 の 場合 

120 時 間 以 内 は 何れ の 無 酸 素 作用 群 も 対照 群 る 仔 虫 期 
卵 は 培養 50 日 目 の 観察 まで, すべ て 90 以 上 が 生存 し て 
お お り , 変性 は 5 ~ 8 あつ た . 

30°C 卵 器 内 培養 の 場合 

50 日 目 の 観 祭 で る 対照 群 と 同様 に 95% 以 上 が 生存 し て お 


み ら れ る 通り で あ 
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BCD ASED ABCD ABCD' 
75 て 放置 ) 放置 ) (45¢ 放置 ) (50 て 放置 ) 
第 4 図 無 酸素 及 温度 短期 間 作 用 の 影響 ( ) ( 仔 期 卵 , 3 % 寒天 培養 ) 
無 酸素 群 A・……・24 時 間 作 用 B48 時 間 作 用 C・……・72 時 間 作 用 D120 時 間 作 用 
対 照 A 同 上 同 上 同 上 同 上 
グラ フ は % で 示し て いる 
り , 変性 の 出現 は 両 共 5 以下 で ご あつ た 群 は 変性 85 あつ た . 
(へ 835C 器 内 培養 の 場 72 時 作用 で は 共 に 830 日 目 の で 無 酸素 は 変 
72 時 間 以 内 無 酸素 に 作用 させ 培養 50 日 性 8 で あり , 対照 は 変性 で あり , 50 日 目 の 
目 の 観察 に お いて も 対照 と 同様 ん ど 全 て 存 観察 で は 両 群 共に 変性 前 後 と な つて いた . 
て お り , 変性 凡 は 常に 6 以下 で あぁ つた . 120 時 間 作 用 で は 両 群 共に 培養 5 日 目 に は 変性 卵 が 増 
120 時 間 作 用 で は 大 部 分 ! と し て 生存 し て 加 し て 19% 位 と な り , 完全 な 仔 虫 期 あり , 380 
培養 80 日 目 項 か ら 群 共 に 温度 の 影響 現われ て , 日 目 に は 無 酸素 は 変性 不明 9 対照 は 


空 cto 6 22 位 と 10 前 後 の 生 死 不 明 卵 が 出現 し て い 


tt 


40°C 器 内 培養 の 場合 

24 時 間 作 用 で は 無 琶 素 群 は 培養 50 日 日 の 観 宗 で も 8722 
が 生存 し て お り , 空 胞 変 性 を お こし た も の が 9%, 不明 

し て 20% 前 後 と な り , 50 日 の で は 生存 仔 期 
性 は 222。 不明 で あつ た 。 

48 時 間 作用 で は 無 酸素 群 も 対照 辞 も 培養 30 日 目 
が 無 素 は 922, 対照 が 16 な つて お り , 
な 仔 虫 期 卵 は 何れ も 75 前 後 し か 生存 し て いな か つた . 
50 日 目 に は 無 酸 素 群 は 変性 卵 が 102% と な つて お り , 対照 


( 86 


な つて お り 


変性 不明 1022 と な , 50 日 目 の 観察 で 
無 酸 素 は 変性 80%2, 期 は 20% が 生存 し て い 
る の み で あり , 対照 も ほとん ど 同 様 に 変性 74 
仔 虫 期 26 あつ た . 尚 この 残存 仔 虫 期 も 変性 
に 移行 する の は 最早 時 日 の 問題 と 思わ れる . 

( ホ ) 器 内 培養 の 場合 

120 時 間 以 内 の 無 酸素 作用 の 場合 は 何れ も 培養 3 日 目 
に は まだ 90% は 完全 な 仔 虫 期 嘱 と し て 生存 し て いた が , 
培養 5 日 目 に は どの 場合 も 90 が 生死 不明 卵 と な つて お 
り 金 な 830 日 目 に は 90% 以 上 
が 変性 な つて お り , 50 日 目 の 祭 で は 97 変性 
こ あ り , 3 以内 の 不明 卵 を 認め る の み で あっ つた . 


十 
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ABCD ABCD 
(50 て ) 


30°C ) ) 
第 5 図 無 酸素 及 温度 短期 間 作用 の 影響 ( 草 ) (単細胞 卵 , 水道 水 培養 ) 


無 酸素 A・……・24 時 間 作 


グダグダ ラフ は 9%6 で 示し て いる 


(へ ) 50°C 明 卵 器 内 培養 の 場合 

72 時 間 以 内 の 場合 は 無 酸素 群 る 対照 和 群 も 培養 3 日 目 で 
既に 完全 な 仔 虫 期 九 と し て 生存 し て いる も の は 82% 以下 
で あり , 不明 が 上 も 認め られ , 5 日 目 
間 作 用 で 2 ~4 2% が まだ 仔 虫 期 と し て 生存 し て し 
日 目 に は 生存 な く な り 982 上 の ほとん ど 全 が 
変性 卵 と な つて いた . 

120 時 間 作 用 で は 培養 3 日 目 の 観 察 で 生存 仔 虫 期 卵 は 
既に 認め られ ず , 912% の 不明 卵 と 9% の 変性 卵 で あり , 
5 日 目 に は 98% 以 上 が 変性 婦 ご あり , 以後 50 日 目 き で 
全 卵 完全 に 死 て いた . 

3) 単細胞 九 に お ょ ぼ す 短期 間 <120 時 間 以 内 ) の 無 
酸素 状態 と 温度 の 抵抗 試験 を 水道 水 培 養 法 ご 行 つ た 場 


本 試験 の 場合 の 実験 成績 は 第 5 図 に 安 ら れ る 通り で ご で あ 


( イ ) 氷室 冷蔵 の 場合 
24 時 間 作 用 は 培養 3 日 目 の 観 察 で 無 酸素 群 は 92% が 分 


・48 時 間 作 用 C…・ 


( 87 ) 


・72 時 間 作 用 D・……・120 時 間 作 用 
上 同 上 同 上 


後期 あり , 対照 群 は が 分 裂 後期 , 20 分 前 
単 細 期 ご あり 、 5 日 に は 無 素 は 100% 
実 期 , 対照 は 5422 期 と 40%2 分 後期 に な つて 
り , 10 日 目 に は 無 酸 素 群 は 842 の 期 と 162 
あり, 30 日 目 に は 両 群 基 に 97 以 上 が 仔 虫 期 と 達し て 


つ 


期 , 31% が 分裂 前 期 , 102 が 単細胞 期 で あり , 対照 群 は 
分 裂 後期 が 32%, :2622, 単細胞 が 41 あ 
り , 5 日 目 に は 無 酸 素 は 882% が 期 , が 分 列 
期 で あり , 対照 は 期 , 388% が 分 後 期 , 30 
前 期 で あり , 10 日 目 に は 無 酸 素 衝 の 
期 と の 遇 で あり , 対照 は 5522 が 仔 虫 期 , 86 


が , 8 22 が 実 期 あり , 30 日 目 に は 両 共 に 
ti, し て お ぢ おり, 以後 50 日 目 ま き で 観察 し た 
変性 2% 6 前 後 で あ つ 


作用 で は 3 日 日 ご 無 は が 分 
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期 , 8726 が 分 裂 前 期 , 8383822 が 単細胞 期 で あり , 対照 群 は 
2592 が 分 列 期 , 3022 が 分 期 , 41%2 が 単細胞 期 で あ 
り , 5 日 日 に は 無 酸 素 は 8622 が 期 , 14% が 分 後 
期 で あり , 対照 は 722% 期 , 2426 が 分 後 期 で あ 

り , 10 日 目 は 無 酸 素 は 50 2 期 , 82 
期 , 1422 が 期 で あり , 対照 は が 仔 期 , 3822 
, 182 が 実 あり , 30 日 目 に は 両 群 と も に 
9726 以 上 が 仔 虫 期 に な つて お り , 以後 50 日 目 ま で 観 祭 レ 
た が , 変性 九 は 3 22 以 内 の 出現 で あつ た . 

120 時 間 作 用 で は 培養 3 日 目 で 無 酸 素 群 は 2422 が 分 列 
後期 , 4726 が 分 裂 前 期 , 292 が 単細胞 期 で あり , 対照 群 
は 16% が 分 期 , が 分 前 期 , 838 2 が 単細胞 期 で 
あり , 5 日 目 に は 無 酸素 群 は 76% が 李 実 期 , 24 が 分 列 
後期 で あり , 対照 群 は 66%2 が 期 , 8422 が 分 後期 で 
あり , 10 日 目 に は 無 酸 素 群 は 472%22 仔 期 982% が 
期 , 12%% が 期 で あり , 対照 は が 仔 虫 期 , 43 
, 20 実 期 で あり , 380 日 目 に は 97 仔 
期 に と な つて お り , 以後 50 日 目 ま き で 観察 し た が , 変性 卵 は 
8 2% 以 下 で あつ た . 

830C 器 内 培養 の 場合 

24 時 間 作 用 で は 無 酸 素 群 は 培養 3 日 目 で 52% が 人 分裂 袋 

9% が 分 烈 後 期 , 162 が 分 裂 前 期 , 5 2 が 単細胞 期 で あ 
期 , 4 が 分 裂 で あり , 対照 は 4 , 76 
が 期 , が 人 後 期 で あり , 10 日 目 に は 無 酸素 
群 は が 虫 期 , 8 2 が 遇 で あり , 対照 群 は 952% 
虫 期 , 4 あり, 日 目 の 観 で は 982% 
が 虫 期 で あり , 以後 50 日 目 ま きま で 両 共 に 変性 ほ と 
ん ど な か っ つた. 

48 時 間 作 用 で は 培養 3 日 目 で 無 酸 素 群 は 62% が 分 烈 後 
期 , が 分 前 期 , 6 が 単細胞 期 で あり , 対照 は 
2626 が 期 , 552 が 分 後 , 12% が 分 裂 前 期 , 5 
が 単細胞 期 に と に な つて お り , 5 日 目 に は 無 酸 素 群 は 9822 が 
期 , 対照 は が 実 期 , 202 が 人 後期 , 5 
が 分 裂 前 期 , 3 2 が きだ 単細胞 期 で あり , 10 日 目 に は 無 

0% が 期 , 1196 が 遇 5826 が 実 期 で あり, 30 
名 目 に は 両 群 共 に と 98 以上 が 仔 虫 期 に 達し て お り , 以後 
50 日 目 ま で 観察 を 行 つ た が 異常 は 認め られ な か つた . 


72 時 間 作用 で は 培養 3 日 目 で 無 酸 素 群 は 19 が 分 裂 後 
期 , 412%2 が 分 裂 前 期 , 8722 が 単細胞 期 で あり , 対照 知 は 
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6822 が 期 , 262 が 人 後 期 で あり , 5 日 目 に は 無 酸 
素 群 は 6722 が 菜 実 期 , 3722 ぷ 分裂 後 期 , 8 が 分 裂 前 期 
で あり 対照 て 2% が 期 , が , 49 ろ が 
虫 期 , 482 が , が 期 で あり , 対照 は 94 
26 が 虫 期 , 6 80 日 目 に は 両 共 に 
9826 が 仔 虫 期 ご あり, 以後 50 日 目 ま きま で 観察 し た が 変性 卵 
は 3 前後 で あつ た . 

120 時 間 作 用 で は 培養 3 日 目 に 無 酸素 群 は 5222 が 人 分裂 
後期 , が 人 前 期 , 4 が 単細胞 期 あ り , 対照 
は 3 22 が 虫 期 , 60%2 , が 期 で あり , 

あり, 対照 は 74 期 , 26 で 10 
日 目 た は 無 素 は 60 222 
り , 対照 は 9722 が 虫 期 に な つて お り , 30 日 目 の 観 
で は 9822 が 虫 期 共 
察 ま で 行 つ た が ほとん ど 変 性 卵 は 認め られ な か つた . 

(へ ) 器 内 培養 の 場合 

24 時 間 作 用 で は 培養 3 日 目 で 無 酸素 更 は 902 
期 , 3 2 が 分 前 期 , 4 


・ 94926 が 分 後期 で あり , 5 日 目 に は 8622 が 期 , 12% 


が 分 裂 後期 で あり , 対照 は 82% 期 , 12%% が 分 
後期 と な つて お り , 10 日 目 に は 無 酸素 群 が 89% 仔 虫 期 , 
あり , 対照 群 は 87% が 虫 期 , 1122 が 
に な つて お り 。30 日 目 に は に 97 が 期 た 

な つて お うり, 以後 50 日 目 の 観 察 ま で 行 つ た . 

48 時 間 作 用 で ご では 培養 3 日 目 で 無 酸素 群 は 40% が 分裂 後 
期 , 86 2 が 分 裂 前 期 , 2022 が 単細胞 期 で あり , 対照 群 は 
36 2 が 本 実 期 , 54 2 が 分 烈 後 期 , 4 2% が 分 裂 前 期 で あ 
り , 5 日 目 に は 無 酸素 が 期 , 19 分 後 
期 , 8 22 が 分 で あり , 対照 は 97 で あ 
り , 10 日 目 に は 無 は 8622 が 虫 期 , が 期 
で あり, 対照 は 90% が 仔 虫 期 , 9 が に 発育 レ 
て お り , こ て 
お り , 以後 50 日 目 ま 察し た が 変性 卵 は 2 前 後 で あ 

72 時 間 作 で は 培養 3 日 目 で 無 酸 は 1126 が 分 
期 , 45% 分 前 期 , が 単細胞 期 で あり , 対照 群 は 
42 期 , 52 が 分 期 , 6 が 分 前 期 で あ 
り 5 日 目 は 無 琶 素 本 72% が 実 期 , 2822 が 分 期 
で , 対照 は 95% が 期 , 5 2 分 後期 で あり , 10 
日 に は 無 酸素 が 仔 虫 期 , 742 , 


が 実 期 で あり , 対照 は 16 2 が 仔 虫 期 , 18 
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期 , 6422 が 篤 実 期 で るり, 30 日 目 に は 無 酸 素 群 は 9622 が 
仔 虫 期 に 達し , 4 が 変性 卵 と な つて お り , 対照 群 は 90 
926 が 虫 期 , が 変性 な つて お り , 50 日 目 の 観 
で は 無 酸素 群 は 仔 虫 期 が 9222, 変性 8 で ある , 
対照 で は 792 虫 期 で 21 22 は 変性 に 移行 し て い 

120 時 間 作 用 で は 培養 3 日 目 に 無 素 8722 が 人 
後期 , 5122 が 分 列 前 期 , 12 久 が 単細胞 期 で ご あり, 対照 群 
は 9832%% が 秋 実 期 , 7 % が 分 裂 後期 で あり , 5 日 目 に は "6 
26 が 期 , が 分 列 期 に 無 酸素 は な つて お り , 
対照 は 14 と 期 で あつ た が , 変性 
卵 も 6 2 出現 し て お り , 10 日 目 に は 無 酸 素 群 は 7522 が 遇 
, 9 が 期 で あり , 8 22 の 変性 と 8 2 の 不明 
が 認め られ , 対照 は が 遇 , が 実 期 で 
あり , 1822 の 変性 12% の 不明 が 認め られ て お り , 
30 日 目 に は 無 酸 素 は 79 の 虫 期 21 2 の 変性 
を , 対照 6522 の 仔 期 85% の 変性 観察 し レ , 
50 日 目 の 観 察 で は 無 酸 素 群 の 変性 卵 は 22 で ほとん ど 30 
日 目 と 同様 で あつ た が , 対照 群 は 変性 卵 が 4622 と 増加 し 


(=) 器 内 培養 の 場合 

24 時 間 作 用 で は 培養 3 日 目 で 無 酸素 群 な 3 2 が 分 裂 前 
期 , 762 が 単細胞 期 で あり , 既に 1722 の 変性 卵 と 4 2 の 
不明 あり , 対照 4 22 が 前期 , 70 単細胞 
期 あり 。 変性 22%, 不明 が 4 あり 5 日 目 に 
は 無 酸素 は 1 が 期 , 8 が 人 後期 , 2022 が 分 
裂 前 期 で , 512 単細胞 期 で あり , 変性 18 , 対 
照 は 4 が 分 後期 , 4 が 分 裂 前 期 , が 単細胞 
期 で あり , 変性 卵 が 29 で 不明 卵 が 7 と 少し 増加 し て 
お り , 10 日 目 に は 無 酸 素 は 8 が , 19% が 
期 , 18 2 が 人 分裂 後期 , 12 2 が 分 裂 前 期 , 28 が 単細胞 
期 で , 変性 は 不明 が な つて お り , 対照 
群 は 3 が 和 期 , 1422 が 分 後期 , 6 が 人 前 期 
4322 が 単細胞 期 で あり , 変性 卵 は 8326 と 更に 増加 し て お 
り , 日 目 に は 無 酸 素 群 は 26 が 仔 期 , 7 が 
期 , 19% が 実 期 , 1226 が 分 後期 , 7 2 分 前 期 , 
142 が 単細胞 期 と 発育 各 期 に わた つて お り , 変性 九 は 14 
2 あり , 対照 は が 仔 虫 期 , 15% , 
が 期 , 8 分 列 , 1122 が 単細胞 期 で , 80%% が 変 
性 卵 で あつ た が , 50 日 目 の 観 察 で は 無 酸 素 群 は 5622 が 仔 
虫 期 , 5 , が 和 実 期 , 6 が 分 列 期 , 
26 が 単細胞 と 依然 と し て 発育 期 が まばら に な つて お り , 
対照 は 4722 が 虫 期 で , 1 の 和 期 と 9 単細胞 
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の 他 は , 42% 変性 な つて いた . 

48 時 間 作 用 で は 培養 3 日 目 で 無 酸素 群 は 2 % が 分 列 後 
期 , 122%% が 人 前 期 , 62 単細胞 期 , 22 変性 
あり , 対照 る 3 が 分 後期 , が 分 裂 前 期 , 
が 単細胞 期 で , 21% が 変性 刀 で あり , 5 日 目 に は 無 酸 素 
群 は 22% が 分裂 後 期 , 182 分 前期 , 402 が 単細胞 
で , 202% が 変性 ご あり, 対照 は 2 が 期 , 12 
が 分 裂 後期 , 12 が 分 列 前 期 , 5222 が 単細胞 期 で あり , 
変性 卵 は 2222 認 め ら れ , 10 日 目 に は 無 酸 素 群 は 9 が 瑞 
, 9 が 実 期 , 15 が 分 後期 , 20 分 前 
期 , 3122 が 単細胞 期 , が 変性 あり , 対照 は 4 
が , 142% 和 期 , 20%% が 分 後期 , 8 が 分 
裂 前 期 , 29 が 単細胞 期 で , 25 が 変性 卵 と な つて お 
り , 30 日 目 に は 無 酸素 47 2 が 仔 虫 期 , 7 2 が 
期 , 7 が 和 桑 実 期 , 6 が 分 裂 後期 , 7 % が 分 裂 前 期 , 
15% 単細胞 期 , が 変性 な つて お り , 対照 は 
4226 が 期 , 11 , 19% が 期 , 5 が 
細胞 期 で , 22% が 変性 あり, 50 日 目 の 観 で は 無 酸 
素 群 は 6622 が 仔 虫 期 2 が , 7 2 が 期 , 4 
が 分 裂 後期 , 1 が 単細胞 期 で あり , 変性 28% 
出現 し て お り , 対照 は 6822 が 仔 虫 期 , 1 , 
1 2 分 列 , 1 が 単細胞 期 で , 変性 30% が 認め 
られ た . 

72 時 間 作 用 で は 培養 3 日 目 で 無 酸素 辞 は 1 が 人 分裂 後 
期 , 10 人 前 期 , 65 2 が 単細胞 期 , 28 変性 
と な つて お り , 対照 群 は 5 分 後期 , 3 が 分 
期 , 49%2 が 単細胞 期 で , 88 変性 で 5 2%2 が 不明 で 
あつ た . 5 日 目 に は 無 酸 素 群 は 222% が 分 裂 後期 , 12% が 
分 裂 前 期 , 42 が 単細胞 期 で , 21 が 変性 卵 で あり , 
対照 は 1 % が 期 , が 分 裂 後期 , 6 分 列 
期 , 8422 が 単細胞 期 で あり , 422% が 変性 で 5 が 
卵 と な つて いた . 10 日 目 に は 無 酸 素 群 は 17 が 映 映 期 , 
10 が 和 又 実 期 , 43% が 分 裂 後期 , 7 % が 分 裂 前 期 , 6 2 
が 単細胞 期 で あり , 1622 が 変性 卵 と な つて お り , 対照 群 
は 3 が 期 , 10% 分 後期 , 8 が 分 裂 前 期 , 80 
26 が 単細胞 期 で あり , 変性 卵 は 5322 と 増加 し て いた . 30 
日 目 に は 無 酸 素 は 25% 虫 期 , , 
が 又 実 期 , 10% が 分 裂 後期 , 7 2 が 分 裂 前 期 , 7 2 が 単 
細胞 期 で , 13 変性 あり, 対 は 22 仔 虫 
期 , 12 , 1822 が 実 期 , 4 が 分 後期 , 6 
26 が 分 前期 , が 単細胞 期 で あり , 変性 は 380 
あつ た . 50 日 目 の 観察 で は 無 酸 素 群 は 472%6 が 仔 虫 期 , 9 
が , 1726 が 期 , 分 裂 後期 , 8 2 分 
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裂 前 期 , 3 22 が 単細胞 期 , 1522 が 変性 卵 で あり , 対照 群 
は 572% が 仔 虫 期 , 2 が , 8 単細胞 , 33 2% 
が 変性 あぁ つた . 

120 時 間 作 用 で は 培養 3 日 目 で 無 琶 素 群 は 12% が 分 下 
前 期 ,63822 が 単細胞 期 , 22 変性 , 3 不明 で あ 
り , 対照 は 28 分 期 , 282 が 分 前 期 , 142 が 
単細胞 期 , が 変性 ご あり , 5 日 目 に は 無 酸 素 は 
2 が 期 , が 分 列 期 , 8 分 裂 前 期 , 45 
単細胞 期 で , 27% が 変性 で あり, 対照 は が 分 裂 
後期 , 4 2 が 分 列 前 期 , 38822 が 単細胞 期 で , 47%% が 変性 
で あり , 30 日 目 で も 無 酸素 が 13 虫 期 , 1 
期 , 5 期 , 13% 分 後期 分 前 期 , 21 単 
細胞 期 で , 変性 は 30% あ り , 対照 群 は 4 が 虫 期 , 
1 2 が , 9 が 実 期 , 1622 が 分 後 期 , 7 が 
分 列 期 , が 単細胞 期 , 41% が 変性 あつ た . 
50 日 目 の 観 察 で は 無 酸素 は が 虫 期 , 4 
期 , 14% が 篤 実 期 , 19%2 が 分 列 後 期 , 112% が 分 裂 前 期 , 
11% が 単細胞 期 で , 変性 卵 は 242%2 が 認め られ , 対照 群 は 
が 虫 期 , , 102 が 期 , 7 が 分 
裂 , 7 が 単細胞 期 で 変性 不明 が 3 
認め られ た . 

( 45C 卵 内 培養 の 場合 . 

120 時 間 以 内 作用 は 伺 れ の 場合 も 無 酸 素 群 も 対照 辞 ち 
培養 3 日 目 か ら 既 に 55~7526 が 変性 九 と な り , 25~40% 
は 不明 卵 で あり , 10 日 目 に は 変性 九 が 多く な り 85~90% 
が 粒 変性 を お こし , 10~1522 が 不明 で あり , 30 日 日 
以後 の 観察 で は 98% 以 上 が 変性 卵 と な つて いた た . 

(へ ) 50C 器 内 培養 の 場合 

24 時 間 以 上 作用 させ る と , 既に 培養 3 日 目 の 観察 か ら 
両 群 共に 何れ の 場合 も 95 以 上 が 変性 九 と な つて お り , 
他 の 5 前 後 は 不明 卵 で あり , 5 日 目 以 後 の 観 察 で は 98 
2 が 完全 に 変性 な つて いた . 

4) 発育 各 期 お ょ ほす 短期 間 (120 時 間 以 
内 ) の 無理 素 に 対す る 抵抗 試験 

本 試験 の 場合 の 実験 成績 は 第 6 図 に み ら れ る 通り で あ 
る . 

( イ 分 期 の 場合 
無 酸 素 状 態 に 移す 前 は 四 細 胞 期 3422, 三 細胞 期 299%, 
二 細 胞 期 99 で あつ た も の が , 80°C 肖 卵 器 内 培養 で 完全 
に 無 酸素 状態 こと な る まで の 約 3 時 間 は 発育 を 続け て それ 
以後 は 発育 を 停止 し て いる の で , 無 酸 素 状態 か ら 取 り 出 
し た 直後 の 観察 で は , 24 時 間 , 48 時 間 , 72 時 間 , 120 時 
間 作 用 させ た も の は , 何 れ も 28~87%% が 数 細胞 期 偽 , 25~ 
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第 6 図 発育 各 期 環 虫 卵 の 短期 間 無 酸素 作用 の 影響 
(30°C, 3 % 面 寒天 培養 ) 
無 酸素 作用 時 間 . A・……・24 時 間 作 用 , B48 
時 間 作 用 , C・……‥72 時 間 作 用 , D・……‥120 時 間 
グラ フ は 9% で 示し て いる . 
8022 が 四 細 胞 期 17~20% が 三 細胞 期 , 20~22% が 
二 細 胞 期 で あり, 更に が 培養 3 日 目 に は 何れ る 
が 揃 つ て 桑 実 期 に 発育 し て お り , 5 日 目 に は 72 時 間 以 内 
作用 は 何れ も 8826 が 虫 期 に , に な つて お 
り , 120 時 間 作 用 は 少し 発育 が お くれ て , 
14% が 期 で あり , 10 日 目 に は 何れ も 以 上 が 
期 に 達し て お り , 以後 50 日 目 ま で 観察 し た が , 962% 以 上 
が れ 虫 期 に 達し て り 、 変 性 の 出現 は 4 2 以下 
で 
(rp) 期 の 場合 
無 酸 素 状 態 に 移す 前 は 98 が 又 実 期 で あつ た が , 24 時 
間 , 48 時 間 , 72 時 間 , 120 時 間 夫 々 作用 させ た 直後 の 観 
で は 何れ も が 実 期 の まま で あり 等 を 培養 に 
移す と 3 日 目 に は 33~42% が と. 55~652% が 
期 で あり , 5 日 目 に は 75~82 が 仔 虫 期 に 達し , 18~23 
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2 で あり, 10 日 目 に は 揃 つ て 952 以 上 が 虫 期 
に 寺 し て いた . 以後 50 日 目 ま で 観察 を 行 つ た が , 変性 外 
は 何れ も 5 以下 の 出現 で あぁ つた. 


(へ 遇 の 場合 

無 酸 素 状 態 に 移す 前 は 84% . が 実 期 で 
ゃ つた も の を , 24 時 間 , 48 時 間 , 72 時 間 , 120 時 間 夫 々 
作用 させ て か ら , 取り 出し た 直後 の 観察 で は 842%2 が 映 製 
期 , 15%% が 和 又 実 期 で あり . 何れ る 作用 前 と 同じ 状態 で あ 
り , 之 を 培養 3 日 目 に 観察 する と , 24 時 間 作 用 の も の は 
326 が 仔 虫 期 た に, 48 時 間 以 上 の も の は 65~6922 が 仔 虫 期 
で あり , 26~382% と し て 残 つ て いた が , 5 日 日 
に は 何れ も 94 以 上 が 仔 虫 期 に 達し て いた . 以後 50 日 目 
まで 観察 し た が 変性 卵 は 4 2 以下 で あぁ つた. 

5) 単細胞 お ょ ば す 長 期間 200 日 以内 ) の 無 
素 状 態 と 温度 の 抵抗 試験 

( イ ) 器 内 培養 の 場合 

本 試験 の 場合 の 実験 成績 は 第 7 図 に と み ら れ る 様 に , 無 


in 


十 


( 無 酸 素 続 日 ) 


第 7 無 酸 素 作 用 継続 日 数 の 血 虫 卵 発育 た 及ぼす 
影響 (1 ) (30°C, 3 % 寒天 ) 
グラ フ は 9% で 示し て いる 


酸素 状態 で 10 日 より 200 日 に お よぶ 期間 放置 し , 10 日 目 
毎 に 取り 出し た も の を 夫々 380°C 角 卵 器 内 で 培養 し た 場合 
の 発育 は , 培養 3 日 目 に は 20 日 作用 まで は 51% が 分 裂 後 
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期 に な つて お り , 40 日 作用 まで は 25~8322 が 分 裂 後 期 で 
あり , 単細胞 は 10~22 で あつ た が , 50 日 か ら ?0 日 作用 
44~67 % が 単細胞 期 で あ 
り , 80 日 作用 で 
140 日 作用 で は 7822 が 単細胞 期 と し て 生存 し て お り , 

2 変性 12 % が 不明 に な つて お り , 150 日 か ら 
160 日 作用 で は 56~6022 が 単細胞 期 の まき で あり , 16~ 
282% の 変性 と 11 ~28% 不明 と が 認め られ , 日 
か ら 180 日 作用 で は 27~2926 が 単細胞 期 で , 5422 は 完 金 
日 以上 は 完全 に 90 以上 が 変性 卵 で あつ た . 

培養 5 日 目 の 観 察 で は 20 日 作用 まで は , 69~762% が 薬 
実 期 , 20~25% が 分 後 期 で あり, 30 日 作用 は 542%2 が 和 
実 期 , 882 が 分 烈 後 期 で あり , 40 日 か ら 70 日 作用 き で は 
10~152% が 実 期 , 62~70% が 分 後 期 で あり , 80 日 作 
用 で は 5 % が 和 又 実 期 , 26 が 分 裂 後期 , 29 2 が 分 裂 前 
期 , 85 が 単細胞 期 で あり , 90 日 か ら 100 日 作用 で は 20 
~3802% が 分 列 で あり, あぁ あぁ あり, 10 
6 前後 の 変 性 卵 が 認め られ , 110 日 作用 で は 14 が 二 細 
胞 期 に 進 7722 は 単細胞 で あり , 10 
で あり , 120 日 か ら 140 日 作用 まで は "72~89% が 単細胞 
期 で 残 つ て お り , 15% 前 後 の 変性 卵 と 12% 位 の 不明 卵 が 
あり , 150 日 か ら 160 日 作用 まで は 46~502%2 が 単細胞 期 
で あり , 830~44% の 変性 10~20% の 不明 現われ 
て お り , 170 日 か ら 180 日 作用 まで は 22~262% の 単細胞 
期 と 58~64% の 変性 と 14~162% の 不明 が 認め られ 
190 日 以上 は 982% 以 上 が 変性 九 で あつ た . 

培養 10 日 目 の 観 察 で は , 10 日 作用 は 962 以 上 が 仔 虫 期 
に 達し , 20 日 か ら 380 日 作用 は 74~822% が 仔 虫 期 , 8 ~18 
26 が , 6 2 が 期 で あり 40 日 作用 で は 6 
仔 虫 期 と , が と, 18 和 期 と な つて お 
り , 50 日 か ら 80 日 作用 まで は 3 ~ 6 が 仔 虫 期 , 21~28 
26 が , 41~582% が 期 に な つて お り , 90 日 作用 
で は 202% , 4422 が 期 , が 分 後 期 で あ 
り , 100 日 作用 で は 45 が 和 酸 実 期 , 412% が 分 裂 後期 で あ 
り , 110 日 か ら 120 日 作用 まで は 387~56 が 分 列 期 , 32 
~542 が 単細胞 期 で あり , 1830 日 作用 は 79 2 が 単細胞 期 
で あり , 僅か の "7 2%2 が 二 細 胞 期 に 進み , 14 が 変性 卵 で 
あり , 140 日 作用 は 7222 が 単細胞 期 で , 302% 前 後 が 変性 
卵 で あり , 150 日 作用 は 5122 が 単細胞 期 , 3882 が 変性 久 
で 1622 が 不明 で あり , 160 日 作用 は 単細胞 期 , 
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562% が 変性 で あり, 16 不明 と な つて お り , 170 
日 か ら 180 日 作用 まで は 14~1622 が 単細胞 期 で あり , 68 
の 変性 と 8 ~18% の 不明 が あり , 190 日 作用 
以降 は すべ て 変性 卵 で あぁ つた. 

培養 日 目 の 察 で は 90 日 作用 まで は れ も 上 
が 虫 期 達し , 変性 は 下 で あり , 100 日 作用 
で は "762% が 虫 期 に , 20% が 変性 あり, 110 日 
か ら 130 日 作用 で は 40~662% が 仔 虫 期 に 達し , 20~3022 
の 変性 卵 が 現れ て お り , 140 日 作用 で は 13% が 仔 虫 期 に 
達し , 12% が , 7 2 が 実 期 , は まだ 単細胞 
期 で ご あり, 852%2 の 変性 と 15% の 不明 現われ て り , 
150 日 作用 で は 3 2% が 仔 虫 期 に 達し た が , 10% の 分 列 後 
期 , 85 の 単細胞 期 が 残 つ て お り , 452%2 以 上 が 変性 九 と 
な つて お り , 160 日 作用 は 1% が 分 裂 後期 まで 発育 し , 
は 単細胞 期 で あり , 68 変性 と 112%2 の 不明 が 
出現 し て お り , 170 日 か ら 180 日 作用 まで は 単細胞 か ら 


発育 せ ず に 1722 は まだ 生存 し て お り , 72~7622 が 変性 婦 
190 日 作用 以上 


と な り , 【~122% の 不明 卵 が 認め られ , 


( 無 無 酸 素 


第 8 図 無 酸 素 作 用 継続 日 数 の 環 虫 卵 発育 に 及ぼ す 影 響 (I) 
(35°C 並び に 40°C, 3 % 面 天 培養) 


グラ フ は % で 示し て いる . 
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は すべ て 変性 卵 に な つて いた . 

培養 50 日 目 の 観 察 で は 40 日 作用 まで は 9422 以 上 が 仔 琶 
期 ご あぁ あり, 変性 卵 は 6 以下 で あつ た が , 50 日 か ら 90 日 
作用 まで は 80~87% は 仔 虫 期 で ある つた が , 183~20% と . 


性 卵 が 幾 分 増加 し て お り , 100 日 か ら 120 日 作用 まで は 
58~6522 が 仔 虫 期 で あり , 変性 卵 は 30~862% と 更に 増加 
し て お り , 180 日 作用 で は 83882 仔 虫 で 18 発育 せ 
ず に 単細胞 期 で あり, 872%% が 変性 な つて お り , 
日 作用 で は 2822 の 仔 虫 期 と 262%2 の 単細胞 期 が あり , 41%. 
の 変性 九 と 10% の 不明 卵 が 認め られ , 150 日 作用 で は 3 
26 の 仔 虫 期 と 3822 の 単細胞 期 が 生存 し て お り , 602%2 は 変 . 
性 卵 と な つて お り , 160 日 作用 で は 202% が 単細胞 期 と し - 
て 残り , 性 卵 は 7126 の 多き に 達し , 170 日 作用 で は 10. 
25 の 単細胞 80 % の 変性 と 10 % の 不明 と な り , 
180 日 作用 で は 4 2 が 単細胞 と し て 残り 87% が 変性 卵 
で 9 2 が 不明 卵 で あり , 190 日 以上 で は すべ て 変性 卵 で 
あっ つた 

に 対し て 寒天 培地 で 80°C 器 内 で 培養 し た 対照 
は 10 日 目 に は すべ て 仔 虫 期 に 達し た が , 
150 日 目 頃 か ら 変 性 九 が 少し 増加 し て きた 
が , 200 日 の 観察 で も 尚 85% 以 上 が 仔 虫 其 
と し て 生存 し て いた . 

(Cr) 卵 器 内 培養 の 場合 

本 試験 の 実験 成績 は 第 8 図 の 左側 に み ら . 
れる 通り で , 培養 3 日 目 の 成 績 は 15 日 作 膨 
まで は 9022 が 分 列 期 と な り , 20 日 作用 で は : 
402% 分 列 , 292 が 単細胞 期 で あり , 変 
性 卵 も 10 迷 以下 で あつ た が , 25 日 作用 で は 
6426 が 分 列 , が 単細胞 期 で , 変性 
は 2422 で あり , 30 日 作用 で は 59 が 分 列 
期 , 202 が 単細胞 期 で あり , 20 前 後 の 変 
性 が 認め られ , 85 日 作用 で は 502%2 が 単 
胞 で あぁ あり, 残り 50 変性 な つて 
り , 40 日 か ら 50 日 作用 まで は , 3~ 4 の 
二 細 胞 期 と 85~45% の 単細胞 期 で , 50~6C 
26 が 変性 卵 と な つて お り , 60 日 作用 で 27%% 
の 単細胞 期 と の 変性 と 10% の 不明 
が 現れ て お り , 7?0 日 以上 の 作用 で は ほとん 
迷 どす べ て 変性 卵 と な つて いた . 

培養 5 日 目 に は 15 日 作用 まで は 60~90% 
が 実 期 , 24 が 分 後 期 で , 変性 は 
10% 以 下 で あり , 20 日 作用 で は 7322 が 和 又 実 
期 , 15% が 分 裂 後期 で , 変性 卵 は 12% で あ 
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数 
| 


り , 25 日 作用 で は 12% が 期 , 2722 が 分 , 32922 
が 分 裂 前 期 , 9 単細胞 で , 28 変性 な つて お 
り , 30 日 作用 で は 25% が 分 裂 後 期 , 82%2 が 分 裂 前 期 , 20 
が 単細胞 , が 変性 で あり, 35 日 作用 で は 5 が 
二 細 胞 期 , 352%2 が 単細胞 期 で , 602%2 が 変性 卵 と な つて お 
り , 40 日 作用 で は 32822 が 単細胞 で 702 が 変性 卵 で ご で あり, 
45 日 か ら 60 日 作用 まで は 12~20% が 単細胞 で , 80~85 
9 変性 な つて お り , 日 作用 以上 で ご は ほとん ど 
性 あ つた. 

培養 10 日 目 に は 15 日 作用 まで は 68~9022 が 仔 虫 期 に な 
り , 20~24% 期 で , 変性 は 10% 以 下 で あり, 20 
日 作用 で は 4822 が 虫 期 , が , 142%2 が 和 期 
で , 変性 10% で あり , 25 日 作用 で は 2 実 期 , 
が 分 後期 , 20%% が 人 前 期 で , 変性 は で あ 
り 。 30 日 作用 は 24% が 和 実 期 , 分 後期 , 1722 が 
分 裂 前 期 , が 単細胞 期 , 2422 が 変性 あり , 35 日 
作用 は 4 が 分 裂 前 期 , 3812 が 単細胞 期 , 60 が 変性 卵 
で あり , 40 日 作用 は 12% が 又 実 期 , 2422 が 人 分裂 前 期 , 64 
96 が 変性 九 と な つて お お り , 45 日 か ら 60 日 作用 きま で は 8 ~ 
が 単細胞 期 , 後 が 変性 な つて お り , 70 
日 作用 以上 は すべ て 変性 九 で あつ た . 

培養 830 日 目 に は 20 日 作用 まで は 9022 前 後 が 仔 虫 期 に 達 
し , 10% 前 後 の 変性 卵 が あり , 25 日 作用 で は 102%2 が 仔 虫 
期 , 6 % が 期 , 15% が 分 列 期 , 15 が 前 期 , 
6 22 が 単細胞 期 , 28% が 変性 あり, 日 作用 で は 9 
が 虫 期 , 4 が 期 , 5 が 分 列 期 , 7 2 が 分 
列 前 期 , 5 が 単細胞 期 で , 69% が 変性 卵 ご あり , 35 日 
作用 で は 9 虫 期 , 4 分 列 期 , 10 単細胞 
期 , が 変性 で あり, 40 日 作用 で は 10% が 和 実 期 
1622 が 分 列 期 , 74 が 変性 卵 ご あり , 50 日 か ら 60 日 作用 
で は 6 以内 の 単細胞 残り 90 上 は 変性 と な 
つて お り , "0 日 作用 以上 で は 変性 九 で あつ た . 

培養 50 日 目 に は 20 日 作用 きま で は , 902 が 仔 虫 期 , 102 
が 変性 九 で あり , 25 日 作用 で は 28% が 仔 虫 期 で , 60% が 
変性 , 12% が 不明 で で あり, 30 日 作用 は 13% が 虫 期 . 
が 変性 あり, 35 日 作用 で は 10 が 仔 虫 期 , 90% 
が 変性 あり , 40 日 作用 以上 は 期 ま で し か 発育 
ず 何 れ も 変 性 九 に 移行 し て いた . 

対照 の 寒天 境地 の 場合 は 第 9 図 に み ら れ る 様 な 実験 
成績 ご , 5 日 作用 で は 882 が 仔 虫 期 に , 7 日 作用 で は "73 
% が 虫 期 に する が , 10 日 作用 で は 48 し か 仔 虫 期 に 
達せ ず , 他 は 分 列 また は 期 か 変性 と な り , 15 
日 作用 で は 10 が 仔 虫 期 に な る が , ほとん ど が 和 又 実 期 ま 
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10 15 25 
日 数 
第 9 図 加 温 日 数 と 仔 下 形 成 の 関係 
(3 % 天 養 メ ーー40°C 加 
ーー ロー-ー45°C 加 温 
で の 発育 か ら 変 性 九 に 移行 し , 20 日 作用 以降 35 日 作用 ま 
で は 6022 が 分 列 期 まで 発育 する が , 以後 は 発育 せ ず に 変 
性 九 と な り , 40 日 作用 で は 202% 位 が 分 列 期 に 発育 し て 
ら 変 性 移行 し , 他 は 単細胞 ふら 直ちに 変性 
行 し て お り , 45 日 か ら 50 日 作用 で は 1522 が 10 日 位 単細胞 
期 で 生存 し て いる が , や ゃ が て 変性 卵 と な り , 60 日 作用 以 
後 は すべ て 変性 卵 に なつ てい た. 
(へ 器 内 培養 の 場合 
本 試験 の 無 酸 素 群 の 実験 成績 は 第 8 図 の 右側 に み ら れ 
る 通り で あり , 5 日 作用 で は 10 日 目 に 84% が 仔 虫 期 に 達 
する が , 7 日 か ら 12 日 作用 まで は 培養 80 日 目 で 85% 以 上 
が 和 仔 虫 期 と な り , 変性 卵 は 12 位 で あり , 15 日 作用 で は 
培養 30 日 目 で 45% が 仔 虫 期 と な り , 50 日 目 に は 60 が 仔 
虫 期 に 達する の み で , 1822 の と 22% の 変性 認 
め ら れ , 17 日 か ら 22 日 作用 まで は 約 45 2 が 発育 を 開始 
し , 培養 80 日 目 で 21~282%% が 仔 虫 期 に な る が , 他 は 人 分裂 
期 双 は 又 実 期 か ら 変 性 卵 に 移行 し て お り , 25 日 か ら 27 日 
作用 まで は 20 以 内 が 単細胞 期 で 残 つ て いた が , 以後 発 
育 せ ず に 変性 凡 と な り , 80 日 作用 以上 で は 発育 せ ず 直 ち 
に 変性 な つて いた . 
対照 群 は 第 9 図 に み ら れ る 様 な 実験 成績 で , 5 日 作用 
で は "7422 が 仔 虫 期 と な り , 262% が 変性 卵 で あり , 7 日 作 
で は 培養 10 日 目 に と は 虫 期 , 16 , 4 
26 が 和 期 , 17% が 分 期 , が 単細胞 期 で あり , 20 


| | 
日 \ 
は 
7 
せ 60 
40: 
50 
%. 
30 
20 
10: 
10 
で 
た 
ら . 
は : 
(は 
お 
の 
6C 
ん 


234 


が 変性 卵 で あつ た が , 30 日 RR 

た が , 大 部 分 は 分 裂 期 か ら 変 性 卵 と な り , 10 日 irs 

30% が 発育 し , 30 日 目 で も きま だ 分 裂 期 で ある が , NS 
に は が と な り , 他 は すべ て 変性 な つて お 
り , 12 日 作用 で は 320 以内 が 分 列 期 に な る が , tb 
は 発育 せ ず に 変性 卵 と な り , 15 日 か ら 22 日 作用 まで の も 

の は I10% 位 が 二 細 胞 期 た な る が , それ 以上 は 発育 せ ず 変 
性 九 と な り , 25 日 作用 以上 は 単細胞 か ら 発 育 そ きず に 変性 
卵 と な つて いた . 

6) 期 の 長期 間 (200 日 以内 ) の 無 酸素 に 対す 
る 抵抗 試験 

本 試験 の 場合 の 仔 虫 期 九 の 生存 率 は 第 10 図 に 丸 ら れる 


通り で ある 


日 数 
第 10 図 無 酸素 作用 継続 日 数 と 生存 率 の 関係 
( 仔 期 卵 , 3 % 天 ) 

培養 3 日 目 で 無 酸素 80 日 間 作 用 まで は 92% 以 上 が 生存 
て お り , 90 日 作用 で は "6 が 仔 虫 期 で ご, 112 の 変性 卵 
と 1322 の 不明 が あり 100 日 か ら 120 日 作 で は 45 
~5726 が 仔 期 で , 20% 前 後 変性 さそ の 前 後 
虫 期 で , 23 が 変性 卵 , 50 が 不明 卵 と な つて お り , 
56~73% 
が 変性 , 1 マ ~26%% の 不明 が あり , 1"0 日 作用 以上 
で は 802% 以 上 が 変性 卵 と な り , 残り は 未明 卵 で 完全 な 生 
存 卵 は 認め られ な か つた . 


第 1 表 細菌 混在 に た ょ る 和 環 虫 卵 の 発育 状況 (%) (30°C, 水道 水 培養 ) 


培養 5 日 目 で は 80 日 作用 まで は 異常 な く , 90 日 作用 で 
は 6926 が 生存 し て お り , 8022 が 変性 よび 不明 で あ 
り , 100 日 か ら 120 日 作用 まで は 40~5522 が 生存 し て お 
り , 40~502%2 が 変性 九 で ご で あり, 130 日 か ら 160 日 作用 ま 


で は 12~22% が 生存 し て お り , 45~60% が 変性 卵 で , 27 


~872%6 が 不明 あり 1"70 日 作用 以上 で は 80% は 変性 . 


卵 で , 残り 202% が 不明 卵 で あつ た . 

培養 10 日 目 以 降 は 90 日 作用 以上 は 段々 と 変性 卵 が 増加 
し て お り , 50 日 目 の 観 察 で は 生存 仔 虫 期 卵 は 70 日 作用 ま 
で は 832% 以 上 が , 80 日 作用 で は 6022, 90 晶 から 110 日 作 
用 まで は 42~4522,。 120 日 作用 は 202%2, 130 日 作用 訟 7 
26。 140 日 作用 以上 で は 人 ほとんど 生存 卵 を 認め ず , 97%% 
以上 が 変性 な つて いた . 

対照 群 は 200 日 で も 88 完全 に 仔 虫 期 し て 生存 
し て お り , 変性 は 10 前 後 ど あつ た . 

7) 細菌 混在 に ょ る 抵抗 試験 

本 試験 の 実験 成績 な 第 1 表 に に み られ る 通り ご で あり, 選 . 
coli 生 加え た も 目 で き で 
単細胞 あり, 25 日 目 に な つて 1 , 6 2 が 
期 , 4 2 が 分 列 , 89% が 単細胞 で あり , 30 日 目 
に は 8 2 が 仔 虫 期 , 7 , 2 期 , 3 
が 分 列 , 8022 り 85 日 
虫 期 , 10 , 4822 が 分 期 , 10 が 単細胞 期 で 
あり , 1 % が 
期 し て いた . 

対照 と し て 1 ホルマリン 水 で : を 死 と し た 
も の と 卵 を じ た も の は, 培養 5 日 目 で 89% が 
期 , 2 2 が 分 烈 期 , 9 が 単細胞 期 で あり , 10 日 目 に 
6 % が 期 で あり , 15 

日 目 に は 61% が 虫 期 , が , 2 が 実 期 で 
25 日 目 と は すべ て 仔 虫 期 に 達し て いた . 

P. Morganii 生 混在 さそ た 場合 こ に は coZz 生 
と 同様 に ゃ は り 養 15 日 目 ま で は すべ て 単細胞 
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期 で あり , 20 日 目 に は 3§ 9% が 分 烈 期 , 97 が 単細胞 期 で 
あり , 25 日 目 に は 1 期 , 5 分 列 , 9422 が 
単細胞 期 で あり , 30 日 目 に は 8122 が 分 , 692 が 単 細 
胞 期 で あり , 日 目 に は 6 が 虫 期 , 42 , 
402%2 が 期 , が 分 期 と な り , 40 日 上 に は が 
仔 虫 期 , と な つた . 

対照 と し て 1 ホル マリ ン 水 で 選 Morganii を 死 秋 
と し た も の と 混 じ た 場合 は , や は り 玉 . co 死 菌 の 場合 
と 同様 に 5 日 目 で 50%2 が 実 期 , が 分 列 , 10 
2 が 単細胞 期 で あり , 10 日 目 に は 14 が 仔 虫 期 , 692 が 
, 18 が 実 期 で あり , 15 日 目 に は 82 が 
期 , 182 が と な り , 20 日 目 に は 982 虫 期 , 
2% が 映 映 期 と な つて お り , 25 日 目 に は すべ て 仔 虫 期 と な 

討 

卵 培養 に は 3 菌 斜面 寒天 培地 を 使用 し た か 
ら , 貝 卵 発育 に 必要 な 湿潤 状態 と 酸素 供給 は 常に 充分 に 
均等 に 行き わた つて お り , 細菌 や カビ の 影響 を 受け る と 
と も な くさく 無 菌 的 操作 が 出来 て も 九 発育 を 阻止 す 
る 色々 の 因子 は 含ま れず , 人 従 つ て 本 研究 の 場合 の 無 酸素 
状態 お よび 温度 以外 の 因子 は 除外 て いる に 
の 抵抗 性 の 観察 が 極め て 容易 で ある . 

試験 培地 を 無 酸 素 状態 に する に は Pyrogallol 使用 と 
ょ る Buchner 氏 気性 培養 法 に て 行い , 予備 
試験 と し て Pyrogallol の 黒 変 に ょ る 無 酸素 状態 指示 と 
共に メチ レン 青 に ょ る 脱色 反応 と ょ る 指示 を 併用 し て 。, 
比較 高 的 温 (30C~50°C) の 場合 に 何時 間 で 完全 に 無 酸 
素 状態 に なる か を 確か め て か ら , 瑞 虫 卵 の 無 酸 素 試験 を 

単細胞 無 酸 状 態 で 30°C 培養 を 行 つ た 場合 
選 , 120 時 間 作 用 以内 で は 何れ も 無 酸 素 状態 に ある 期間 
中 は , 成 書 に ある 運 り 単細胞 期 の まま 発育 を 行わ ず , 机 
俊 酸 素 を 供給 する と 発育 を 開始 し , 培養 10 日 目 に は 何れ 
$95 以上 が 仔 虫 期 に 達し た の で , 120 時 間 以 内 の 無 酸 
素 期間 中 は 単細胞 卵 は 休止 状態 に 留まり , 何ら の 発育 阻 
止 作用 も 短期 間 の 無 酸素 作用 で は 認め られ な か つた . 

単細胞 を 無 酸 素 状態 で 85°C 養 を 行 つ た 場合 に 
な は な, 120 時 間 以 内 の 作用 で は 単細胞 期 の まま で 休止 し て 
お り , 以後 酸素 を 供給 し て 30C 培 養 に 移す と , 培養 10 晶 
日 に は 82% 以 上 が 仔 虫 期 に な つた. 一 方 対照 の 85*C 加 温 
の み の 場 合 に は 72 時 間 以 内 の 作用 で は 画 後 380C 培 養 を 行 
えば 順調 に 発育 し た が , 120 時 間 作 用 で は 温度 の 影響 で 
発育 が 端 映 期 以降 か ら お そく な り , 培養 10 日 目 で ご まだ 43 
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2 し か 仔 虫 期 に 達せ ず , 30 日 目 に は 8822 が 仔 虫 期 に な つ 
た が , 10% 前 後 は 分 列 期 以後 の 発育 期 か ら 征 粒 変性 と な 
る . 即ち 35°C の 温度 に 120 時 間 以 上 作用 させ た 場合 と は 
無 酸 素 状態 の 単細胞 の 場合 より も 温度 の 影 
受け に くい . 

虫 単細胞 無 状 態 で 40C 養 を 行っ つた 場合 に 
は , "2 時 間 作 用 きま で は 何ら の 影響 も 受け ず , 以後 酸素 を 
供給 し 30°C 培 養 に 移す と 順調 に 発育 し 902 が 仔 虫 期 に 達 
する が , 120 時 間 作 用 で は 少し 温度 の 影響 が あり , 82% 
位 が 仔 虫 期 た 達し た が , 18 は 変性 卵 と な つて いた . 対 
は 72 時 間 作 用 まで は が 応 仔 虫 期 た 達する が, 月 
余 で 死 減 する も の が 多く , 48 時 間 作 用 で ご で 202, 72 時 間 作 
用 で 22% が 変性 し て お り , 120 時 間 作 用 で は 752% が 一 応 
仔 虫 期 た 達する が , 2622 は 発育 途中 か ら 和 題 粒 変 性 を お と 
し , 明らか に 無 酸 素 状態 で 加 温 し た 場合 の 方 が 温度 の 影 
を 受け くい . 

上 虫 単細胞 無 酸素 状態 で 培 養 を 行 つ た 場合 に 
は 48 時 間 以 上 作用 で は 温度 の 影響 が 現れ て お り , 48 時 間 
作用 後に 酸素 供給 し 30°C 培 養 に 移し て も , 502%2 は 仔 虫 期 
に 達する が 時 日 の 経過 と 共に 発育 途中 か ら 変 性 卵 に 移行 
する も の が 増加 し , 72 時 間 作 用 で は 3 2 し か 仔 虫 期 に 3 
せ ず , 120 時 間 作 用 で は 50~602% が 和 又 実 期 ま で 発育 する 
の み で 以後 は 何れ も 変性 卵 と な る . 対照 群 は 更に 温度 の 
影響 が 著 明 で 48 時 間 作用 以内 は 一 応 80%2 が 仔 虫 期 と 達 す 
る も , その 化 変 性 九 に な る も の が 多く 培養 50 日 目 に は 24 
時 間 作 用 で 4422, 48 時 間 作 用 で 1922 し か 仔 虫 期 偽 が 生存 
せ ず , 72 時 間 作用 以上 で は 和 柔 実 期 ま で の 発育 か ら 変 性 卵 
と な る も の が 多い . 

単細胞 50°C 培 養 で は 24 時 間 以 上 作用 させ る と 
無 酸 素 群 も 対照 群 る 温度 の 影響 を 受け 。 何れ も 単細胞 か 
ら 直 ち に 粒 変性 を お こし て 減 す る . 

結局 単細胞 無 酸 素 状 態 で 35'C~45"C の 間 の 温 
度 に 短期 間 少 く と も 数 日 作用 させ た 場合 こ に は , 有 酸 素 状 
態 よ り も 温度 に ょ る 影響 を 受け に くい と 云う 事実 が 判明 
し た . これ は 員 虫 卵 が 無 酸素 状態 で 休止 し て いる 為 に , 
有 酸 素 状態 で 活躍 し て いる 虫 卵 に と 比 し て 消耗 が 少な い 
為 に 温度 に 対し て 強い と 考え る こと が 出来 る . 

仔 虫 期 卵 を 無 酸素 状態 で 40C 培 養 す る と 48 時 間 作 用 以 
上 は 有 酸 素 状 態 に る もど し て 30"C 培 養 を 行 つ て も 日 数 の 経 
つ に 従い 生存 卵 が 段々 と 少な く な り , 50 日 目 で 48 時 間 作 
用 が 10 2, 72 時 間 作 用 が 7522, 120 時 間 作 用 が 80 と 変性 
卵 は 増加 し て 居 た が , や は り 単 細胞 の 場合 と 同様 に 有 酸 
素 状態 よ り は 幾 分 温度 に 対し て 無 酸 素 状 態 の 方 が 強 か つ 
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た . 尚 仔 虫 期 卵 の 場合 は 35C 以 下 の 温度 で は 無 酸素 状態 
も 有 酸 素 状態 も は 認め られ な か つた の で , 
期 卵 が 自然 雷 境 下 で 夏季 生存 し 得る こと が 確認 出来 た . 
双 仔 虫 期 卵 は 45°C 以 上 の 温度 に 対し て は 弱く , 間もなく 
死 減 する と 云う 程 に 強く 影響 を 受け る こと が 判り , 虫 卵 
の 熱処理 に 必要 な 最低 温度 が この 附近 の 温度 で ある こと 
が 判明 し た . 

単細胞 水道 水 で 培養 を つた 時 の 培 養 で 
は 72 時 間 作 用 以上 の 場合 に , 貢 後 380C 培 養 に も ど し て も 
発育 が お そく な り , 無 酸素 状態 で 120 時 間 作用 は 78%2 が 
虫 期 に 達し , 20% が 変性 な り , 対照 は 65% が 
期 と な る を も 月 余 で 死 灘 する も の も る も あり, 50 日 目 に は 16 
と 云う 変性 卵 が 出現 し て いた . これ は 寒天 培地 の 成績 よ 
つた 放 と 思う . と の 水道 水 培 養 の 対照 群 の 成績 は 吉 

虫 単 細胞 水道 氷 で 40°C 培 養 を 行う と , 培地 の 
敗 に ょ る 影響 が 更に 強い 為 か , 無 酸 素 状 態 も 有 酸 素 状 態 
も 共に 発育 も 悪く 死滅 卵 も 増加 し て お り , この 成績 は 青 
木 (1984) の 報告 と 近似 し て お り , この 場合 に は 無 酸 素 
状態 に ょ る 貝 卵 の 休止 状態 で 温度 に 対す る より も , 培地 
加 温 され て 以後 の 敗 促進 の 為 に 虫 害 を ょ より 多く 
受け た も の と 考え られ た . 即ち 835C~45C の 温度 で 水道 
水 の 培 地 は 腐敗 の 影響 が か な り 強 く 作 用 する . 

発育 各 期 の 環 虫 卵 は 何れ も 30C 培 養 で 無 酸素 状態 に 短 
期間 作用 さそ る と , その 期間 は 完全 に 発育 を 休止 し て お 
り , 以後 酸素 を 供給 すれ ば 順調 に 発育 を 継続 し て 季 虫 期 
きま で 発育 を 完了 する . 即ち 環 虫 卵 は 如何 な る 発育 期 に お 
いて も 短期 間 の 無 酸 素 捧 態 な ら ば , 確実 に その 期間 中 は 
発育 を 停止 させ る と と が 出来 る . 又 そ の 後 の 発育 阻止 は 
一 切 認 め ら れず , 以後 酸素 を 供給 する と 順調 に 発育 を 完 

銅 虫 単細胞 卵 を 30C 培 養 で 長期 間 無 酸素 状態 に 放置 し 
て お く と , 90 日 作用 まで は 80% 以 上 が 以後 酸素 を 供給 す 
る と 発育 し て 虫 期 と な り , Martin(19183) 大場 (1923) 
の 報告 と 同様 に 無 琶 素 状 態 ご ! は 休 止 を 続け て いた と 考え 
て よい が , それ 以上 の 長期 間 作 用 の 報告 は な い が , 著者 
の 実験 で それ 以後 に 重要 な 阻止 作用 乃至 死滅 作用 が ある 
と と が 判明 し た . 即ち 100 日 ~120 日 作用 で は 55~762% 
^ が 仔 虫 期 に 達し た が , 発育 途中 か ら の 変性 も 増加 し て 30 
~4096 と な つて お り , 休止 状態 以外 に 僅か に 発育 阻止 作 
用 が この 位 無 酸 素 状 態 に 晒 虫 卵 が 置か れ た 場合 とこ に は 生じ 
て くる . 以後 は 旦 数 が 増す ご と に 無 酸 素 状態 に ょ る 発育 
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阻止 作用 は 増加 し , 130 日 作用 ご は 変性 卵 が 更に 増加 し 
て 位 虫 期 に 達する も の は 僅か に 4022 前 後 と な り , 140 日 
作用 で は 2832%2 が 仔 虫 期 に 達する の 密 で あり , 150 日 作用 

+ 3 6 し か 仔 虫 期 に な ら ず , 160 日 作用 で は 分 列 期 き 
ご 発育 し て か ら 死 減 し , 170 日 作用 以上 ご は 発育 能力 が 
完全 な く な りや が て 全 する . 無 で 


80°C 培 養 で も 長期 間 作用 させ れ ば 順次 発育 能力 を 失 つ 
行き 160 日 以上 に お よ べ ば 死滅 し て し まう こと が が 判明 
し た . 文献 に み ら れ る Martin の 8 ヵ月 半 の 無 酸 素 状 能 
以後 と か えつ て 重要 な 点 が 見 出さ れ , 特に 140 日 ~150 

日 で 急 に 無 酸 素 に 対す る 抵抗 力 が 失わ れる こと と は 興味 あ 
る 問題 で ある . 

C で 長期 間 無 酸素 培養 を 行う と 20 日 作用 まで は 80%2 以 上 
が 和 虫 期 と な り , 
現れ 始め , 仔 虫 期 ま で 発育 する も の が 28 と 急激 に 減 
じ , 80 日 作用 で は 18% し か 仔 虫 期 に 達し な いで , 大 部 分 
は 和 期 又 ら 変 性 移行 する . 35 日 作用 で 
は 約 10% が 仔 虫 期 に 達し , 大 部 分 は 又 実 期 か ら 変 性 する 
が , と この 辺り が 85°C の 場合 の 無 酸 素 状 態 で の 仔 虫 期 に 達 
する の 限度 と 考え られ た . 40 日 作用 で は 和 期 
で , 50 日 作用 で は 分 烈 期 ま で , 60 日 作用 以上 で は 発育 もせ 
ず に する . 
26 が 仔 虫 期 に 達し , 15 日 作用 で は 10% が 仔 虫 期 に } 
20~25 日 作用 で は 分 列 期 まで で 以後 月 余 で 死滅 し , 30~ 
発育 せ ず に 死滅 する こと も 判り , 無 酸 素 状 態 に し た 
ゃ は り 長 期間 の 温度 作用 に 対し て も 抵抗 が 強い . 

40C で 長期 間 無 酸素 培養 を 行 つ た 場合 は , 15 日 作用 きま 

で は 80% が 仔 虫 期 に 達し , 17 日 作用 で は 過半 数 は 発育 能 
力 を 有 し て お り , 202% が 仔 虫 期 に 達し た が , 20 日 作用 で 
は 約 り は 発育 能力 を 有 し 20%% が や ゃ や はり 和 仔 虫 期 に 達し , 22 
日 作用 で は 僅か に 仔 虫 期 に 達する も の が あり , 何れ も 分 
列 期 , 又 実 期 ま で 発育 し て 変性 に な る も の が 多く , 他 は 単 
細胞 か ら 直 ち に 変性 な り , で は 
下 の 単 細胞 九 が 短 時 日 生存 し て いた が 何れ は 死滅 す 
虫 期 と な る の みみ で あり , 10 日 作用 で は 僅か の も の な が 季 曳 
期 に 達する が , 大 部 分 は 分 列 期 か ら 変 性 卵 と な り , 12 日 
作用 で は 分 列 期 まで , 15 日 作用 以上 で は 発育 せ ず に 変性 
卵 と な り , 無 酸素 状態 より も や は り 早 く 死 滅する 

仔 虫 期 嘱 を 80C で 長期 間 無 酸素 培養 を 行う と , "70 日 作 
用 まで は 以後 酸素 供給 を 行え ば 83 2 以上 が 生存 し て お 


( 
| 
と 
間 : 


or 


り , 以降 無 酸 素 作 用 期間 に 応じ て 生存 卵 も 減じ , 80 日 作 

用 で は 6022, 90 日 ~110 日 作用 で は 40~45% が 生存 し , 

120 日 作用 で は 20%, 130 日 ~ 150 日 で は 8 2 位 が 生存 

する の み で あり , 160 日 作用 以上 で は ほとん ど 死 減 し て 

し まう . 虫 期 る 抵抗 は 単 
細胞 九 の 場合 と ほとん ど 同 様 な 傾向 が ある こと と が 判明 し 

即ち 仔 虫 期 130 日 ~150 日 まで が 長期 間 無 酸素 

作用 に 対す る 抵抗 性 の 限度 で ある と 考え られ た . 

間 な ら ば 発育 休止 し て お り , 長期 間 で は 150 日 位 ま 
か 抵抗 出来 な いも の と 思 は れ , 又 加 温 & ceogeindd 
状態 の 方 が 抵抗 性 が 強い と 云う こと と が 判 つ た. 

又は Morganii を 混在 させ る と は 細 
累 の 生活 中 は 発育 を 行わ ず , あたかも る 休止 状態 に あり , 
細 死 する と が 発育 を 開始 し 20 日 位 経 過す 
れ ば ほとん ど 虫 期 に 達する . この 場合 に . 又は 
P. Morganii の 毒素 に よる ろ も の で あれ させ 

て も 環 虫 卵 は 発育 し な い 箸 で あり , も し 生 菌 が 酸素 を 必 
要 と する た め 無 酸素 状態 に ょ る 遇 虫 卵 の 休止 状態 と すれ 
ば , ホル マリ ン で 死 し た 場合 と に は 明らか に すぐ 
卵 は 発育 する 筒 で あり , 実際 に 実験 を 行い 予想 通り に 
育 し 15 日 で ほとん ど 仔 虫 期 に な つた . こと の 結果 は B 
coli Morganii に 9 培地 中 の 酸素 が 使用 さ 
れ て いる 間 は 無 酸素 状態 で 培養 し て いる と 同じ 
状態 に な り , 一 時 発育 を 休止 し て お り ,。 その 人 後 細菌 の 減 
亡 と 共に 発育 する も の と 考え られ た . と この 事実 か ら 腸 管 
内 で が 発育 と と は , 混在 細菌 に ょ り 
無 酸 素 状 態 と な る 可能 性 が 大 ご で ある と 考え られ , 従 つ て 
休止 状態 で 腸管 内 に ま つ て いる 為 に 発育 
に , 単細胞 と 一 緒 に 体外 に 排 され て くる 一 因 
と な つて いる と 思わ れる 。. 

要 約 

1) 単細胞 , 分 列 , 期 , , 仔 虫 期 各 発育 
段階 の 主として 3 菌 斜面 寒天 培地 (一 部 
の 実験 で は 水道 水 を 用 いて 培養 する ) に 疹 布 し , 比較 的 
高温 (30~50°C) 下 の 無 酸素 状態 に 長期 間 C200 日 以内 ) 
に お よび 放置 し た 後に , 観 祭 培 養 に 移 レ 50 日 間 に わ た 
その 卵 の 発育 , 減 状 態 の 観察 を 行 つ た . 

2) 単細胞 30~40C の 温度 で は , 24~120 時 
或 は 死滅 に 何等 の 影響 を 認め な い . 俳 し 45C に な る と 72 
以上 の 無 態 の 放置 は その後 の 発 育 が 
来たし 和 桑 実 期 以 後 の 死 減 卵 が 増加 する . 叉 8385~45°C の 温 


で は 完全 に 死 減 す る . 
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度 で は 無 酸素 状態 の 放置 卵 は その 対照 の 有 酸 素 状態 の 虫 
較べ, の 発育 で 温度 の 障害 を か えつ て 受け 難い 
とこ と が た . 

8) を 35~45°C の 温度 条件 下 で 水道 水 培養 を 行 
つた 場合 と , 寒天 培養 を 行 る と , 無 酸 
素 状態 と 有 酸 素 状態 と を 問わ ず , 水道 水 培 養 の 方 が その 
は 恐 ち く 水 の 腐敗 が 原因 と 思わ れる . 

4) 上 虫 単細胞 卵 を 無 酸 素 状 態 で 30C の 温度 に 長期 間 
放置 し た 場合 は 90 日 間 で は 上 が その 後 の 
で 仔 虫 期 に 達し た の に 反し , 110 日 ~120 日 間 で は 55~ 
762%6, 130 日 間 で は 40 後 , 140 日 間 2326, 150 日 
達 し た . 140 間 以 後 は 培養 
察 で 大 部 分 の も の が 和栗 実 期 か ら 変 性 卵 に な る の が 認め 
られ , 160 日 以後 は 分 列 期 か ら 変 性 卵 と な り , 170 日 間 
以後 は 単細胞 か ら 発育 を 認め ず 後 観 祭 の 必要 を 認め 程 
度 で あつ た . 

5) 単細胞 無 酸素 状態 で の 温度 に 長期 間 
放置 し た 場合 は 20 日 間 で は 80%% 以 上 が 仔 虫 期 に 達し , 25 
日 間 で は 急速 に 減 じ て 2322 が 仔 虫 期 と な り , 大 部 分 は 和 柔 
実 期 お よび 遇 遇 期 まで の 発育 か ら 変 性 する . 30~35 日 間 
で は 10~182% が 仔 虫 期 と な り 大 部 分 は 酸 実 期 か ら 変 性 す 
る . 40~50 日 間 で は 大 部 分 は 分 列 期 で 一 部 が 又 実 期 ま で 
発育 する が 以後 は 発育 せ ず に 変性 卵 と な る . 60 日 間 で は 
発育 すず に 単細胞 の まま で 死 減 す る . 対照 と し て 行っ つた 
35°C 加 温 の み の 場 合 は 5 日間 作用 で は 90% が , 7 日間 で 
は 60~7022 が , 10 日 間 で は 452% が , 15 日 目 で は 10% が 夫 
メメ 仔 虫 期 に 達する の みみ で あり , 20~25 日 間 で は 分 列 期 ま 
ぐ 約 半数 が 発育 する が , 月 余 で ほとん ど 死 減 す る . 30 日 
へ ~35 日 間 で は 分 列 期 まで , 40 日 ~50 日 間 で は 一 部 が 分 裂 
期 ま で 発育 する が 石部 分 は 単細胞 か ら 変 性 卵 と な る . 60 
日 間 で は 単細胞 か ら 直 ち に 変性 卵 に なつ てい る. 

6) 単細胞 無 酸 素 状 態 で 
放置 し た 場合 は 15 日 間 作 用 まで は 8022 以 上 が 仔 虫 

仔 虫 期 に 達する が , 20 日 ~22 日 間 で は に 期 に 
する 貝 卵 も ある が , 大 部 分 は 発育 途中 か ら 変 性 九 と な 
り , 25 日 間 ご は 20 が 単細胞 の まま で 20 日 位 生 存 し て い 
る が 発育 すず に 死 減 レ 。 27 日 間 で ご は 142 位 が 単細胞 て 10 
日 位 生 存 し て いる ヵ : ゃ は り を ず に する 日間 
は 単細胞 で 10 位 が 5 日 位 生存 し 以後 死 減 し , 35 日 間 
対照 の 40C の 加 温 の み の 場 合 は 5 


日 間 作 用 で 7426 が 期 と な り , 日 間 は が 仔 
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と な る も , 期 お よび 映 か ら 変 性 する が 多 
, 10 日 間 で は 僅か が 仔 虫 期 に な る も 大 部 分 は 分 列 期 か 
期 き で の 発育 で 以後 
性 九 と な り , 15 日 間 ご は 変性 卵 と 直ちに 移行 し て いる . 
放置 する と , "0 日 間 作 用 まで は 88 以 上 が 生存 し て お 
り , 80 日 間 で 6022, 90 百 ~110 日 間 で ご は 40~45%, 120 
日 間 で は 202%2, 180 日 ~150 日 で は 82 位 が 夫々 生存 レ 
て お り , 
混在 させ て 80°C 作 用 を 行う と , 細 aiai 
間 位 まで は 遇 虫 卵 は 発育 せ ず に 単細胞 で あり , 以後 細菌 
が 死滅 する と 発育 を し 全 虫 期 に 達する . 1 2 
ル マ リ ン 水 で coli お よび 有 Morganiz を 死 し レ 
て 混在 ささ た 場合 と は な, は 直ちに 発育 を 開始 し て 
仔 虫 期 に 達し, 何ら の 影響 も 受け て いな い . こと の 結果 生 
菌 混在 の 場合 こ は 細 菌 が 酸素 を 必要 と する の で , その た 
め に 酸素 が 欠 逐 し 処 虫 卵 は 細菌 が 生存 期間 中 は 発育 が 単 
に 佑 止 し て いる も の と 考え られ た . 
握 筆 する に 当り 御 指導 を 賜 つ た 分 島 所 長 , 恩師 板垣 博 
士 , 予 研 石 央 博士 に 謝意 を 表し ます . 
谷本 論文 の 要旨 16 回 , 17 回 , 19 回 日 本 寄 
生 虫 学会 東日本 支部 大 会 並び に 第 29 回 日 本 寄生 虫 学会 
総会 で 発表 し た . 
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STUDY ON THE ASCARIS EGGS EXPOSED UNDER THE OXYGEN 
FREE CONDITION FOR A LONG TIME AT A 
RATHER HIGH TEMPERATURE 


SHIGEHIRO OHZU 
(Saitama Prefectural Institute of Public Health, Ohmiya, Japan) 


The ascaris eggs stop their growing when they are exposed under oxygen free condition 
for a certain period at temperature of 30°C, even if they are in such growing stage as a mono 
cell, cell division, a morula, a tadpole or a larval stages. 

The eggs exposed under oxygen free condition at temperature of 35 to 45°C are found to 
refuse the effect of temperature more strongly than those: under the presence of oxygen. 

Martin (1913) observed the eggs in the absence of oxygen for 3 months and a half and 
stated that they would merely stop their growing. The present experiment, however, indicated 
that when the eggs were exposed under oxygen free condition at 30°C they survived for 150 
days whereas none of them survived after 170 days. 

At 35°C the eggs in the absence of oxygen survived for 30 to 45 days whereas in the 
presence of oxygen they survived for only 15 days. And at 40°C the eggs in the absence of 
oxygen survived for 22 days whereas in the presence of oxygen for 10 days. 

When the eggs are mixed with the living B. coli and P. morganii bacilli their growing 
are stopped as long as these bacilli are surviving, and when these microorganisms are killed by 
19%o formalin, they begin to grow. 

It should be given as a conclusion that the eggs with living bacilli stop their growing 


because the oxygen in the medium are consumed by the microorganisms. 
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卵 の 方 法 に 対す る 検 対 
附 , 滅菌 斜面 寒天 培地 と 他 培 地 と の 比較 


小津 茂 
埼玉 県 術 生 研究 所 


(昭和 36 年 1 月 11 日 受領 ) 


特 別 


言 

発育 に 関す る 諸 条件, 虫 の 抵抗 性 , 形態 学 
的 の 研究 を 行う 際 に は , 晒 虫 卵 の 培養 に よる 観察 が 不可 
欠 の 要素 で あり, 時 に 生死 判定 を 要する 場合 と は , 染色 
法 等 に よる 判定 方 法 ぶ 未だ 研究 の 域 を 出 な い 現 在 で は 。, 
培養 に ょ る 長期 間 の 発育 状況 の 観察 に 由 ら れ な けれ ば な 
ら な い の は 止む を 得 な いと 云う の が 現況 で ある . 

培養 法 に つい て は Davaine (1862), Halley (1885), 
我国 で も 長谷 川 (1908), 定 永 (1914〉 以来 多数 の 研究 者 
が が 遇 虫 卵 の 発育 を 観 祭 する 為 に 種々 の 方 法 を 考案 し て い 
環 虫 卵 発 育 と 境地 と の 関係 に つい て は , 最近 で は 中 川 
(1981) う , 和泉 (1952) 等 の 研究 が あり , 何れ も 濾紙 , 
瓦 , 素 焼 皿 , 砂 , 獣 炭 末 等 を 用 い , 湿潤 液 と し て こ は 水 又 
は ホル マリ ン 水 を 用 いて の 観察 , お よび 試験 管内 に 培養 
液 と し て 水 。 ホル マリ ン 水 。 リン ゲ 久 氏 液 等 を 入れ て 
卵 の 発育 を 観察 する 等 し て , 比較 検討 を 行 つ て いる . レ 
か し 人 従来 か ら 用 いら れ て いる 各 法 は , 移動 その 他 取 扱い 
が 央 る 不便 で あり , 又 時 と し て は 同じ 方 法 を 用 いて も 吊 
虫 卵 の 発育 が まち まち に な る こと と も ある . 

小宮 等 (1956) は その 点 を 考慮 し て 取扱 い に 便利 な 1 
ホ ル マ リ ン 加 3 平板 培地 を 作製 し , 卵 の 発 
育 状況 を 観察 し て 従来 の 方 法 と 比較 検討 を 行い 良好 な 結 
果 を 得 て い る . 北条 (1958) は ホー ル グ ラ ス に 小宮 等 の 
処方 の ホル マリ ン 寒天 を ささ て を 塗布 し , 
カバ ー グ ラス で 封じ て , 同一 虫 卵 に ょ る 長期 観 祭 が 可能 
な 方 法 を 発表 し た . 

は 培地 の 如何 で は すぐ に 発育 能 に 影響 を ぉ ょ 
s す こと が ある の で , 著者 は 多数 の 検体 を 取り 扱う 実験 に 
便利 な 様 に , 減 菌 斜面 寒天 培地 を 作製 し 従来 の 方 法 と 比 
較 し て , よい 成績 が 得 ら れ た の で , 貝 卵 の 抵抗 試験 等 の 
場合 に 使用 し て いる . 発育 と 培地 と の 再 検 対 
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と 併せ て 報告 する . 
材料 と 方 法 

斜面 寒天 培地 は , 蒸溜 水 に 粉 未 寒天 を 3 22 の 割合 に 
じ た も の を 加熱 深 解 せしめ , 予め 減 菌 し た 小 試験 管 (内 
径 10mm, 長 ミ 100mm) に 3 ce 宛 分 注 し , 直ちに 綿 栓 
を 施し て 終 面 と な し , 自然 に 冷却 北 固 する の を 待つ て 使 
用 に 供し た . 

素 焼 皿 培 地 は , 減 菌 し た 素 焼 皿 ( 由 径 60mm, 高 さ 10 
mm) を 直ちに 滅菌 シャ ヤー レ (内 径 90mm, 高 さ 20mm) 
内 に 入れ て , 周囲 に 湿潤 液 と し て 水道 水 , 蒸溜 水 , 0.5 
%, 1%, 2%, 4% 各 濃度 の ホル マリ ン 水 を 夫々 注 加 
し て , 蓋 を し て 使用 に 供し た . 

濃 紙 培地 は , 小 試験 管 (内 径 10 mm, 長 ミ 100 mm) 
に 幅 7 mm, 120 mm に 切 つ た 東洋 2 号 を 斜め 
に し て 入れ , 試験 管 に 水深 1 cm に な る 様 に ピペット で 
水道 水 , 水 0.56, 196, 226, 4 各 濃度 の ホ 
ル マ リ ン 水 を 夫々 注入 し て , 直ちに 綿 栓 を 施し て 使用 に 
供し た . 

試験 管内 液 浸 培 地 は , 減 菌 小 試験 管 内径 10mm, 長 
さき 100mm) に 水深 1cm に な る 様 に ピペット で 水道 水 , 
蒸溜 水 0.5%, 1%, 2 92, 426 各 濃度 の ホル マリ ン 
水 を 夫々 注入 し て , 直ちに 綿 栓 を 施し て 使用 し た . 

空気 送 入 試験 管内 液 浸 培 地 は 第 1 図 に み ら れ る 様 な 装 


置 を 作り 使用 に 供し た . 


本 試験 に お ける 環 虫 卵 は , 凡 て 必 場 より 採取 し た 新 
鮮 な 豚 遇 虫 虫 の 子宮 下部 1.5 cm 内 卵 を 材料 と し て 用 
い , 貝 卵 を 試験 に 供する 際 に は 試験 管 に 数 十 匹 分 の 子宮 
を 集め , 水 を じ て 分 に 竹 ご 振 て 子宮 内 を 押 
し 出し , ガー ゼ 1 枚 で 濾過 し て 子宮 壁 等 の 残 訪 を 除去 レ 
た も の を よく て , 白金 耳 で 斜面 寒天 培地 , 
地 , 素 焼 皿 培 地 の 表 面 に 夫々 充分 に し , 液 浸 で 
は 試験 管内 の 培養 液 中 に を 混入 し た . 


DK 


類 の 方 法 に つい て 検討 し た . 

各 培 地 共 に 同種 類 の も の を 3 本 宛 準 備 し , 同時 培養 を 
開始 し て 何れ も 30"C 角 器 (温度 誤差 0.5 内 培養 
を 行 つ た . 

遇 虫 卵 発育 状況 の 観 祭 は , 培養 開始 後 3 日 目 , 5 日 
目 , "日 目 , 10 日 目 , 15 日 目 , 20 日 目 , 80 日 目 に 行い , 
各 発 育 程度 の 百分比 で 比較 を 行 つ た. と この 観察 は 各 培 地 
か ら 白 金 耳 で 遇 虫 卵 を 採り 。 予め スラ イド グラ ス 上 に 
置い た 滴 の 水 と よく 混ぜ 合せ カ バー グラ ス (18 x 18 
5 mm) を の せ て 鏡 検 し た . 以上 の 方 法 で 各 培 地 基 に 100 
ご 宛 3 本 , 計 800 の 卵 を 算 え て , 発育 程度 

CN お ぉ お ょ よび 変 性 観 し て 分 類 を 行 つ て た . 
実験 成 

第 1 空気 送 入 装 置 に ょ る 卵 80°C 器 内 ご し た 8 日 目 の 各 培地 の 発育 状況 は 

銅 虫 卵 の 発育 能 た つい て の 比較 試験 は , 減 菌 斜面 寒天 第 1 表 に みみ られ る 様 に , 和 斜面 寒天 培地 で は 682%2 が 分 列 後 
培地 , 水道 水 , 蒸溜 水 , 前 記 4 通り の 濃度 の ホル マリ ン 期 て 4 細胞 期 と 数 細胞 期 を 総称 す る . 以下 同様 ),1822 
水 に ょ る 湿潤 濾紙 培地 , お ょ び 素 焼 皿 培 地 , 水道 水 , が 分 裂 前 期 Rg si を 総称 する . 以下 同 
溜 水 , 様 う , 1226 が 単細胞 期 で あつ; 
地 , 特に 水道 水 の 場合 は 窒 気 送 入 に ょ る 培養 方 法 , 並び 湿 潤 で は 各 濃 度 共 に 80~9022 が 分 避 後 期 ま で 発育 し て 人 お 
こ 水 道 水 , 水 の 連 日 換 試験 管内 液 培地 の 計 22 種 り , 水温 ご は 2822 が 分 る 後 482%% 前 期 , 


第 1 表 30°C 培養 3 日 目 の 比 較 


寒天 境地 


地 
% ホ ル マ リ ン 水 

9% ホ ル マ リ ン 水 

9% ホ ル マ リ ン 水 

ホ ル マ リ ン 
溜 水 
水 

焼 皿 
0.5 9% ホ ル マ リ ン 水 
1 % ホ ル マ リ ン 水 
2 % ホ ル マ リ ン 水 
4 % ホ ホルマリン 水 
水 

水 


地 

0.5 % ホ ル マ リ ン 水 
ホルマリン 水 
2 % ホ ル マ リ ン 水 
ン 水 
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5 
培 地 
の 
63.6 29.1 
68.7 21.1 
69.5 21.9 
16.0 12.0 
3 
36.0 12.0 
32.0 16.0 
34.0 10.0 
30:.0 
| 18.2 0.8 
1.0 
上 (2) 0.9 
道 ① 3.0 0.4 


第 2 表 30°C 培養 5 日 目 の 比 較 


比 
5.0 


0.5 % ホ ル マ リ ン 水 10.0 12.0; 28:0 
1 % ホ ル マ リ ン 水 
2 % ホ ル マ リ ン 水 6.8 3.4 5 17 80 
4 % ホ ル マ リ ン 水 8.3 1.2 82.6 
道 水 5.5 


4.0 
l 3.0 
2 5.0 
4 % ホ ル マ リ ン 水 4.0 
水 8.0 
水 道 水 13.7 


0.5 % ホ ル マ リ ン 水 5.0 SF 7 4 
2 % ホ マリ ン 水 5.0 5.0 17 
4 % ホ ホルマリン 水 13.8 0.9 
同 上 (2) 5.0 4.4 65.0 20.0 
1.5 5.0 17.5 10:0 13.5 45.5 


水道 水 湿潤 ご は て が 分 後期 ,6322 分 列 期 , が 裂 前 期 で ご, 水道 水 湿潤 ご は が 期 で あつ た . 


単細胞 期 で ご あつ た . 素 焼 皿 培地 の ホル マリ ン 水 湿潤 で は 培地 の ホル マリ ン 水 で は 各 濃 度 基 に 73~8722 が 季 実 期 で 
各 濃 度 共 に 44~482 が 人 分裂 後期 , 28~8422 が 分 裂 前 期 6 あぁ あり, 蒸溜 水 お よび 水道 水 で は 放置 せる も の も , 連日 交 


~1222 が 単細胞 期 で あり, 水 は 89 し た も の も まだ 48~6722 が 単細胞 期 で , 28~45% 分 
8 分 , 水道 水 湿潤 は 列 で あつ た . 5~542%6 が 分 後期 
8 26 が 分 後 期 , 6522 が 分 期 , 1722 が 単細胞 期 あ 28~3026 が 分 期 で あぁ つた. 変性 斜面 寒天 で 
つた . 液 の ホ ル マ リ ン 80~90% 2 26, 他 は 5~15% で あり , 特に 水道 水 用 の 場合 は 18 
が 発 育 し て いた が , 水道 お よび 蒸溜 水 で は ~159% 増加 し て いた 

放置 せる も の も , 連日 交換 し た も の も 82~902% は まだ 単 培養 7 日 目 の 成績 は , 第 3 表 に み ら れ る 様 に 斜面 寒天 


細胞 期 の で あつ た . 送 入 の 場合 は 16~25 分 て いた . 培地 で は ホル 
前期, 75~ 8026 が 単 期 で つた. 変 性 は 各 マリ ン 湿 潤 1 濃度 の も の は 922% が 遇 に , 他 の 濃度 
地 共 少な く 2~8 2 の 出現 で あぁ つた . で は 41~5826 で は 期 で あ 


5 日 目 の 成 績 は , 第 2 表 に みみ られ る 様 に 道 お よび 水 湿潤 で は 67~70% が 期 で あつ た . 
培地 で は 6 が , 91% が 期 に 発育 し 素 焼 皿 培地 の ホル マリ ン で は 各 濃 共 に 16~28% 


紙 ホルマリン の も の で は 各 濃 度 共 に 82~92 遇 , 60~7722 が 実 期 で あり , 水道 水 

26 で あり , 蒸溜 水 湿潤 で は 4222 が 和 期 , 302% が に , 6322 期 に なり, 蒸溜 水 湿潤 で は 74 

後 期 , 1222 が 分 列 期 で あり , が , 102 が 分 後期 あつ た . 

s26 が 期 で あつ た . ン 湿 で は 液 浸 の ホ マリン の もの で は 各 濃 度 共 に 46~ 
1 2 の 濃度 の も の が 発育 が 早い が , 各 度 6025 が , 32~4122 が 期 あり , 水 は 放 置 そ 
60~8022 り は =: 主 に 期 あつ る も の も , 連日 せる も の も 期 , 22~802%2 
湿潤 で は 期 , が 分 期 , が が 分 期 , 28~8222 が 分 前 期 で , 21~2822 が 単細胞 
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| | 
素 焼 皿 
6.0 2.0 10,.014.0 22.0 .3430 
8 6.0 6.0 8.0 8.0 8.0 28.0 32.0 
0:3 3.3 79.4 
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第 3 表 30°C 培養 7 日 目 の 比 較 
観 人 卵 数 分 比 
地 種 別 - 
面 寒天 境地 1.0 99.5 
紙 
10.0 4.8 40.0 38.0 6.0 
0o ホ マリ ン - 
2 % ホ ル マ リ ン 水 8.0 6.0 26.0 32.0 26.0 2.0 
4 % ホ ル マ リ ン 水 3 50.0 24.5 10.7 
水 2.0 12.0 18.0 48.7 
水 道 水 0.3 1.6 69.0 10.0 
素 焼 皿 地 
0.5 % ホ ル マ リ ン 水 10.7 1.4 60.0 18.6 9.3 
2 % ホ ル マ リ ン 水 4.0 1.0 1.0 M7.0 150. 2 
4 % ホ ル マ リ ン 水 5.0 .0 68.0 11.0 5.0 
水 道 水 13.6 0.3 0.3 2.5 
液 培 
0.5 % ホ ル マ リ ン 水 4.0 5.0 30.0 26.0 34.0 
1 % ホ ル マ リ ン 水 6.0 8.0 32.0 24.0 30.0 
2 6% ホル マリ ン 水 7.0 5.0 2.0 35.0 29.0 22.0 
4 % ホ ル マ リ ン 水 42.0 {8 7.0 34.0 28.0 18.0 
水 ①) 6.0 21.0 26.0 6.0 16.0 14.0 12.0 
同 (2 8.0 2.0 28.0 28.0 10.0-12.0. 12:. 
水 道 水 (①) 3.0 3.0 47.0 20.0 8.0 9.0 10.0 
同 上 (2 6.0 60.0 18.0 1.0 6.0 9.0 
同 上 (3) 2.0 05:0 


4 30°C 培養 10 日 目 の 比 較 


不 単 2 3 4 分 前 後 後 
寒天 1.0 99.0 
紙 地 


境 地 種 別 


0.5 % ホ ル マ リ ン 水 6:0. 2.0 6.0 8.0 78.0 
1 % ホ ル マ リ ン 水 4.0 96.0 
2 % ホ ホルマリン 水 6.0 4.0 1.0 4.0 85.0 
4 % ホ ル マ リ ン 水 5.0. 3:0 3.0 89.0 

奈 水 6.0 10.0 69.0 15.0 

水 水 0.3 81.1 

素 焼 皿 

0.5 % ホルマリン 水 10.0 1.0 19.0 12.0 34.0 23.0 
2 9% ホルマリン 4.0 34.5 16:0" 
4 ホルマリン 水 8.0 42.0 10.0 21.0 12.0 

水 40 .3.0 4.0 14.0 65.0 10.0 

水 道 水 0.3 80.5 

0.5 ホル マリ ン 水 3.0 4.0 7.0 86.0 
1 % ホルマリン 水 20 
2 % ホルマリン 水 5.0 88.0 
4 9 ホル マリ ン 水 3.0 2.0 1.0 4.0 90.0 

水 (1) 9.0 3.0 2.0 WO 

水 道 。 水 ①) 10.0 4.5 -20.0 12.0 24.0 20.0 8.0 1.0 

同 上 (2) E010°5:0 0 27.0 

同 上 (3) 3.0 18:5..58.0 
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期 で ご あり , 水道 水 使 用 の は 12~18% 分 裂 後期 , 19~282% 
が 人 分裂 前 期 で , 47~6022 は まだ 単細胞 期 ぐ ゎ あつ た . 空気 
送 入 の 場合 は が 実 期 で あつ た . 変 性 は 4 ~18 
2% で 5 日 目 の 状 態 と ほとん ど 同 様 で あつ た . 

培養 10 日 目 の 成績 は な, 第 4 表 に み ら れ る 様 に 和 斜面 寒天 
培地 で は 完全 に 仔 虫 期 に 達し , 濾紙 培地 の ホル マリ ン 湿 
で は 各 度 共 78~96 2 が 仔 虫 期 , 水 で は 15 
が 仔 虫 期 , 79% 遇 に に なり, 水道 水 で は 8122 
が 仔 虫 期 で ぐみ つた. 素 焼 皿 培 地 の ホ ル マ リ ン 湿 潤 で は 各 
濃度 共 12~2322 が 仔 虫 期 , 81~472 , 19~502 
が あり , 溜 水 湿 ご は 10% が 和 期 , が 
あり , 水道 水 - が 仔 虫 期 で あつ た 
液 浸 培 地 の ホ ル マ リ ン 水 ご は 各 濃 度 共 86~952 ee 


に な つて お り , 蒸溜 水 で は 放置 の も の は 37 2 が 和 又 実 期 , 15 
あり , 連日 変換 せる る の は 放置 の も の より ぁ る 発育 が ょ よく 


て 12% が , が 実 期 が 分 , 5 
が 人 前 期 , 102; ちり, 水道 水 は 放置 の も 
の 連日 換 の の も 共に 28 期 , 3522 が 分 列 後 
期 , 20 は 単細胞 期 で あつ た . 空気 送 入 で は 15~20% が 
仔 虫 期 , 76~8022 が あつ た . 変性 は 5 ~1522 


第 表 30°C 


培養 15 日 目 比較 


で 特選 増加 は 認め られ な い . 
培養 15 日 目 の 成績 は , 表 に み ら れ る 様 に 斜面 寒天 
培地 , 培地 は ん ど 完 全 に 仔 虫 期 に 達し て お うり, 
素 焼 皿 培地 の ホル マリ ン は 4 濃度 が 少し 発育 
遅れ て 27% が 仔 期 , 56 が で あり , 他 の 濃度 で 
は 57~6222 が 仔 期 , 32~34% が 期 で あり , 水道 水 
お ょ よび 湿潤 ご は 81~9022 が 虫 期 に て 
液 の ホ ル マ リ ン 水 で 


期 に 発育 し て お り , 燕 溜 水 で は 連日 変換 の * 5622 が 
虫 期 , 36°% が で ! 放置 の も の は 26 
期 , 3122 が , 1422 が 分 後期 , 11% 前 期 , 


14%2 は まだ 単細胞 期 ぐ あり , 水道 水 で は 連日 交換 せる も 
の で 3 22 が 仔 虫 , 16 , 386 期 , 2022 
が 分 後期 , 前 期 , 10%2 ヵ 
放置 の も の で は が , 81% が 和 実 期 , 2522 が 分 
裂 後期 , 1422 分裂 前 期 , 1822 が 単細胞 で ぐち つた . 
気 送 入 で は 952%2 が 仔 虫 期 た 達し て いた . 又 変 性 卵 は 3 ~ 
17%2 で あり 今 迄 の 祭 と で あつ た 

培養 20 日 目 の 上 成績 は . pp ) で .。 素 焼 
皿 培 地 の ホ ル マ リ ン 温 潤 で は 75~87% が 仔 虫 期 , 10~22 
2 実 , と し て 残 つ て いた . 液 培 地 ご は 蒸溜 


観 


地 種 別 


不 単 
面 寒天 培地 1.0 
紙 地 
0.5 ホルマリン 水 8.0 
1 9% ホル マリ ン 水 5.0 
2 % ホ ホルマリン 水 2.0 4.6 
4 % ホルマリン 水 10 5.0 
水 6.0 
水 道 水 10.9 4.4 
素 焼 皿 培 地 
0.5 % ホ マリン 水 
1 % ホ ホルマリン 3.0 2.0 
2 ホル マリ ン 水 
4 % ホ ル マ リ ン 水 
水 6.0 
水 道 水 


9% ホル マリ 


1 9% ホル マリ ン 水 3.0 
2 % ホルマリン 水 
4 % ホ ル マ リ ン 水 80 3 
水 ①) 2.0 
同 4 4.0 14.0 
3.0 10.0 
同 (2 2 18.0 
同 (3) 4.5 


| 
| 
| 


1.0 1.0 4. 
3 


数 
後 前 


テ 卵 


1.3 92.0 


1.0 96.0 
3.0 89.0 
6.0 6.0 30.0 56.0 

3.0.8.0 0 15:0 400 
2.0 20:0 13.0 10.0 95.5 


99.0 
92.0 
95.0 
94.0 
8.0 86.0 
0.3 1.3 83.1 
1.0 5.0 28.0 57.0 
0 .25:0 62.0 
0 30.0 58.0 
0 43.0 27.0 
8.0 86.0 
0.6 81.0 
地 
94.0 
11.0 
9.0 
12.0 
(104 ) 


表 30°C 培養 20 日 の 比 較 


地 種 別 
寒天 境地 1.0 99.0 
紙 
0.5 % ホ ホルマリン 6.0 94.0 
1 % ホルマリン 5.0 95.0 
2 % ホ ホルマリン 水 4.0 2.0 94.0 
4 % ホ マリン 水 3:0 93.0 
水 8.0 92.0 
水 道 水 9.0 2.60 89.0 
素 焼 皿 地 
0.5 % ホ ル マ リ ン 水 4°0 4.0 3.0 9.0 80.0 
1 % ホ ル マ リ ン 水 3.0 2.0 8.0 87.0 
2 % ホ ル マ リ ン 水 2.0 1.0 9.0 9.0 79.0 
4 % ホ ル マ リ ン 水 3.0 2.0 
水 6.0 94.0 
水 道 水 9.0 91.0 
液 
0.5 % ホ ル マ リ ン 水 6.0 94.0 
1 % ホ ル マ リ ン 水 4.0 96.0 
2 % ホルマリン 水 6.0 1.0 93.0 
4 % ホ ル マ リ ン 水 6.0 2.0 92.0 
水 ①) 5.0 2.0 5.0 88.0 
同 上 (2 7.0 2.0 1.0°2.0 
水 4.0 2.0 5.0 6.0 9.0 74.0 
同 上 (3) 5.0 95.0 
第 7 表 30°C 培養 30 日 目 の 比 較 
地 種 別 
面 寒天 1.0 99.0 
紙 
0.5 % ホ ル マ リ ン 水 6.0 94.0 
1 % ホ ル マ リ ン 水 4.0 96.0 
2 % ホルマリン 水 5.0 95.0 
4 % ホ ル マ リ ン 水 3.0 97.0 
恭 水 7.0 93.0 
水 道 水 10.0 90.0 
素 焼 地 
0.5 % ホ ル マ リ ン 水 5.0 1.0 94.0 
1 % ホ ル マ リ ン 水 3.0, 2.0 95.0 
2 0 ホルマリン 水 4.0 3.0 93.0 
4 % ホ ル マ リ ン 水 4 20 4.0 90.0 
水 6.0 94.0 
水 道 水 6.0 94.0 
培 地 
0.5 % ホ ル マ リ ン 水 6.0 94.0 
1 % ホ ホルマリン 5.0 95.0 
2 % ホ マリ ン 水 6.0 94.0 
4 % ホ ル マ リ ン 水 6.0 94.0 
水 ①) 2.0 3.0 95.0 
同 上 (2 1.0 8.0 9.0 82.0 
同 E (2) 2:0 30 40 
(3) 4.0 97.0 
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水 の 連 日 交換 せる も の は 8826 が 仔 虫 期 と , 放置 せる も の 
は 3626 が 期 , 27% 2022 が 期 , 1022 が 
雪 裂 各 期 と な つて お り , 水道 水 で は 連日 交換 せる も の は 
7426 が 虫 期 , 1522 が , 5 が 期 で あり , 放 
置 す る も の は 4226 が 仔 虫 期 , 4 が , が 
期 , 15% が 分 烈 後 期 , 1422 が 分 裂 前 期 , 3 % は まだ 単 細 
胞 期 で あつ た . 

培養 30 日 目 の 成 績 は , 第 7 表 に み ら れ る 様 に , 何れ の 
培地 で も ほとん ど が 仔 虫 期 に 達し て お うり, 僅か に 液 浸 培 
地 の 水 道 水 お ょ び 蒸 水 で は 10~17%6 が まだ お よ 
び 和 又 実 期 と し て 残 つ て いる 程度 ご あり , これ も 培養 35 日 
目 に 観察 し た 時 に は 完全 に 仔 虫 期 と に 洋 し て いた . 

討 

銅 虫 卵 の 実験 を 行う に は , 虫 卵 培養 は 極め て 重要 な 意 


な る と その 発育 状況 は 必ず し も 一 致し な い 

銅 虫 卵 の 発育 能 を 百分率 で 検討 を 行う 共に は , ど 
な 方 法 が 常に 一 番 安 定 し た 牙 績 が 得 ち られ, 

が 便利 で ある か と 云う 点 で 検討 を 行 つ た . 


みみ な ら , 


和泉 等 (1952) は 2% ホルマリン 水 を 用 いた 場合 こ は 
. 素 焼 , , 砂粒 等 を た 場合 の の 
発育 は 大 体 同 様 ご あり , 硝子 の 試験 管 培養 は 初期 は 他 こ 
勝つ て いる が , 日 を 経る に 従 つ て 発育 が 劣 つ て くる と 云 
うぅ.。 又 小 宮 ら (1956) は 1 2% ホ ル マ リ ン 加 寒天 平板 培地 
は 従来 の 代表 的 で ある 素 焼 紙 培地 に 劣ら 
虫 の 発育 は 良好 で ある と 云う . 

著者 は 綻 来 か ら 行 われ て いる 濾紙 培地 , 素 焼 皿 培地 。, 
試験 管内 液 浸 地 に 夫々 0.526,。 196, 2%, 4 ホル 
マリ ン 水 , 水道 水 , 蒸溜 水 を 使用 し た ぁ の , 空気 送 入 し 
た 水道 水 それ と 3 面 寒天 培地 と に 卵 を 
その 発育 の 差 を 比 
検 対し た , この 場合 の 培地 別に 曲線 を 作る と 第 
2 図 に み ら れ る 様 に , 斜 面 寒天 培地 は 極め て 順調 に 発育 
を 完了 し , 培養 7 日 目 で 95% が 仔 虫 期 と な り , 8 日 目 忌 
は すべ て 発育 完了 し て いた の で , ほとん ど 直 線 的 の 発表 
曲線 を 示し て いた . 之 は 8 減 菌 斜 面 寒 天 で は 細菌 や カ 
ビ 等 の 影響 を 受け る こと も な く , 遇 虫 卵 発育 に 必要 な 適 

em て 発育 する も の と 考え られ 

ル マ リ ン 水 湿潤 並び と 水道 水 湿潤 の も の の 間 に こ に は ほとん 


ーー 一 素 焼 孔 培養 ー ロ ー ホル マリ ン 水 使用 
液 4 一 溜 水 使用 
同上 (水道 水 放置 群 一 水道 水 使 用 


第 2 図 培地 別 の 卵 発 育 線 


の 発育 状況 に 差 を 認め られ な い が , 乗 実 期 以 降 の 発 

が 寒天 培地 より も お くれ , 7 日 目 で は まだ 遇 

期 あり 。10 日 目 で 80 以上 が 虫 期 た な 

る . 蒸溜 水 湿潤 は が まばら に な り , 10 で も 仔 
期 と は 1526 し か 達せ ず , 15 日 目 で や つと 80 錠 以上 が 仔 虫 
期 と に な る と 云 う 状 況 で ある . 

素 焼 皿 培 地 は 濃 紙 培地 より も 更に 発育 が お くれ , 布 も 
発育 状況 が まばら と な り 15 日 目 で も 過半 数 が 仔 虫 期 に 達 
する 程度 で あり , 8022 以 上 が 仔 虫 期 に 達 す る に は 20 日 位 
著 明 に は 現れ な い が , 僅か に 4 の 濃度 の が 発育 が お て 
く な る 傾向 が あつ た . 

試験 管内 液 浸 培 地 も 各 濃 度 ホ ル マ リ ン 水 の 間 に は , 
訂 差 は 認め られ ず に 10 日 目 で 大 部 分 が 仔 虫 期 に 過 し た . 
水道 水 お よび 蒸溜 水 で は 発育 開始 が お そく 。, 最初 か 
ら ば ら の 発育 過程 が 観察 され , 15 日 目 頃 か らち や つ 
虫 期 , 大 部 分 が 仔 虫 期 に 達する に は 30 日 か か 
る . 空気 送 入 し た 場合 に は 放置 の も の より も か な り 早 く 
発育 し , し か も 発育 過程 る ま と ま つ て 来 て , ほとん ど 15 
日 目 で 大 部 分 が 仔 虫 期 に 達し た . 

虫 の 培養 た に は 寒天 培養 が 一 番 成績 が よく , 
いて 紙 よい と 思わ れる . ホル マリ ン 使用 の 各 
濃度 間 ぐ は ほとん ど 差 を 認め る こと が 出来 な いか ら 普 運 
用 いら れ て い 1 ~2 % の 濃度 で 濾紙 培地 , 素 焼 皿 培地 。 


(106 ) 
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液 浸 培 地 何れ の 場合 も よい の で は な 
ゃ 蒸溜 水 で 液 浸 培 養 を 行う と , 発育 が 遅く 有 凸 き ば ら の 発 
育 を 示す か ら , 空気 送 入 法 で 行 つ た 方 が 成績 が よく な る 
と う 。 


いか と 思う . 水道 水 


要 約 

銅 虫 卵 の 培養 に は 従来 か ら 種 々 の 方 法 が 考 寄 され て い 
る が , 著者 は 8 面 寒天 培地 を 使用 し , 培 
地 , 素 焼 培 , 試験 管内 液 浸 と 虫 の 発育 状況 
を 比較 検討 し て 良好 な 結果 を 得 た . 

斜面 寒天 培地 は 取扱 い が 便利 で あり , 減 菌 し て ある の 
で , 細菌 や カビ 等 の を 受け る とこ と も も なく, 
発育 に 必要 な 湿潤 状態 と 酸素 は 充分 に 供給 され る の で 
常に 発育 が 順調 で あり , 80°C 角 卵 器 内 培養 で は 38 日 目 で 
36 % が 分 列 期 , 5 日 目 で 90 が 和 酸 実 期 , 7 日 目 で 9422 
が 仔 虫 期 と な り , 8 日 目 に は 完全 に すべ て 仔 虫 期 た 達 す 
. 


紙 培地 は 7 日 目 で は な まだ で , 10 日 目 で 80% 以 
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浸 地 は ホル マリ ン 水 使用 の 合 は 15 日 で 期 に 
達する . 水道 水 又 は 蒸溜 水 使用 の 場合 は 約 80 日 を 要 し て 
大 部 分 が 仔 虫 期 と 達する が , 途中 の 発育 状態 な 極め て ま 
ば さら で あ り , ほとん ど 各 期 卵 が 20 日 過ぎ まで 観 祭 され 
る . 但し この 場合 に 空気 送 入 法 で 培養 を 行う と 発育 も ま 
と まり , 大 体 15 日 目 で 仔 虫 期 に 達する . 

掴 筆 す る に 当り , 種々 御 教 示 を 頂い た 分 島 整 所 長 , 予 
研 石 崎 達 博士 に 感謝 いた し ます . 
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STUDY ON THE METHOD FOR CULTURING THE ASCARIS EGGS 
WITH SPECIAL REFERENCE TO A COMPARISON OF 
THE SLANT AGAR MEDIUM WITH 
OTHER CULTURE MEDIUM 
SHIGEHIRO OHZU 
(Saitama Prefectural Institute of Public Health, Ohmiya, Japan) 

As to the method for culturing the ascaris eggs, various methods have been conceived. 
In the pregent paper, sterilized slant agar contained 3% of agar is newly deviced as a culture 
ground, and the growth of the eggs in which was compared with those obtained by using 
filter paper, an unglazed pottery and the immersion method. 

The slant agar is very easy to handle, and on which the eggs are not influenced by 
bacilli and mold owing to sterilization. In addition to these advantages, oxygen and wetness 
which are necessary to the growth of the eggs are kept adequately. 

When the eggs are cultured on the slant agar for 5 days at 30°C, 90% of them develops 
to a morula stage, and 7 days later all of the eggs reaches to a larval stage. On the other 
hand, if they are cultured by filter paper method, the eggs are found to reach a tadpole stage 
on the 7th day, and 10 days later 80% of them reaches to a larval stage. When an unglazed 
pottery is used, more than 80% of the eggs takes about 20 days to reach a larval stsge. 

When tap water is used in the culture of the immersion method, 8096 of the eggs reaches. 

: to a larval stage after 30 days because they become to sporadic in their growth stage. 

。 Formalin water, within the limits from 0.5 to 4.0%% of which, no difference of the eggs 


in the growth is found among these concentrations. Generally speaking, formalin water is more 


sufficient for the eggs than tap water only. 
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成虫 び ミ ョ フラ マイ 


に 私 は , イヌ 糸 状 虫 の 虫 体 物質 に ょ つて 感 作 処 置 2. 
と こし た モル モッ ト に Arthus 現象 を みとめ こと れ を 
> た . 今回 は 前 報 の Adjuvant 法 に ょ つて 感 作 を お ” 
と な つた ウサ ギ に イヌ 糸状 虫 の 成虫 お よび ミク ロフ イラ 


玄 状 虫 免疫 に 関す る 基礎 的 研究 


小山 二 
日 本 産 学 医 動物 学 (指導 清水 重大 教授 ) 


(昭和 35 年 11 月 25 日 受領 ) 


成虫 お よび Mf の 分 画 抗原 
前 報 の 惹起 抗原 に 準じ て つく り , これ を 粗 抗原 と し た * 
成虫 お よび Mf の 分 画 抗原 

成虫 と Mf の 乾燥 虫 体 を 食塩 水 C1 


ラリ ア 抗 原 に よる Arthus 現象 に つい て 


:1,000 ) で 


リア (以下 Mf と 略記 ) を 抗原 と し て 糸状 虫 免疫 と くに 
皮膚 反応 に 関す る 基礎 的 な 実験 を こと ころ みみ , さら に 両 抗 
原 の 性 状 ゃ 硫 安 分 画 物 の 抗原 性 に つい て も 検索 を お と な 

イヌ 糸 状 虫 の 皮膚 反応 に つい て は , 古く Taliaferro 
(1980) に ょ つて 始ま り そ の 後 , 多く の 業績 が 報告 され 
て いる . そし て こと これら は イヌ 糸 状 虫 に 抗原 材料 を 求め 糸 
状 虫 症 患 者 の 診断 に 供 さ れ た . 

Taliaferro は イヌ 糸 状 虫 の 食塩 水 に よる , 0.52 浸 出 
所 の 直径 10mm を 超え る と き , ある い は 足 を 生 
ずる 場合 を 陽性 反応 と し て 患者 に 皮 内 反応 を お こなつ 
た . それ に よる と Mf 陽性 の パン クロ マント 糸状 虫 患者 28 
名 に 用 いて 21 名 に 陽性 反応 が み ら れ , また 感染 者 と 思わ 
れる 56 名 中 46 名 に 陽性 反応 を , そし て 非 感染 者 19 名 は 陰 
性 を 示 レ し, その 診断 的 価値 ある こと を 報告 し て いる . 
その 後 , Wright et al.(1944), Bozicevich et al.(1944), 
Zarrow(1946), McFadzean(1953), Prelin Beye(1956), 
ー の 瀬 (1942), 山 本 (1956) ら も イヌ 系 状 虫 抗原 を 用 い 
て バン タク ロフ ント 糸状 虫 患者 に 皮 内 反応 を お と こない その 特 
異性 反応 に よ ょ る 診断 的 な 価値 を みとめ て いる が , 感 作動 
物 に 対す る 実験 的 な 所 見 に つい て の 報告 は きわ や め て 少な 
い . 私 は 感 作 処 置 を ほど こと し た 動物 に つい て 皮 内 反応 を 
お こと な い , この 解析 を お こと こなつ た の で , その 上 成績 の あら 
まし を 報告 する 
実験 材 び 方 法 

1. 感 作 動物 と 感 作法 

報 の Adjuvant 法 に ょ つて 感 作 を お こと こなつ た. 


し こと れ を 人 冷 室 で 48 時 間 抽 出し , 3,500 rpm 15 分 間 遠 心 
処理 を お と こない, さら に 上 清 を 硫 宏 飽和 に ょ っ て 得 た 洗 
と 上 清 を 透析 し , 第 1 表 の 法 に ょ つて 分 画 抗原 A; B 


・ お よび C を 作 つ た . 


4. 皮 内 反応 の 術 式 と 観察 
前 報 と お な じ 方 法 で お こなつ た . すなわち エバ クリ ー 
ふ に ょ っ つて 脱毛 し た 局所 の 皮 内 に 抗原 0.1 ml を 注射 し 


第 1 表 成虫 拉 よび Mf の 抗原 分 画 法 


虫 
[2 100 水 抽出 
(48 時 間 冷 
| 
| | 
| 上 
ET 
] 
| 分 B | | 分 C | 
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4 


250 


反応 の 測定 を 腫 彩 の 長径 と 短 径 と の 平均 値 と セロ フ マ ファン 
紙 に 模写 し た 実測 値 と と を と もつ てこ とれ を 表わし た . 

5. 抗原 の 性 状 

両 抗原 の 性 状 に つい て 比較 する た め 抽 出 液 の pH の 変 
化 に と よる 抗原 窒素 量 を ミク ロ ・ キ ェ エル ダー 法 に ょ つて 測 
定 し , 次 に Zone electrophoresis に ょ る 泳動 像 の 解析 
を Kunkel の 法 に よ つ て お こと な つた. 

実験 成績 
実験 エ 成虫 お よび Mf 抗原 の 性 状 
C1) 緩衝 液 に ょ る 抗原 窒素 の 変化 

両 抗原 の 体 物質 を pH 5.2~8.3 に 調整 し た 緩 
衝 液 を 用 い 冷 密 で 24 時 間 抽 出し , 3,500 rpm 15 分 間 達 
心 し , 上 清 の 素 量 を ミク ロ ・ キ エル ダー ル 法 に ょ つて 
測定 し 第 1 図 の ょ うな 結果 を 得 た . これ ら の 測定 値 は 成 
虫 お よび Mf と も に 抽出 液 の pH の 変化 と ほぼ ば おなじ ょ 
うな 傾向 を 示し た . 


N 
4 = Mf 
5.2 5.8 6.4 70 | 8.3 


pH 
策 1 pH と 抗原 窒素 と の 関係 


電気 泳動 法 に ょ る 抗原 性 物質 の 分 画 , 精製 に つい て は 
Paper electrophoresis お よび Zone electrophoresis な 
ど が 広く 用 い られ て いる . 寄生 虫 抗 原 の それ に つい て 
は , 岡田 (1959) は 回 虫 抗原 の 分 画 に Paper electro- 
phoresis を 用 い , 高山 (1958), 米山 (1959) ら は Zone 
electrophoresis に ょ つて 寄生 虫 抗原 の 分 画 を お と な つ 
て いる . 

私 は Kunkel の 法 に ょ つて 成虫 お よび Mf 抗原 を 材料 
と し て Zone electrophoresis に ょ る 泳動 像 に つい て 比 
較 を お こと こない, 次 の よう な 結果 を 得 た . 

泳動 後に おけ る 分 画 物 の 抗原 宏 素 の 定量 は 日 立 分 光度 
計 , 280mz の 吸収 に よ つ て お と な い 第 2 図 の よう な 成 
績 が 得 ら れ た . すなわち , 成虫 に お いて は 原点 の 険 極 側 


(Optical density (280 mp) 
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第 2 図 両 抗原 の Zone electrophoresis に よる 
泳動 像 Holder 1.5X3Xx40 cm Veronal 
buffer pH 8.6, 9mA, 250 V, 17 hrs. 


に 二 っ の 峯 が 出現 し 。 Mf に は これ が 一 つの 峯 で と こと に 
両 抗原 の 差 異 が みとめ られ る ほか は 類似 し た 泳動 像 が み 
られ た . 

実験 『 粗 抗 原 に ょ る 皮 内 反応 

寄生 虫 の 免疫 , と くに 抗原 性 物質 の 検索 と ついては, 
回 虫 を は じ め と し て 多く の 寄生 虫 の 虫 体 物質 を 材料 と し 
て お ぉ おこ な われ て いる が , バン クロ フト 糸状 虫 の を それ に つ 
いて は , いま だ 報告 を みな い . これ は 本 虫 の 採取 が きわ 
め て 困難 で ある た め と 思わ れる . 

私 は > この 点 に つい て イ ヌ 糸 状 虫 を 用 いて 分 画 し た 由 
体 物 質 に つい て 抗原 性 を Arthus 現象 に よ ょ つて 検索 を お 

す な は ち 成 虫 と Mf の 虫 体 物質 を お なじ 操作 に よっ つて 
食塩 水 で 抽出 (1 : 1,000 う し た 抗原 を つく り ,。 と これ を 
感 作 処置 を ほど こし た 5 頭 の ウサギ の 皮 内 に 注射 し て 両 
抗原 の 反応 を 観察 し た . 反応 の 出現 状況 に つい て は , 斑 
射 直 後 か ら 局 所 は 急速 に 腫 服 し 約 10 分 経 江 し て 両 抗原 の 
反応 に み ら れ た . 

ウサ ギ の 個体 間 に お いて も その 差 が みとめ られ た が , 
Mf 抗原 に 比較 し て 成虫 抗原 の 反応 が 強い 傾向 を 示し 
た . 3 時 間 後 , 両 抗原 の 反応 は も つと も 強く 出現 し , そ 
れ 以 後 は 次 第 に 縮 少 ある い は 消 退 を みた. これ ら 両 者 は 
反応 の 程度 に お いて は 着 が みとめ られ , 成虫 の 粗 抗原 が 
強い 反応 を 示し た が , 反応 の 出現 型 は 第 3, 4 図 よ び 
第 2 表 と に み ら れ る よう に きわ め て 相似 し た 成績 を 示し て 
いる . 

イヌ 糸 状 虫 の 成虫 お よび Mf の 貝 体 物 質 を 材料 と し , 
その 生理 食塩 水 抽出 液 を 粗 抗原 と し て , 感 作 ウサ ギ に 対 
する Arthus 現象 を お こなつ た . その 成績 と つい て は は, 
両 種 抗 原 間 に お いて 抗原 性 物質 の 量 的 関係 に よる の か , 
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第 2 表 成虫 拉 よ び ミ クロ フィ ラリ ア 粗 抗原 に た ょ る 皮 内 反応 の 成績 
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( 腫 服部 の 長径 と 短 径 と を 計測 し た 数 値 を 平均 し た も ゃ の 


QO 


/ 


\ 


第 3 図 よび Mf 抗 原 注 に ょ る 反応 セ 
ョ フアン に よる 反応 局所 を 模 示 し と こと れ を 縮図 


ぁゃ る い は 感 作 抗原 と し て 成虫 物質 を 用 いた た めか 不明 で 
ある が , 成虫 粗 抗 原 は Mf の 粗 抗原 にょ る 反応 に 比較 
し て 強い 反応 が みとめ られ た . 

実験 硫 安 分 に と ょ る 反応 

と お いて 。, 体 物質 を 材料 と 
し た 抗原 の 分 画 に と つい て は 蛋白 質 に 抗原 性 を 求め , あ 
る い は 多糖 体 に , また は 脂質 に 抗原 性 物質 の 存在 を 主張 
し レ , 研究 者 に ょ つて その 見 解 を 異 に し て いる . 

私 は イヌ 虫 粗 抗原 を 硫 分 画 法 に つて 分 
た 抗原 を 用 いて 感 作 ウサ ギ に 対す る Arthus 現象 を 中 
心 と し て , 成虫 お よび Mf の 抗原 性 に つい て 比較 検索 を 
お と なっ た 。 

(1) 分 画 A 抗 原 に ょ る 反応 

と の 分 画 は 令 白 質 の 塩 析 法 に よる グロ プリン に 相当 す 
る も の で ある が , 分 画 物 の 化学 的 検索 が 精細 に で き な か 
つた た め A 分 画 と 呼び を れ の 皮 内 反応 抗原 と し て の 態度 
を 検索 し た 
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反応 経過 (時 間 ) 
図 成虫 よび Mf 抗原 に ょ る 反応 経過 


きき の 成虫 お よび MF 粗 抗原 の 反 応 に み ら れ よう に 成 
虫 抗 原 注射 に よる 反応 が 強く る あぁ ら わ れる と いう 傾向 は , 
と の 分 画 抗原 に ょ る 結果 に つい て も , また 同様 で あぁ つ 
た . すなわち , 注射 直後 か ら 腫 が り 60 分 後に 両 
原 と も 強い 反応 が 必 と め ら れ , 第 5, 6 図 よ ょ び 第 3 表 
に 示し た ょ うな 経過 が み ら れ た . 

No. 2 の ウサ ギ は 両 抗 原 と も に 反応 が 弱く , また 反応 
の 出現 状況 に 個体 差 が あぁ る よう に 思わ れる が , 成虫 抗原 
の 反応 が 著 明 に 出現 し た ウサ ギ は , ME 抗原 注射 に お い 
て も ま た 強い 反応 を 示し た . 


CE) 
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第 3 表 分 画 A 抗 原 に ょ る 皮 内 反応 の 成績 


経過 Mf 成 Mf Mf Mf 成 Mf Mf 
時 間 ys 
0 6.5 9:9 6.0 5.0 7 5.0 6.0 5.0 5.0 6.0 6.1 5 
分 15 10.0 8.0 4.5 8.0 8.5 6.5 7.0 7.4 
30 10.0 10.0 6.5 9.0 14.5 ‘40.0 6.0 8.0 9.8 9.1 
60 7.0 9.0 23.5 5.0 10.0 14.0 10.6 
5 16.0 12.0 6.0 4.0 9.0 8.5 8.0 9.0 9.1 7.6 
時 10 14.0 2 0 3.0 10.0 4.0 6.5 6.5 4.0 4.0 6.5 6.0 
24 5.5 0 0 0 4.0 4.0 0 1.9 
48 6.6 5.0 0 0 ‘5 0 0 0 3:2 1.0 
( 腫 服部 の 長径 と 短 径 と を 計測 し た 数 値 を 平均 し た ゃ の を 表し た .) 


(2) 分 画 B 抗 原 に ょ る 反応 


と の 分 画 は 質 の 塩 析 と お いて アル ミン に 相当 
義和 o" 049 OO Qo する が , 抗原 と し て と の 分 画 B は きわ め て 強い 反応 が み 
られ た し か も , 成虫 、Mf と も 著 明 な 反応 が 出現 レ 
> 0 給 NC No. 2 を の ぞい て は いずれ も 強い 皮膚 反応 が み ら れ , 
ol 両 種 抗原 に お ける 反応 の 強弱 差別 する こと は 困難 で あ 
放 lo. 本 と れ ら の 反応 所 見 は 第 7, 8 図 お よび 第 4 表 に 示す と 


、Z 
お り で ある . 


第 5 図 成虫 所 よ び Mf の 分 画 A 抗 原 に ょ る 反応 


| 
5 第 7 図 成虫 所 よび Mf の 分 画 B 抗 原 に ょ る 反応 


C3) 分 画 C 抗 原 に ょ る 上 茂 績 
体 物質 を 塩 析 法 に ょ つて た 上 清 を 流水 
で ご 折 て , これ に アセ トン を 加え て 得 た 回 収 し 


画 C と し た . 
A と の 分 画 は Molische の 反応 が きわ め て 強く , 他 の 盆 

画 A お ょ び B 抗 た 比較 し て 抗原 量 少な く , 多 
EE 体 の 存在 量 が 相当 に 多い も の と 考え られ た の で この 用 男 
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第 4 表 分 画 B 抗 原 た に た ょ る 皮 内 反応 の 成績 
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( 腫 服部 の 長径 と 短 径 と を 計測 し た 


(時 間 ) 
第 8 図 分 画 B 抗 原 の 反 応 経過 


の 皮 内 反応 時 に お ける 態度 を 追求 し , 第 9, 10 図 お ょ び 
第 5 表 の よう な 成績 が 得 ら れ た . 。 

と れ ら の を さき の (1) お よび (2) の 抗原 
ょ る それ と 比べ る と 反応 が 弱く , 反応 の 消 退 も また 早い 
こと と が 知ら れ た . 

(4) 生理 的 食塩 水 と よる 反応 

以上 の A, B, C の 三 分 画 抗原 の 反応 所 見 に 対す る 対 
照 実験 と し て 生理 的 食塩 水 を , 抗原 と お な じ 方 法 で 皮 内 
に 注入 し その 反応 を し ら べ 第 11 図 お よび 第 5 表 の ょ うな 
結果 が 得 ら れ た .… 

すなわち , 反応 は いずれ ぁ る 注射 後 , 1 時 間 以 内 に 消 退 
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筑 9 図 成虫 の 分 画 C 抗 原 に ょ る 反応 
Mf は 材料 の 少な いた あめ» 実験 は で き な か つた 


No. 3 の ウサ ギ は 実験 中 (30 分 後 ) 測 定 を 誤り 中正 


第 5 表 分 画 C 抗 原 に ょ る 皮 内 反応 の 成績 
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Ly) 
時 Cf 1 1 3 4 5 
、 | 
| | 
| 
O | | 
| | | 
! | | | 


第 11 生理 的 食塩 水 の 反 応 


第 5 表 対 妥 ( 生 理 食塩 水 ) の 皮 内 反応 成績 
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と 短 径 と を 計測 し た 数 値 を 平均 
も ぁ も の を 表し た . 
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(時 間 ) 
第 12 図 食塩 水 た に よる 反応 経過 


し 他 の 抗原 に よる それ と 容易 に 区 別 す る こと が で き , か 
つ 組 織 障 害 を 残さ な か つた . 

(5) 抗原 窒素 を 等 量 に し た 成虫 お よび MF 抗原 に ょ 
る 皮 内 反応 

と れ ま で の 実験 で あき ら か な よう に , 粗 抗 原 お よび 
画 抗 原 と も 成虫 抗原 に その 反応 の 強い と こと が みみ ら れ , し レ 
か る も る 抗原 の 性 状 に お いて , 成虫 抗原 は Mf 抗原 に 比べ て 
抗原 窒素 を 多く 含ん ご で いる の で , 両 抗原 の 窒素 量 を 等 量 


中 


注射 後 の 時 間 
13 図 抗原 を 等 量 た に し た 成 び Mf 
原 に ょ る 反応 
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に 調整 し た も の に つい て , 皮 内 反応 を お こなつ た 結果 , 
第 18 図 に 示す よ うな 成績 が 得 ら れ な い . 

と の 実験 の 結果 か ら 窒 素 の 量 的 関係 が 反応 の 発現 と 
くに その 強弱 に 影響 し て いる も の と 推定 され る . 

以上 の よう に , イヌ 糸状 虫 の 成虫 お よび Mf の 貝 体 物 
質 を 材料 と し て 硫 安 分 画 を お こない, と これ ら の 抗原 性 を 
感 作 ウサ ギ に 対す る Arthus 現 人 象 と に よ つ て 検討 し た . 分 
虫 の 分 画 抗 度 が 強い 反応 を 示し , さら に 両 抗原 の A, B 
お よ び C 抗 原 の そ を それ に つい て は は, A, B 分 画す な わ ち , 
看 白 分 画 と 思わ れる 抗原 は C 分 画 に 比較 し て 強い 反応 を 
示し た . 次 ぎ に 多 糖 体 分 画 と 思わ れる 成虫 抗原 の C 分 画 
0 いずれ る ぁ も 短 時 間 に 反 応 が 消 退 し , Arthus 現象 の 成 

は みとめ られ な か つた . 

は 硫 安 塩 析 に ょ つて る 分 画 。 いわ ゆる 蛋白 分 画 
あぁ ある も の と 推定 され る . 

総括 お よび 者 察 

前 回 は イヌ 糸状 虫 の 虫 体 物 質 に ょ つて 感 作 処置 を ほど 
と し た ウサ ギ に つい て Arthus 現象 の 成立 を みとめ , と 
れ を 報告 し た 今回 は 成虫 お よび Mf の 抗原 性 に つい て 
比較 検討 を こと ころ みた 

バン クロ フラ フト 糸 状 虫 の 抗原 性 物質 に つい て 従来 の 研究 
に お いて は 。, 成虫 の 採取 が 困難 の た め に その Mf あぁ るい 
は イヌ 糸 状 虫 を 材料 と し て いる . 一 の 瀬 , 高山 ら は バン 
クロ フト 糸状 虫 の Mf の 抗原 性 は 成虫 に 比べ て 微弱 で は 
ある が これ を みとめ て 片 は , その 報告 に お い 
て Mf の 電 溶 処置 で 作 つ た 抗原 を 糸状 虫 症 患 者 に 皮 内 反 
応 を こと ころ み , その 診断 的 な 価値 を みとめ て いる . 

私 は , 
め , Arthus 現 ょ その 抗原 性 を 検索 し 両 
本 現象 の 成立 を みとめ , し か ぁ そ の 反応 の 程度 は 成虫 が 
Mf に 比べ て 強い こと を 知 つ た . さら に 硫 安 分 画 法 に ょ よ 
つて 作 つ た 分 画 抗 原 に っ いて も お な じょう な 反応 が み と 
め ら れ , また その 反応 の 度合 いも 粗 抗 原 と お な じょう に 
各 分 画 著 明 な 反応 が みみ られ た . 

両 抗原 の 性 状 ヒ つい て いく つか の 検索 を ここ ろ み た が 

大 き な 差 異 は みる られ な か つた . すなわち , 皮 内 反応 の 出 
。 液 の pH の 変化 に よる 抗原 な 
ど に つい て きわ め て 類 似 し た 傾向 を 示し , また Zone 
electrophoresis に ょ る 泡 動 像 に つい て は 両 抗原 の 原点 附 
近 に 異な つた 像 が 出現 する こと を みとめ た . 

寄生 虫 の 発育 の 各 時 期 に ょ る 抗原 性 の 変化 に っ ついて, 
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清水 ちら は 回 虫 卵 の 鉱物 質 を 用 いこ れ を 実験 し , 抗原 性 物 
質 の 質 的 な 変化 で ご な く 量 的 な 関係 が 抗原 性 の 見 か け の 上 
の 差異 を あら わす こと と を 報告 し て いる . この よう な 点 に 
つい て は 住 血 吸 虫 の 抗原 と し て ミラ キジ ウム を 用 い , マ 

ンジ ン 頭 条 虫 と お いて は マン ソン を 抗原 と し , 免 
疫学 的 検索 を ここ とろみ , 同一 の 種 に お いて は 成虫 と 幼虫 
と に 本 質 的 な 差 の な いこ と と が 報告 され て いる . 

私 は 糸状 虫 類 の 成虫 と Mf と の 関係 に お いて も また , 
生物 学 的 に は 発育 の 時 間 的 な 差異 の み で あつ て 本 質 的 に 
異な る も の で な いと と を あき ら か に し た . 

虫 体 分 画 物 の 抗原 性 に つい て は 成虫 お ょ よび Mf の 分 画 
抗原 と も 窒素 量 の 多い 分 画 A と B に 反応 が 著 明 に みとめ 
られ た . と の 成績 と ょ つて 蛋白 分 画 に 抗原 性 の 存在 を 決 
定 す る こと は 早急 で ある が 抗原 の 窒素 量 と 抗原 性 と の 関 
うる も の と 考え 

原 性 に つい て は , その 質 的 な 変化 に ょ よら ず 抗 原 性 物質 の 
量 的 関係 で 反応 の 度合 い が 決 まる あぁ の と 思わ れる . よ ょ つ 
て , Mf を 抗原 材料 と し て 皮 内 反応 を お とこ な うこ と と は , 
成虫 抗原 と の 本 質 的 な 差 を 考慮 する 必要 の な いと と を 指 


し た い . 


イヌ 糸状 虫 の 成虫 お よび Mf の 貝 体 物 質 を 材料 と し て 
感 作 ウサ ギ に 対す る Arthus 現象 に つい て 実験 を お と な 
い 次 の よ うな 結果 を 得 た . 

1. 成虫 お よび Mf 両 抗原 と も Arthus 現象 の 成立 を 
%& し か も その 反応 の 度合 い は 成虫 抗原 が 強い 傾向 
を 示し レ 

3. 性 状 に つい て 抗原 窒素 量 や , Zone 
electrophoresis ぉ お よび 反応 の 出現 状況 な どか ら きわ め 
て 類似 し て いる も の と 思わ れる . 

8。 イヌ 状 虫 抗原 に ょ る Arthus に 関与 する 活 
は 。 いわ め る 質 画 に ある と 考え られ る . 

4. Mf 抗原 と 成虫 抗原 と は Arthus 現象 の 発現 に 対 
し て , 本 質 的 な 差 は みとめ られ な か つた . また 両 抗原 選 
ょ る 反応 の 度合 い は , 抗原 性 物質 の 質 的 な 差異 に ょ る も 
の で は な く , その 量 的 な 関係 に よる と 思わ れる . 


終り に 臨み , 終始 ご な ど 指 導 と ど 賜 つ た 清 
水 重 矢 教 授 に よ り 深 謝 す る と共に, 実験 に つい て 
ど 援 助 を いた だ いた 阿久 沢 実 譜 師 に 感謝 いた し ます . 

本 論 六 の 要 引 は 昭和 34 年 , 日 本 寄生 虫 学会 第 28 回 総 
会 た 所 いて 発表 し た . 
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BASIC STUDIES ON IMMUNIZATION AGAINST FILARIAE 
(2) PHENOMENON OF ARTHUS CAUSED BY ADULT-WORM AND 
MICROFILARIAL_ANTIGENS 


FUMITO KOYAMA 
(Department of Medical Zoology, Nippon College of Veterinary Medicine, Tokyo) 


Canine filariae, or Dirofilaria immitis, have been used in basic experiments performed 
for the clarification of biological characters of Filaria (Wuchereria bancrofti). Furthermore, 
the antigen derived from the body of canine filariae has been applied to the clinical diagnosis of 
filariasis. 

Taking such state of affairs into consideration, the author studied the antigenicity of the 


adult worm and microfilaria of the canine filaria by using the phenomenon of Arthus as criterion. 


The results obtained are summarized as follows. 
1) Both antigens, of adult-worm and microfilarial origins, were capable of making the 
phenomenon of Arthus develop. There was a tendency that the degree of reaction in the 


phenomenon of Arthus was higher when adult-worm antigen was used than when microfilarial 


antigen was employed. 

2) It seems that both antigens are quite similar to each other in character and property 
when they are compared with regard to nitrogen of antigen, results of zone electrophoresis, and 
conditions under which intracuta-neous reaction occurs. 

3) No essential difference is observed between adult-worm and microfilarial antigens in 
the capacity of producing the phenomenon of Arthus. 

4) The degree of reaction caused by both antigens seems to be dependent upon the 
quantitative relationship of antigenic substance, irrespective of the difference in the quality of 


such substance between these antigens. 


1S 
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[寄生 虫 学 雑 巻 第 2 号 258-271 1961] 


マン ツン 条 の 抗原 性 に 関す る 研究 


中 林 正子 
日 本 産 大 学 医 動 物 学 教 (指導 清水 重 教授 ) 


(昭和 36 年 1 月 20 日 受領 ) 
特 


結 言 て 一 度 本 条 虫 に 感染 し た と こと が あつ た 否 か は 不明 で あ 
1882 年 Manson が アモ イ に 滞在 中 , 一 支 政 人 の 昼 体 る が , 再 感 染 実 験 の 成績 に と よ ょ つて, 第 2 回 目 に 感染 させ 
を 前 検 し て 12 条 の 虫 体 を みい だ し , これ を Cobbold に た 8S. mansont が こと ど と く 完 全 に 成長 し た こと か ら 考 
送っ つた の に 氏 は これ を 誤 判 レ し て リグ ラ 属 の 種類 と な し , える と , 本 条 虫 寄生 に よ ょ る 免疫 は た と え 存 在 し 得 て も 著 
リグ ラ ・ マ ン ソ = イ と 命名 し た . と ころ が その 前 年 1881 明 で は な いと みる べき で , 従 つ て 免疫 に よ ょ つて と こと の 虫 体 
年 に わが 国 で は , 当時 京都 府立 病院 の 院長 で あつ た Sc- の 発育 不良 な ゃ も の が あつ た 原因 を 充分 に 説明 する こと と は 
heube は 28 才 の 馬 丁 の 尿道 か ら 排 出し た 長 さ 18.5cm の で き な い と いつ て いる . 
乳白 色 帯 状 の 虫 体 を 得 て , これ を Leuckart 区 送 つ た . 古く Brumpt (1927) は Taenia solium の 重複 感染 
同氏 は 詳らか に こと これ を 検 杜 し て ボボ トリオ ケ フ ア ルス 属 の に 際 し , 初回 感染 の 条 虫 の 存在 に と ょ つて 再 感染 の 条 虫 の 
で あろ として, ボ ト リ オ ケ フ アル ス ・ リ ロイ 発育 が 阻害 され る と いい , Joyeux は ネズ ミ 小 条 に 
デス と 命名 し た の が 1884 年 で あつ た . この よう に , 本 貝 つい て 同様 の こと を 観察 し て いる . 西尾 (1989) は 矯 小 条 
が 初め て 発見 され て この か た 。 本 吉 に お いて 本 協 虫 の 人 虫 体 の 乳剤 を 免疫 元 と し て ネズ ミ の 皮下 に 注射 し た 後 , 
“ss goedebiisienintintet 達し て いる . 同 虫 卵子 を 試食 させ た の に 対照 に 比 し て 感染 率 低 く , 発 
山田 (1916) は 人 体 か ら 取 り 出 し た 本 幼虫 を イヌ に 試 育 状態 る きた 不良 で ご で あり, また , 本 虫 の 再 感 染 試験 の 結 
させ て , 初め て 成虫 を 得 て bp Plerocercoid と 果 に お いて も 初 感染 の 成績 と くら べ て , 感染 率 の 低下 と 
成虫 と の 関係 を あき ら か に し レ し, さら に 奥村 (1919) は 本 虫 体 の 発育 が わる いと と を みとめ て いる . 布 上 (1930) 
条 虫 の 第 一 中 間 宿 主 を 決定 し て , こと に 本 条 虫 の 発育 史 は ネコ に 寄生 する Taenia taeniaeformis お よび ネズ ミ 
が 分 明 し た . の 肝臓 に 寄生 する 本 虫 の 幼虫 Cysticercus fasciolaris 
本 虫 の 第 二 中 間 宿 主 は , ヒト を 含め て 多く の 足 乳 動 の 乳剤 を 免疫 元 と し て 。 ネコ の 皮下 に 注射 し , きた は 経 
物 , 鳥類 , は 虫 類 お ょ び 両 生類 で , 終末 宿主 は イヌ , ネ 口 的 に 投与 し た 後 喜 虫 を 感染 さそ を て , その 感染 率 を 対照 
っ で ある . 楊 (1984) は 本 人 条 虫 の 第 二 中 間 宿 主体 内 に お ネコ の それ と 比較 し た の に , 免疫 ネコ に お ぉ いて は 低く い 

| ける 幼虫 、 すなわち Sparganum mansonit を イヌ に 試 感染 率 を 示し た こと と を 報告 し て いる . 

食 さ せ た の に , イヌ の 個体 に ょ つて その 腸管 内 に お ける 近 時 寄生 虫 学 領域 に お ける 免疫 学 的 研究 分 野 が 開拓 わせ 
成虫 の 発育 に , きわ め て 不良 な ぁ の が みみ ら れる 事実 と 着 られ , 線 虫 類 お よび 包 虫 症 に 関し て は 新 局 面 の 展開 と 著 
目 し , この 原因 を た し か め る た め に 一 頭 の イヌ に 第 一 回 る し い 進 歩 が みみ られ る よう に な つた . 人 条 虫 類 , 吸虫 類 に 

Sts こと 再び 5 条 を 試食 つい て も 従来 と は 趣き を 異 に し て 攻 究 され な けれ ば な ら 
させ て 3831 日 を 経過 し て か ら 削 また 他 の 例 で は 第 な い 多 く の 問 題 が あぁ る と 思わ れる . 
一 回 に maznsonz 10 を 最近 岡部 ら (1957) は マン ソン ン 頭 条 虫 お よび Spar- 
させ , その 後 16 日 目 に 誠 検 した. これら の 例 に お いて は ganum mansont か ら 得 た 抗原 を Sparganiasis の 患者 に 
感染 させ た PZerocercoid は いずれ る も 完全 に 発育 し て 成 応用 し て 皮 内 反応 と 沈降 反応 を 試み , その 診断 的 価値 あ 
忠 と な り , 腸管 は ほとん ど 全 部 成虫 で 充満 し て いる の を る こと と を 報告 し て いる . 
みた . すなわち , 重 感 し た 体 の 発育 は 既存 の わた し は マン ン 頭 条 な ら び に Sparganum 
に ょ っ つて 阻害 せら れ て は いな か つた . 要する に , 同氏 の mansont か ら 抽 出し た 物質 を も ちい て , その 抗原 性 を 
実験 例 中 虫 体 の 発育 が 非常 に 不良 で あつ た イヌ は , か つ Arthus 現象 を 指標 と し て , か つ , その 免疫 学 的 関連 性 に 
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つい て 検索 を お こない 知見 を 得 た の で と こと に 報告 する 
実験 エ 成虫 お よび マン ソン 用 虫 の 粗 抗 原 に よる 
Arthus 現象 に つい て 

マン ソン 裂 頭 条 虫 成虫 (以下 D. m と 略記 ) と その 
Plerocercoid で ある マン ソン (以下 S. m と 
は 体制 に お いて 大 き な 差 異 が み ら れ 従 つて 発育 の 時 期 の 
差 に よ ょ つて , 虫 体 の 抗原 性 物質 の 構成 上 に 複雑 な 因子 が 
存在 する あの と 考え られ る の で , 両者 の あら わす 免疫 学 
的 な 態度 に 差異 が みみ られ る の で は ある まい か と 想像 され 

そこ と で , わた し は , D. m お よび S. m の 貝 体 物質 を 
生理 食塩 水 (1 :1,000 ) で 抽出 し た 粗 抗 原 を つく り , 
両者 凍 に お ぉ お ける 免疫 学 的 な 関連 に つい て , 感 作 ウ サギ に 
対す る Arthus 現象 に よ つ て これ を 追求 し た . 

実験 材料 と 方 法 

a) Sparganum mansont の 

埼玉 県 下 に お いて 捕獲 し た 、 あ お だ いし ょ よう Elaphe 
climacophora (Boie) に 寄生 し て いる 虫 体 を 採取 し た . 
と れ ら の S.m は 生理 食塩 水 で よく 洗 葵 し 。 これ を ガラ 
ス ホオ モジ ナイ ザー で 砕 し 下 で 乾燥 を お こない 
保存 し た ; 

b) 成虫 の 採取 

直後 の 活 レク に 
へ ~380 令 を 投与 し 感染 後 , 4 週間 し て か 
を 採り ,。 これ を S.m と まつ た く 同 じ 方 法 で 処理 を お こ 

粗 抗 原 の 作り 方 

D.m お よび S.m の 乾燥 虫 体 物質 に 生理 食塩 水 C1 : 
100) を 漆 加 し ガラ ス , ホオ モジ イザ ー を 用 いて 摩 砕 抽 
出し , 24 時 間 , 冷 室 に 放置 し て か ら 遠 心 操 作 (8,500rpm 
15 分 間 ) を お こと こない, その 上 清 を 生理 食塩 水 で 100 倍 し 
こと これ を Chamberland L, で 濾過 し て 粗 抗原 と し た . 

作 方 法 . 

感 作 抗原 は 粒 抗原 と 同じ 方 法 で 生理 食塩 水 抽 出 液 C1 
: 100) を 用 いた . すなわち , ウサ ギ に pro kilo 1 ml 
を 隔 日 記 5 回 静 注 し て 感 作 を お こない, 最後 の 注射 が 終 
つて か ら 8 ~ 4 週間 絶品 し た 動物 を 実験 に 供し た . 

e) 皮 内 反応 の 術 式 と 観察 

感 作動 物 の 背部 を ェ バ クリ ー ム で 脱毛 し た 局所 に , 糧 
抗原 0.1 ml を 皮 内 に 確実 に 注射 し た . 反応 の 観察 と 記 
EA et rt 写 に ょ る 方 法 を 併用 し , 次 

ざ ぎの 判定 規準 に と し た が つて 時 間 的 に 観察 し た . 

すなわち , CD 水腫 か ら 発赤 を 示す も の (I) 充血 
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を 伴 つ て いる ぁ の ( 二 ) 壊死 を 任 う も の , さら に 反応 の 
程度 を 風 服 面積 こと ょ つて 比較 する た め セ ロフ ァ ン に とれ 
を 転写 し 長径 と 短 径 と の 実測 値 を 平均 で 表示 し た . 

実験 成績 

1) D.m お ょ よび S.m 抽出 抗原 の 素 量 に つい て 

D.m お よび S.m の 抗原 窒素 の 量 的 関係 と 反応 出現 と 
の 関係 , きた 両 抗原 間 に お ける 窒 素 量 に つい て な ど , 抗 
原 の 性 状 に つい て の 基礎 的 な 資料 を 得る 目的 で , 両者 の 
虫 体 物 質 を 水 お よび 生理 食塩 水 で 抽出 し , これ に 抽出 さ 
れ た 窒素 量 を ミク ロ , キ ェ ル ダ ー ル 法 に ょ つて 測定 を お 
と た, 

すなわち , 両者 を 同じ 条件 で 水 お ょ び 生 理 食塩 水 で 磨 
砕 抽出 (1 : 100 う , これ を 8,500 rpm 15 分 間 遠 心 操 作 
を 人 ほ どこ し, その 上 清 を 材料 と し て 窒素 の 定量 を お こと な 
い 比 較 し た . その 結果 は 第 1 図 に み ら れ る よう に , D.m 
に お いて は , 生理 食塩 水 に , また S.m は 水 抽 出 に 刻 素 
量 の 多い 傾向 を 示し た が , これ は , きわ め て 僅少 な 療 で 
測定 誤差 の 範囲 と ある も の と 思わ れる . し た が つて , 麻 
虫 体 物 質 と も 抽出 液 が 生理 食塩 水 と 水 と と に お いて は , そ 
の 差 を 考慮 する 必要 の な いこ と を 知 つ た . 


成 


水 0.406 mg 0.450 mg 
食塩 水 0.372 mg 0.366 mg 


04 03. 22 2/ 0/ 


1:100 抽出 液 1 ml 中 の N 量 を 示す 


第 図 び 孤 虫 抽出 液 の 素 量 測定 値 
(mikro kjeldhal) 


2) D.m お よび m 抗原 の ペー ペパー, クロ マ ド 
に ょ る Ninhydrin の に つい て 

さき の (A) の 実験 と 用 いた 両 虫 体 物質 の 抽 水 出 液 を 
40"C, 減圧 下 に し これ を 材料 と し て ぎの 法 で 一 次 
元 ペ ー ペ パー・ ク ロマ ト 法 を お と こない Ninhydrin の 星 色 
に つい て 比較 し た . 

展開 は , ブチル ア ルコ ー ル , アセ トン , 水 の 4 : 1 
2 を 用 いた . ろ紙 は 東洋 ろ紙 No.51 で 展開 し た 後 , Nin- 
hydrin に ょ っ つて 出現 し た 部 位 を し ら べ 第 2 図 の よう ご 


(119) 


; 
| 
| 
> 
r- 
1 


2 図 ネー ペパー クロ マト 法 に ょ る 成虫 , よび 
抽出 液 の Ninhydrin . 


Butyl alcohol 4 
Acetic acid 


Ninhydrin 色 
Dm 0.38 0,27 045..040 
sm 092 0:88. 0.39 0.27 0.14 0.10 


両 抗原 と も 6 カ所 に その 発現 が みみ られ , し か も きわ め て 
近似 し た 測定 値 を 示 し 

8) D.m お よび S.m る 反応 

実験 に た 動物 は 感 作 に 耐え た 4 頭 の ウサ ギ を 用 い 
た 。、 さ きき に 記載 ! レ し た 方 法 に ょ つて 両 抗原 を 皮 内 に 注射 レ 
て , その 反応 の 出現 状況 を みる と 第 3 図 の ょ うな 結果 が 


得 ら れる . 
0 30 60 5 10 24 48 70 
bol:s 
[=| ~ 


( 縮 /s. 腫 服部 を セロ ファ ン 紙 で 転写 し た も の ) 
第 3 図 D.m js よび S.m 粗 抗原 に ょ る 感 作 ウサ ギ 
に 対す る 反応 

D. m 抗原 で は 注射 後 , 約 60 分 経過 し て 弁 服 は 最も 大 
きく , その 後 次 第 に 縮 少 し て ゆく 傾向 が み ら れ た 

緒方 の 判定 法 に よれ ば , 面積 と は 逆 に の 
細 に と とろ な つて 局所 の 反応 が 強く な る こと こと が みとめ られ 
る . すなわち , 24 時 間 後に お いて は 全 例 に 前 掲 (T) の 
判定 結果 が 得 られ た . 
^ 次 ぎ に , D. m 抗原 に ょ つて 感 作 を お こなつ た ウサ ギ 
に 対し , S. m 抗原 を 使用 し て その 反応 に つい て 比較 観 
察し た の に , 全般 的 に D.m 抗原 の それ に 比べ て 弱く , 両 
者 の 腫 服 面積 の 平均 値 を みる と 第 4 図 と 示す ょ うな 結果 
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10 24 48 70 時 章 


0 30 £0 3 5 

図 D.m よ び S.m 抗 原 に ょ る 反応 比較 
が られ , さら に 緒方 の 判定 規準 よ つて 服 面積 と 
同様 に D.m ょ りう り 反応 は 微弱 で , わずか に No. 1 に お い 
て 規準 ( 陣 う の 反応 が られ , 他 は 48 時 間 以 後 は 消 退 し た 

小 括 

Diphyllobothrium mansoni $ よ Sparganum man- 
sonz の 貝 体 物質 を 材料 と し , それ の 生理 食塩 水 抽出 に 
ょ る 粗 抗原 を も ちい て , D.m 感 作 ウサ ギ に 対す る Art 
hus 現象 に つい て 検討 を お こなつ た 

両 抗原 の 性 状 す な わ ち , 所 定 の 抽出 液 に つい て の 含 窒 
ペー パー・ ク ロマ ト に よる Ninhydrin 色 な 
ど に つい て は 著 明 な 差 は みとめ らち られ な か つた . 皮 内 反応 
に ょ よる 所 見 を みる と D.m 抗原 注入 に ょ る 反応 は , 腫 服 
お ょ よび 局所 の 判定 規準 の 上 か ら も S.m 抗原 注射 の それ 
に 比較 し て 強く あら われ る こと と が みとめ られ た . 

両 種 抗 原 に お ける こと の よう な 差 は , 本 休 虫 の 成虫 と 幼 
それ 
と も 量 的 差異 と よる か ,。 に わか に 断定 する こと は で き な 
い . 

実験 1 Evans blue と D.m お よび 8S.m 抗原 に 

よる 反応 の 比較 

Leuis (1916) に と にょ つて Trypan blue が 始め て 皮 内 反 
応 こ 用 いら れ て 以来 , Ramsdell (1928) の Trypan red 
を 用 いた 所 見 に つい て の 報告 が あり , また 横川 ら (1954) 
は 日 本 住 血 吸 虫 の 皮 内 反応 に Trypan blue を 使用 し 。, 
ウサ ギ , モル モッ ト な どの 皮膚 の 比較 的 非 薄 な 実験 動物 
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第 1 表 D.m i よび S.m 粗 抗 原 の 反応 平均 値 と 緒方 の 法 に ょ る 判定 成績 


0.55 
0.55 
0.60 
0.65 
0.59 


0.65 


0.55 
I 
0.70 1.25 


I 
0.625 0.70 0.75 
平均 0.63 1.05 1.08 


0.60 0.38 0.24 


: 上 の 数 字 は 腫 の 平均 値 (mm) を 示し , 下 の 記 号 は 発 赤 上 死 を 示す . 


に お ける 反応 の 判定 に は 抗原 注射 部 位 の 腫 服 の 家 に ょ る 
ょ より も , これ に 本 色素 を 併用 し た 方 が 。 その 結果 を 容易 
か つ 確 実に 判定 する こと が で きる と いつ て いる . 

さき に , 清水 らち ら (1960) は 皮 内 反応 の 判定 に Evans 
blue を 応用 し , 横川 ら (1959) は 肺 吸虫 の 宿主 体内 移 
行路 の 追求 に この 色素 を 用 い 良 好 な 結果 を 得 た . わた し 
は , 両 抗原 に ょ る 皮 内 反応 の 程度 を 正確 に 判定 し , 両者 
間 の 反応 の 度合 い を 比較 する た め に Evans blue の 注入 
法 を 実施 し た . 

実験 材料 と 方 法 

1) 色素 の 注入 と その 観察 

実験 に 供し た Evans blue は 東京 化成 の 製品 を 用 い , 
実験 の 項 べた に て 作 を こし た ウ 
ギ の 皮 内 に , D.m お よび S.m 抗原 (1 : 1,000) を 注 
射 し , 同時 に 0.522 Evans blue を pro kilo 1ml を 静 
注 し た . 

反応 の 観察 は , 青色 に 出現 し た 腹 服 の 長径 と 短 径 と に 
っ いで と れ を 比較 し た . 

2) 感 作 動物 と 着 起 抗原 に つい て 

D.m お よび S.m 抗原 に ょ つて 感 作 を お と な つた ウサ 
ギ に 前 項 記 述べ た 方 法 に よ ょ つて , 両 種 抗原 を 注射 し て 
応 を 惹起 させ た . 使 用 し た 抗原 は 1 : 100, 1 :1,000 お 
ょ び 1 : 10,000 の 濃度 別に 調製 し た も の で ある : 

実験 成績 

1) D.m 抗原 に ょ る 感 作 ウサ ギ の 反応 所 見 


D.m 抗原 に ょ っ つて 感 作 し た ウサ ギ に , D.m お ょ ひび 
S.m の 稀釈 別に 調製 し た 両 抗 原 を 惹起 抗原 と し て 実験 
を ジ な つた だ: 

反応 局所 た に お ける 色素 の 侵入 状況 は , 注入 し て か ら 8 
分 後に みとめ られ , 時 間 の 経過 に つれ て , 次 第 に と 著 明 選 
出現 する が , 約 1 時 間 を 経 則 する と 反応 局所 と 周囲 と の 

, 観察 は 色素 注入 後 1 時間 まで と し た . 

また 。 の を を 抗原 の 別に みる と 抗原 濃度 の . 
高い も の が , いずれ も 強い 反応 を 現 わ し て いる . 

と れ ら の 実験 成績 に つい て は , 第 5 図 に 示す と お り で 
また 両 種 抗原 の 現 わ す 反応 の 強弱 の 比較 に お い 


つて, 


D. m 


1:10000 1:1000 1:100 1:100 1:1000 1:10000 


第 5 図 の 1 D.m 感 作 ウサ ギ の 反応 
縮 ! リ 2, 腫 用 部 を セロ ファ ン 紙 に 転写 し た も の . 


26t 
0 30 60 3 24 48 70 
1.20 0.90 0.85 0.75 0.60 0.475 
I I I I mE 
a 0.90 1.15 1.10 0.95 0.95 0.70 0.45 0.375 
。 1.45 1.70 1.05 1.00 1.00 0.80 0.75 0.60 : 
Eg I I I mI 
0.92 1.40 1.25 0°65 0.625 0.50 0.35 
I I I I I 
平均 1.12 1.46 0.88 0.86 0.69 0.54 0.36 
1.20 1°15 0.8 0.60 0.425 0.525 0.50 0.275 
I I mI mI 
1.05 0.8 _0.60 0.45 
8 I I I 0 
= 0 0 0 0 0 
0.84 0.12 0.07 
| | 
d 
) 
(121 ) 
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D. m S.m 


1:10.000 11.000 1:100 間 | 1・100 1 1000 1 10000 


へ 


D.m 感 作 ウサ ギ の 反応 


第 5 図 の 2 


て を も 実績 エ の 場合 と 同様 に , D.m 抗原 に ょ る 反応 の 程 
度 は , S.m 抗原 に お ける それ より も 一般に 著 明 で あつ 
た 

2) S.m 抗原 に ょ る 感 作 ウサ ギ の 反応 

S.m 抗原 に ょ る 感 作 ウサ ギ に 対す る 両 抗 原 の 注射 時 
の 反応 の 強 さ は , D.m 抗原 が S.m 抗原 に 比べ て 強い 
反応 を 示す と こと は , これ まで に お こと な つて きた 実験 の 成 
績 と よ ょ つて あき らち ら か で ある が , S.m 抗原 で 感 作 を お とこ 
な つた 動物 に 対す る 両 抗原 の 反応 遷 起 の 態度 を 知る た め 
に , 色素 注入 法 を 併用 し た 実験 を お こない , 次 ぎの よう 
果 が 得 ら れ た . 


D.m Sm 
1:10.000 1:1.000 1:100 | 時 4:1000 1:10000 


S.m 感 作 ウサ ギ の 反応 


第 6 図 の 1 


すなわち , 惹起 抗原 と し で 注入 し た 両 種 抗原 の 場合 , 2 
6 図 に 示し た よう に , や は り , S.m 抗原 に ょ る 局所 の 反 
応 は , D.m 抗原 注入 に ょ る 反応 より も 一 般 に , 腫 有 劇 の 度 
合い , 反応 の 強 さ が お と つて いる こと と が みとめ られ た . 
小 括 

D.m に ょ る 感 作 ウ サギ に 対す る 皮 内 反応 は , D.m 抗 
原 が S.m 抗原 に 比べ て 強い 反応 を 示す こと こと は , すでに 
実験 ] の 成績 と ょ つて 知る こと が で きる . そこ と で , 感 作 
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D. m 3.m 


1:10000 1:1000 1:100 | 時 間 |t:100 1:1000 


第 6 図 の 2 S.m 感 作 ウサ ギ の 反応 


抗原 を S.m に 求め た 場合 の 惹起 抗原 と し て の 両 種 抗原 
の 態度 に つて て 比較 検討 する た め に こと の 実験 を お こなつ 
た の で ある が , 本 条 虫 の 成虫 か ら 得 られ た 抗原 で 動物 を 
感 作 し た 場合 で も , ま た , 幼虫 で ある Sparganum man- 
song の 抽出 物質 で 動物 の 感 作 を お こなつ た 場合 で も , 
惹起 に 使用 し た 両 種 抗原 に ょ つて 発現 きれ る 皮 内 反応 の 
強 さ の 度合 い は ,。 つね に , D.m 抗原 の 方 が S.m 抗原 
に きま きつ て いる こと こと を あき ら か に する こと と が で きた . 

実験 I D.m お よび S.m 抗原 の 硫 安 分 画 物 に よ 

る 友 応 に つい て 

寄生 映 虫 か ら 得 られ た 虫 体 物質 を 分 画 し , その 抗原 性 
の 存在 に つい て 検討 され た 実験 報告 は 回 虫 と 多く み ら れ 
て いる が , いま だ その 分 画 物 の 抗原 性 に 関し て の 精細 な 
究明 が な され て いな いよ うに 思わ れる . その 他 の 寄生 
虫 に つい て ゃ も 抗原 性 に 関与 す る 分 画 に 関し て は , ある い 
は 蛋白 に 抗原 性 を 求め , ある い は 脂質 に 。 また は 多糖 体 
に 抗原 性 の 存在 を 主張 し , 研究 者 に ょ つて その 見 解 を 異 
に し て いる . た と えば , 回 虫 抗原 の 分 画 と つい て , 池 
田 (1950) は 皮 内 反応 , Schwarzmann 現象 , Arthus 現 
人 象 , Schultz-Dale の 反応 お よび 沈降 反応 に お いて , その 
含水 炭素 分 画 に こき わ め て 強い 抗原 性 を みとめ , 森下 
(1953) は 回 虫 の 体 物 質 の 処 理 と ょ る 分 物 に つ 
いて の 皮 内 反応 お よび Schultz-Dale の 反応 を お と こない 
Polysaccharide fraction に 強 ょ い 抗 原 性 が ある と いつ て 
いる し レ , 中 島 (1954) は 回 虫 抗原 を 精製 し , これ を 理化 
学 的 に 精査 し , 単純 側 白 に 抗原 性 の 強い こと を 報告 し て 
いる . 

実験 材料 と 方 法 

1) 抗原 の 分 画 と つい て 

D.m お よび S.m 両 粗 抗原 (1 : 


1:10.000 


100) を リ : 硫 安 飽 和 
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3 30 | 


と し て 24 時 間 , 冷 室 に 放置 3,500 rpm 15 分 遠心 損 作 を 
お こと な いそ の 沈 油 を 回 収 し , ネス レル の 反応 が 陰性 に な 
る まで 流水 に 衣 析 する . これ を アセ トン で 洗い 減圧 下 に 
乾燥 し この 分 画 を A 分 画 と し , きた リリ: 硫 安 飽 和 の 上 清 を 
全 硫 安 飽 和 と し て 24 時 間 , 冷 室 に 放置 , さら に 遠心 操作 
を お こと こない, その 沈 湾 を 分 画 A と 同様 に 透析 し て 得 た 

質 を B 分 画 と し た . さら に , BB 分 画 の 上 清 を 流水 で 遂 析 
し , 75% に アセ トン を し て 得 ら れる 物 を 回 収 
し , これ を C 分 画 と し た . これ ら の 分 画 法 を 図示 する と 
図 の う で ある . 


虫 体 
|「 確 
|1:100 水 抽出 
| 48 時 間 冷 
3,500 rpm 
* | 上 
1: 100 抽 出 抗 原 
| 
| 
リ : 硫 24 時 間 冷 
性 
れ 
な 
洗 
ハ | | 
沈 洗 上 
セロ ファ ン 
析 
B 画 分 
7 図 成虫 よび マン ジン メ マン 抗原 の 硫 分 画 法 
2) 実験 ウサ ギ の 感 作 方 法 
惹起 注射 の 術 式 な ど に つい て は 実験 エ の 場合 と 同様 で 
で ある . 
ヒ 実験 成績 
4 1) A 分 画 に ょ る 反応 
と の 分 画 と つい て 化学 的 な 性 状 は 不明 で ある が , "リリ 2 硫 
安 飽 和 に ょ る 沈 濃 で ある た め , お そら く , Pseudoglobu- 
lin また は Euglobulin に 近い 昼 白 と 思わ れる . し か し 
tl| 抗原 側 白 の 精製 と その 性 状 が 正確 で な い の で , A 分 画 と 
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呼ぶ と こと が 適当 と 考え られ る . 

A 分 画 の D.m 抗原 感 作 ウサ ギ に 対す る 皮 内 反応 は , 
D.m お よび S.m 抗原 と も , 大 体 同 じ 程度 の 反応 を 示 
し , 著しい 差 は みとめ られ ず , た だ 反応 の 時 間 的 な 経過 
が D.m 抗原 と に お いて や や 早い 傾向 が みとめ られ た . す 


な わ ち , D.m 抗原 は , 注射 後 60 分 頃 に 反応 が 強く 現 わ 
れ , S.m 抗原 は これ に 比べ その 発現 が お くれ , し か も 
その 反応 が 長い あい だ 持続 し た . 
次 ぎ に 反 応 の 程度 に つい て 判定 規準 に と にょ つて 観察 し た 
の に 全体 と し て は D.m 抗 上 感 作 に ょ る も の が 反応 が 強 
い 第 8 図 に 示す ょ うな 実験 成績 を 得 た . 


15 30 £9 5 


419 24 


間 
策 8 図 の 1 A 分 画 に よる 反応 


No. 8 の ウサ ギ で は D.m お よび S. m 抗原 と も その 
反応 の 現われ 方 が 弱 か つ た . これ は 動物 に お ける 感 作 の 
不 充分 な 点 に 原因 が ある の で は な いか と 思わ れる . 

対照 と し た 生理 食塩 水 注射 群 は 6 例 中 , 5 例 ま で は 60 
分 以内 に 反応 は 消 退 し た が , 1 例 の み は 5 時 間 ま で その 
腹 が みとめ られ た . 

2) B 分 画 に ょ る 反応 

い 分 画 と 思わ れる が , A 分 画 と お な し 理由 で B 分 画 と 
と の 分 と ょ る 反応 出現 状況 
A 分 画 の それ に 比較 する と , D.m な ら び S.m 抗原 
と も その は か つ 消 退 す る 時 間 24 時間 以内 の 
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A 分 画 に よる 反応 判定 成績 


も の も あつ て , その 経過 は 全般 的 に , 早い 傾向 が み ら れ や は り 60 分 以内 で 消失 し て いる 
た . し か し , 判定 規準 と て らし て みる と A 分 画 と よる も 
の より 強く , と くに , D.m 抗原 で 感 作 し た 動物 に おい 
て は , S.m 抗原 感 作 に ょ る も の より る 著 明 な 反応 が み ら 
れ た . 

と れ ら の 結果 は 第 9 図 の ょ うな 成績 を 示し た 

8) C 分 画 に ょ る 反応 

と の 分 画 は 硫 塩 析 法 に ょ つて , 沈 取り 除い 
た 上 清 を 透析 後 , 75% ア セト ン 沈 濃 に ょ つて 回 収 し た 抗 
原 で , いわ ゆ "る , Polysaccharide 分 画 に 位置 ず け られ る 
も の で ある と 考え る . D.m 感 作 ウサ ギ に 対す る C 分 画 


" 


の 反応 に つい て は 第 10 図 の ょ うな 結果 が 得 ら れ た . " 
と れ ら の 成績 と つい て 


と も 反応 が 弱く 。 その 消失 する まで の 経過 も , まき た 速 か 
で あつ た ,。 いずれ る も 軽 懲 な 腫 彩 を 現 わ し , No.1 に お 
いて D.m 抗原 感 作 の も の が 判定 規準 CT) を 示し た の 
み で , その 他 は 全部 が 規準 (CT ) に 相当 する 反応 が み ら MM 
れ , また その 経過 も 早く , D.m 抗原 感 作 の 6 例 中 , 4 

例 が , 1 時 間 以 内 に 消失 し , S.m 抗原 感 作 で は 全 例 が 


0 1 2 3 4 6 6 


時 へ 、 原 Dm Sm Sm Dm Sm Bm Sm 


9 図 の 1 画 に ょ る 反応 


B 分 画 の 反応 判定 成績 
発赤 . 充血 . = 壊死 . 
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C 分 画 に よる 反応 


第 10 図 の 1 
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に ょ つて 検索 を お こと こない, 3 種 分 画 注 射 後 の 腫 彩 面 積 に 
つい て 比較 検討 し た の に , D.m 抗原 で 感 作 し た も の は 
A 分 画 を 注入 し た も の が 最も 強く , 次 いで BB 分 画 , そし 
て C 分 画 で は 最も 弱い 反応 を 旦 し た . 

S.m 抗原 感 作 動物 に お いて も , や は り A お よび BB 分 
画 に 著 明 な 反応 が み ら れ た が , し か し その 程度 は D.m 
感 作 の それ に 比べ 弱 か つ た . 

D.m お よび S.m 抗原 別に 感 作 し た ウサ ギ に み ら れ た 
各種 分 画 抗原 に と よる 反応 出現 状況 は , 第 11 図 , 第 12 図 お 

ょ び 第 2 表 に 示し た と お り で ある . 

実験 IV D.m お よび S.m 抗原 の Zone electrop- 

horesis に よる 分 画 物 の 肥 応 

Paper electrophoresis と Zone electrophoresis に よ 
る 抗原 物質 の 分 画 , 精製 は 免疫 化学 の 領域 に 広く 応用 さ 
れ て いる が , いわ め ゆる 寄生 虫 抗 原 の そ れ に つい て は , 岡 
林 (1959) は Panye ら の 法 よ り 回 虫 抗原 の 分 画 を お こ 


2 


4 5 6 


間 


C 分 画 の 判定 成績 


10 図 の 2 


4) 生理 食塩 水 に と ょ る 反応 
対 始 に 用 いた 生理 食塩 水 注 射 例 で は 6 例 中 , 5 例 ま で 
は 60 分 以内 に 消 退 し , 1 例 は 5 時 間 ま で 腫 月 が みとめ ら 


小 括 

ls と な つた 分 画 法 で A お よび BB 分 画 は 硫 容 塩 
析 に よる Pseudoglobulin ある い ば は ば, Euglobulin 近似 の 
A 全 画 と Albumin 近似 の BB 分 画 と さら に C 分 画 は Po- 
lysaccharide に 位置 ず け られ る も の と 思わ れる が ,。 これ 
ら の 各 分 画 物 の 化学 的 性 状 に つい て の 検索 が な され て い 
な いた め A, B お よび C 人 分 画 と し , これ ら の も の の 抗原 
性 に つい て 実験 を お こない A B 両 種 抗原 に 抗原 性 の 存在 


を 推定 し 得る 結果 が 得 ら れる . 
硫 安 分 画 法 に 


ょ る 抗原 分 画 物 の 抗原 性 を Arthus 現象 


I 発 赤 . 充血 . 相 = 壊 死 . 
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D.m 抗原 感 作 ウタ ウサギ (No.11) に 対す 
る 分 画 抗 原 の 反 応 出 現状 況 
腫 月 部 を セロ ファ ン 紙 に 転写 し た も ゃ の 


11 図 の 1 
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S.m 抗原 感 作 ウサ ギ (No. 21) に 対す 
る 分 画 抗原 の 反応 出現 状況 


12 の 1 


4 


D.m 抗原 感 作 ウサ ギ (No. 12) に 対す 
る 分 画 抗原 の 反応 出現 状況 


11 図 の 2 


EE 


第 11 図 の 3 D.m 抗原 感 作 ウサ ギ (No.13) に 対す 


S.m 抗原 感 作 ウサ ギ (No. 22) に 対す 
る 分 画 抗 原 の 反 応 出現 状況 


図 の 2 


る 分 画 抗原 の 反応 出現 状況 


第 2 表 緒方 の 法 に ょ る 各 分 画 の 反応 判定 成績 


== 充血 . = 壊死 . 
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第 12 図 の 3 S.m 抗原 感 作 ウサ ギ (No. 23) に 対す 
る 分 画 抗原 の 反応 出現 状況 


な い , TM 反応 に 関 純 する 回 虫 抗原 を 追求 し て いる . ま 
た 後者 の 法 に つい て は , 抗原 の 電気 泳動 法 に よ ょ る 分 画 を 
目的 と し た 場合 きわ め て 有用 な も の で ある が , 寄生 虫 抗 
は まだ その 例 は 少な い . 

と えば , 高木 958 う は 回 虫 体腔 液 を 分 画 し , それ を 
反応 し て て Ascaridosis の 患者 の 皮 内 反応 を 


と な つて いる し , 米山 1959) は 肺 吸虫 抗原 を 本 法 に よ 
っ て 精製 し , これ を 用 いて 皮 内 反応 お よび 洛 降 反 応 を お 


わた し は , Kunkel の 法 に ょ つて 涯 粉 を 支持 体 と し た 
Zone electrophoresis に より, D.m お よび S.m 両 抗原 
の 分 画 を と こと ろ 巡 , さら に こと これ を 用 いて 感 作動 物 に 対す 
る 皮 内 反応 を 実施 し て 抗原 性 の 比較 を お こなつ た の で , 
その 成績 を 報告 する . 

実験 材料 お よび 方 法 

さき の 実験 に 用 いた 粗 抗原 を 1 : 50 に 作り , これ を 材 
料 と し て Kunkel の Re ょ つて Zone electrophoresis 
を 数 回 水洗 レ , Veronal bufferCpH 8,6 g 三 0,05 う で 均等 
に Holder に 充填 し , この 中 央 部 に 浅 粉 と 混和 し た 3 ml 
の 粗 抗 原 を 入れ , Holder の 著 を 固定 , 両端 を 緩衝 液 中 
に ガー で し を お こなつ た . 

泳動 条件 は Holder の 断面 積 1 em* に つい て 2 mA 
18 時 間 , 冷 密 内 で お こなつ た . 

の 処理 は 1cm ずつ Block に 切り 
管 に 入れ , 水 3ml を く 振 と う 温 和 し 冷 室内 に 
24 時 間 溶出 させ , さ eR を ほど こと nor 
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こと の 上 清 を 日 立 分 光 光 鹿 計 を 用 いて 280 mg の 紫外 中 
収 ょ つて , Optical density を と り 自 と し て 
動 像 を 作り これ を 分 画 し た . 

な お , 感 作 動物 , hs 皮 内 反応 の 手技 や 観察 の 
し か た な ど は , 実験 1 の 法 ! 

実験 成績 

1) D.m 分 画 抗 原 に ょ る 反応 

泳動 像 に 


ト つ で 


うに 原点 を 中 心 と し て 


て Fr Br Fri 
第 13 D.m 3 よび S.m 抗原 の Zone electro- 
phoresis 
Holder 1.5Xx3X40 cm 
Veronal buffer pH 8.6 
9mA, 250V, 17 hrs. 


筑 14 図 D.m 感 作 ウサ ギ に 対す る 各 Fr. の 反応 

出現 状況 

つの 峰 を 出現 し た . すなわち , 陽極 側が 二 つ に 大 きく 
分 か れ , 陰極 側 に お いて は 小さ な 二 つ の 峰 と し て 安 と め 
られ た . そこ と で , 陽極 側 か ら Fr. I ・I・I・INMV の 4 
分 画 と し , これ ら を る ちい て 皮 内 反応 を 実施 し た . 

と の 成績 と つい て は 第 14 図 に みみ られ る ど と く , 金 例 と 
も Fr. I が 強い 反応 を 示し た . まき た, 陽極 側 の 分 画 は 
陰極 側 の それ 比較 し て 反応 が 一 般 に 弱い 傾向 が み ら れ 
た . と こと の 事実 は 泳動 像 と み ら れ る Optical bensity か ら 


1 | 
| 
\ | 30 | UJ \ A 
| | ~~ 
| 60 
9 
| 
| 
SE 
| 
| ay 
| | 
| - 
\ 
-<0 0 +i0 +20 
io 
Fr.I1 
\ 
Fr 
\ \ 
| 
(197) 
s 


268 


みて 抗原 窒素 の 量 的 関係 と 関連 が ある も の と 思わ れる . 
すなわち , 実験 届 に お ける 成績 と に と み ら れ た よう に , 本 
実験 に つい て も また 窒素 量 の 多い Fr. I お よび Fr. I 
が 強い 反応 を 示し て いる . 
2) S.m 分 画 抗 原 に ょ る 反応 
m 抗原 は 陽極 に 峰 が 二 つ 分 か れ た のみ で 第 15 図 に 
示す よう な 泳動 像 を 呈し た . D.m 抗原 に 準じ て 陽極 側 


50 60 5 10 24 
第 15 図 S.m 感 作 ウサ ギ に 対す る 各 Fr. の 反応 
出現 状況 


Fr. エ ・IT・ の 3 分 画 と し て , これら の 抗原 を 
ちい て 皮 内 反応 を お こと こ ない, 次 の よう な 成 績 が 得 ら れ 
各 分 画 と も 反応 の 程度 は 弱い が , その うち Fr. 1 で は 
D.m 分 画 の 場合 と 同じ ょ うに 比較 的 強い 傾向 が み ら れ 
と くに , 陰極 側 に 位置 を する Fr. TT に お いて は その 活 
性 は みとめ られ ず , 注射 後 , 80 分 以内 に 消 退 し た . 
3) D.m お ょ よび S.m 抗原 分 画 物 の 比較 
a) Fr. I に ょ る 反応 所 見 
両 抗 原 と も この 分 画 に お いて , 他 の いずれ の Fr ょ り 
著 明 な 反応 の 出現 が み ら れ た が , 両者 を 比較 し て みる と 
第 16 図 に 示す よう に , D.m 分 画 の Fr. が 強く 。S.m の 
それ は 注射 し て か ら 30 分 で 腫 有 が 最大 に 達し , それ 以後 
は 次 第 に 縮 少 し , D.m の それ に つい て は 10 時 間 ま で は 
S.m と 同じ 傾向 を 示し , 24 時 間 し て か ら 再び 反応 が 強 
まり , 局所 に 著 明 な 反応 の 出現 を みとめ た も の が あつ 


10 
Fr .I-D.m 
s 、 
Sm 
gr.I- 
50 10 8 
10 30 60 5 24 


16 図 Fr. I の 比較 


b) _Fr. 1 に ょ る 反応 の 所 見 
第 匠 図 と 示す よう に D.m に お いて 反応 が 張 く ,。 また 
S.m に 比べ て 経過 も 長 び く 傾 向 が み と め ら れ た . し か 


し , 両 分 画 と も に 反応 の 度合 い は 弱く , 注射 後 10 陸 間 ご 


消 退 し た . 
sr fh 
Sm 
3 Er m 
19 30 60 分 5 10 24 4 8 時 


第 17 図 Fr. II の 比較 


c) Fr. IT に ょ る 反応 所 見 

両者 と も 陰極 側 に 位置 を し め て いる 分 画 で ご で, いずれ も 
反応 の 程度 は 微弱 で , 第 18 図 の ょ うな 結果 を 示 ! 

抗原 窒素 の 量 的 関係 に つい て る と , こと の Fr. 了 I は 
と る に PEr よび まだ 比べ で 少な 。 
S.m 分 画 と ょ る 皮 内 反応 の 成立 を 出現 させ る と こと は 貞 
か し いと 思わ れる 結果 が 得 ら れ た . 
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10 30 60 5 10 24 
第 18 図 Fr. III の 比較 


d) Fr.V に ょ る 反応 所 見 

に な いて のみ. の も みとめ S.m 抗 
原 で は 陰性 に お わ つ た . この 反応 に つい て は D.m の 
Fr.T』 と 類似 の 所 見 が みとめ られ た 

お よび S.m 抗原 を 分 画 し , Arthus 現 象 に 関与 
3 a 性 の 検索 を お こ な う た め , Zone electrophoresis 
に ょ よっ つて 精製 を こと ころ みた . 

D.m 抗原 に つい て は 陽極 側 と 陰極 側 と に , それ ぞ れ 二 
つの が 現われ , 
皮 内 反応 の 所 見 る また 頭 著 で あつ た の に 反し , 陰極 側 の 
峰 は 低く 反応 出現 も また 弱い 傾向 が み ら れ た . D.m 感 
作 ウ サギ は 第 19 図 の よう な 反応 を 出現 し た . 
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S.m 抗原 の 場合 こ に は 原点 か ら 陽 極 側 に と 二 っ の 峰 が 現 Zone eloctrophoresis を 行 つ て 得 た これ ら の 結果 は , 
われ tia ょ うに , も つと も る 高 い 峰 の 分 画 前 記 の 実験 成績 と つい て みみ られ た と 同じ ょ うに , 抗原 窒 
が 反応 も お まだ 著 明 で 第 20 図 に み ら れ る よう な 反応 を 示し 素早 の 多 寒 と 不可 盆 な 関係 な ある も の と 考え らち られる. す 


た . 陰極 側 の それ は 峰 が 低く か つ 反 応 も ほとん ど 発 呈し レ EE る 反応 は 強い と いう 事 
な か つ , 実 が みとめ られ , し か も 。 この と と は D.m お よび S.m 

六 原 に る 共通 し て いる こと と を 知る こと が で きた , と 同時 


する 物質 の 存在 を 推定 する 根拠 が ら れ た と 思う 。 


総括 お よび 考察 
わた し は , マン ソン 有 裂 頭 条 虫 の 成虫 お よび その 幼虫 で 


> る マン ソン 阪 虫 に 材料 を 求め て , 本 条 虫 の 免疫 の 問 


題 , と くに , 両 虫 体 物質 の 抗原 性 に つい て , 感 作 ウサ ギ 
olgo lo に 対す る Arthus 現象 を 指標 と し て 実験 を お こなつ た た. 
se NW 法 に ょ る 差異 , 抗原 の 稀釈 別 な ど に ょ る D.m, S.m 両 
抗原 の 注射 と たよ つ て あら わす 皮膚 反応 の 発現 状況 に つい 
第 19 図 の 1 D.m 感 作 ウ サギ (No.33) に 対す る て 比較 検討 を ここ ろ み た. 
Zone electrophoresis に よ ょ る 分 画 の 両者 間 に お ける 抗 県 の 性 状 す な わ ち , 含 窒素 量 , Nin- 
反応 hydrin 反応 な ど に お いて 著 洪 はら れず, また , 感 作 
D. ウサ ギ に 対す る 反応 の 出現 状態 に つい て も , 似 の 経過 
ーー が 必 と め ら れ た が , 反応 の 度合 い は D.m 抗原 注射 に お 
ol olalrlolels いて は , S.m 抗原 の それ わずか に 強 か つ た 
さら に , RN Evans blue 注入 法 を 2 作用 し 
CONC RS EONO ES た 結果 に つい て る と , 両 種 抗原 に ょ つて 発現 され た 反 
応 の 強 さ は , や は り D.m 抗原 が S.m 抗原 に まき さき つ て 
いる と と を 知 つ た . 
岡部 (1957) は , Sparganum mansoni か ら 得 た 
2| alol" 物質 を Coca の 抗原 抽出 液 で 作 つ た 抗原 を 使用 し て , 


Sparganosis 患者 の 皮 内 反応 を ここ と ころ み 全 例 に 陽性 反応 


第 19 図 の 2 D.m 感 作 ウサ ギ (No.34) に 対す る a: i 
を と め て いる .。 を そし て , その 皮 内 反応 抗原 と し て は 。 


Zone electrophoresis に よ ょ る 分 画 の 


i 反応 S.m 抗原 が D.m 抗原 より も 好適 で ある と いつ て いる . 
わた し こと こみ: た 実験 お いて S.m 抗原 に ょ る 作 
[om | | om 動物 に 対し て , 抗原 注射 の 場合 と み ら れ た 内 反応 
“| Ololdo の 強 さ は , つね に D.m 抗原 に ょ る も の が まさ つて い 
チ i a た . この ょ うに 岡部 ら の 成績 と 異な る 所 見 が 必 ら れ た こと 
is と は , 本 条 の 成虫 と 幼虫 体 を する 物質 の 本 質 な 
へ 才 Ce 差異 と にょ よ つ て も た ら さ れ た も の で な く , 起 抗原 の 量 的 
= a i 関係 , すなわち , 皮 内 反応 に 関与 する アレ ルギー 抗体 の 
i OlOIC lylo 量 的 差異 に る も と づく も の と 思わ れる . 
いわ ゆる 寄生 抗原 に お いて , その 抗原 性 に 関 る 
Zone electrophoresis に ょ る 分 画 物質 は , 研究 者 に よ つて 見 解 を あるいは 白 体 
の 反応 に , ある い は 脂質 に , 多糖 体 分 画 に その 存在 が 考え られ 
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m か ら 得 た 両 虫 体 物質 の 硫 
に ょ る と Zone に ょ つて の 抗原 
し ら の ぁ の の 免疫 学 的 な 性 状 に つ 


わた し は , D.m お よび S 


分 画 抗 原 の 化学 的 性 状 が 究明 さ れ て な い 現状 に お い 
て , 蛋白 , 多糖 あ る い > 脂質 と し う 呼び か た 
け て お の お の 人 画 物 を それ ぞ れ A, B お よび C 人 分 画 
て 実験 そお こなつ た . 

村 対す る 皮 内 反応 の 態度 を みた の に A, B 
分 画 に お いて D.m 抗原 お よび S.m 抗原 と も に 一 般 に 


強い 反応 を i し た が , :C 人 分 画 で は まつ た く 反 応 が 成立 
し な い , ある い は , ご く 微 弱 な 反応 を 呈し た の み で あつ 


た . 

と れ ら の 分 画 に ょ る の 結果 を , の 多く 
れる A お よび B 分 画 , 蛋白 質 の 少な い C 分 画 に つい て み 
の Arthus 現象 に 関与 する 抗原 性 物質 は 信 白 質 の 多い 分 
画 に 存在 する も の と 考え られ る . 

だ の 詳し く 検討 する た め に お こと な つ 


Zone electrophoresis に ょ る 分 画 抗 原 に つい て の 成績 で 


3 

ぐし / こ 


すなわち , さき の 硫 安 分 画 の 抗原 に ょ る 成績 と 同じ ょ 
うに , 吸収 の 大 きい 分 画 に 反応 が 強 く あ ら わ れる と いう 
結果 が 得 ら れ た . 

な お , D.m お よび S.m の 両 抗原 と も この ょ うな 成績 
を 示し た こと こと は . マン ン 頭 の 虫 体 物質 に お いて 
窒素 量 の 多い 分 画 。 すなわち , 蛋白 分 画 が 抗原 牲 の 強度 
に 関す る も の と 推定 され る . 

Campbell (1936) は Taenia taeniaeformis の 抗原 竹 
分 画 みとめ , 多糖 体 は Ac- 
tive immunity ! て 活性 の な いこ と を 報告 し て いる 
が 。 きす て 興味 ある 

マン メジ ン 裂 頭 条 虫 の 免疫 , と くに , 感 作 ウサ ギ に 対す 
る 成虫 お よび , その Plerocercoid で ご ある マン ソン 方 虫 
に 抗原 を 求め , 感 作 ウサ ギ に 対す る Arthus 現象 を お こ 
な い , 次 の よう な 結果 を 得 た 

1) マン 頭 条 の 質 か ら 得 た 抗原 に 
て Arthus 現象 の 成立 を みとめ た . 

2) 
に ょ る 反応 の 度合 いと に つい て は , 成虫 抗原 に お いて 強い 
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傾向 が み ら れ , さら に , Evans blue 注入 法 の 併用 に ょ 
つて , 確実 に この 事実 を た し か め る こと と が で きた . 
8) 両 抗原 の 硫 安 分 画 お よ ょ て Zone Electrophoresis に 
よる 分 画 っ 。 いわ め ゆる 分 画 に 本 の 
Arthus 現象 に 関与 する 抗原 性 物質 の 存在 が 推定 され る . 


わりに, 終始 ど ご 指導 と ど 校 た まわ つた 恩師 清 
水 重 矢 教 授 た , と と ろ よ り 感 謝 い た し ます 
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STUDIES ON THE ANTIGENICITY OF DIPHYLLOBOTHRIUM MANSONI 


MASAKO NAKABAYASHI 
(Department of Medical Zoology, Nippon Veterinary College ,Tokyo) 


Immunity against Diphyllobothrium mansoni was studied with sensitized rabbits and 
antigens derived from the adult form and its plerocercoid, the solitary worm of Manson. The 
Phenomenon of Arthus was used as follows. 

l. The phenomenon of Arthus was recognized when antigens derived from the adult 


form and its plerocercoid were employed. 


2. The degree of reaction was compared between the antigen prepared from the body 
of the adult worm and that from the body of the solitary worm of Manson. As a result, a 
tendency was observed that a stronger reaction was shown by the antigen from the adult worm. 
This tendency was further confirmed by applying simutaneously the Evans blue injection method. 

3. Experiments were performed with the ammonium sulfate fractions of both antigens 
and fractions obtained from these antigens by zone electrophoresis. As a result, it was presumed 
) that the so-called protein fraction contained an antigenic substance which was related to the 


occurrence of the phenomenon of Arthus in the case of infection with this tapeworm. 
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言 

四 唆 具 類 に 属す る 縮小 条 虫 の 卵子 は , 人 体 寄 生 虫 卵 の 
中 で は 大 型 に 属し , 特異 な 構造 を 有 し て いる . し か し な 
が ら , この 卵子 の 構造 に つい て の 従来 の 知見 を みる と , 
は な は だ 不 分 明 な 点 が 多い . 以下 その 概略 を みる と , 次 
の ご と く で あぁ る. すなわち , 卵 各 の 構造 に つい て は , こ 
れ が 内 外 2 層 より な つて いる こと は , 勝沼 (1916) た に よっ 
て 卵 円 な いし ほとん ど 円 で , 茶褐色 の 厚 


. い 外層 と 薄い 透明 な 内 層 よ りな つて いる ” こと が 認め ら 


れ , 更に 法 貴 (1917) は , これ に 放射 状 の 線 を 認め る こと 
を 報じ て いる . 一 方 成 原 (1934) は, 表面 は 極め て 浅 き 鐘 
面 の ご と く 粗 造 で , 内 層 と の 境界 に 珠 数 状 に 並列 せる 小 
点 状 物 が あぁ あり, 放射 状 の 線 と し て は 認め な いと し て い 
る . 幼虫 被 需 に つい て は 法 貴 (1917) , 安藤 ・ 小 堀 (1924) 
に より “内外 2 層 よ りな つて お り , 外層 は 音 薄 透明 で , 
少し く 膨 隆 せる 丘 を 認め る . あぁ あるいは 極 に て 失 れ る も の 
あり , 内 層 は 極め て 薄く , その 間 に や や 粗大 な る 王 粒 を 
存 せ る 物質 を 包 蔵 する ”. と の べら れ て いる . また 一 方 
(1927) の ご と く , 被 膜 に は 特に 結節 あぁ る 
い は 肥厚 と 称す る ご と きも の は 認め られ な い ” と の 報告 
も あり , 区 々 で ある . 次 に 卵 毅 と 仔 虫 殻 と の 間 の 構造 に 
つい て は 法 貴 1916) は , ““ 卵 需 が 破壊 され る と , 硝子 体 
様 物 質 に 包ま れ た 幼虫 が 逸脱 する ” と の べ , 依 ・ 稲 臣 
(1927) は “ゲラ チン 様 無 構造 の 物質 が 内 側 に 
状 に 存在 し て いる ” と 記載 し て いる 程度 に 過ぎ ず , は な 
は だ 不 充分 で ある . 以上 の ご と く , 本 躍 卵 の 構造 に つい 
て の 従来 の 知見 に は 不明 確 な 点 が 多く 残さ れ て いた . 
著者 は , 本 条 忠 卵子 の 形態 を 詳細 に 観察 し た 結果 , 卵 
仔 (従来 被 embryophore と 記載 され て 
いる も の ) に つい て 従来 の 知見 を 補う と と も に “この 有 紋 
仔 の に は 「 卵 膜 」 お よび 「 明 層 」, 
内 側 に は 多 を 直接 包容 する 「 忠 」 と も 称す べ 


四 吸 具 類 条 虫 の 卵子 の 構造 , 並び に 肥 発 育 に 関す る 研究 
(1) 縮小 条 虫 卵 の 構造 , 並び に 肥 発 育 に つい て 
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き 装 置 が 存在 する ” 事実 を 認め 得 た . また 各種 条 躍 天 卵 
子 の 肥 発 育 に 関し て は , 従来 か な り 詳 細 な 研究 が な され 
て いる の で , 著者 も また 本 条 躍 卵子 の 用 発 育 に つい て 観 
し , 卵子 の 各 構 造 部 分 特に 卵 , 仔 膜 が いか に 
し て 発生 する も の で ある か を 解明 する 目的 を 以 て , 本 卵 
を 各 発 育 過程 に わた つて 詳細 に 観 祭 し た 結果 , 卵 明 膜 , 
仔 躍 鼓 膜 の 形成 過程 が 判明 する と と も に , これ 等 が 卵子 
育 過 程 中 に 形成 に 与 る と いう 興味 ある 未知 の 
事実 を 知り 得 , 本 躍 卵 用 発育 の 全貌 が 明らか と な つた の 
で 太 に その 概要 を 報告 する も の で ある . 
研究 材料 お よび 研究 方 法 

本 研究 に 用 いた 材料 に は , カマ ラ を 用 いて 駆虫 し て 得 
た 人 体 寄 生 縮小 条 虫 の 片 節 よ り 採 取 し た 卵 を 用 いた . 

生鮮 標本 は , 駆虫 に より 得 ら れ た 新鮮 な 母 虫 片 節 の , 
幼 弱 片 節 よ り 成 熟 片 節 に 向う 各所 より , 各 発 育 段 階 の 路 
子 を 採取 し , 生理 的 食塩 水 に て 封じ , 鏡 検 し た . な お 補 
助 的 手段 と し て , 25% ア ンチ フ オ ルミ ン を 作用 させ て 観 
察し た . 

固定 染色 は 標本 同様 に 生鮮 な 材料 を 10 % フ ォ ル マリ 
ン 液 に て 固定 し , その 各 片 節 を 法 の ご と く パ ラフ イン 包 
埋 , 連続 切片 と し て , へ マト キシ リン ・ エ オジ ン 染 色 ( 居 
下 HE 染色 と 略記 する ) を 行い 鏡 検 し た . 

研究 成績 

I. 成熟 の 構造 

縮小 成熟 は , 人 体 寄 生 の 中 で は 大 型 に 属す 
る . 以下 この 卵子 の 構造 に つい て 外側 より 順次 記述 する 
(第 1 図 , 写真 1 2. 

1. 卵 

形状 は 類 球形 な いし 短 円 体 を て お り , 
の 大 き さ す な わ ち 卵子 の 外 径 は , 平均 長径 72.86 gs 
70.90xm を 有 し て お り 厚 さ は , ほぼ 2.9g 
あぁ る. し か し て , この 卵 般 は 内 外 2 層 より 形成 され て い 


に 

| | 

に 

| 


し 


第 1 図 縮小 条 虫 卵 模式 図 
A. : 卵殻 外層 
卵 , 
仔 , 
多 
仔 虫 . 


写真 説明 


成熟 
アン チ フ ォ ル ミン に よる 卵殻 の 膨 化 
未熟 切 本 
. 成熟 卵 切片 標本 
cesm : 卵殻 膜 細胞 , cm : 層 , es: 
卵殻 , aes : 外層 , esm : 卵殻 肛 
h: 銘 , jes: 卵殻 内 層 , 1: 仔 虫 , ls: 
仔 . 
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る . この こと は , 卵子 に アン チ フ オル ミン を 作用 させ て 
膨 化 させ る こと に より , 更に , と な る (写真 
2. 

期 鼓 外層 は , 表面 粗 造 で 綱目 状 紋 理 が 認め られ , 断面 
に お いて は 放線 状 紋 理 が 認め られ る . 

これ は , 卵殻 外層 が 6 角 (まれ に 5, 7 角 ) の 卵 の 内 方 
に 向う に つれ や や 細く な る 往 柱 体 が 並列 し て 形成 され て 
いる た め に , それ ぞ れ 認め られ る も の で ある . し か し て 
検便 に 際 し て 認め られ る 本 すなわち 外層 の 色調 
は , 黄色 で や や 不透明 で あぁ る が , この 色調 は 丁 固 有 の 
も の で は な く , 母 虫 子宮 内 卵子 の 卵 吉 外 層 は 無色 で あ 
る . この こと は , 卵 白 膜 が に より 着色 さ 
れ て いる の と 同様 で ある . また アン チ フ オル ミン を 作用 
させ る と , この 黄色 は 脱色 され , 次 で 卵 毅 は 膨 化 沙 解 消 
失 す る . 

卵 外層 の 厚 さ (すなわち 層 を 形成 する 体 
の 長 さ ) は 約 2.9xm を 有する 卵 ほぼ を . 
く 強 固 で あり , 外界 より の 物理 的 圧力 に 対し 卵 内 容 を 保 
護 し て いる と と も に , 東 燥 に 対し て も 内 容 を 保護 する も 
の と 考え られ る . HE 染色 標本 に お いて は , この 層 は 
紫 青 色 に 濃 染 する (写真 4), 

b. 卵 内層 

卵 最 内 層 は , 非 薄 , 無色 透明 で 表面 内 面 と も に 滑 沢 で 
ぁ あぁ る (第 1 図 , 写真 2). H-E 染色 標本 に お いて は , 鮮明 
な 藍 色 に 染色 され て いる . 

2. 卵 
卵 は , 卵 直接 内 側 に 位置 し て いる . 

その 厚 さ は , 卵 明 と 後述 する 仔 虫 殻 と の 間 の 間隙 の 外 
側 リリ s 強 を 占め る か な り 厚 いも の で , 卵殻 膜 細胞 と 称す 
べき 類 円 形 の 核 を 有する 大 型 の 般 子 形 細胞 が , 全 円 周 に 
約 40 個 単 層 に 並列 し て 形成 され て いる 胞 斉 状 構造 物 で 
あぁ る . 胞体 内 に は 微小 題 粒 が 認め られ る (第 1 図 , 写真 

卵 に アンチ フ オ ルミ ン を 作用 させ る と , 卵 明 は 膨 化 し 
て 膜 より する . また 卵殻 に 圧力 を 加え て 
破壊 する と , 内 容 は 卵 最 膜 に 包ま れ た まま 逸脱 する . こ 
の 様 な 状態 に する と , 卵 殻 膜 の 存在 は な お 明瞭 と な り , 
かつ その 構造 も 、 よ り 容 易 に 観 祭 し 得る (写真 2). 

H-E 染色 標本 に つい て 見 る と , 卵 最 膜 細胞 の 細胞 膜 は 
か な り ヘ へ マト キシ リン に より 青色 に 染色 され , 原形 質 は 
染色 性 に 逐 し く ぬ け た 様 に 見 え , エ オ ジン に 淡 染 する 和 馴 
粒 が 極 く 少数 認め られ る . し か し て この 細胞 は , 一 部 分 
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Syncytium を 形成 せる た めか , 隣接 細胞 と の 境界 が 不明 
腔 な こと が 多い (写真 4). 

3. 透明 層 

と , 後述 する 仔 と の 間 の 間隙 を 満た し て い 
る . 無色 透明 , 同質 性 , 濃 筒 な る 物質 で , 仔 虫 殻 を 卵子 
の 中 央 に 保つ て いる (第 1 図 , 写真 1, 2. 

4. 

卵 地 の ほ ぼ 中 央 で , 透明 層 内 に 存在 し , 形状 は 類 球 形 
な いし 短 椿 円 体 を 呈し て いる (第 1 図 , 写真 1, 2). 卵 明 
より 薄く , 同質 性 無色 透明 で あり , 表面 は 滑 沢 , 内 面 は 
微細 な 叫 凸 が あぁ り 粗 造 で ある . 結節 その 他 附 属 物 は な い 
が 長 軸 の 両極 部 が 僅か に 肥厚 し て いる こと が ある . 大 き 
さ は , 平均 長径 41.53g, 短 径 37.85n で ある . 

H-E 染色 標本 に て は , エ オ ジン に より 染色 され , 無 構 
造 で ある . 

仔 の 内 面 を う 非 薄 な 状 の 構造 物 で あり , これ 
と 仔 忠 殻 の 間 に は 僅か な 間際 が 認め られ , そこ に 粗大 な 
題 粒 を 認め る こと も ある (第 1 図 , 写真 2). この 膜 は 後 
述 す る よう に , 未 就 卵 で は 卵殻 膜 と 同様 に , 単 層 に 並列 
する 細胞 に より 形成 され た 胞 朗 で ぁ る . この 膜 の 存在 
は , また 外圧 を 加え て 仔 躍 を 仔 貝 殻 より 逸脱 させ る と , 
仔 忠 は この 膜 に 包ま れ た まま 脱出 する こと に よ つ て る ゃ 昌 
ら か で ある . 

いわ ゆる 幼虫 は , 仔 忠 膜 に れ て 忠 内 に 
位置 し て いる . 

その 外形 は 鈍 る 形 ” を し , 前 端 部 は 低い 
丘 状 に 膨 隆 し て いる . 前 体 部 に は 3 対 6 本 の 銘 を 有 し , 
後 体 部 に は 前 方 に 開く 形 を し 細 を し て いる 
腺 様 臓器 が 認め られ る . 

3 対 の 多 は , 仔 虫 の ほぼ 前 リリ 』 の 後 端 の 高 さ で 正中 線 
に 近い 部 より 発し , 中 央 の 1 対 は 仔 躍 縦 軸 と ほぼ 平行 し 
て 前 端 に 達し て , その 先端 は 仔 虫 体外 に 赴 出 し て お り , 
他 の 2 対 は , や や 散開 し て その 先端 は 仔 中 前 体 部 が 丘 状 
に 膨 隆 し て いる 両側 端 付近 に 達し , それ ぞ れ の 先端 は 中 
央 の 1 対 と 同様 に 仔 虫 体外 に 雷 出 し て いる (第 1 図 , 写 
真 1). 

多 の 形状 は , 長 さ 平均 17.55 々 m を 有 し , その 側面 か ら 
見 た 形 は 幅広 い 臣 刀 に 似 て いる (第 1 図 , 写真 1). す な 
わ ち その 基部 は 小結 節 状 に な つて お り , 柄 部 は これ より 
潤 次 幅広 く な り , 2 玉 と の 移行 部 は また 著 明 な 結節 状 を 量 
し , 特に 方 に 突出 し て いる . 部 は 柄 部 と 鈍 
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を な し て 団 の 腹 側 に 屈曲 し て お り , その 先端 約 リリ の 部 
分 は の 側 に 曲り , 鋭い 円 の 多 と な り , この 部 
分 は 仔 体外 に て いる . 

II. に つい て の , な ら び に 育 に 関す る 

考察 

成熟 卵 に つい て 述べ た よう に , 本 躍 卵 の 卵殻 内 側 に 緒 
殻 膜 が 存在 し , また 仔 忠 殻 内 側 に 仔 躍 殻 膜 が 存在 する こ 
と は 明白 と な つた が , 各 発 育 段階 に ある 未熟 卵 を 観 祭 す 
る こと に より , 更に これ ら の 装置 が 卵子 形成 過程 中 に 興 
味 あ る 役割 を 演じ て いる こと が 判明 し た . 以下 , 成熟 卵 
の 場合 と 同様 に , 卵子 を 形成 する 各 構 造物 の 発育 過程 に 
つい て , 外側 の も の より 順次 記述 する . 

1. 

卵 最 は , 前 述 の ょ うに 内 外 2 層 か ら 形成 され て いる 
が , その 外層 は 卵子 内 容 が ほぼ その 形態 を 整え た 時 期 に 
母 中 側 か ら 分 泥 せ られ た 卵殻 物質 が , 暑 毅 内 層 の 外面 に 
附 着 し て 形成 され る も の と 考え られ る . H-E 染色 標本 
に お いて は この 過程 中 に , 卵 明 内 層 の 外面 に ヘマ トキ シ 
リン に て 紫 青 色 に 濃 染 する 粗大 題 粒 が 附 着 し て お り , 母 
虫 子宮 内 面 に は 同様 の 題 粒 が 配列 し て , 明 質 が 分 泌 さ 
れ て いる 状態 が 認め られ る . 

卵 毅 内 層 は , 肥 細 胞 分 裂 初 期 に 既に 形成 され て お うり , 
内 容 の 充実 に し た が い 伸展 し な が ら 内 容 を 包含 し て い 

2. 

この 膜 は , 前 述 の よう に 大 き な 般 子 形 細胞 が 単 層 に 並 
列 し , 更に Syncytium を 形成 し て 完成 せら れる も の で 
ぁ る . この 大 型 の 般 子 形 細胞 は , 卵細胞 より 始め て 分 化 
し た 細胞 の 後 間 で あり, 卵殻 内 層 に 次 で 他 の 構造 物 よ り 

に 発生 する . すなわち , 卵細胞 より 始め て 分 化し た 大 
細胞 は , 少 次 分 裂 し て 数 を 増し , 遂に は 卵殻 内 層 の 内 側 
に 単 層 に 配列 する よう に な る の で ある . し た が つて この 
大 細胞 を “ 卵 明 膜 細胞 ” と 呼称 すべ きも の で ある と 考え 
る (写真 3,4) . この 卵 明 膜 細胞 の 分 化 直 後 の 形 態 は , い 
まだ 般 子 形 を 呈し て お ら ず , 類 球 形 で ある . 

し か し て , 胞体 は 微小 題 粒 を も つて 満た され て お り , 
核 は 比較 的 小 で ある . H-E 染色 標本 で は , 細胞 膜 と 述 
は へ マト キシ リン に 染色 され , 胞体 内 の 微小 題 粒 は エ オ 


ジン に 染色 され て 淡紅 色 の 題 粒 と し て 認め られ る (これ 


は 質 粒 と 認め ら れる) . 

卵 最 膜 細胞 が 分 裂 し て その 数 を 増し 卵 毅 内 層 内 面 に 並 
列 す る と , 相互 お よび 内 外 よ り , 圧 せ られ て 導 次 般 子 形 
と な る . この 細胞 か ら は , 後述 する 仔 躍 殻 膜 が 形成 せら 
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れ た 後に , 仔 忠 殻 質 が 分 泌 さ れ , 仔 躍 殻 膜 の 周囲 に 仔 忠 
殻 が 鋳造 され る よう に し て 形成 され る も の で ある . 

3. 透明 層 

この 層 は , 仔 躍 殻 が 形成 され る 以前 に は 認め られ な 
い . すなわち , 忠 形成 後に , 卵 膜 細胞 か ら 分 さ 
れる も の と 考え られ る . 

H-E 染色 標本 で は , 明る い 淡 青色 に 染色 され て いる . 
4. 

仔 は , の 項 で 一 部 述べ た よう に , 忠 
(後述 ) が 形成 され た 後に , 仔 忠 殻 膜 で 被 わ れ た 仔 虫 を 原 
形 と し , その 表面 に 卵 鼓 膜 細胞 か ら 分 泌 さ れ た 仔 躍 殻 質 
が 圧着 され , 鋳造 され る よう に し て 形成 され る も の で あ 
る . 形成 初 に は , 粗大 粒状 の 仔 質 が , 仔 
虫 殻 膜 の 周囲 に 念珠 状 に 配列 し て いる 状態 が 認め られ 


る . 

この 膜 は , 細胞 発生 後 で , 仔 形成 前 に , 分 
裂 し つつ ある 膝 細 胞 か ら 分 化し た 細胞 が , その 薬 実 状 細 
胞 群 の 表面 に 単 層 に 表 石 状 に 並列 し て 生ずる も の で , 末 
就 卵 で は 個々 の 細胞 を 明 瞭 に 認め る こと が で きる が , 成 
熟す る に し た が つて 細胞 の 境界 お よび 核 を 消失 し て , 無 
構造 の 膜 誤 と な る も の で ある . この 仔 忠 地 膜 を 形成 する 
細胞 は , 仔 躍 殻 膜 細胞 と 呼称 され る べき も の と 考え る . 

6. 多 

多 は , 仔 に 包ま れ て , 強固 な 仔 内 で 
発育 を と げ る . 

総括 な ら び に 者 接 

縮小 条 虫 卵 外皮 の 構造 に つい て の 従来 の 知見 を 概括 す 
る と , 以下 の よう で ある . 

1. 卵 の 形状 は , 球形 , 円 形 ま た は 頻 円 形 で , 大 き さ 
は 長径 0.07381+0.00085 mm, 短 径 0.07136 寺 0.00083 
mm ( 依 ・ 稲 葉 , 1927), ある い は それ ぞ れ 平均 0.075265 
x0.072720 mm ( 成 原 , 1934) 等 で ある . 

2. 卵殻 は 比較 的 厚く 2 層 よ りな つて お り , 外層 は 帯 
黄色 な いし 帯 黄 褐色 ( 片 節 内 の も の は 無色 ) を し , 強 拡 
大 で 鏡 検 する と (微か で は ある が ) 放線 状 の 絞 理 (構造) が 
見 られ る . 内 層 は 薄い . また , 成 原 に よる と , “外層 は 
極め て き の ご と く 粗 造 , 内 層 と の 境界 に 珠 
に 並列 せる 小 点 状 物 あり , 放線 状 の 線 と し て は 認め ず *ー 
と の 記載 も ある . 

3. 仔 (幼虫 被 と の 間 の 構造 物 に つい て 
の 知見 は 最も 不 充分 で ある . “ 卵 明 の 内 側 に は , 波形 を 
量 し た 膜 様 物 (波動 膜 と の 記載 も ある ) が ある”, あぁ るい 
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は , “卵殻 と 被 の 間 に は , 無色 寒天 様 ( ゲ ラチ ン 
様 ) 物質 が あぁ あり, この も の は 着 々 不 規 則 な 避 の ご と く 外 
毅 の 内 面 に 附 着 し て いる 等 の 記載 に 過ぎ な い . 

4. 人 (幼虫 被 に つい て は , “ 形 ( 正 円 ) あ 
る い は 短 椿 円 形 , 非 薄 透 明 で , 1 極 , ある い は 両極 が 多 
少 肥厚 し て いる も の が 多い ”.“ 幼 内 外 2 層 で , 
その 外層 は 極 に て 内 れ る も の と , し か ら ず し て 析 円 の も 
の と あぁ あり"”, “両極 に 失 端 を 有 す ”, “ 極 の 一 端 少し く 扇 
平 に し て 小 著 の ご と き 観 を 呈す ”, “特に 結節 あるいは 
肥厚 部 と 称す る ご と きも の は 認め ず ”, 等 区 々 で ある . 
また “幼虫 被 需 は 2 重 で , 外層 は 非 薄 透 明 , 1 極 に お い 
て 少し く 膨 隆 せ る 丘 を 認め る . 内 層 は 極め て 薄く , その 
間 に 稽 粗大 な る l 題 粒状 を な せる 物質 を 包 蔵 する ” と の 記 
載 も ある . 

六 に お いて , これ 等 の 従来 の 知見 と ,. 本 研究 に よっ つて 
得 ら れ た 知見 を 比較 する と , | 

1. 卵 毅 の 構造 に つい て みる と , これ が 内 外 2 層 より 
な つて いる こと は 既に 認め られ て いる と お り で , この こ 
と は 生鮮 標本 に よる 観察 に よ つ て も , また , 用 発 育 の 
状態 か ら も 明白 で ある. 次 に 卵殻 外層 に 認め られ る 紋 理 
に つい て の 記載 は , 従来 不明 瞭 で ぁ つ た (放線 状 紋 理 を 
認め ぬ と の 記載 も あぁ ある) が , これ は 明らか に 卵 般 外層 に 
の み 認 め ら れる も の で , 外層 を 表面 より みる と 6 角形 の 
綱目 状 紋 理 が , 断面 を みる と 放線 状 の 紋 理 が 認め られ 
る . この こと は , 卵 毅 外層 が 6 角形 の 稼 柱 体 (卵子 の 中 
心 に 向い 稽 細 く な つて いる ) が 並列 し て 形成 され て いる 
た め に 認め られ る も の で , 明 瞭 で ある . 

2. 次 に 卵 仔 (幼虫 と の 間 の 構造 に つい 
て は , 従来 “ 卵 内 側 波形 を し た 膜 物 が ぁ 
あぁ あるいは , 不 規則 な の ご と く 外 内面 に 附 着 
し て いる 無色 寒天 様 物 質 が ある ”, 等 記載 され て いた に 
過ぎ な い が , これ ら の こと は , 卵 明 膜 細胞 が 卵殻 内 層 に 
接し て 単 層 に 並列 し て 形成 され て いる 卵 最 膜 が 存在 する 
こと と , 更に この と 仔 と の 間 に 無 構造 の 
な 液 を 充 す 透明 層 が 存在 する こと に より , 明確 と な つた 
も の と 考え る . 

3. 仔 虫 殻 に つい て 種々 の 記述 が ある が , 著者 の 観察 
で は 、“ 極 に 失 る も の ” あるいは , 小 の ご と き ” 
は 認め られ な か つた . 

4. の 内 側 に が 存在 する こと は 前 項 に 


述べ た ご と く , その 発生 過程 か ら み て も 明白 で , 従来 仔 
中 殻 が 2 層 と の 記載 も ある が , その 内 層 は 実は , この 和 任 
中 殻 膜 が 誤認 され て いた も の と 考え る . 依 ・ 稲 葉 は , 既 
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に この 膜 の 存在 を 記載 し て いる . 

し た が つて , 以上 の 新知 見 に も と づい て 縮小 人 条 虫 卵 の 
構造 お よび 用 発 育 の 状態 を 総括 する と , 概要 以下 の と お 
り で ある . 

1. 条 は , 卵 内 外 2 層 ), 卵 , 透明 層 
仔 , 仔 膜 , お よび 釣 幼虫 の 各部 分 より 構成 さ 
れ て いる . 

2. , 球形 な いし 短 体 を し , 大 き さ 平 
均 72.86 gxX70.90。 厚 さ ほぼ を 有 し , 内 外 2 
より で いる 

外層 は 厚く 強固 で あぁ つて , 母 貝 子宮 内 卵 に お いて は 無 
色 で , 表面 は 粗 造 で 綱目 状 紋 理 が 認め られ , 断面 で は 放 
線 状 紋 理 が 認め られ る . 

これ は 6 角 (5~7 角 ) の 答 柱 形 の 小片 が 密 に 並列 し た 
構造 を も つて いる た めで ある . 層 形 成 物 質 は , 
体側 より 分 さ れる . 内 層 は , 無色 非 薄 で , 表 
面 内 面 と も に 滑 沢 で あり , 既に 用 発 育 早期 に 形成 され , 
内 容 を 包ん で いる . 

3. 直接 内 側 に が 存在 する こと は , 本 研 
究 に よっ つて 明らか に な つた も の で ある . 

この 膜 は , 用 細 胞 分 裂 初期 に これ より 分 化し た 大 型 般 
子 形 細胞 が , 卵 明 内 層 の 内 側 に 単 層 に 並列 し て 形成 され 
た も の で , 一 部 Syncytium を 形成 し , 細胞 の 境界 不明 
こと も ある . この を 形成 する 細胞 は , 忠 膜 形 
成 後に 仔 質 を 分 泥 し , 仔 躍 完成 後に 透明 層 形 成 物 
質 を 分 泌 す る . 

4. 透明 層 は , 前 述 の 卵 暖 膜 と 仔 虫 殻 と の 間 の 空 際 を 
占め て いる , 濃 筒 な 液体 を 充 た と し て いて 無 構造 で ある . 

5. 伴 虫 殻 は 卵殻 の ほぼ 中 央 に 位置 し , 類 球 形 な いし 
短 体 で 大 き さ 平 均 41.53 X37.85 性 無色 
明 で 薄く , 表面 は 滑 沢 , 内 面 は 微細 な が あぁ ある. 長 
の 両極 部 が 僅か に 肥厚 する こと が ある , これ の 形成 は , 
仔 膜 形成 後に , 膜 細胞 か ら 分 さ れ た 質 
題 粒 が , 仔 躍 殻 膜 周囲 に 配列 し 疲 合 し て 形成 され る . 

6. 仔 膜 は , 仔 を 直接 む 非 薄 な 膜 , これ 
と 仔 躍 殻 と の 間 に は 僅か な 空隙 が 認め られ る こと が 多 
い . これ は 和 又 実 期 腺 細胞 群 の 表層 か ら 分 化し た 扇 平 大 型 
の 仔 躍 殻 膜 細胞 が , 単 層 に 敷石 状 に 配列 し , 次 で Syncy- 
tium を 形成 し て 膜 豪 と な る ._ 

7. 太 釣 幼虫 は , 前 記 の すべ て の 構造 物 に 包容 され て 
発育 を 遂げ る . 成熟 し た 太 釣 幼虫 は , その 外形 は “ 鈍 稼 
せる 形 を 前 端 部 は 低い 丘 状 に 隆 し て い 
る . 前 体 部 に 3 対 6 本 の 多 有 し , ほぼ 前 


¥ 


の 後 端 の 高 さ に 発し , 中 央 の 1 対 は 仔 忠 縦 軸 と ほぼ 平行 

し て いる が , 左右 の 2 対 は 散開 し て 仔 忠 前 端 の 膨 隆 部 の 
両側 附近 に 達し , それ ぞ れ の 先端 は 幼虫 体 よ り 赴 出し て 
いる . 後 体 部 に は , 腺 様 臓器 が 認め られ る . 

以上 , 縮小 条 虫 卵 の 構造 お よび 肥 発 育 に つい て の べた 
の で ある が , この 中 で , 卵 お よび 忠 膜 が 仔 
形成 に 興味 ある 役割 を も つて いる こと は , 従来 未知 の 事 
実 で あり , その 詳細 な 検討 は 後 文 に 示す 

本 研究 に よっ つて , 以下 の 事項 が 明白 と な つた . 

1. 縮小 条 は , 卵 内 外 2 層 ), , 透明 
, 膜 お よび 釣 より な つて いる . 

2. 卵 外層 は , 6 角 の 体 が 密 に 並列 し て 形成 さ 
れ て お り , この た め に 表面 に は 綱目 状 紋 理 , 断面 に は 放 
線 状 紋 理 が 認め られ る . この 層 の 本 来 の 色調 は 無色 で あ 

3. 直接 内 側 に 存する 卵 膜 は , 胞 分 初 
期 に これ よう 分 化し た 大 形 般 子 形 細胞 が 単 層 に 並列 し て 
形成 され た も の で 、 こ の 細胞 は 卵子 形成 過程 中 に , 位 
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質 を 分 泥 し て 忠 形成 に 与 り , 更に 仔 形成 後 
に 透明 層 形 成 物質 を 分 泌 す る . 

4. 忠 膜 は , 卵 最 膜 細胞 分 化 後 に , 期 細胞 
群 の 表層 より 分 化し た 大 型 局 平 な 仔 躍 殻 膜 細胞 が , 単 選 
に 並列 し て これ を 包み , 遂に は Syncytium を 形成 し て 
完成 され る . 

5. 多 は 上 記 の 各 構 造物 に れ な が ら 発 育 を 
と げ る . 

以上 の ご と く , 成 に お いて , 卵 , 仔 膜 が 
存在 し , か つ そ れ ら が 仔 忠 殻 形成 に 興味 ある 役割 を 演 ず 
る も の で ある こと を 発見 し 得 た の で , この 概要 を 報告 し 
た 。 

本 稿 を 終る に 臨み , な る 御 指 導 を いた 神戸 
会 病院 病理 検査 任 長 谷川 恒 博士 , 並び に , 終始 
ら ぬ 御 鞭 所 と 御 校 関 を 賜 わ つ た , 大 阪 医科 大 学 病理 学 教 
室田 部 浩 教授 に , 深 基 の 謝意 を 表し ます . 

本 論 要旨 , 日 本 寄生 学 会 西日本 支部 第 10 
大 会 、 及び 第 24 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 に 於 て 発表 し た . 
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STUDIES ON THE STRUCTURE AND EMBRYONAL DEVELOPMENT 
OF THE OVA OF TETRABOTHRIDIATA 
l. ON THE STRUCTURE AND EMBRYONAL DEVELOPMENT 
OF THE OVA OF HYMENOLEPIS DIMINUTA 
(RUDOLPHI, 1819) BLANCHARD, 1891 


SADANOBU MORIYAMA 
(Kobe Ekisaikai Hospital, Kobe, Japan) 


Although it is well known the ova of Hymenolepis diminuta have a characteristic appea- 
rance, the structure in the space between the outer shell and the embryophore has never been 
clear, and little work has been done on the embryonal development. This paper is a record of 
observation on these problematical subjects. Observations of ova were made on both freshly 
collected ones from the uterus of mother worm and the sections stained with haematoxylin-eosin. 

The outer shell is nearly spherical, measures 72.86 by 70.90g in diameter and 2.9gp thick, 
and consists of the outer and the inner layers The outer layer is thick and colorless ; it has 
reticulated stripes at the surface and radiated ones at the cross section because this layer is 
formed a row of hexogonal solids. This layer is secreted from the inner wall of uterus at the 
latter stage of embyonal development and attached to the surface of the innerlayer. The inner 
Jayer is thin, and transparent; it is formed at the earlier stage of ootid division. The shell 
membrane adjointed to the inside of the inner layer is formed with a single row of large die- 
shaped cells developed from the ootid ; and it finally formes a syncytium. The syncytium, after 
forming the embryophore membrane, secrets the substance for the embryophore shell. A 
transparent layer originated from the cells of shell membrane lies in the space between the 
outer shell membrane and the embryophore shell. The embryophore shell is nearly 
spherical, thin, colorless, transparent, smooth at the outside and rough at the inside ; it measures 
41.53 by 37.85u. This shell is formed by being in a row and fusing the substance originated 
from the cells of outer shell membrane. The embryophore membrane covering onchosphere is 
thin, and cystic ; it lies inside the embryophore shell. Gross granules are found occasionally in 
the space between the embryophore membrane and the embryophore shell. After forming the 
cells of outer shell membrane (i. e. before forming the embryophore shell), the embryophore 
membrane is formed by being in a row the large and flat cells of embryophore membrane 
developed from the surface of embryo cells ; and it finally formes a syncytium. The onchosphere 


coverd with the embryophore membrane develops within a solid embryophore shell. 
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四 吸 具 類 和信 虫 の 卵子 の 構造 , 並び に 肛 発 育 に 関す る 研究 
(2) 壮 小 条 虫 卵 の 構造 , 並び に 肛 発 育 に つい て 


森山 頁 
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絡 言 

装 小 条 虫 は 元 来 昧 族 を 宿主 と する 四 吸 具 類 に 属す る 条 
躍 で ある が , また これ が 人 体 に 寄生 し , 種々 の 臨床 的 症 
状 を 現 わ す こと も まれ で は な い . し か し て , 人 体 寄生 躍 
卵 と し て その 大 き さ も ほぼ 中 等 大 で , か つ , 特有 の 構造 
を 示し て いる た め , 装 便 寄 生 虫 卵 検査 に 際 し で その 発見 
な ら び に 鑑別 は さ し て 困難 で は な い . し か し な が ら , そ 
の 詳細 な 構造 に つい て の 従来 の 記載 に は 種々 の 不備 な 点 
が 認め られ る . 殊 に , 卵 暖 と 幼虫 被 需 と の 間 の 構造 に つ 
いて は 明確 な 記載 を みな い . すなわち , いずれ も , “ 卵 
幼虫 被 の 中 間 層 は で , 内 に 無色 の 粒 が 少 
し 存在 する . 幼虫 被 薄く 円 形 に 近い 析 形 を , 
その 長径 に 一 致し た 両極 に 各 1 個 宛 の 短 突 起 が あり , そ 
こよ り 無 色 透 明 の 系 状 物 が 2~3 出 て いる ” と の 程度 の 
も の で ある . し た が つて また その 用 発育 に 関す る 知見 も 
不明 で ある . 

著者 は 、 これ 等 の 点 を 解明 する 目的 で 本 虫 卵 の 構造 を 
詳細 に 観 穴 し た 結果 , 卵 需 は 内 外 2 層 よ りな つて お り , 
その 内 側 に は 卵 明 膜 が 存在 し , 更に その 内 側 で 仔 躍 殻 ( 幼 
中 ) と の 間 は 層 で あつ て , この 中 に 膜 か 
ら 発 生 伸長 する 線 条 体 が 封入 され て お り , 仔 躍 殻 の 両極 
に は 小 を 有 し , 他方 卵 , 仔 膜 が 卵子 用 途 
上 に お いて 仔 忠 殻 形成 に 際 し て 興味 ある 役割 を も つて い 
る こと が 判明 し た の で , 疲 に その 概要 を 報告 する も の で 
あぁ る . 

研究 材料 お よび 研究 方 法 

姜 小 人 条 虫 卵 の 観察 に 資す る 材料 と し て は , カマ ラ を 用 
いて 能 虫 し て 得 た 人 体 寄 生姜 小 条 虫 と マウ ス に 寄生 し て 
いる 著 小 条 虫 を 解剖 に より 得 た も の と の 両者 を 併用 し 
だ 

な お 卵子 の 各部 の 計測 に 資す る 材料 に は , すべ て で て 人体 
寄生 母 忠 の 体 節 より 得 た も の の み を 用 いた . 

生鮮 標本 作成 に は (縮小 人 条 虫 卵 に つい て 行 つ た と 同様 


に ), 新鮮 な いし まだ 活 運動 し て いる の 各 
より 卵子 を 採取 し , これ を 0.85 9% 生 理 的 食塩 水 に て 封 - 
入 し 鏡 検 し た . な お 必要 に 応じ 25 % ア ンチ フォ オル ミン 
を 加え て 観 した. 

固定 染色 標本 は , 同様 に 新鮮 な 材料 ( 母 虫 片 節 ) を 10 
% フ オル マリ ン 液 に より 固定 し , 法 の ご と く パ ラフ イン 
包 埋 , 連続 切 太 と し , ~ マ トキ シリ ン ・ エ オジ ン 染 色 ( 以 
下 H-E 染色 と 略記 する ) を 行 つ た . な お 姜 小 条 虫 は 細 
小 で ある た め 1 匹 の 母 虫 を 1 個 の ク の ブ ョ ロック に 包 埋 し , そ 
の 全長 に 豆 る 切片 標本 を 作製 し た . 

研究 成績 

I. 成就 の 構造 

小 条 忠成 は 人 体 寄 生 の 中 で は 中 等 大 で あ 
る . 以下 , 卵子 の 各 構 造 部 分 に つい て 最 外層 より 順次 記 
述 す る . 

1. 

卵 形状 は , 長 味 ある 球形 , 円 な いし 形 を 
し て お り , その 大 き さ , 平均 長径 51.97 g, 短 径 40.70: 
ム 厚 さ ほぼ 1.04m を 有 し て いる . この 径 ( 幅 径 ) は 
内 蔵 す る 六 釣 幼虫 の 多 が 物 載 板 の 面 と 平行 面 に な らん で 
認め られ る 時 に 最も 幅広 く ( 写 真 2), 多 が 垂直 面 に な ら 
ん で 認め られ る 方 向 で は 最も 狭い (写真 3). し た が つ 
て , 卵 の 赤道 部 断面 は , 少し く 平 た い 円 形 と な る . 上 記 
の 計測 は , 多 が 物 載 板 の 面 と 平行 面 に な らん で いる 最も 
幅広 いも の に よ つ て いる . 

本 卵 の 卵 縮小 条 卵 卵 同様 に , 内 外 2 層 よ 
りな つて いる . アン チ フ オル ミン を 作用 させ る と 膨 化 し 
て 同心 性 の 2 重 輪 と な り , 内 層 と 外層 に 分 れる こと に よ 
り , 更に 明瞭 と な る (写真 7). この 際 , 膨 化 し て 生じ た 
外輪 の 大 き さ が , 内 輪 (後述 する 卵殻 膜 の 外縁 ) の 長径 幅 
径 と も に ほぼ 2 倍 に 達する と , 外輪 (すなわち 卵 吉 ) は 遂 
に 溶解 消失 する . 

卵 毅 外層 は , 表面 滑 沢 で 無色 透明 , 同質 性 無 構造 で あ 
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る . 
層 は , 同質 性 無色 透明 で , 非 藻 で ある . 

H-E 染色 切片 標本 で は , ヘマ トキ シリ ン に より 淡 染 
する (写真 20, 21). 

2. 

は , 卵 直接 内 側 に 位置 し て お り , 縮小 条 
卵 と 同様 に , 卵殻 膜 細胞 と も 称す べき 大 き な 子 
形 細胞 が 単 層 に 並列 し て 形成 せら れ て いる 胞 斉 状 構造 物 
で あぁ る (第 1 図 , 写真 1). 

生鮮 標本 に お いて は , 卵 明 膜 は 卵殻 と 後述 する 仔 忠 殻 
と の 間 の 間隙 の ほぼ 外 方 '。 の 空間 を 占有 し , その 内 境 
界 線 に 接し て , 仔 忠 殻 質 (後述 ) の 残余 と 思わ れる 光線 を 
強く 屈折 する 小 題 粒 が 念珠 状 に 配列 し て いる 状態 が 認め 
られ る (写真 4 5, 6). また , 細胞 は , 遂に は 
Syncytium を 形成 し て 細胞 の 境界 が , 不明 有 具 な も の も 認 
め ら れる . 

H-E 染色 標本 に お いて も , この 膜 は , 各 細 胞 は Syn- 
cytium を 形成 し て 各々 の 境界 は 不明 瞭 で あつ て も , 細 
胞 膜 , 核 と も に へ マト キシ リン に より か な り 濃 染 し て 明 
腔 に 認め られ る (写真 19, 20, 21). 

3. 透明 層 

膜 と 仔 と の の を 満 し て お り 無 色 明 
同質 性 , 濃 筒 な 物質 で , この 層 の 中 に 後述 する 線 条 体 が 
封入 され て いる (第 1 図 , 写真 1~6). 

4. 線 条 体 

この 線 条 体 と 称す べき 構造 物 は , 姜 小 条 躍 卵 に 特有 た な 
も の で , 後述 する 仔 貝 殻 の 小 円 礼 よ り 膨 出し て いる 仔 忠 
殻 膜 膨 隆 部 より 発生 し , 透明 層 内 に 延長 し て いる も の で 
あぁ る (第 1 図 , 写真 4~6). その 発生 部 は , 仔 躍 殻 膜 膨 隆 
部 の 鈍 円 鑑 の 頂点 と 基底 と の 中 間 で 周囲 を 一 周 す る 曲線 
上 に 存 し , これ より 6 条 の , 緩く 波状 に 数 回 屈曲 する 細 
長 円 紀 状 の , 同質 性 無色 , 光線 を 強く 屈折 する 線 条 体 を 
発生 し て いる . 線 条 体 は , 発生 部 より 先端 に 向い ほぼ 同 
じ 太 さ で 伸長 し て お り , その 正 切 像 は 区 ける 円 い 結節 状 
を 量 し て いる . し か し て , 特に 卵 の 両極 に 近い 部 分 に お 
いて 統 密 に 錯 し て お り , 赤道 部 を 越え て 他 極 に 近づく 
も の は 少な い . これ は , の 観察 中 に 少し も 移動 する こ 
と な く , 恐らく 仔 虫 殻 を 卵子 の 中 心 部 に 固定 する の に 役 
立つ も の と 考え られ る . 

5. 仔 

本 卵 の 仔 虫 殻 は 不 整 球 形 を 呈し て お り , その 大 き さ 平 
均 長 径 30.66 短 径 26.45m。 厚 さ ほぼ 0.78m を 有 す 
る . その 構造 は 同質 性 無色 透明 で , 表面 お よび 内 面 と も 


に , 滑 沢 で ある . 

本 虫 卵 の 仔 虫 殻 の 形状 に つい て 特徴 的 な こと は , 仔 虫 
の 両極 に お の お の 1 個 の 小 孔 , すなわち 忠 ” 
を 有 し て いる こと で あり , この 人 竹中 殻 孔 よ り 短 貝殻 膜 脱 
隆 部 が 透明 層 に 向 つ て 膨 出 し , これ より 線 条 体 が 発生 し 
て いる の で ある (第 1 図 , 写真 2 4. 5, 6). また , 伊 
虫 殻 の 形状 を その 断面 に つい て 詳 述 する と , 六 多 幼虫 の 
3 対 の 多 が 物 載 板 の 面 と 平行 な 平面 上 に 並列 する 位置 に 
お いて は (写真 2, 4, 5, 6), 1 側 は ほぼ 正 円 の 一 部 分 の 
を な し て お り , 他 側 は これ より の か な を な 
し , か つ , 両極 の 方 に 偏 つ て 一 部 級 曲 が 鋭く な り , 少し 
く 角 張 つ た 形 を と つて いる . 上 記 の 短 径 の 平均 値 は , こ 
の 位置 に お ける 計測 に よ つ た も の で ある . これ を 長 軸 の 
周囲 に 90 度 回 転 さ せ た 位 置 に お いて の 断面 を みる と ( 写 
真 3), 両側 は 同形 の 弧状 を 呈 し て いる . 

仔 虫 殻 は , 染色 標本 で は 強く 紫 紅 色 に 染色 され る . 

この 膜 は , 仔 の 内 面 を 同質 性 無 構 造 の 薄 な 
大 状 の 構造 物 で あり , 直接 太 釣 幼虫 を 内 包 し て いる . 

本 卵 の 仔 虫 殻 膜 に つい て 特徴 的 な こと は , 前 記 仔 躍 城 
の 両極 に 存在 する 仔 忠 殻 孔 に 相当 する 部 分 に お いて , そ 
の 一 部 分 が 印 円 錯 状 に 膨 出 し て , その 形状 が 愉 も レモン 
形 を 呈し て お り , この 膨 隆 部 より 前 述 の 線 条 体 を 発生 し 
て いる こと で ある (写真 2, 4, 5; 6). 

染色 標本 で は , へ マト キシ リン に より 淡 染 す る. 

本 の 釣 幼虫 は , 全 形 類 球形 を し , その 前 端 は 
丘 状 に 隆起 し て いる . 前 体 部 に は 3 対 の 多 を 有 し , 後 体 
部 に は 馬 形 の を 前 方 に 向け た 形 を し , か つ 粒 
に よっ つ て 満た され た 装置 が 認め られ る . 

成熟 卵 に おい て 太 多 幼虫 の 前 後 軸 は , 卵子 の 長 軸 に 一 
致し て いる . 

多 は 生鮮 な 材料 で は 無色 透明 で あり , 強く 光線 を 屈折 
する . 人 条 の 釣 幼虫 の 比べ , や や 繊細 で あ 
る . H-E 染 色 標 本 で は 染色 され な い . この 3 対 の 多 の 配 
列 は , 釣 は 仔 虫 体 の ほぼ 中 央 部 に 発し , 互 に 平行 し て 仔 
曰 体 の 前 端 に 達し , その 先端 は 体外 に 雷 出 し て いる . 

や や 未熟 な で は , 仔 の 前 後 は 子 の と 一 
し て お り , 多 の 配列 も 中 央 の 1 対 は 仔 虫 縦 軸 と ほぼ 平行 
に 前 方 に 向 つ て いる が , 両側 の 2 対 は , 180° に 近い 鐘 
角 を な し て 散開 し て いる . 

IL. に つい て の , な ら び に 育 に 関す る 

考察 : 
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第 1 図 著 小 条 虫 卵 模式 図 
aes : 外層 , cs: 透明 層 , esm : 膜 , h: 
ies : 内 層 , 1: 仔 , ls: 仔 , lsg : 
質 題 , lsh : 仔 虫 , lsm : 
lsmt : 膜 膨 , s: 線 条 体 . 


写真 説明 
. 卵 毅 膜 細胞 の 核 が 並列 せる を 認 む . 
. 並列 する 向き で は 殻 の 左右 の が 異な 

る . 

3.2 ょ り 90° 回 転 せ る 方 向 で は 殻 の 左右 の 
は 同じ で ある . 

膨 降 部 ょ り 線 条 体 発生 . 

7. アソ ンチ フォ ルミ ン に よる 卵殻 の 膨 化 . 

8~10. 卵殻 膜 内 に 仔 虫 殻 質 と な る 和 題 粒 を 満 す . 

11. 仔 な る 粒 は , 次 虫 に わ れ た 
虫 の 周囲 た 配列 す . 

12~15. 卵殻 膜 , 仔 忠 殻 膜 の 発生 . 仔 虫 殻 の 形成 . 

16~18. 膜 細胞 . 仔 膜 細胞 の 発生 (切片 標本 , 
H-E 染色 ) 

19. 卵殻 膜 の 形成 (同上 ) 

20~21. 成 (同上 ) 

22. 閉 小 条 虫 の 卵子 の 放出 , 体 節 内 に は 卵子 が 充満 し 
子宮 は 拡張 し , その 非 薄 と な る . 
の 片 節 は 結節 状 を 量 す . (切片 標本 . HH-E 染色 ) 
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条 の 育 は , その 成熟 卵子 の 形態 が 一 見 し 
て 前 編 に の べた 縮小 条 虫 卵 の 形態 と か な り 相 違 し て いる 
に も か か わら ず , 本 卵 に 特有 た な 線 条 体 の 発生 機転 を 除 
き , すべ て 小 条 の 発 育 と 同様 の 過程 を 経て 行わ 
れる . 特に 細胞 , 仔 忠 膜 細胞 の 外 皮 形 成 に 
る 役割 は 全く 同一 で ある . 

未熟 卵 の 観察 に 用 いた 材料 は . マウ ス に 寄生 し て いる 
母 虫 を 解剖 に より 採取 し た も の を 主として 使用 し , これ 
と 人 体 寄 生 の も の と 比較 し な が ら 検 討 し た . これ に より 
用 発育 の 状態 は , 両者 全く 等 し いこ と を 認め た . 

1. . 

卵 上 預 は 内 外 2 層 よ り 和 形成 され て いる が , その 内 層 は , 
既に 用 細 胞 分 裂 開 始 時 に 形成 され て お り , 肥 細 胞 ょ り 以 
下記 述 す る 細胞 , 仔 膜 細胞 が 分 化し , 数 個 の 
細胞 集団 を 形成 し て いる 時 期 に は , 既に これ 等 を 内 包 し 
て いる (写真 16). 

卵 般 外層 は , これ より は る か に 遅れ て 内 層 の 外 表 に 附 
加 さ れる こと は , 縮小 条 忠 卵 の 場合 と 同様 で ある . 


2. 
本 躍 卵 の 成熟 卵 の 卵 最 膜 は , 既に の べた 様 に , 大 型 の 
形 細胞 が 内 層 に 単 層 に 配列 し て 形成 され た 厚 


い 胞 あぁ る が (写真 19~21), この 大 型 細胞 は 卵 細 
胞 と 称す べき も ゃ ので, 卵細胞 分 裂 初期 に これ より 初め て 
分 化し た も の で (写真 16, 17), 以下 の 各 構 造物 を 内 包 し 
て 卵 暖 内 層 の 内 側 に 並列 する よう に な る も の で , 更に こ 
の 膜 細胞 が , の 成熟 過程 中 に 仔 質 を 分 し , 
更に また 透 明 層 を 形成 する 濃 筒 な 物質 を 分 泌 す る こと 
は , 前 記 縮 小 人 条 虫 に お ける と 同様 で ある . 

3. 透明 層 

この 層 は , 仔 躍 殻 が 形成 され た 後に , 前 述 の 卵殻 膜 細 
胞 よ り 分 泥 さ れ て 形成 され る も の で , 縮小 条 虫 卵 に お け 
る も の と 同様 で ある . 

4. 線 条 体 

線 条 体 は , に つい て の べた よう に , 小 条 
に の み 特 有 な も の で あり , その 形成 過程 も 誠に 興味 深い 
も の で ある . 

線 条 体形 成 に は , ま づ , 卵 が か な り 成 蒸 し て は いる が 
いま だ 仔 が その 軸 が 横 軸 に 一 致し た 向き に 位 
置 し て お り , 仔 虫 殻 が 形成 され つつ あぁ る 時 期 に , 後述 する 
仔 躍 殻 膜 膨 隆 部 の 鈍 円 鑑 の 頂点 と 基底 と の 中 間 部 の 周囲 
に , 6 = の 光線 を 強く 届 折 する 点 状 の 線 条 体 発 生 基部 が 
生じ , 次 で 透明 層 が 発達 する と と も に これ より 潤 次 透明 
層 内 に 届 曲 し な が ら 伸 長 し て 形成 され る も の で あぁ る 写 


13). 

5. 仔 

仔 形成 は (写真 11~14) , 縮小 条 の それ と 同 
様 に , 仔 膜 形成 後に , 卵 細胞 より 分 さ れる 
虫 殻 質 が , 仔 虫 殻 膜 外 表 に 圧着 され て 形成 され る も の で 
ある . 

縮小 条 お ける 忠 と る 点 は , この 
が 形成 され る 時 期 に は , 既に 膜 に は の 左 
右 両 側 (この 時 期 の 仔 躍 は , 前 後 径 の 方 が 左右 径 より 短 
か く , その 前 後 軸 は 卵 の 短 径 と 一 致し た 位置 を と つて い 
る ) に 相当 する 位置 に 仔 忠 殻 膜 膨 隆 部 が 生じ て お うり (写真 
12, 13), この 部 分 に は 仔 虫 殻 が 形成 され な い の で , 成 
に られ る よう に の 小 孔 すなわち 忠 孔 が 形 
成 さ れる こと で ある . 仔 忠 殻 形成 初期 に は , 仔 忠 殻 形成 
物質 は 仔 の すぐ 外側 に , 忠 膜 膨 部 を 除い た 
全 表 に わた つて 単 層 に , 側面 より みる と 念珠 状 に 配列 し 
た 粗大 題 粒 と し て 認め られ る が , これ が 後に 融合 し て , 
同質 性 無 構造 の 仔 虫 殻 に 完成 され る の で あぁ る. また この 
時 , 形成 され つつ ぁ る 仔 忠 殻 は , 内 側 に は 仔 躍 殻 膜 に 包 
まれ た 仔 が 存在 し , 外側 は 膜 に よ つ て 包ま 
れ て お り , これ 等 に よ つ て 緊縮 され る た め に , 仔 忠 殻 膜 
に よ つ て 色 ま れ た 仔 躍 を 原形 と し て , 稚 も 鋳造 され る よ 
うに し て 形成 され る も の で ある . 

その 後 , 卵 が 成熟 する と , 仔 躍 は その 位置 か ら 前 後 還 
を 90° 変じ て , 仔 躍 前後 軸 が 卵子 の 長 軸 ( 縦 軸 ) と 一 致す 
る 位置 を と り , その 前 後 径 は 横 径 より 長く な る . この た 
め に , 成熟 の 仔 虫 は , 仔 の 左右 の 度 が 異な 
た 特有 の 形 を と る も の で ある (写真 14, 15). 

本 の 仔 膜 の 形成 も , 縮小 条 の それ と ほぼ 同 
様 に 形成 され る の で あぁ る が , 仔 忠 殻 膜 膨 隆 部 が 発生 し , 
これ より 線 条 体 を 発生 する こと が 異な つて いる . 
すなわち , 胞 り 膜 細胞 が 分 化し , 次 で 実 
期 細胞 群 の 表面 より 膜 を 形成 する 忠 膜 細胞 が 
分 化し (写真 16~18), 単 層 に 敷 石 状 に 配列 し て 柔 実 期 細 
胞 群 を 包み , 次 で これ は Syncytium を 形成 し て 膜 論 と 
な る の で ある . た だ し , 膜 細胞 Syncytium を 
形成 する 頃 に は , 仔 虫 は ほとん ど そ の 形態 を 整え , 六 釣 
を 備え , 後 体 部 に 存する 腺 様 臓器 も 認め られ る が , な お 
仔 虫 は 前 後 径 が 左右 径 より 短い 形態 を 呈し て いる の で あ 
る が , この や や 偏平 な 形態 を 量 す る 仔 忠 の 左右 両側 で , 
多 先端 が 躍 体外 に し て いる 直ぐ 後方 の 部 分 で 
は , Syncytium が 形成 され ず に 外 方 へ 向 つ て 膨 隆 し て い 
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る . この 膨 隆 部 か ら , 先 に の べた よう に 線 条 体 が 発生 し 
この 伸長 に 栄養 を 与え て この 部 の 細胞 も 姜 縮 し , 遂に 全 
体 が 膜 概 と な る も の と 考え られ る (写真 21). 

仔 忠 は , いう まで も な く , 仔 忠 殻 膜 に 包ま れ て 発育 を 
遂げ る . 

銘 は いか な る 機転 に よ つ て 形成 され る も の で あぁ る か 確 
認 で き な か つた . 生鮮 標本 で , 幼 弱 九 で 始め て 多 が 認め 
られ る 頃 に は , 短小 な 釣 が 仔 虫 の 前 端 か ら 約 リリ s の 部 分 
を 中 心 と し て , 2 本 宛 相 接 近 し て 中 央 の 1 組 は 前 方 に 向 
い , 他 の 2 組 は それ ぞ れ 和 終 外 後方 に 向い , 3 方 に 放線 状 
に 配列 し て いる (写真 8). これ が , 仔 虫 の 成 吉 に し た が 
い も 成長 し つつ 左右 の 2 組 の 一 直線 上 に な ら 
ぶよ うに 変位 する (写真 11, 12). この 頃 に は , 多 は その 
先端 を 仔 貝 体外 に 雷 出 する まで に 成長 し て いる . 

また 一 方 で は この 頃 に 仔 虫 殻 が 形成 され 始め る . 次 
で , 更に 左右 の 多 は 前 端 を 前 方 に 向け る よう に な り 写 
真 13), 成 蒸 する と 3 組 と も に 仔 虫 の ほぼ 中 央 より 平行 
に 前 方 に 向う ょ うに な る . この 時 に は , 勿論 仔 虫 明 も 完成 
され て お り , 仔 忠 前 後 軸 は 卵子 長 軸 と 一 致し て いる ( 写 
真 15). また , 後 体 部 に 存する 腺 様 臓器 も , 左右 2 組 の 
釣 が 一 直線 上 に な らん で 認め られ る 時 期 に は , 既に 腸 庄 
状 の も の が 認め られ る . 

【 附 〕 母 和 よ り の 卵子 の 放出 機転 に つい て (写真 22) 

Taeniidae の 片 節 は 産 九 礼 を 有 し て お ら ず , 卵子 の 成 
熟し た 妊娠 節 は 卵子 を 充 し た まま スト ロビ ラ よ り 離 断 し 
て 状 便 内 に 排出 され る も の で ある . し か る に , 閉 小 条 躍 
は 条 躍 科 に 属す る に も か か わら ず , 通常 宿主 閥 便 内 に 片 
節 は み ら れ ず に 卵子 が 排出 され る も の で ある . この 点 に 
つい て の 知見 を 略記 する . 

本 条 躍 の 最後 部 より 数 節 な いし 十 数 節 の 部 分 より , 各 
体 節 は 次 第 に 姜 縮 し て 小 と な り , 最後 端 の も の は 結節 状 
に 終 つ っ て いる . 体 節 の 内 , 最も よく 発育 し た も の は , 各 
片 節 中 の 子宮 以外 の 臓器 は 壮 縮 し , その 大 部 分 は 著しく 
拡張 し た 子宮 に よ つ て 占め られ , その 内 部 に 成熟 卵 を 充 
実 し て いる . この よう な 状態 の 片 節 が , 遂に 子宮 の 破 裂 
を きた し て , 体 壁 の 一 部 も 同様 に 破裂 し て , この 部 分 か 
ら 貝 体 の 伸縮 運動 に 伴 つ て , 成熟 卵 を 体外 に 放出 する . 
し た が つて , 体 の 後 端 に 進む に し た が い 体 節 内 の 卵子 の 
数 は 減少 し , 未 端 に 近い も の は ほとん ど 卵 子 を 内 蔵 し て 
いな い . すなわち , 本 躍 九 に お いて は , 卵子 を 体外 に 出 
す の は , 体 節 が 離脱 し て これ が 破壊 し て 卵 を 放出 する も 
の で な く , 体 節 は その まま 遺存 し て , 子宮 の 破裂 に よ つ 


て 卵 を 放出 する も の で ある . し た が つて , 産卵 門 は な く 
て る も 和 宿主 械 便 中 に 卵 を 混 し じ て 体外 に 排 せ ら れる も の で あ 
る . 

この 状態 は , 他 の テニ ア 類 例え ば 無 多 条 虫 等 と 異な る 
点 で ある . 


総括 お よび 考 接 

以上 , 条 の 構造 お よび その 育 過程 に つい 
て の 観察 結果 を の べた が , ま づ この 中 か ら 特 に 本 研究 に 
よ つ て 得 ら れ た 新知 見 と 考え られ る 点 に つい て , 従来 の 
知見 と 比較 する こと と する . 

従来 , 四 吸 具 類 の 卵 外 皮 の 構造 に つい て は , “ 玉 釣 幼 
は 裸身 で , 幼虫 被 ( 仔 ) に 包ま れ て お り , 
幼虫 被 需 と の 間 に は 著 明 な 空 際 が あぁ つて , この 部 分 に 題 
粒 性 の 物質 が 充ち て お り , また と 幼虫 被 表面 
に 膜 を みる こと が で きる ” と の 程度 の こと , また 閉 小 休 
に つい て は , “ 卵 被 と の 間 に 強 屈 光 性 
粒 お よび 硝子 様 糸 状 物 が ぁ り , 被 両極 は や 肥 
厚 し , ある い は 短 和 突起 が あり , その 部 か ら 前 記 の 硝子 様 
系 状 物 (2 へ 3, 又 4~8 条 ) が 出 て いる "等 の 記載 が あ 
る . 著者 は 前 項 に の べた よう に , 本 躍 卵 の 卵 毅 と 仔 忠吉 
と の 問 に は , ま づ 卵 最 の 直接 内 側 に 仔 躍 殻 膜 が 存在 し , 
その 内 側 透 明 層 と の 境界 部 に 強 屈 光 性 の 題 粒 が 並列 し て 
いる こと を 認め た . また 一 方 , 硝子 様 糸 状 物 (本 論文 で 
は 線 条 体 と 呼称 する ) が 存在 する こと は 既に 知ら れ て い 
る こと で ある が , これ は , 仔 忠 殻 膜 膨 隆 部 か ら 発 生 す る 
も の で , 胎 忠 被 毅 ( 仔 虫 殻 ) か ら 発 生 す る も の で は な い . 
仔 虫 殻 に は 前 記 の よう な 膨 隆 部 は 存在 せ も ず に , 逆 に 小 孔 
( 仔 ) が 存在 し , 忠 が この 部 で 膨 し て いる 
も の で ある こと を 確認 し 得 た の で ある . この こと は , 腺 
発育 途上 におい て, ま づ 仔 躍 殻 膜 に 膨 隆 部 が で き て , こ 
の 部 に は 膜 より 分 さ れる 質 が 圧着 され な い 
こと , お よび , この 仔 躍 殻 膜 膨 隆 部 細胞 か ら 線 条 体 基部 
が 発生 し , 蘭 次 これ か ら 透 明 層 内 に 伸長 し て 行く 段階 を 
認め られ る こと より 明瞭 で ある . 

次 に , 以上 の 新知 見 を 併せ て , 姜 小 条 虫 卵 の 構造 お よ 
び 肥 発 育 の 状態 を 総括 する . 

1. 小 条 は , 内 外 2 層 ), 卵 明 , 透明 層 , 
線 条 体 , 仔 虫 殻 , 仔 躍 殻 膜 お よび 太 釣 幼虫 の 部 分 か ら 構 
成せ られ て いる . 

2. 卵 形状 は , 長 味 ある 球形 , 卵 円 形 な いし 
形 で 大 き さ 平 均 51.97 gxX40.70 を 有する , 内 
外 2 層 より な つて お り , 縮小 条 虫 卵 よ りか な り 薄 い が 強 
ある. 明 は 表面 滑 沢 で 同質 性 無色 透明 で , こ 
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れ は 母体 側 よ り 発生 する . 卵 明 内 層 は 同質 性 無色 透明 
で , 非 薄 で あぁ ちり, これ は 既に 胞 分 始 時 に 形成 さ 
れ て いる . 

3. 膜 は , 卵 層 の 直接 内 側 に 位 す る 厚い 状 
の 装置 で あり , 卵細胞 か ら 始 め て 分 化し た 細胞 が 単 層 に 
並列 し て 形成 され た も の で , その 内 境界 線 に 接し て 強 屈 
光 性 の 小 題 粒 が 念珠 状 に 配列 し て いる . 卵 明 膜 を 形成 す 
る 卵 膜 細胞 は , 育 途上 に 質 を 分 し , 更に 
仔 躍 殻 形成 後に 透明 層 物 質 を 分 泌 す る . 

4. 透明 層 は , 明 と 仔 の 間 の 空 際 を 占め て い 
る 濃 筒 な 物質 で あり , 卵 最 膜 細胞 か ら 分 泥 さ れる . 内 に 
線 条 体 を 容れ て いる . 

5. 線 条 体 は , 仔 忠 殻 膜 膨 隆 部 か ら 発 生 し , 透明 層 の 
中 に 伸長 し て いる も の で , その 数 は 両極 と も に 各々 6 条 
で , 波状 に 緩 く 屈 曲 し て , 主として 仔 躍 殻 の 両極 の 外側 
に お いて 互 に 比 に 錯 線 し て お り , 卵 の 赤道 部 を 越え る 
も の は 少な い . 仔 躍 殻 を 卵 の 中 央 部 に 固定 する の に 役 立 
つも の と 考え られ る . 

6. は 不 球形 (詳細 は す ) で , 大 き さ 平 均 
30.66 wxX26.45m, 厚 さ ほぼ 0.78m を 有する . 同質 性 
無色 透明 , 表面 内 面 と も に 滑 沢 で あり , その 両極 に は 仔 
虫 孔 と 称す べき 小 孔 が あぁ る. 卵 の 分 せ る 
質 に よ つ て 形成 され る . 内 に 仔 躍 殻 膜 に よっ つて 包ま れ た 
太 多 幼虫 を 包容 し て いる . 

7. 躍 膜 は , 仔 の 直接 内 側 に あり, 成熟 で 
は 薄い 膜 衰 で , 仔 虫 殻 の 両極 に 存在 する 仔 虫 殻 孔 か ら そ 
の 一 部 は 鈍 円 氏 形 に 膨 出 し て , この 部 か ら 線 条 体 を 発生 
し て いる . この 膜 は , 卵細胞 が 務 実 期 を 呈し て いる 時 期 
に , その 外 表 か ら 分 化し た 大 型 選 平 な 細胞 が , 桑 実 状 細 
胞 群 を 被 包 し て 胞 放 を 形成 し , 次 で 細胞 の 境界 が 消失 , 
核 も 不明 瞭 と な り , 薄い 膜 要 と な る も の で ある . 

8. 仔 虫 は , 成熟 卵 に お いて は 類 球形 で , その 前 後 軸 
は 卵子 の 長径 と 一 致し , 3 対 6 本 の 釣 は , 貝 体 の ほぼ 中 
央 に 発し て 互 に 平行 し て 前 方 に 向い , 先端 は 虫 体 の 前 方 
に し て いる . 弱 な で は , 躍 前 後 は 卵子 の 横 
径 に 一 致し , 3 対 の 多 の 内 , 中 央 の も の は 仔 虫 の 前 後 還 
と 平行 し て いる が , 両側 の 2 対 は ほぼ 180° に 近い 鈍 角 
を 作 つ て 散開 し て いる . 
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以上 本 編 に お いて , 小 条 の 構造 お よび 育 に 


つい て の 新知 見 を の べた が , これ を 前 編 で の べた 縮小 休 


虫 卵 の それ と 比較 する と , 一 見 両者 の 形態 は か な り 相 違 
し て いる に も か か わら ず , 壮 小 人 条 虫 卵 に お いて 線 条 体 が 
存在 し , か つこ れ が 仔 忠 殻 膜 膨 隆 部 より 発生 伸長 し て お 


り , この た め に の 両極 に 仔 孔 が 存在 する 事実 


を 除き , 内 外 2 層 よ りな つて いる こと , 卵殻 肛 
膜 が 存在 する こと , お よび これ 等 が 発 育 過 
に 果す 役割 等 , すべ て 両者 に 共通 で ある こと は , 誠に 興 
味 あ る 事実 と 考え る . 

な お , , 仔 膜 が 仔 形成 に 与 る 事実 は , 
従来 未知 の 事項 で あり , その 詳細 は 次 編 に お いて の べ る 
こと と ちと する : 

結語 

本 研究 に お いて , 以下 の 事項 が 明白 に な つた . 

1) 小 条 は , 内 外 2 層 ), 卵 , 透明 層 
線 条 体 , 仔 , 仔 お よび 幼虫 の 各部 分 か ら 
形成 され て いる . 

2) 卵 (細胞 ), 仔 膜 (細胞 ) と 称す べき も の が 
存在 する が , これ 等 は 卵子 有 発 育 途 上 に お いて , 仔 忠 
殻 , 透明 層 お よび 線 条 体 の 形成 に 際 し て , 重要 な 役割 を 
も つて いる . 

3) に は , 両極 に 小 孔 を 有 し , この 部 で 躍 
膜 が 膨 隆 し て お り , この 膨 隆 部 か ら 線 条 体 が 発生 し て い 
る . 
4) 条 と , 人 条 の 構造 お よび 育 の 
過程 を 比較 する と , 後者 に お いて 仔 躍 殻 膜 より 線 条 体 が 
発生 し て いる こと お よび , に 2 コ の 小 ( 
孔 ) を 有する こと の 外 , 卵 外 皮 の 構成 部 分 お よび それ ぞ 
れ の 肥 発 育 過程 は 相同 で ある . 

5) 姜 小 条 虫 卵 が 宿主 状 便 内 に 認め られ る 所 以 は , 貝 
体 よ り い まだ 離 断 し て お ら な い 片 節 か ら , 子宮 お よび 片 
節 の 破裂 に よっ つて 排出 され る に よる も の で ある . 


稿 を 終る に 了 臨み, 懇切 な る 御 指導 を いた 神戸 会 
病院 病理 検査 室 主 任 長 谷川 恒 治 博士 , 並び に , 終始 変ら 
ぬ 御 御 校 を 賜 わ やわ つ た 大阪 医科 大 学 病理 学 教室 田 
部 浩 教授 に 対し , 陀 基 の 謝意 を 表し ます . 

本 論 の 要 , 第 24 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 に て 
発表 し た . 
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STUDIES ON THE STRUCTURE AND EMBRYONAL DEVELOPMENT 
OF THE OVA OF TETRABOTHRIDIATA 
ll. ON THE STRUCTURE AND EMBRYONAL DEVELOPMENT 
OF THE OVA OF HYMENOLEPIS NANA 
(V. SIEBOLD, 1852) BLANCHARD, 1891 


SADANOBU MORIYAMA 
(Kobe Ekisaikai Hospital, Kobe, Japan) 


The ova of Hymenolepis nana have a very characteristic appearance in the form of 
embryophore shell and in the structure in the space between the outer shell and the embryophore 
shell. 

In the present report, morphological observations with the ova of H. nana, as well as with 
those of H. diminuta, are described, together with some remarks about the embryonal develop- 
ment. Observations of ova were made on both freshly collected ones from the uterus of mother 
worms and the sections stained with haematoxylin-eosin. 

The outer shell is oval, colorless, transparent, it measures 51.97 by 40.70g in diameter 
and 1.04g thick. The short diameter was measured on the maximum when the hooks of 
onchosphere were recognized completely. The outer shell consists of the outer and the inner 
layers ; the former is formed by the secretions from the mother worms and the latter at earlier 
stage of embryo cell division. 

The outer shell membrane lies inside the outer shell, and a long string of anaclastic 


granules lies by the inside of the membrane. The cells of the outer shell membrane is formed 


by large sized cells developed at earlier stage of embryo cell division to wrap up the substance, 
it finally formes syncytium. 

The transparent layer lies in the space between the outer shell membrane and the 
The wavy filaments which are a characteristic found only in this species lie 


embryophore shell. 
These filaments rise in the protuberant portion of the embyophore 


in the transparent layer. 
membrane and consists of six lines of wavelike cord which are colorless and anaclastic. It seems 


that the filaments are an apparatus for keeping the embryophore in the center of ova. 

The embryophore shell measures 30.664 by 26.45g in diameter and 0.784 thick, with 
the little pore at either end, smooth and transparent. This little pore is formed by the obstruc- 
tion of the little knob when the substance for embryophore shell attaches to the surface of the 
embryophore membrane. 

The embryophore membrane covering inside the embryophore shell is lemon shaped, 
and is formed with a syncytium developed by being in a row the single layer of large and flat 
cells originated from the surface of morula cells. 

In these times, although onchospheres complete their form, the vertical diameter is shorter 
than the horizontal one, and no syncytium is found at a portion bare of the top of hooks. After 
arising the filaments, the cells forming this portion are wither up and finally become to whole 
embryophore membrane 

Onchosphere develops in the embryophore. In young larvae their hooks lie in extend order. 
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四 吸 具 類 人 条 虫 の 卵子 の 構造 , 並び に 肛 発 育 に 関す る 研究 
(3) 無 負 条 虫 卵 の 構造 , 並び に 肥 発 育 に つい て 


森山 信 
神戸 会 病院 (指導 神戸 披 会 病院 病理 検査 任 長谷 川 治 博士 ) 


(昭和 36 年 1 月 28 日 受領 ) 
特別 掲載 


言 

無 負 条 躍 は, 人 体 寄 生 条 躍 類 の 中 で は か な り 重 要 な も 
の で , その 形態 , 発育 史 , また , この 寄生 に よる 病理 お 
ょ び 了 臨床 症状 な いし 診断 治療 等 の 面 で は , 既に 詳細 な 研 
究 が な され て いる の で ある が , 卵子 の 構造 に つい て の 知 
見 に は , 不 充 分 な 点 が 見 出さ れる . 殊 に , その 幼虫 被 需 よ 
り 外 側 の 構造 に つい て は , 従来 ほとん ど 満 足す べき 知見 
が 得 ら れ て いな いよ う で ある . これ は , 本 条 忠 の 卵 毅 は 
非 薄 で 破壊 され 易く , た め に 宿主 閥 便 内 に 混 し て 外界 に 
排 江 され る 際 に は ほとん どす べ て 幼虫 被膜 が 最 外 層 と な 
っ て 認め られ る こと に も よ つ た の で あろ う . 兎 も 角 , 従 
来 の 知見 に よる と , 卵 毅 は 類 球 形 で か つ 脆 弱 で , 両側 に 
長い 球状 の 突起 を 有する も の が 多い と いわ れ て いる 程度 
で , これ と 仔 躍 殻 (幼虫 被 殻 ) と の 間 の 構造 に つい て の 知 
見 も また , 不 充分 の よう で ある . また , 仔 貝 殻 に つい て 
も , 放線 状 紋 理 は 既に 認め られ て いる が , 更に その 微細 
構造 に つい て の 知見 に 逐 し い . また , 本 躍 卵 の 用 発 育 に 
関す る 研究 は , 旧 く は Ed. v. Beneden (1881) に より , 
また 最近 A.B. Chowdhury 等 (1956) に より な され て お 
り , 更に 他 の 各種 条 虫 類 卵 子 の 腺 発育 に つい て も か な り 
の 研究 者 の 業績 が ある の で ある が , 著者 は , さき に 四 吸 
具 類 膜 様 条 虫 科 に 属す る 縮小 条 虫 お よび 姜 小 条 虫 の 卵子 
の 構造 な ら び に 肥 発 育 に 関し て 詳細 な 研究 を 行い , . そ 
の 結果 , 卵 お よび 仔 内 に , それ ぞ れ 膜 お よ 
び 仔 躍 殻 膜 と も 称す べき 装置 が 存在 する こと を 発見 し , 
更に これ 等 が 途 上 た に お いて の 形成 に 与 る と 
いう 未知 の 事実 を 発見 し た の で , 疲 に 外観 は か な り 相 違 
する と は いえ を, 同じ く 四 吸 具 類 に 属す る 無 釣人 条 虫 の 卵子 
に つい て も , 同様 な 装置 が 存在 する も の か 癌 か を 確か め 
更に は また , それ ら の 肥 発 育 の 状況 を も 解明 し ょ うと す 
る 目的 で 本 研究 を 行 つ た の で ある . その 結果 , 所 期 の 目 
的 に 達し 得 た の で , 疲 に その 新知 見 を 発表 する と と も ゃ も 
に , 縮小 条 , 小 条 , 無 多 の 3 者 の 卵子 の 相似 
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点 に つい て 考察 を 行い , か つ 従 来 の 用 発 育 に 関す る 知見 

と 比較 検討 を 行わ ん も ん と する も の で ある . 
研究 材料 お よび 研究 方 法 

本 研究 に 用 いた 材料 に は , 総 て 人 体 寄 生母 虫 を , 石橋 
根 皮 , フィ ル マ ャ ョ ン 油 を 用 いて 駆虫 し て 得 た 直後 の , 活 
潤 に 運動 し て いる 各 片 節 を 用 いた . 

生鮮 標本 作成 は , 各 発 育 階 程 の 新鮮 な 片 節 よ り 得 た 卵 
子 を , 0.85 % 生 理 的 食塩 水 で 封 し て 鏡 検 し た . 

切片 標本 は , 同様 に 各 発 育 階 程 の 片 節 を , 10% フ オル 
マリ ン 液 固定 , 法 の ご と く パ ペラ フィ ン 包 埋 , 連続 切片 と 
し , へ マト キシ リン ・ エ オジ ン 染 色 (以下 H-E 染色 と 
略記 する ) を 行 つ た . 

研究 成績 

I. 成熟 構造 

条 の 卵子 は , 同じ く 四 類 で は ぁ る が 様 条 
虫 科 に 属す る 縮小 よび 革 虫 の 卵子 と 異な り , 
その 卵殻 は 極め て 破壊 され 易く , 宿主 の 状 便 内 に 排 洪 せ 
られ た も の に お いて は . 卵 明 は ほとん ど 認 め ら れず , し 
た が つて 後述 する 卵 最 膜 細胞 , 卵黄 細胞 , 透明 層 も また 
散逸 月 壊し て お り , 仔 躍 殻 が 最 外層 と し て 認め られ る も 
の が , ほとん ど 総 て で あぁ ある. この こと より , 従来 本 忠 卵 
の より 外側 の 構造 物 に つい て の 知見 が し か つた 
も の と 思わ れる . 

以下 記述 する 所 見 は すべ て 母 虫 成熟 片 節 を 用 いて 行 つ 
た 観 祭 か ら 得 られ た も の で ある . 

猫 , 記述 中 に 縮小 条 お よび 小 虫 と 比較 する 
こと が 多い の で , その 際 の 記載 に 便 な る た め に これ 等 を 
それ ぞ れ A , と 記し , 本 を C と 記す こと 
と する (以下 , Fig. 1, 写真 6). 

1. 

本 卵 の 卵 明 は , 同質 性 無色 透明 無 構造 の 非 薄 な 膜 で , 
その 全 形 は 類 球形 な いし 短 円 体 を て いる . 卵 
大 き さ は , わずか の 外圧 に よっ つて 変化 する た め に 細密 に 
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Fig.l 


測定 する こと は 困難 で あぁ る が , その 直径 は 仔 虫 殻 の 長径 
の ほぼ 1.4 倍 で ある . な お 従来 本 卵 の 卵 毅 に は “1 極 ま 
た は 両極 に 球状 突起 を 有する も の が あぁ ある” と 記載 され て 
いる が , その よう な 突起 は 原則 的 に 認め られ な い . 恐 ら 
く こ れ は , 卵 最 の 有 し て いる 粘着 性 の た め に , 2 次 的 に 
その 一 部 が 外 方 に 牽引 され て 生 じ た 偶 発 的 な 所 産 で あろ 
うと 考え られ る . H-E 染色 標本 で は 淡 紫 青色 に 染色 さ 
れ て いる . 

2. ( 膜 ) 細 胞 

緒言 に の さ べた よう に , 本 に お いて も と 仔 と 
の 間 に A 卵 , B 卵 に お ける も の と 相似 の 装置 が 存在 する 
の で ある が , A ,B 卵 に お ける 卵殻 膜 に 相当 する 装置 は 
A, B 卵 と は 異な り , 2 っ コ の 大 細胞 か ら な つて いる . す 
な わ ち は と の 間 に 2 コ の 大 細胞 が 仔 の 
両側 に 相対 し て 位置 し て いる . この 細胞 は 生鮮 標本 に お 
いて は 比較 的 大 き な 核 を 有 し て お り , 原型 質 肉 に は 強 屈 
光 性 の 小 題 粒 が 認め られ る (Fig. 1, 写真 6). 染色 標本 
で は , 核 は へ マト キシ リン に 濃 染 , 細胞 膜 は 淡 染 し , 原 
形質 は エ オ ジン に より 淡 染 する . 

3. 卵黄 細胞 

この 黄 細胞 も , 膜 ) 細 胞 と 同様 に , 卵 
殻 と の 間 の 間隙 内 に 存在 し て いる 大 細胞 で , 胞体 内 に は 
卵黄 物質 の 残 遣 と 思わ れる 粗大 題 粒 が 充ち て お り , 時 に 


"は この 細胞 が 破壊 され て , が 明 虫 と の 間 の 


間隙 内 に 散在 し て いる こと も ある . 卵黄 細胞 の 数 は 1 ラコ 
で ある . 
4. 透明 層 


本 お いて , と 仔 の 間 は , 同質 性 無色 
明 , 濃 筒 な 液状 物 に よっ つて 充 さ れ て お り , 透明 層 が 形成 
され て いる . 上 述 の 卵殻 膜 細胞 , 卵黄 細胞 は この 層 の 申 
に 存在 し て いる . 

5. 仔 

仔 は , 黄 を , 厚く 強固 で ある . その 全 
は 短 体 を 呈し て お り , 大 き さ 平 均 長径 , 32.54 
径 27.68m, 厚 径 約 2.93 x を 算 す る . し か し て A, B 
卵 と 異な り , 特異 の 構造 を 有 し て お り , 愉 か も A 卵 の 紫 
殻 の 構造 と 酷似 し て いる . すなわち , 6 積 (時 に は 5 吾 
た は 7 生 ) を 有する . 内 方 に 向う に し た が いや や 狭小 者 
る 入 柱 体 が 並列 し て 形成 せら れ て いる た め に , その 表 
に は 特徴 ある 6 (5~7) 角 の 網目 状 紋 理 を 現 わ し て お り , 
断面 を みる と 放線 状 紋 理 が 認め られ る . また , 各 入 柱 供 
内 に は 更に 微小 題 粒 が 認め られ る (Fig. 15). 
内 容 を 保護 する . 

これ は , 成熟 卵 で は , 仔 の 内 面 を 無色 透明 
構造 の 非 薄 な 誤 状 の 構造 物 で あり , H-E 染色 標本 で は 』 
へ マト キシ リン に より 染色 され る . A, B 卵 の も の と 遼 
様 に , で は 単 層 に 並列 する 細胞 に より 形成 され 
胞 ある . 

7. 太 多 

本 仔 は , 膜 に れ て 忠 に 占 居 し て We 
る . この こと は , を 外圧 に つて 破壊 する と , 
は 仔 膜 に 包ま れ た まま より 逸脱 する こと 
ら も 明瞭 で ある. 幼虫 の 全 形 は 短 体 を , 
端 は や や 丘 状 に 隆起 し て いる . 前 体 部 に は , 3 対 6 本 の 
有する が , A, B 卵 の それ 等 より も 
や 繊細 で , その 配列 は , B 卵 の 多 の 配列 と 同様 に , 各々 
ほぼ 平行 し て いる . 

IL に つい て の , な ら び に 育 に 関す 

考察 

以下 , つい て の 結 果 を も と と し て , 本 
卵 の 育 に つい て の べ る の で ある が , 成 卵 の 形 
は A 卵 あ る い は B 卵 の それ と か な り 相 違 し て いる に 事 
か か わら ず , 膜 ) 細 胞 , 仔 膜 細胞 が 存在 し , 
た , これ 等 の 肥 発 育 中 に お ける 発生 機転 お よび それ ぞ 本 
の 役割 は 全く 同様 で ある . 以下 , A, B 卵 に つい て の 傘 
た と 同様 に , 外側 の 構造 物 よ り 順次 記述 する こと と 基 
る . 
1. : 
本 躍 卵 の 卵 , A, B 卵 と り 単 層 で ある が , 
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附図 説明 
Fig. 1 無 多 卵 模式 図 
Fig. 2, 3, 4, 5 卵細胞 ょ り の 分 裂 初期 
Fig. 6, 7, 8 形成 の 配列 (1) 
Fig. 9, 10, 11 仔 形成 粒 の 配列 (2) 非 な 
る 形成 . 
Fig. 12, 13 の 完成 
Fig- 14 成熟 卵 
Fig. 15 仔 虫 殻 の 彼 細 構造 , 
(a) 表面 の 綱目 状 理 
(b) 断面 に た 状 理 
用 語 説明 
de: 卵黄 細胞 , es: 卵殻 . esmc : 卵殻 ( 膜 ) 細 
胞 , 1: 幼虫 , ls : 仔 , lsm : 仔 , 
lsmc : 細胞 . lsg : 仔 形成 , mc: 
実 期 細 胞 . 


写真 説明 


写真 1, 2 卵細胞 ょ り の 分 裂 初 期 

3 仔 虫 形成 の 配列 (1) 

4 形成 粒 の 配列 (2) な る 仔 
形成 . 

5 虫 殻 の 完成 


れ は , A, 卵 層 と 同様 に , 肥 胞 分 初期 に 既 
に 形成 され て いる (写真 1 へ 3, Fig. 2~5). 
2. 卵 膜 ) 細 胞 

A, B 卵 の 卵 に 相当 する 構造 物 が 本 お いて 
は この 卵 明 ( 膜 ) 細 胞 で ある . A, B 卵 の も の と 相違 し て 
は る か に 巨大 で あり . 数 は 2 コ の み で ある た め ,「 膜 」 に 
括弧 を 附 し た の で あぁ る が , この 2 = コ の 細胞 が , 用 発 育 途 
上 に お いて 両側 か ら 内 に 仔 虫 殻 を か か え 込 むように その 
胞体 を 伸長 し て いる こと , お よび 仔 躍 殻 膜 形成 後に 仔 忠 
質 を 分 泌 し て 形成 に 与 る こと より , A, 卵 の 
も の と 同様 に 「 卵 毅 ( 膜 ) 細 胞 」 と 呼称 され る べき も の と 考 
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える (写真 2~6). 

この 緒 殻 ( 膜 ) 細 胞 は , 肥 細 胞 分 裂 初 期 に これ か ら 分 化 
する も の で , 2 = に 分 裂 し た 本 細胞 は (写真 2 ), 常に 後述 
する 忠 膜 細胞 に 包ま れ な が ら 和 に まで 発育 し て 
行く 細胞 群 を , 両側 か ら か か え ぇ 込む よう に その 胞体 を 伸 
長 し て いる の が 認め られ る (写真 3~6). また , この 細胞 
は , 細胞 が 単 層 に 並列 し て 仔 を 包容 する 胞 
に まで 発育 し た 後に , この 胞 庫 の 周囲 に 仔 虫 殻 質 を 分 泌 
する も の で , この 状況 は , 生鮮 標本 お よび 切片 標本 の い ず 
れ に お いて る も 明瞭 に 認め られ る (写真 3,4, Fig. 6~8). 
3. 卵黄 細胞 

この 細胞 に つい て は 特に 述べ る こと は な い が , 残余 と 
な つた 卵黄 物質 題 粒 を 包含 し て 透明 層 内 に 位置 し て いる 
も の で , 時 に は 本 細胞 の 破壊 に よっ つ て この 卵 黄 物質 題 粒 
が 透明 層 内 に 散在 する こと も ある . 

4. 透明 

この 層 は , 虫 完成 され た 後に ヒ 生ずる も の で , 
殻 ( 膜 ) 細 胞 か ら 濃 筒 な 物質 が 分 泌 せ られ て 形成 せら れる 
も の と 考え られ る (写真 5, 6). 

5. 仔 

仔 虫 殻 の 形成 は , A, B 卵 に お ける も の と 同様 に , 仔 
虫 膜 発生 後に 行わ れる . すなわち , 忠 膜 で 被 わ れ 
た 仔 の 周囲 に , 卵 膜 ) 細 胞 か 分泌 られ た 忠 
形成 題 粒 が , ま づ 念珠 状 に 配列 し , 次 で 互 に 圧迫 し て 徐 
柱状 と な つて 形成 せら れる の で ある (Fig. 6~14. 

この 膜 も , A, BB 卵 の も の と 同様 に , 既に 発生 し た 卵殻 
( 膜 ) 細 胞 に よ ょ つて 囲ま れ な が ら 和 桑 実状 細胞 群 の 表層 か ら 
分 化し た 大 型 選 平 な 細胞 が , 幼 弱 仔 虫 の 周囲 に 単 層 に 並 
列 し て 生ずる も の で , 後に 仔 躍 殻 形成 後に Syncytium 
を 形成 し て 薄い 膜 雪 と な る も の で ある . 切片 標本 で 観 宗 
する と , 極め て 明瞭 で ある (Fig. 9~14. 

7. 太 多 

幼虫 は , 仔 膜 に れ て 仔 内 で 発育 を と 
げ る の で ある が , 3 対 の 多 は 仔 虫 殻 形成 開始 時 に は 既に 
繊細 な も の が 認め られ る (写真 3 ). し か し て この 時 期 に 
は , 多 は 互 に は な は だ し く 散 開 し て いる . また 一 方 , 幼 
虫 の 前 後 軸 は 横 軸 より や や 短 か く , これ を 原形 と し て 仔 
虫 殻 が 形成 され , その 完成 後に 仔 躍 は 90° 回 転 し て その 
前 後 軸 を 仔 躍 殻 長 軸 と 一 致す る 位置 を と る よう に な る . 
猫 , 多 の 配列 も 仔 貝 の 発育 と と も に 互 に 平行 する よう に 
な り , 成就 卵 で は わ ゎ わ づ か に 散開 する 位置 を と つて いる 
(写真 3~6). 
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総括 お よび 考 接 

無 釣 条 卵 の 構造 , に よび これ と と の 
間 の 構造 物 に つい て の 従来 の 知見 は , 不 充 分 で あつ た よ 
うに 思わ れる . 

A.B. Chowdhury 等 (1956) に よる と , “ 太 多 幼虫 を 包 
む 有 卵子 の 最 外 層 の 包 被 は , chorionic membrane と 呼ば 
れる . この 膜 は , embryophore( 仔 躍 殻 ) と 呼ば れる 厚い 
殻 に 包ま れ た 幼虫 を 包み (中 略 ), この 膜 に は 核 が 通常 2 
コ み られ る . 卵黄 細胞 は 大 な る 核 を 有 し , embryophore 
と chorionic membrane の 間 の 間隙 に 存する ” と の べ ベ 
られ て いる が , この よう な こと 評 , 卵子 幼 弱 期 か ら 順 次 
発育 を と げ る 間 の 状況 を みて も , また 成熟 卵 た に つい て み 
て も 認め られ な い . すなわち , 卵子 の 最 外 層 は 非 薄 無 
構造 の 卵 需 で あぁ つて , Chowdhury 等 の いう chorionic 
membrane の 2 コ の 核 と は , 実は 著者 の 卵殻 ( 膜 ) 細胞 
の 核 を この よう に 認め て いる の で あろ うと 考え る . し た 
が つて , A, BB 卵 と は 多少 趣き は 異な る が , “卵殻 と 仔 虫 
の 間 に は 透明 層 が あり , この 中 に 2 コ の 卵 膜 ) 細 
胞 と , 1 = の 卵黄 細胞 が 存在 する ” の で ある . 更に 従来 
“ 卵 吉 に は し ば し ば 1 側 あ る い は 両側 に 細長 な 突起 を 
有する ” と 記載 され て いる が , この よう な 形態 の も の は 。, 


成就 片 節 の 子宮 内 卵子 を 鏡 検 し て 全く 認め られ な いも の 


で , く 一 部 分 が その 粘着 の た め に 外 方 え 
引 さ れ て 2 次 的 に 形成 され た も の で あろ うと 考え る . 

次 に 仔 虫 殻 に 放線 状 紋 理 が 認め られ る こと は 既に 知ら 
れ て いる が , 更に これ は , 6 角 の 秋 柱 体 が 互 に 密着 並列 
し て 形成 され て いる も の で , この 表面 に は その た め に 6 
角 の 網目 状 紋 理 が 認め られ る こと が 判っ た . 

し た が つて , 以上 の 新知 見 を 線 合 し て , 無 多 条 虫 の 成 
就 卵 子 の 構造 お よび 肥 発 育 の 状態 を 要約 する と , 以下 の 
と お り で ある . 

層 , 仔 , 仔 膜 お よび 太 多 の 部 分 か ら 構 成 
せら れ て いる . 

2. , 全 短 体 な いし 類 球 形 で , 同質 性 無 
色 明 の な 膜 で 破壊 され 易く , 外 は の 外 
の は ほぼ 1.4 倍 を 有する . 用 細 胞 分 裂 初期 に 形成 され る . 

3. 膜 ) 細 胞 は , 仔 の 間 を 占め る 
の 中 に ある 巨大 な 2 コ の 細胞 で , 仔 両極 か ら 
これ を 包む よう な 形態 を 保つ て いる . この 細胞 は , 用 細 
胞 分 に これ か ら 分 化し た も の で 途上 で 
殻 膜 細胞 が 仔 虫 を 包ん で 単 層 に 並列 し た 後に , 仔 忠 殻 質 
を 分 し , 更に , 仔 後に , 透明 層 質 を 分 す る . 


4. 卵黄 細胞 は 1 = で , 透明 層 内 に 存在 し , 粗大 和 題 粒 
を し で いる 

5. 層 は , と 仔 と の 問 の 空 際 満 し て 
いる 濃 な 液体 か ら な つて お り , 成 後に 卵 
( 膜 ) 細 胞 か ら 分 泌 さ れる も の と 考え られ る . 

6. 忠 は 黄 で 厚く 強固 で あり , その 全 形 は 
体 を 大 き さ 平 均 長径 32.54。 短 径 27.68 
厚 径 約 2.93 m を 算 す る . し か し て , 6 入 を 有する 内 方 
に 向う に し た が い 狭 小 す る 積 柱 体 が 並列 し て 形成 せら れ 
て いる た め に , その 表面 に は 6 角 の 綱目 状 紋 理 が 認め ら 
れ , 断面 に は 放線 状 紋 理 が 認め られ る . これ を 形成 する 
物質 は , 既 述 の よう に 卵殻 ( 膜 ) 細 胞 か ら 分 泌 さ れ , 仔 虫 
殻 膜 外側 に 形成 され る . 

7. 忠 膜 は , 仔 の 内 面 を 非 な の 構 
造物 で , 桑 実 期 細胞 群 の 表層 か ら 分 化し た 大 型 選 平 な 細 
胞 が , 単 層 に 並列 し て 内 容 を 包容 する 胞 放 と な り , 次 で 
Syncytium を 形成 し て 完成 され る も の で ある . 

8. 六 釣 幼虫 は , 膜 に れ て 仔 内 に 位置 
し て お り , 短 秩 円形 で 前 端 は や や 丘 状 に 隆起 し て いる . 
3 対 の 多 , で は ほぼ 平行 し て いる が , 卵 で 
は 互 に 散開 し て お り , 且 , 仔 の 前 後 は の 横 径 
と 一 致し て いる . 成 る と , 前 後 軸 は 長径 
と 一 致す る 位置 を と る よう に な る . 


以上 , 無 釣 条 虫 卵 (C 卵 ) の 構造 お よび 用 発 育 に つい て 
の 知見 を の べた の で ある が , これ を 前 2 編 で の べた 縮小 
条 躍 卵 (A 卵 ), 姜 小 条 躍 卵 (B 卵 ) の 卵 外 皮 の 構造 お よび 
それ 等 の 用 発 育 過 程 と 比較 する と , 概略 次 の ご と く で あ 
る . 

1. 様 条 科 に 属す る A,B 卵 に お いて は , 
内 外 2 層 より な つて いる の に 反し , C 卵 の 卵殻 は 単 層 で 
あぁ ある. し か し て , 肥 発 育 の 過程 か ら み る と , これ は 4A, 
B 卵 の 内 層 に 相当 する も の と 考え られ る . 

2. 細胞 は , A, B 卵 で は 卵 直接 内 側 に 単 
に 並列 し て 卵 最 膜 を 形成 し て いる が , C 卵 の も の は 2 
ュ コ だけ で , 膜 と 称す る に は 当ら な いよ う で も あり , 既 信 
の ご と “ 膜 と を 付け た の で ある . 
し か し な が ら , この 2 っ コ の 細胞 も , 仔 躍 殻 を 両側 か ら 包 
むように 胞体 を 伸長 し て お り , この 用 発育 過程 中 の 役割 
は 同一 で あぁ る . 

3. 卵黄 細胞 は , C 卵 に の み 特 有 で ある . 

4. 透明 層 は , 3 者 の 卵 に 共通 に 存在 する が , C 卵 の 
透明 層 は , その 中 に 卵 最 ( 膜 ) 細 胞 と , 卵黄 細胞 を 容れ で 
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いる の に 反し , A, B 卵 で は この 層 は と 仔 
間 の 間隙 を 占め て いる . 

5. 卵 で は , 線 条 体 が 仔 膜 膨 隆 部 か ら 発 し て 
明 層 内 に 伸長 し て いる 、 A 卵 お よび C 卵 に は この よう な 
装置 は な い . 

6. 仔 躍 殻 に つい て は , “BB 卵 で は 両極 に 小 孔 を 有 し 
て いる ”. また , ““C 卵 の 仔 虫 殻 は 特有 の 構造 を 有 し て 
いる (前述 ) が , その 肥 発 育 過程 は 酷似 し て いる . 

7. 躍 膜 の 形状 お よび 用 育 の 状況 は 同様 で あ 
る . 
以上 に よ つ て , 四 吸 具 類 に 属す る 縮小 条 虫 , 壮 小 条 虫 
お よび 無 多 人 条 虫 の 卵子 の 構造 に つい て 従来 の 知見 を 補遺 
し , か つ そ れ ら の 用 発 育 に つい て 述べ た の で ある が , こ 
れ 等 3 者 の 卵 た 共通 し , か つ 和 休 忠 類 卵 子 の 膝 発 育 に 関す 
る 従来 の 知見 と 相違 する 点 は , ““ 卵 最 膜 細胞 が 仔 躍 殻 膜 
発生 後に 躍 膜 の 周囲 に 仔 形成 物質 を 分 し , 
仔 虫 殻 を 形成 する ” 事実 で あぁ ある. 以下 この 点 に つい て 文 
献 的 考察 を 行う も の で ある . 

ま づ , 和 休 忠 類 卵 子 の 用 発 育 に つい て の 従来 の 知見 を み 
る 前 に , 吸虫 類 卵 子 の 膝 発 育 に 関す る 知見 に つい て みる 
と , 渡辺 は , “日 本 住 血 吸 虫 Miracidium の 発育 ” (1934) 
に お いて , “分 胞 細 胞 は 略 定形 的 の 配列 を 取る に 至る 需 , 
卵細胞 の 第 2 次 分 割 に より て 生じ た る 最初 の 大 細胞 ( 著 
者 計 : 氏 の 被 包 膜 形成 細胞 ) は この 分 胞 細 胞 群 より 分 離 
し て , 卵 子 の 略 一 極 に 向い て 卵黄 細胞 間 を 縫う が ご と く 
通過 す (中略 ). か く の ご と くし て 分 胞 細胞 群 の 外側 に あ 
る 被 包 膜 形成 細胞 は 相次い で 各 方 面 に 分 離し , その 刻 平 
な る 細胞 体 部 は 相 連 ら な り て 一 種 の 膜 状 と な り 卵 殻 内 面 
を 被 い , 卵子 の 全 内 容 を 包む に 至る (中 略 ). この 被 包 膜 
形成 に 参与 する 細胞 の 数 は 本 虫 に お いて は 3 ある い は 4 
箇 に し て (中略) か く の ご と くし て 壁 に 附 着 し て 
卵子 の 全 内 容 を 旬 む 被 包 膜 の 形成 せら る る や , 余 は 相 次 
いで 仔 躍 に 発育 すべ き 細 胞 群 の み を 包容 する 第 2 の 被 包 
膜 の 形成 を 観 祭 する を 得 た り . すなわち 第 1 の 被 包 膜 を 
形成 する 細胞 を 遊離 し た る 後に お いて , 仔 忠 原 基 た る 分 
胞 球 群 の 外側 に は な お , 第 1 次 発生 の 被 包 膜 細胞 と 分 割 
系 統 を 同じ うす る 胞 状 の 大 細胞 の 数 個 発 生 せ る を みる 
(中 略 ) 該 細胞 は 仔 忠 基 細 胞 群 の 表面 に お いて 次 
局 平 と な り , その 細胞 体 部 は 仔 虫 原 基 細胞 群 の 表面 に 拡 
大 し て 相 連 ら な り , 膜 状 を な し て 仔 忠 原 基 細 胞 群 を 被 包 
する に 和 至る (後略 )” と の べ て , 仔 中 に は その 発 過 育 程 に 
お いて 2 種 の 被 包 膜 が 形成 され る こと を 知り , 更に ま 
た Paragonimus westermannt の に お いて る も 同 
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様 の こと を 観 祭 し て , “恐らく この 所 見 は 一 般 吸 貝類 仔 
虫 に 通用 し 得 べ きも の な らん ”” と の べ て いる . この よう 
に , 類 仔 発 に お いて み ら れ る 第 1 被 包 膜 お よ 
び 第 2 被 包 膜 の 発生 する 状況 は , 本 研究 に よる 中 吸 具 類 
条 発育 途上 に み ら れ る 膜 お よび 仔 膜 の 発 
生 と 類似 し て は いる が , 四 吸 具 類 に お いて は , これ 等 の 
膜 が 発生 し た 後に その 両者 の 間 に 仔 虫 殻 が 形成 され る 点 
が 相違 し て いる . 

次 に , 条 躍 類 卵 子 の 用 発 育 に 関す る 従来 の 研究 より こ 
の 点 を みる と Ed. v. Beneden (1881) は , T. serrata, 
T. saginata, T. porosa 等 の 仔 忠 発 育 に お いて , 仔 躍 
を 被 包 する 2 種 の 被 層 を 記載 し て いる . すなわち 『 卵 細 
胞 は 大 な る globe embryogene と 小 に し て 届 光 性 の 題 粒 
を 満 す cellule granuleuse と の 最初 の 2 箇 の Blastmeren 
に 分 割 す . 分 胞 球 16 人 箇 の 発育 期 に お いて globe embr- 
yogene より 分 割 し て 生じ た る 3 人 箇 の Makromeren と 分 
割 せ ざる cellule granuleuse と は 仔 忠 細胞 群 を 包囲 する 
に 至る . この 包囲 細胞 群 を “couche albuminogéne ” と 
名 づけ た. couche albuminogéne の 3 箇 Makromeren 
は 態 て 細胞 境界 を 失い て 共通 の 原形 質 塊 と な る . 内 部 に 
お ける 仔 躍 細胞 群 は 太 に 分 割増 加 し て , その 外側 に 位 す 
る 3~5 箇 の 大 な る 核 を 有する 細胞 は 仔 虫 細胞 群 の 周囲 
に Mantel を 作り , 後に Chitinschale と な る . これ を 
“couche chitinogéne ” と 名 づけ た . し か し て 内 部 の 仔 
虫 細胞 群 は 後に Oncosphera に 発育 すべ きも の で , 発育 
完成 に お いて は Albuminhiille は 消失 し , は Chi- 
tinschale に より て 被 包 せら る 』 と の べ て いる . _ 更に 同 
様 の 研究 が ,G. Saint Remy (1900) , Schauinsland (1885) 
C. v. Janicki (1907) 等 に より 種々 の 人 条 躍 卵 に つい て な 
され て お り , その 結果 は , Beneden の 所 見 と ほとん ど 一 致 
し て いる . し た が つて , 条 躍 類 卵 子 に お いて も また , 2 
種 の 被 層 が 形成 され る こと は すでに 知ら れ て いた も の で 
あぁ る が , 今回 の 研究 に よ つ て 得 ら れ た 知見 に よ つ て みる 
と , Beneden の couche chitinogéne が 後に Chitinschale 
と な る と いう こと は うな づき 得 な い 点 で ある . すなわち 
Beneden の Makromeren は 本 研究 に よる 卵殻 膜 細胞 に 
couche chitinogéene は 仔 躍 殻 膜 細胞 に 相当 する も の と 考 
えら れる の で あつ て , 仔 は , 仔 膜 と 卵 の 間 
に , 細胞 か ら 分 さ れる 忠 質 に つて 形成 さ 
れる も の で , couche chitinogene その も の が 後に 仔 躍 毅 
と な る も の で は な い の で ある . 

以上 の べた 所 に よ つ て , 四 吸 具 類 卵子 の 肥 発 育 過 程 中 
に お いて は , 膝 細 胞 か ら 2 種 の 包 被 形成 細胞 すなわち 卵 
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殻 膜 細胞 お ょ び 仔 躍 殻 膜 細胞 が 相次い で 分 化し , これ 等 
は それ ぞ れ 卵殻 膜 , 仔 躍 殻 膜 を 形成 し , 更に 新知 見 と し 
て , 卵 細胞 か ら 膜 の 周囲 に 分 泌 さ れる 忠 
殻 質 に よっ つて , 仔 虫 殻 が 形成 され る ” こと が 判明 し た も 
の と 考え る . 

無 の 詳細 な に つて , 以下 の 事項 が 判明 
も た: 

1) 条 は , 卵 透明 層 , ) 細 胞 , 
黄 細胞 , 仔 仔 膜 お よび 幼 虫 の 各部 より 
成 さ れ て いる . 

2) 卵 単 層 で , 発生 的 に みる と , 縮小 条 忠 
条 卵 卵 層 に 相当 する も の で ある . 

3) 卵 仔 虫 の は 層 で , この 中 に 2 っ の 
細 胞 と , 1 コ の 卵黄 細胞 が 存在 する . 

4 は , 6 角 の 体 が 並列 し て 形成 され , 特 
有 な 構造 を 示し て いる . これ は , 仔 忠 殻 膜 が 発生 し た 後 
に , ( 膜 ) 細 胞 か ら 分 さ れる に よ つ て 形成 
され る . 

また 吸 具 類 に 属す る 条 忠 子 に は , と 仔 
と の 間 に “ 膜 ” あぁ あるいは “ 卵 ( 膜 ) 細胞 ” と 称す べ 
き 装 置 と , 仔 の 内 側 に “ 膜 と 称す べき 装置 
が 存在 し , これ 等 が 仔 虫 を 保護 する と と も に , 仔 躍 殻 の 
形成 に 重要 な 役割 を も つて いる こと が 判明 し た . 

稿 を 終る に 臨み , 懇切 な る 御 指 導 を た 神戸 技 会 
病院 病理 検査 室 任 長 谷川 恒 博士 , 並び に , 終始 
ぬ 御 , 御 校 を 賜 わ わっ つっ を 大 阪 医科 病理 学 教室 
教授 に 対し , 深 其 の を 表し ます . 

本 論 要 , 昭和 34 年 4 月 7 日 28 回 日 本 寄生 
学会 総会 に て 発表 し た . 
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STUDIES ON THE STRUCTURE AND EMBRYONAL DEVELOPMENT 
OF THE OVA OF TETRABOTHRIDIATA 
ll. ON THE STRUCTURE AND EMBRYONAL DEVELOPMENT 
OF THE OVA OF TAENIA SAGINATA 
(GOEZE, 1782) WEINLAND, 1858 


SADANOBU MORIYAMA 
(Kobe Ekisaikai Hospital, Kobe, Japan) 


In an earlier paper of this series on the structure and embryonal development of ova of 
Hymenolepis diminuta and H. nana, the author found the outer shell membrane and the 
embryophore shell membrane in both species, and studied their origination. This paper is a 
record of similar observation on Taenia saginata. Observation of ova were made on both freshly 
collected ones from the uterus of mother worm and the sections stained with haematoxylin-eosin. 

The outer shell is spherical, thin, colorless and transparent; it is apt to break and is 
formed at earlier stage of ootid division. The transparent layer is found in the space between 
the outer shell and the embryophore shell, in which two cells of the outer shell membrane and 
one yolk cell are found. 

The cells of the outer shell membrane have a large nucleus, and numerous granules are 
found in the protoplasm. These two cells are originated from the ootid at earlier stage of ootid 
division, afterwards secrets the substance for the embryophore shell to the surface of the 
embryophore membrane. The embryophore shell is oval, thick and yellow brown ; it measures 32.54 
by 27.68u in diameter. Tne hexogonal reticulation (sometimes, 5-7 angles) and the radiate 
strips are found at the surface and the cross section respectively because the hexogonal solids 
are in a row tightly. After forming the embryophore membrane, the embryophore shell is formed 
by being in a row the granules and by oppressing them one another. This shell gives protection 
to the embryo. The embryophore membrane which is a cystic structure exists immediately inside 
the inner wall of the embryophore shell. This membrane, after developing the cells of outer 
shell membrane, is formed by being in a row large and flat cells of embryophore membrane 
developed from the morula cells. Although these cells are found distinctly in young worm, they 
finally form a syncytium with their development. Onchosphere develops in the embryophore 
membrane. 

As mentioned, in the ova of H. diminuta, H. nana and T. saginata belonging Tetra- 
bothridiata a membrane was found inside the outer shell and the embryophore one respectively. 
Furthermore, it is clarified that during the process of embryonal development, the cells of 


outer shell membrane secrete the embryophore shell, and then secrete the transparent layer. 
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Poquil (Pyrvinium pamoate) に よる の 
短期 集団 駆虫 成績 


鈴木 山内 邦昭 
東京 寄生 貝 予防 協会 
小林 昭夫 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 貝 部 


(昭和 36 年 2 月 2 日 受領 ) 


新 虫 剤 , Poquil(Pyrvinium pamoate) の 虫 
除 効果 に つい て は , すでに Beck et ar(1959) その 他 の 
報告 が ある が , 本 邦 に お いて も 最近 小宮 ら (1960), 森 下 
( ) ら (1960), 伊東 ら (1960) , 森下 ( 折 ら (1960) 
等 に よる 戚 績 が 呈示 され て いる . 

いずれ の 報告 に よる も , 同 剤 の 駆虫 効果 は ;, Pyrvini- 
um base と し て プロ キロ ピ 5 mg 1 回 の 服用 に ょ つて , ピ 
ペラ ジン 製剤 投与 時 の それ に 勝る と も ぁ 劣ら な い 高い 陰 転 
率 を し めす る の で ある と こと と が 指摘 され て いる . 

私 た ち は , 今回 三共 株 式 会 社 の 好意 に ょ り , 本 剤 ( カ 
プ ャ セル 剤 お よび 懸 濁 液 剤 ) の 提供 を うけ , 暁 虫 の 駆虫 を 
短期 集団 駆虫 の 立場 か ら , 各 剤 形 別に これ を 実施 する 
会 を えた の で , その 結果 に つい て 報告 する . 

供 試 薬剤 お よび 試験 方 法 

1) 供 試 薬剤 : ペー ク , デー ビス 社 製 , 三共 株 式 会 社 
提供 に よる Poquil (Pyrvinium pamoate) の カプ セル 剤 
お ょ よび 懸 濁 液 剤 で ゐる. カプ セル 剤 は その 1 カプ セル 中 
に pyrvinium base と し て 100 mg を , きた 懸 濁 液剤 は 
その 1 ml 中 に 同 base 10 mg を 含有 する . 

2) 被 検 対象 : 投薬 対象 は 東京 都 洪 区立 南山 小学 校生 
徒 の うち , TM 式 ぎ ょ う 貝 検査 紙 に ょ る 検 肛 1 回 と ょ る 
暁 虫 卵 陽性 者 191 名 の うち の 服薬 希望 者 173 名 で ご ある. 

8) 駆虫 剤 の 投 与 : Pyrvinium base 換算 プロ キロ 5 
mg 1 回 投与 と し た . すなわち 1~2 年 生 に つい て は 
100mg (カプ セル 剤 を 1 粒 ), 3 4 年生: 150 mg ( 懸 
濁 彼 剤 を 15ml), 5 へ ~ 6 年 生 : 200 mg (カプ セル 剤 を 2 
粒 ) を それ ぞ れ 投与 し た . 

投薬 は 昭和 35 年 10 月 12 日 午前 10 時 ご ろか ら 正 午 ま ご の 
間 に お ぉ こと こない, 昼食 は 正午 過ぎ に ふつ うに と ら せ た . な 


掲 


お 前後 下剤 の 投与 , 運動 制限 等 の 特別 の 措置 は と ら な か 

4) 駆虫 効果 の 判定 : 駆虫 効果 の 判定 は 虫 卵 陰 転 の 有 
無 記 よ りこ と これ を 判定 し た . 

再 検 在 は , 駆虫 後 2 週 目 か ら 運 続 3 日 間 に わ た り TM 
式 ぎ よう 貝 検査 紙 に より お こと な つた. 

5) 一 作用 の 調査 : 調査 方 法 は お お むね 厚生 省 の 一 作 
用 調査 基準 に 準拠 し て お と ない, 上 服薬 児童 に つい て , き 
き と り に ょ っ つて 上 服薬 直後 より 服薬 の 翌日 午前 まま で に 訴え 
られ た 症状 を も つて 副作用 と な し た . 

成 

1. 南山 小学 校生 徒 の 暁 虫 卵 保 有 率 

卵 の 平均 保有 , 被 検 者 911 名 に つき , 1 回 検 
査 で 虫 卵 保 有 者 191 名 (21.02%) で あぁ つた (第 1 表 う . 


第 1 表 南山 小学 校生 徒 の 財 虫 卵 陽性 率 (1 回 検査 ) 


学年 被 検 者 陽性 者 陽性 率 
1 年 118 26 22.0 % 
2 年 132 52 39.4 % 
3 年 135 29 21.5 % 
4 年 149 2 14.8 % 
5 年 180 29 16.1 % 
6 年 197 33 16.8 % 
計 911 191 21.0 % 


学年 別 の 陽性 率 は , 2 年 生 の 89.4 を 最高 と し て 1, 
3 年 生 こ れ に 次 ぎ , 4 ~ 6 年 の 高学年 生 は 話 話 15 内 外 
で あっ な 。 

以上 の 陽性 率 は 1 回 検査 の 結果 に ょ る それ で ある が , 
従来 暁 虫 の 真 の 感染 率 は 3 回 の 検査 に ょ つて お お むね こと 
れ を 把握 し うる と 考え られ て お り , その 場合 1 回 検査 に 
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ょ る 陽性 率 は , 3 回 検査 時 の それ の " 割 前 後 と され て い 
る . そこ と で 以上 の 1 回 検査 と に ょ る 陽性 率 か ら 3 回 検査 時 


の それ を 推定 し て る と , 平均 陽性 率 は 8022 と な り , 最 
高値 が し め さ れ た 2 年生 で は 56%% と な る . 

2.。 駆虫 効果 

Poquil ( 5 mg/kg, 1 回 ) に ょ る 駆虫 の 結果 は , 服薬 
者 1783 名 に つき 転 者 168 名 , 陰 転 で あつ た 
(第 2 表 . 

第 2 表 Poquil の 暁 虫 駆除 効果 
(5 mg/kg 1 回 投与 , 後 検査 3 回 ) 


服薬 陰 転 


投 
プ ャ セル 100mg 66 66 100.0% 
91.1% 


1~2 年 ヵ カ 

3 へ ~4 年 懸 濁 液剤 150mg 45 41 

5~6 年 カプ セル 200mg 62 61 98.4% 
計 173 168 97.1% 


第 3 表 形 別 に ょ る 効果 (同上 ) 


剤 形 服薬 者 陰 転 者 陰 転 率 
カプ セル 剤 128 127 99.2 % 
懸 液剤 45 41 91.1 % 

計 173 168 97.1 % 


いま これ を 各 学 年 グル ー プ 別に みる と ,。 1 ~ 2 年 に つ 
いて は 1002 (66/66 う , 8 ~ 4 年 生 : 91.1%6 (41/45), 
5~ 6 年 生 : 98.4 2 (61/62) で あり , 各 グル ー プ ご と 
の 陰 転 束の間 に は 若干 の 差 が し め さ れ た が , 検定 の 結 
果 で では, 5% 以下 の 危険 それ ぞ れ の 間 に 有 意 差 は 
と め ら れ な い . 

i と 陰 転 効果 を 一 括 し た 結果 は 第 3 表 に し め 

され て いる が が, カプ セル 剤 : 99.2 22, 懸 濁 液 剤 : 91.1 
26 で , 両者 間 に も 有意 差 は みとめ られ な か つた ( 値 
1.343. 

8.。 副作用 

副作用 の 発現 は 第 4 表 に し め さ れ る よう に , 合計 150 
名 の 服薬 被 検 者 中 16 名 に みみ られ , 発現 率 は 約 11 で あつ 

こと これ を 投与 剤 形 別に みる と , カプ セ 久 剤 投与 群 で は 92 

第 4 表 Poquil 投与 時 の 副作用 発現 状況 
副作用 同 


形 被 検 者 発現 百分比 者 
カプ セル 痢 92 3 3 % -0 
懸 濁 液剤 58 13 22 % 0 

計 150 16 11 % 0 


第 5 表 画 作 用 の 内 訳 
カプ 懸 濁 液剤 


状 ( 検 者 92 名 ) 検 者 58 名 ) 

頭 0 0 
め まい 0 0 
心 6 
0 6 
腹 1 1 
0 0 
0 0 
そ の 他 0 0 

計 3 13 


名 中 83 名 ( 約 38 %) で あぁ あつ た の に 対し て , 懸 濁 液 剤 投与 
群 で は 58 名 中 18 名 ( 約 2222) に み ら れ , 副作用 発現 率 は 
懸 濁 液 剤 投与 群 の 方 に 高 率 で あつ た . 

と と ろ み に 両 群 の 発現 率 に つい て , 検定 と に よ つ て そ 
の 差 の 有意 性 を 検 し て と , 1 以下 の 有意 

副作用 の 発現 程度 に つい て は , すべ て 軽症 , 一 過 性 で 
あつ た 。 

副作用 の 内 訳 は , 第 5 表 に みる ょ うに, 両 剤 形 の も の 
と も る も, 最 る 出現 頻度 の 高い 症状 は 悪心 で あり , カプ セ 
剤 投与 は 2 (2/92), 懸 濁 液 剤 投与 群 で は 10 
(6/58) と な つて いる . 悪心 と に つい で は , 吸 吐 , 腹痛 の 
順 と な つて いる . 

考 

Pyrvinium pamoate(Poquil) の 暁 虫 駆虫 効果 は , 諸家 
に よる 成績 を みる に , いずれ る も いち じ る し く 高 い . Beck 
et al.(1959 う は, 本 剤 を 用 い , Pyrvinium base と し て 5 
mg/kg 1 回 投与 と ょ つて 96 2 の 陰 転 束 を 収め えた と い 
い , その Beck, Ross, Bumbalo ら に よる 試 験 の 
結果 で は , 何れ も 10022 の 陰 転 効果 を し めし た と いう . 

同上 薬 量 の 1 回 投与 に と ょ る 本 邦 に お ける 駆虫 試験 の 結 
果 に つい て も , 小宮 ら (1960) は 88.62%~93.9( 
剤 投与 後 2 週 目 か ら 連 日 7 回 検査 ), 森 下 ( 薫 う ら (1960) 
は 88.822 (駆虫 後 1 週 目 か ら 7 回 検査 ), 森 下 ( 哲 ) ら 9 
60) は 92.522 (駆虫 後 5 日 目 か ら 約 1 ヵ月 間 検 査 ) と , 
旗 窟 902 内 外 の 効果 を し めし て お り , 伊東 ら (1960) に 

ょ る 効果 判定 基準 に つた 場合 とこ あ づ て も , 


詩 氏 ら に よ ょ る 効果 判定 基準 は , 薬剤 投与 終了 か ら 数 え 
て 50 日 目 迄 を 連日 また は 症例 に ょ つて は 隔 日 に 検 肛 を 
行う ゃ り 方 で , 薬剤 の 成虫 に 対す る 速効 性 を ゃ 検 す る 
目的 を 加味 し た 判定 方 式 と 解 さ れる が , 一 般 に は 度 中 
後 1ー2 週 目 か ら 連 日 7 回 の 検査 の 結果 を も ゃ つて その 
基準 と し て いる 
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02% の 陰 転 束 が えら れ て お ぉ お り , いづ れ に も せ ょ , 本 
剤 は , Piperazine を は じ め と する 従来 の 諸 暁 虫 駆除 剤 に 
て は 見 解 が 一 な で や ある. 

: 均 97.12%2 の 陰 転 束 が えら れ た が , と の 成績 は お お むね 上 
記 諸 家 に ょ る それ と 一 致す る . 

さて 私 た ち の 今回 の 駆虫 試験 で は , Poquil の 剤 形 の 
別 と ょ る その 効果 お よび 用 発現 上 の つい 
て の 検討 を 行う こと を 意図 し た が , 試験 の 結果 は , さき 
転 率 は 若干 高き 傾向 が れ (た くし 5 2 危険 で 有意 

な い ), し か も 一 作用 は , ょ 。 
ら (1960) の 成績 と ょ よれ ば , 陰 転 束 に つい て は 両 剤 形 の 
も の と も ほとん ど 差 は な か つた が , 一 作用 の 発現 事 に つっ 
いて は , カプ セル 剤 服用 群 0 に 対し て 懸 濁 液 剤 服用 群 
で は 112 と な つて お り , 懸 濁 液 剤 の 方 に 高 率 が し めき され 
て お り , この よう な 傾向 に つい て は 今回 の 私 た ちの 成績 
と 全く 一 致し て いる 圭 

一 般 に 薬剤 投与 の 場合 と お いて , 剤 形 を 異 と する 
め た 場合 こと あつ て る , その 剤 形 の 相違 た に ょ っ て 薬効 や 一 
eel か な り の 差違 が みみ られ る こと と が 少な く な 


つい て , ある い は - し た 
- ちがい が 上 記 の 一 作用 発現 上 の 差違 と し て あら われ 


た と 想定 する と こと も 可能 で ある が ,。 と の 点 に つい て な は な 
お 将来 の 検討 に まち た い . 

また 久作 用 発現 の 程度 に つい て は , それ が きわ め て 軽 
絞 か つっ 一 過 性 で あつ た こと か ら , その 発 来 機 序 に つい て 
宙 先 人 に ょ っ つて 指摘 され て いる ど ご と く , 小児 の 過敏 症 

に こよ る も の で ある の か も し れ な い . 

いずれ に も せよ ょ よ , Poquil は , その 服用 が きわ め て 簡 
単 で , か つ 駆 虫 効果 が きわ め て 高く し か も と くに 考慮 
すべ き 副 作用 が み ら れ な か つた と と か ら , 将来 寄生 虫 予 
訪 協 会 等 の 寄生 虫 駆除 実践 機関 に お いて , 暁 虫 の 集団 駅 
虫 を 広汎 に 推進 する 際 の 有力 な 武器 と な る と と は 疑い な 
い . 
た だ し 小宮 ら の 試験 に ぉ いて は , 各 投与 の 年 


構成 が 各 い ト いち じ る し く 《 く 異な つて いる た あめ 以上 の 差違 に 
つい て は と くに 触れ て いな い . 


まとめ 
南山 小学 校生 徒 つい て , Poquil (Pyrvinium 


pamoate) の カプ セル 剤 と 懸 濁 液 剤 を 用 いて 暁 虫 の 集団 
駆虫 を 行い , 以下 の 結果 を えた 

1) 学童 の 虫 保有 は な , 検 1 回 の 検査 の 結果 , 
平均 31.022 (3 回 検査 推定 802) で あつ た . 

2) Poquil ょ る 卵 転 , pyrvinium base 
換算 , 1kg あたり 5 mg 1 回 投与 後 , 2 週 ら 連 
日 tt 平均 97.126 で あつ た . 投与 剤 形 
別に ょ る 陰 転 束 は カプ セル 剤 投与 群 で は 99.222 で あつ た 
の に 対し て 濁 液 剤 投与 は 91.12 で あつ た 

8) 副作用 は , 平均 約 112 に み ら れ , その 主 な 症状 は 
悪心 吸 吐 で あつ た が , 発現 程度 は 概して 軽症 か つ 一 過 
性 で あつ た ただし, 別 の 副作用 発現 状況 を る 
と , 両 剤 投与 群 の 発現 素 上 に か な り の 差 が み ら れ ,。 カプ 
(832%) の 方 が 懸 濁 液 剤 投与 (22%) よ 

ゃ より 低 率 で あつ た . 

0 以上 の 成績 に 鑑み , Poquil は , < その 投与 量 が 少な 
く 上 服用 が 容易 で ある に も か か わら ず , 駆虫 効果 いち じ る 
し く 高 く , し か も 副作用 少な く , あつ て も きわ め て 軽微 
で あつ た こと と か ら , 時 虫 の 集団 駆除 帰 と し て きわ め て 
ある. 

稿 を 終る に あたり , 御 校 関 を 賜 つ た 予 研 寄生 虫 部 長 小 


宮 義 孝博 士 に 深謝 する . 
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MASS-TREATMENT OF ENTEROBIASIS WITH PYRVINIUM 
PAMOATE (POQUIL) 


SUZUKI, KUNIAKI YAMAUCHI 
(The Tokyo Anti-Helminthiasis Association, Tokyo, Japan) 


& 


AKIO KOBAYASHI 
(Department of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo, Japan) 


Results of mass-treatment of enterobiasis emplying two different forms of Pyrvinium pamoate: 
preparation, capsule and syrup, are described. 

A total of 173 school children positive for pinworm ova was treated with the compound 
ina single dose of 5mg per body weight. Three negative swabs 2 weeks after the treatment 
were chosen as the criterion of cure, and the results obtained were as follows : 

The cure rates obtained with the respective forms of the drug were 99.2% (127 of 128) 
with the capsule and 91.1% (41 of 45) with the syrup form. 

Difference in toxicity, however, seems to indicate the superiority of the capsule over the: 
syrup form though both as equally efficacious in therapeutic value. 


The excellent value of Pyrvinium pamoate (Poquil) as an anthelmintic drug for pinworms: 


was discussed. 


(161 


301 


3 


[寄生 学 雑誌 第 10 巻 号 302-316 1961〕 


CHEMOTHERAPY OF PARAGONIMIASIS WITH BITHIONOL 


l. EXPERIMENTAL CHEMOTHERAPY ON THE ANIMALS INFECTED 
WITH PARAGONIMUS WESTERMANI OR P. OHIRAI. 
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Introduction 


Emetine hydrochloride was used for the first 
place for chemotherapy of human paragonimiasis 
by Ikeda (1915). Yokogawa et al. (1934-1941) 
found that Emetine hydrochloride combined with 
Prontosil was much more effective against human 
paragonimiasis than the use of Emetine hydro- 
chloride alone. 

This combined method is now widely used 
for chemotherapy of paragonimiasis in Japan. 
Recently Chung et al. (1954) reported that 
Chloroquine (Resochin) was quite effective for 
this disease. Kitamoto et al. (1957) and several 
other investigators in Japan tried this drug for 
paragonimiasis and concluded that Chloroquine 
was not so effective as Emetine hydrochloride 
with sulfonamids during such short period as 
two or three weeks of treatment and it produced 
side-effects. 

Since the screening method of the effective 
drugs for paragonimiasis by means of the main- 
taining technique of excysted metacercariae of 
Paragonimus westermant in vitro has been 
established by M. Yokogawa et al. (1955-1956), 
several drugs which showed strong killing effects 
on the larvae in vitro were found in our labora- 
tory. The direct effects of several drugs against 
the larvae in vitro were as shown in Table 1. 

Bjthionol seemed to be the most effective drug 
for paragonimiasis among those drugs which 


were chosen by the screening method. 

The present study was conducted to use 
Bithionol for the chemotherapy of the experi- 
mentally infected animals with Paragonimus 
westermant or P. ohiraz. 

Dogs or cats infected with P. westermani are 
usually used as the experimental animals for the 
chemotherapy of paragonimiasis. However, it 
is quite difficult to use a large number of these 
animals at the same time. The authors here 
attempted to apply many rats infected with PP. 
ohirai in place of the infected dogs or cats with 
P. westermanit. 

It was found that Bithionol could be successful- 
ly used for the chemotherapy of paragonimiasis 
of the animals experimentally infected with P. 
ohirai as well as P. westermanitz. 


Table 1. Comparison of killing effects of 
drugs against excysted metacercariae of 
Paragonimus westermani in Uitro 


LD;o (Dilution) 


Drugs 
24 hours 48 hours 

Stibnal 11,500 17,000 
Emetine 230,000 250,000 
Atabrine 323,000 420,000 
Chloroquine 
389,000 470,000 
Bithionol 1,390,000 


The research reported in this document has been made possible through the support and sponsorship of 
the U. S. Department of Army through its Far East Research Office and also was supported in part by a 
Scientific Research Grant from the Ministry of Education in Japan. 


The authors (1960) also used this drug clini- 
cally on 13 cases of human paragonimiasis and 
obtained the excellent results. 

The present paper dealt with only the results 
of the animal experiment. 


Materials and Methods 


Drug used. 

The drug used for this trial, Bithionol is a 
compound with such a structure as shown in 
Fig. 1l; it is a tasteless, odorless and white 
crystalline powder and its MP is 128°C ; SG is 
_1.73 (25°C) : it is poorly soluble in water, i. e., 
0.0004% at 25°C, but soluble in carboxymethylce- 
llulose (CMC), an organic solvent at 72% (25°C). 
Since this drug has a sterilizing effect on the 
skin, it has been used under the commercial name, 
Actamer (Monsanto Co.), in the United States 
as an ingredient of soap or cosmetics (Shumard 
et al., 1953). In this country this agent was 
found, for the first time, to have an excellent 
anti-helminthic effect on the chicken tape worm, 
Raillietina kashiwarensis (Sawada, 1957) and 
the liver fluke of cattles, Fasciola hepatica, 
(Ueno et al., 1959) and this drug is now put 
out by the Tanabe Seiyaku Co., Ltd. as Bitin, 
an anti-helminthic drug for animal use. How- 
ever, it has never been used for the lung fluke, 
Paragonimus sp. In this experiment the plate- 
like tablets or powder of Bitin were administered 
per os to the experimental animals. 


oH oH 


cl 


cil 


2.2'-thiobis (4.6-dichlorophenol) 


Fig. 1. The structural formula for Bithionol 


(Actamer, Bitin) 


= 


Experimental animals. 


Four dogs of 8-10kg of body weight were 
infected with 20-123 metacercariae of P. wester- 
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mant. Bitin was administrated during the 
various periods from 79 days to 318 days after 
infection. Four dogs were all sacrificed after 
the treatments and examined pathologically 
and parasitologically. 

Adult rats of about 150gr of body weight 
were infected with 6-10 metacercariae of P. 
ohirai. Since some of the adult worms of P. 
ohirai in the worm-cysts of the lungs of the 
rats begin to die naturally within 2-3 months 
after infection in general, the same number of 
the infected rats without treatment as that of 
the treated animals were also sacrificed at the 
same time as the control. 


Toxicity-test of Bitin on animals. 


Bitin has been applied in a single dose for the 
animals in Japan as shown in Table 2. However, 


Table 2. Anthelminthic dose of 
Bitin on animals 
Animals Doses Authors 

hens 100 mg/kg. (Sawada, 1958) 

100-200 mg/kg. (Kondo, 1958) 
sheep 50-300 mgl/kg. (Ueno, 1959) 
cattle 30-100 mg/kg. (Ueno, 1959) 
horse 5- 50 mg/kg. (Sasa, 1959) 

/ 15 mg/kg. X5 (Sasa, 1959) 
goat 100 mg/kg. (Matsuzaki, 1959) 
puppy l- 3gr/kg. (Tanabe, Co., 1959) 

Appendix : 


Median Lethal Doses (LDs;o) of Bitin on the 
animals. (Tanabe Institute) 
rat: 5.77 gr/kg. 
mouse : 1.428 gr/kg. 
rabbit : 2.1-4.7 gr/kg. 


it has been known that the chemotherapy for 
paragonimiasis with Emetine hydrochloride, chlo- 
roquine or others is needed to continue at least for 
two or three weeks. Bitin was not seemed to be 
an exception. Preliminary toxicity-test of Bitin 
on mice and rats were carried out as follows. 

70 mg/kg - 300 mg/kg of Bitin were given 
orally to mice and rats daily, every other day 
or every two days respectively for 5-30 times, 
and toxicity was examined histopathologically on 
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liver, kidney, spleen, ovary, testis, brain, lung, 
and intestine of these animals. 

The results obtained in mice and rats are as 
shown in Table 3 and 4. 

Any remarkable changes were not proved in 
mice and rats which were given daily 70 mg/kg 
of Bitin for 5-8 times as well as the control. 

As the pathological changes ascites and mode- 
rate degenerations of liver, hyperplasia of the 
follicles in spleen and catarrhal phenomena in 
intestines were found in mice which were 
given daily 150 mg/kg of Bitin for 5 times. 
These pathological changes were not so remark- 
able even in the rats given 300 mg/kg of 
Bitin daily for 30 times. Any pathological 
changes were not found in lungs, brain and 
reproductive organs in all cases. _ 

Any remarkable reduction of body weigh 
was not noticed. 

From the above-mentioned results, the toxicity 


of Bitin was not so serious even in the continu- 
ous use. The conclusion was reached that it 
will be safe to give 70 mg/kg - 100 mg/kg of 
Bitin every other day. 


Evaluation of the Efficacy of Bitin 


The method of evaluation of the efficacy of 
the drug for paragonimiasis has not been establi- 
shed. In the present study the special attentions 
for the criterion of the effect of the drug were 
paid on the next three matters as described 
under. 


l. Variation of the number of eggs in feces 
(E. P. D.) during the course of treatment,. 


E.P. D. of the experimental dogs and rats 
were examined by Stoll's eggs-counting technique 
(modified method, 1926) and A. M.S. II 
centrifugation method. 


Trble 3. Toxicity-test of Bitin given orally on animals 


Mice : 
Body weight ? 
Before After inte- . ovary 
_ admin. lver kidne stine spleen lung brain or testis 

70 mg/kg 28 27 + = 
9 23 21 + + + - + + 
g every other day 23 23 ー + + 

g control 25 23 — = 


+ : slight changes 
* . ascites 


: moderate changes 
** . congestion 
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Table 4. Toxicity-test of Bitin given orally on animals 


Rats : 
Body weight 
Sex of Method of Pathological changes 
animals administration Dose 
Before After 1 brain Vary 
8 300 mg/kg X18 127 — diarrhea. 
daily X21 120 110 + ー — diarrhea. 
8 200 mg/kg X22 115 92 十 — — diarrhea. 
129 107 ー — — — 
8 daily 118 + — + 
8 200 mg/kg X 30 104 114 — — 
115. 126 十 ー — — — 
100 118 + + — — 
8 150 mg/kg X5 117 117 
g daily 139 137 十 十 — diarrhea. 
$ X5 119 124 + + + + + - 
ー 
$ 138 + + + 
daily 118 119 十 ー 
105 108 — — — 
8 # 125 + 十 — 
156 159  -— — — 


十 : slight changes 


E. P. D. was examined daily or every other 
day before, during and after treatment. 


2. Pathological and parasitological findings at 

autopsy. 

Number and locations of the worm-cysts and 
worms in the lungs were examined by autopsy. 
The worm-cysts were examined histopathologi- 
cally. All the worms removed from the worm- 


: moderate changes 


cysts were maintained in Tyrode’s solution at 
37°C for 30-60 minutes to examine their 
vitalities. The worms were then fixed with 10% 
formalin solution and stained by haematoxylin. 
The presence of the eggs in uterus or other 
degenerated changes of the reproductive organs 
of the worms were observed. 


3,. The survival rate of the worms. 
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The 


rates of the number of survived worms 


recovered in the treated animals at autopsy to 
the number of metacercariae given were also 
compared with that of control animals. 


The 


WOrms 


infection rates (detection rate) of the 
to the number metacercariae given to 


animals are shown in Table 5. 


Results 


A. Effect of Bitin on the infected dogs with 


P. westermant. 


The dog No. I infected with 20 metacercariae 
of P. westermani was given 100 mg/kg of Bitin 
every other day for 5 times beginning 78 days 


after infection. E. P. D. showing 50,600 before 
treatment decreased quickly to 30,000 after the 
3rd administration, to 3,030 after the 4th ad.- 
ministration and to 0 after the 5 th administration 
of Bitin as shown ‘in Figure 2. No eggs were 
found in feces during the period of 10 days after 
the last administration of Bitin, but E. P. D. 
increased again gradually up to 52,140 on the 


Dog No. I: 22nd day after the last administration. The second 
Table 5. Infection rate of Paragonimus westermani in animals (Yokogawa et al.). 
No. of No. of Days from 。 Total no. Total no. . 
metacercariae animals infection worms metacercariae rate* 
given used ‘to autopsy detected given 
10- 20 61-440 17 (100%) 199 292 68.1% (73.8-60.6%6) ** 
dog 21- 50 11 80-494 11(100%) 275 368 74.7% (79.9-67.9%) 
51-100 3 61-244 13(100%%) 672 986 68.1% (71.2-64.7%) 
cat 10- 65 13 67-365 13(100%) 275 351 78.3% (85.8-73.3%) 
* . No. worms detected/Total no. metacercariae given. 
** 95% confidence limit. 
Table 6. Number of worms and worm-cysts recovered in the treated dogs by autopsy. 
Days to au- 
Days to Number of worms Number of 
No. of Number of sh topsy from recovered worm-cysts 
Dose of Bitin metacercariae from beginning 
infection the survived dead total r-lung l-lung total 
reatment 
1.0g (100mg/kg) X 5 
No. 1 1.08( 20 266 187 12(60.0%6)* 0 12 71) 
(every other day use) 
1.5g (150mg/kg) X 7 
No. IIl total doses 10.5 grams 100 224 8 11(11.0%) 46 57 12(2) 20(1) 32(3) 
(daily use) 
1.5g (150mg/kg) X 10 
No. III total doses 15.0 grams 30 333 16 8(26.6%), 1 9 30) 75) 105) 
(daily use) 
1.5g (150mg/kg) X 6 
が 
1.5g( ) X20 and 
No IV 1.8g{ )X4 123 584 235 26(21.1%) 2 28 9(2) 8(1) 17(3) 


total doses 52.5 grams 
(evers other day or 
every two days use) 
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: survival rate (number of worms survived/number of metacercariae given) 
number of worm-cysts with necrotic masses of dead worms. 


) 
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treatment was attempted on the 43rd day after 


the first course of treatment. Only 2 doses of 
Bitin were given, because the dog severely hated 
taking medicine. E. P. D. decreased again sli- 
ghtly by the administration of Bitin but increased 
again soon after the second administration of 
Bitin. 

The dog was sacrificed on the 266 th day after 
infection. Pathological and parasitological find.- 
ings were as shown in Table 6. 5 and 2 worm- 
cysts were found in the right and left lungs 
respectively, and 2 worms were living together 
in each of them except one worm-cyst which 
contained the necrotic masses of the worms. 
12 worms removed from the worm-cysts showed 
active movement in Tyrode’s solution at 37°C 
and many eggs were found in the uterus cavities 
of-these worms. The survival rate of the worms 
was 60.0%, which was not significant to that 
of the control as shown in Table 5. However, 
all of worm-cysts were localized and perifocal 


re. 1 ll 
11 

No.III 


Dog 


No.Iv 
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inflamation were very mild and few Paragonimus 
eggs were found in the surface of pleuras and 
mediastinum. 


Dog No. II: 


Daily dose of 150 mg/kg of Bitin was given 
daily for 7 times to the dog No. II from 216 
days after infection with 100 metacercariae of 
P. westermani. The dog was died by an ac- 
cident soon after the 7 th administration of Bitin 
and so autopsied. 

E. P. D. showing 63,200-938,600 before treat- 
ment began to decrease soon after the 3rd 
administration and dropped down to 21,000 after 
the 6 th administration of Bitin as shown in 
Figure 2. Pathological and parasitological find.- 
ings at autopsy were shown in Table 6. 32 
worm.-cysts, 12 in the right and 20 in the left 
lungs, were found. 3 out of them were filled 
with only necrotic masses of dead worms. 57 
worms, 56 worms in the 29 worm-cysts and one 


Eeg-counts Technique --- Stoll's method 1 
ーーーーーーーー-ーー-----= Showing days of administration of Biti 
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Days after beginning of administration of Bitin 


Fig. 2. E.P.D. of Dogs No. I—IV during and after treatment. 
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worm in pleural cavity, were obtained. 46 out 
of 57 worms were found to be dead because of 
severe cloudiness and degenerated atrophy of the 
bodies. The survival rate of the worms was 
11.0% which was significantly lower than that 
of the control as shown in Table 5. The figures 
of uterus of these dead worms were all undist- 
inguished and no eggs were found in uterus of 
them. Only 4 worms out of 11 living worms 
had a few eggs or the glancing granules of 
various size, probably vitelline-granules, in uterus. 

The inner organs of the worms showing 
claudiness or degeneration were microscopically 
examined. The figures and contours of their 
uterus were undistinguishable and no eggs were 
found or many brown granules in irregular size 
were found in uterus cavities as shown in Plate 
2: 

Noticeable atrophy of the subcuticular muscle 
cells and droplets or vascular degenerations in 
vitelline-glands, especially the resolution or necro- 
sis in the parenchyma cells of ovaries and testes 
and the disapperance of the endothels of uterus 
were observed. 

The worm-cysts were localized by the fibrous 
granulation tissues and moderate cellular infiltra- 
tions were found around the worm-cysts. Ex- 
sudative or catarrhal inflamations in bronchiens 
were moderately mild. Bronchiens containing 
the desquamative epithels, neutrophils, histiocytes 
and round cells were occasionally found in the 
foci, but the large foci of pneumonias were not 
found differing from those of infected dogs 
without treatment. 

There were mild or moderate passive conges- 
tions, the dilatation of lymph canals, and cloudy 
swellings or vascular degenerations in the liver 
cells. However, focal necrosis or wide foci of 
haemorrhages with the severe infilirations were 
not observed. 

The passive congestions in kidnies were repre- 
sented, and the cloudy swellings of the epithels 
of renal tubules were found slightly, but fatty 
degenerations and thickenning or proliferation of 
glomeruli and Bowman's capsules were not found. 


Dog No. III: 
The dog No. IIl was infected with 30 metacer- 


150 mg/kg of Bitin 


cariae of P. westermant. 
were administrated daily for 10 times beginning 


317 days after infection. E. P. D. showing 
126,000-1,033,500 before treatment decreased 
gradually with the beginning of treatment, and 
dropped down to 17,000 after the 7th admini- 
stration’' and to 1,440 after 10 th administra- 
tion of Bitin as shown in Figure 2. The dog 
was sacrificed on the 7th day after the last 
administration of Bitin. 10 worm-cysts, 3 in the 
right and 7 in the left lungs, were found. 5 
worm.-cysts out of 10 worms-cysts were contained 
1-2 worms but the rest of them, 5 worm.-cysts, 
were filled with only the necrotic masses with 
many eggs of P. westermani instead of the 
living worms. 9 worms, 7 in the worm-cysts 
and 2 in the pleural cavity, were obtained. 8 
worms out of 9 worms were found to be alive 
and 3 worms out of 8 living worms had a few 
ova cells or many brown granules in uterus, but 
the rest of them had empty uterus. The servival 
rate of the worms was 26.6% which was signi- 
ficantly lower than that of the control. The 
contours of uterus of all the worms were 
undistinguishable. Haemogram of the dog at 
the 7 th administration of Bitin was as follows : 
non segmented neutrophils 0; 2 segmented 
neutro. 6%; 3 segmented neutro. 22%; 4 
segmented neutro. 24% ; 5 segmented neutro. 
8% ; eosinophils 8% ; lymphocytes 24% ; mono- 
cytes 8% and basophils 0. 

Any remarkable difference was not found in 
the haemogram. 


Dog No. IV : 


The dog No. IV was infected with 80 and 
43 metacercariae of P. westermani in an interval 
of 60 days repeatedly. Four courses of treat- 
ment, 6, 5, 20 and 4 doses of 150 mg/kg of 
Bitin were given repeatedly every other day or 
every two days beginning 348 days after the 
first infection. 

The tendency of decrease of E. P. D. during 
the period of treatment was almost the same as 
those of Dogs No. 1L, II and III. 

E. P. D. increased again within 10-20 days 
after each treatment as well as the above-men- 


tioned cases. However, E. P. D. decreased 
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gradually by repeated administration, as shown 
in Fig. 2. 

The dog was sacrificed on the 235th day 
after the beginning of the first treatment (at 
the 584 th day after the first infection). 9 and 
8 worm-cysts were found in the right and left 
lungs respectively, as shown in Table 6. 2 out 
of 9 worm-cysts in the right lung and 1 out of 
8 worm-cysts in the left lung were filled with 
the necrotic masses of the dead worms. 28 
worms were obtained from the 14 worm-cysts. 
26 worms out of 28 worms were alive and they 
had many eggs in their uterus cavities. The 
survival rate of the worms was 21.1%. It was 
interesting that several localized foci found in 
the lungs were seemed to. be the scars of the 
absorbed worm-cysts judging from the tissue 
reactions of the fibrous granulations and the 
existence of many Paragonimus eggs. 


Side effects. 


The special attentions were paid to the side- 
effects during the course of treatments in all 
cases. Loose stool, diarrhea and anorexia were 
always found at the first or second administra- 
tion of Bitin but these symptoms disappeared 
without any therapy. The loss of body 
weight was not found during the course of 
treatment. 


B. Effects of Bitin on the infected rats with 
P. ohirai. 


l. Effects on the adult stage : 
The experimental rats and control rats were 


No. 8. No. 4. No. 5. 
(も 3 (0) 
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all infected with 6 metacercariae of P. ohirai 
at the same time. 5 and 14 rats were given 
every other day with 4-6 doses of 50 mg/kg 
and 100 mg/kg of Bitin respectively and were 
sacrificed during the period from 44 days to 68 
days after infection. 

The control rats without treatment were also 
sacrificed at almost the same period. The num- 
ber of the survival worms recovered from the 
treated rats and that of the control rats were 
compared as shown in Table, 7. 

The rate of the survival worms described 
here means the rate of the number of living 
worms found in the rats belonging to the certain 
group to the total number of metacercariae given 
to the rats. The rates of the survival worms 
of the groups treated with 50 mg/kg and 100 
mg/kg were 20.0% and 10.7% respectively. 
However, that rate of the control group was 
66.6%. These rates were significantly lower 
than that of the control group. The pathological 
changes of the lungs were compared individually 
and some of the interesting cases were sum- 
marized in Fig. 3. The authors found in other 
study that the formation of a worm-cyst in the 
lungs has never been occurred by single worm 
infection and more than two worms were always 
found in a worm cyst. Therefore, the worm- 
cyst containing necrotic masses shown in Fig. 3 
contained once more than two worms. E. P. 
D. of the treated rats decreased rapidly after the 
3rd of 4th administration of Bitin, as shown 
in Figure 4. 


No.21. No.29. No.31. No.32. 


(0) (0) (0) 


Fig. 3. Pathological changes of lungs of rats treated with Bitin. 


@ Worm-cyst containing the necrotic masses. 


survival worm. 


fibrous pleurisy. 
0 


dead worm. 


() showing number of worms survived. 
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Table 7. Effects of Bitin on adult and immature worms of P. ohirai in rats. 
Time of the 
Days from No. of Total no. Total 
Group infection the rats Metacerca- of meta- no. of Survival 
i autopsy per ra given worms 
Adult 
worms : 
(DD) 50 mg/kg X 4-6 53-68 20.0% (35.5 
every other day after infection 68-79 0 6 = 9.09%) 
(II) 100mg/kg X 4-6 44-68 10.7% (18.0 
63-76 14 6 84 9 5.0%) 
Control 66.6% (80.0 
40-67 6 6 36 24 09%) 
Immature 
worms : 
(A) 50 mg/kg X13 after 17.3%(23:8 
every other day infection 32-38 15 10 150 26 -13.0%) 
9 
50mglkg X 2 4 before 3 58.0% (70.0 
(4 infection 26 29 J 10 150 29 -45 5%) 
(before infect. ) 
(after infect. ) 
50mg/kg X 2 
(before infect. ) 
4 26-29 8 10 80 
(after infect. ) -17.0%) 
Control 29-32 12 10 120 63 2.5% (60.5 


-44.5%) 


*—no. worms survived/total no. metacercariae given. 


** 95% confidence limit. 


Pathological changes in the foci of the lungs 
were very similar as those of the treated dogs 
with Bitin. Microphotogaphs of those changes 
were shown in Plate 2. (6~8). 


2. Effects on the immature stage. 


Each rat belonging to A-group was admini- 
strated with 50 mg/kg of Bitin every other day 
for 13 times beginning 11 days after infection 
with 10 metacercariae of P. ohira:. 

Each rat belonging to B; -group was admini- 

%trated every other day with 50 mg/kg of Bitin 
; for 2 times before infection and for 4 times 
immediately after infection with 10 metacercariae 

of P. ohirai. 
, Each .rat belonging to Bs; -group was admini- 
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strated every other day with 50 mg/kg of Bitin 
for 2 times before infection and for 13 times 
immediately after infection with 10 metacercariae. 

The survival rates of the worms found at the 
autopsy of the rats of these groups, A, B:; and 
Bs, were 17.3%, 58.0% and 25.0% respectively 
compared with 52.5% of the control group as 
shown in Table 7. The survival rates of A and 
B, -groups were significantly lower than those of 
B; -group and the control group. It was found 
that Bitin could be used successfully against the 
immature worms, when more than 10 doses of 
Bitin were administrated. 

The time of the autopsy after treatment was 
between 26 and 38 days after infection. The 
time of autopsy corresponded to the time reach- 


10,0009] 


= daily dose. 
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days fron the beginning of administration of Bitin. 


Fig. 4. E.P.D. of the rats treated with Bitin 


ing muturity of P. ohirai in rat and natural 
death of the worms usually was not found in 
this period. Therefore, it may be considered 
that the survival rates of the worms would be 
more reliable than those of the adults worms 
passed for 2 or 3 months after infection. At 
the autopsy of the treated groups most of the 
worms found in pleural cavities or liver were 
still immature. However, most of the worms 
found in the control group reached maturity and 
their uterus were filled with many eggs. 

Ulcerations ond scars caused by penetration 
of the worms to the lungs or livers of the treated 
rats were mild in comparison with those of the 
control group. 


Discussion 


S. Yokogawa et al. (1937-1941) obtained the 
excellent results by the use of combined treatment 
of Emetine and Prontosil. In their experiments 
they paid special attention to the pathological 
changes in the lung foci as the criterion of the 
effect at the experimental chemotherapy of the 
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dogs infected with P. westermani and they also 
reported that it was a question whether E. P. D. 
during the period of treatment could justify the 
effect of the drug or not. Afterwards many 
studies on the treatment for animal or human 
paragonimiasis were reported by Iwata (1942), 
Mori (1948), Komiya at al. (1952), Tanaka 
(1958), Suguro (1959) and others. 

Recently Suguro (1959) reported that the 
effects of the drugs on the infected dogs with 
P. westermani would be able to be compared 
by E. P. D., when the examinations of E. P. D. 
carried out continuously for a long period. He 
tried various drugs, such as Emetine hydrochloride 
with sulfonamide, Chloroquine and Atabrine, 
for the chemotherapy of the infected dogs with 
P. “westermani and found that none of them 
could not diminish the eggs in feces unless the 
treatment was continued at least for more than 
a month. Komiya et al. (1952) reported that 
the treatment with the combined method of 
Emetine hydrochloride and sulfonamide for 10 
days was not enough for human paragonimiasis. 

In the present study Bitin seemed to be quite 
effective on 3 cases except 1 case, No. 1 dog. 
It has never been experienced by any other drugs 
ever used that E. P. D. decreased so quickly after 
2 or 3 administrations as Bitin. It was very 
interesting that the several localized foci suggestive 
of scars of the absorbed worm-cysts were found 
in the case of No. IV dog. This fact may 
indicate the strong effect of Bitin. The rats 
infected with P. ohirai have never been used 
for the experimental chemotherapy of paragoni- 
miasis. It was proved that the infected rats with 
P. ohirai could be ideally used for the experi- 
mental chemotherapy by the present study. 

This fact would be quite advantageous for the 
preliminary test of experimental chemotherapy 
or the screening of the effective drugs on 
paragonimiasis because paragonimiasis of rats can 
be easily raised at the laboratory. 

Bitin was also quite effective against the 
immature stage of P. ohirai as well as the adult 
stage in this experiment. The effectiveness of 
Emetine hydrochloride against the immature stage 
of P. westermani has never been investigated 
1 VIUO. 
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The further investigation is needed to compare 
the resistances of the various stages of the worms 
of P. westermani and P. ohirai against the 
drugs. 

As the method of evaluation of the effect of 
drugs, the comparison of the survival rates of 
the worms were seemed to be quite useful 
especially for immature worms. 

In the present study the mechanisms of the 
effect of Bitin against the worms in vitro or in 
vivo were not still clear. 

However, it was proved that the administra- 
tion of 50 mg/kg or 100 mg/kg of Bitin every 
other day for 10-15 times was seemed to be 
more effective and less toxic for the infected 
mice and rats than Emetine hydrochloride. 

The side-effects as described above were found 
at the first period of treatment with Bitin, but 
disappeared naturally without treatment. The 
decrease of the body weight of the treated 
animals was not found and the haemogram of 
the treated dogs with Bitin were almost the same 
as those of normal untreated dogs. 

The most of the survival worms removed from 
the treated dogs or rats had not eggs in uterus, 
and degenerated changes in uterus, ovaries, testes 
and vitelline glands were quite remarkable, but 
the some of those worms seemed to be regenerate 
again their vitalities within 10-20 days atfter 
treatment when the doses of Bitin were insuf- 
ficient. The possibility of the regeneration of 
the survival worms will be really understood not 
only from the above-descrived results but from 
the facts that the most of the relapses of human 
paragonimiasis has been seen within one month 
after the therapy, as reported by Komiya et al. 
(1952). 

It was interesting that the temporal increasing 
ofE.P.D. after the several doses of Emetine 
hydrochloride or Chloroquine were not observed 
by the administration of Bitin. 


Summary 


From the results of the examination of the 
direct effect of Bitin on excysted metacercariae 
of P. westermani in vitro, it was found that 
Bitin had eminent effect for the lung flukes. 


CW) 


The experimental chemotherapy with Bitin for 
the infected dogs and rats with P. westermani 
or P. ohirai respectively, were carried out. 

It was proved that administration of daily dose 
of 50 mg/kg or 100 mg/kg of Bitin every other 
day for 10-15 times were emimently efficacious 
for the infected dogs or rats with the lung flukes, 
and toxic manifestations were not found when 
the above-mentioned doses of Bitin were admini- 
strated every other day. 

The possibility of the use of Bitin for human 
paragonimiasis could be proved by the present 
study. 
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Plate 1. 


Section of the wormiremoved from the lung of Dog, No. II. 

Arrows indicate the advanced degeneration of ovary of the worm. 
Same as the above. 

No eggs are found in the uterus cavity and the endothelium are irregular or disappeared. 
Section of the worm removed from the lung of Dog. No. III. 

Ovary showing the advanced degeneration and disappearance of the parenchyma cells. 
Same as the above. 

Testis showing pycnosis or karyolysis of the parenchyma cells. 


( 174 ) 


| | 

4. 
| | 


Same as the above. 
Vitelline-glands showing hyaline droplet degeneration. 
Section of the worm-cyst removed from the lungs of rat No. 6. 
2 worms showing necrobiosis in the worm-cyst. 
Section of the worm-cyst removed from the lung of rat No. 21. 
Arrow indicates accumulation of yellow pigment-granules. 
Section of the worm removed from the lung of rat No. 13. 
No eggs are found in the cavity of uterus of the worm. 
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肺 吸 虫 症 の 化学 療法 に 関す る 研究 
(1) Bithionol (Bitin) に よる 動物 肺 吸虫 症 の 治療 成績 


横 川 裕之 佐野 基 人 大 倉 俊 
党 守 康 原 田 滝 沢 明 祐 
(千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教 室 ) 
木 畑 美 知 江 


(国立 公衆 衛生 院 寄生 ) 


1956 年 以来 , 著者 等 は ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 脱 審 幼 虫 の 体外 飼育 法 に より 各種 薬剤 の 本 種 泡 虫 に 
対す る 直接 効果 を 検索 し て 来 た が , 今回 Bithionol (Bitinn) が これ まで 知ら れ た Emetine, Atabrine, 
Chlorcquine (Resochin) 等 に 比べ て 数 倍 の 強い 殺虫 効果 の ある 事 を 見 出し た . そこ と で 本 草 に よる 動 
物 肺 吸虫 症 の 治療 実験 を 企図 し その 使用 量 を 決定 する た あめ に Bitin の マウ ス 及 び ラ ッ ト に 対す る 中 
毒 試 験 を 行 つ た 結果 100 mg~150 mg/kg を 隔 日 に 経口 的 に 継続 し うる 事 が 明らか に され た . そ と で 
ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 大 4 頭 及 び 今 回 始め て 大 平 肺 吸虫 メタ セル カリ ア を 6~10 ヶ 投 与 し た 感染 ラ 
ッ ト に つい て 治療 を 行 つ た . 之 等 治療 効果 の 判定 に は 治療 前 , 治療 期間 中 及び 洛 療 後に # け る 工 便 内 
排卵 数 (.P.P.) の 消長 を 夫 に つい て は 全 例 , ラッ ト で は その 一 部 た つい て 対 居 群 と 比較 観察 する 
と 共に 一 定期 間 の 治療 終了 後 剖 検 に た にょ つて 肺 臓 病変 , 虫 体 生 存 率 (投与 メタ セル カリ ア 数 に 対す る 生 
存 忠 体 数 の 百分比 ) 並び に 生殖 器官 を 中 心 と し た 貝 体 の 形態 学 的 所 見 を 対 昭 笑 の それ ら と 比較 観 守 し 
た . 何れ の 犬 た 所 い て る ゃ も Bitin 100 mg~150 mg/kg 隔 日 , 3~4 回 投与 に た よ ょ り 下 .P.D. は 急激 に 減 
少し た が 治療 が 不 分 で ある とき は 大 3 週 日 目 ょ り .P.D. は 再び 増加 し , 更に 治療 を 反 する 
と と に よ ょ つて 次 第 に 減少 し た . 前 検 所 見 で は 忠 者 の 一 部 は 壊死 中 体 を 包 蔵 し , 生存 虫 体 の 多く は 座 
性 過程 に あり , 子宮 , 卵巣 , 皇 丸 等 の 著 明 な 変性 が みとめ られ た . 大 平 肺 吸虫 成虫 に た 対し て も ウェ 
ステ ルマン 肺 吸虫 の 場合 と 略 々 同様 で , 5O mg/kg 及び 100 mg/kg 隔 日 4~6 回 投与 で 躍 体 生存 率 は 
20.0 % 及び 10.7 % を 示 し 対照 群 の 66.6 % に 比べ て 著 る し く 低 か つた . 猫 本 種 光 虫 期 の も の に 対し 
て る 同様 試み た 結果 は , Bitin を 一 定期 間 継 続 す る 事 た ょ つて その 効果 が 期待 され る も の と 推察 され 
た . と > に Bitin が ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 及び 大 平 肺 吸虫 た に 対し て 共に 有効 で ある 事 が 明らか に さき 
れ , 上 且 動 物 肺 吸虫 症 の 治療 実験 に は 大平 肺 吸虫 感染 ラッ ト を 用 いる 事 が 欄 あて 好都合 で ある 事 が 司 
時 に 明らか に され た . 加え て 本 剤 の 人 体 肺 吸虫 症 の 臨床 的 応用 え の 可 能 性 を 明らか に し た . 
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Introduction 


In the previous report I the authors described 
a very strong activity of Bitionol (Bitin, the 
Tanabe Seiyaku Co. Ltd.) against the Parago- 
nimaus westermant and Paragonimus ohirai in 
animals as the first trial with this drug. Later 
on the authors made a trial with this drug in 
human paragonimiasis and found that it was far 
superior to the hitherto used drugs in its activity 
against this disease. 

Although this trial is a very recent one and 
the number of cases treated with this drug was 
not large enough, the follow-up data during six 
months after treatment have indicated that all of 
the 13 cases treated in this trial have been com- 
pletely cured. 

The publication of a paper at this stage will 
be justified on the ground that physicians have 
waited long for the discovery of a potent thera- 
peutic agent active against the lung fluke ; the 
authors will feel happy, if this report stimulates 
the interest of investigations in this drug and 
encourage them to repeat the trial. 


Materials and Methods 

Drug used : 
The drug used for this trial, Bithionol, is a 
compound with such a structure as shown in 


Fig. 1 in the previous report 1. The proper- 
ties of Bithionol were also described in the 
previous paper. 

In this trial Bitin, Tanabe Seiyaku Co. Ltd. 
was used. A great caution was taken to evaluate 
the magnitude of side-effects due to the drug in 
this trial. Concerning toxicity and other features 
of the drugs, readers are also reffered to detailed 
accounts given in the previous report. 


Problems of the therapeutic dose : 

Now, for the first time, the authors attempted 
to determine the therapeutic dose for use in 
human case, a dose level where the maximum 
effect and maximum safety are both attained ; 
for this purpose Bitin was given in different 
doses and the relative incidence of side-effects 
was evaluated. Thus Bitin was given in a single 
oral dose of 30, 50 or 150 mg/kg to human 
subjects in fasting condition' and the subjects 
were examined, before and after the administra- 
tion, for the urine (protein, glucose, urobilin, 
urobilinogen, bilirubin, all qualitatively ; S. G. 
and sediments) together with the subjective 
symptoms. With 30 mg/kg, no side-effect occur- 
red; with 50 mg/kg diarrhea occurred ; with 
150 mg/kg nausea, abdominal pain and frequent 
diarrhea appeared, but all those symptoms subsi- 
ded spontaneously and needed no therapeutic 
treatment. The urine was normal at all dose- 


The research seported in this document has been made possible the and suponsorship 
of the U. S. Department of Army through its Far East Research Office and also was supported in part by 
a Scientific Research Grant from the Ministry of Education in Japan. 
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levels. From this result and the results used 
animals in the previous study, the conclusion was 
reached that it will be safe to give this drug in 
the daily dose of 50 mg/kg or less and that, in 
the case of continued administration where the 
cumulative effect must be considered, the best 
tentative plan will be to give it in the daily dose 
of 50 mg/kg in 3 divided ‘takes ” after each 
meal and every other day for 10~15 times. A 
trial was then made according to this plan and 
the observed side-effect was limited to a single 
incidence of diarrhea. Urine was completely 
normal. It was thus found that the continued 
therapy with this drug caused no material side- 
effect, if the drug was given after each meal 
and every other day. 


Blood concentration : 


Since the authors have set the standard daily 
dose at 50 mg/kg mainly from the consideration 
of the side-effect, it is necessary to determine 
whether this dose secures a sufficient tissue-con- 
centration of the drug. For this purpose human 
subjects were examined, after the oral admini- 
stration of Bitin, for the serum concentration of 
the drug at different points of time. This 
measurement was undertaken at the Laboratory 
of the Tanabe Seiyaku Co., Ltd. by Dr. Akio 
Kiyomoto, pharmacologist Kyoko Iwakura and 


Blood concentration 
150- 


(serum) 


|! 
' 


Blood concentration of Bitin 


Kiyoko Tanaka; 3 healthy male subjects were 
used ; one subject received the lst and 2nd one- 
third portion of the 50 mg/kg of Body weight 
dose of Bitin on the afternoon and evening of 
the lst day (after lunch and after supper) and 
the final one-third portion of the drug immedia- 
tely after the breakfast on the 2nd day; after 
this no Bitin was given (No. 1); in the 2nd and 
3rd case (no. 2 and 3) Bitin was given, on the 
top of this after the lunch and supper on the 
3rd day and after breakfast on the 4th day. 
Blood samples were withdrawn at different points 
of time up to the end of 75 hours ; the results 
are shown in Fig. 1. 

After the initial dose of 50 mg/kg of Bitin 
the blood concentration was increased abruptly 
and it reached 121.07Y/cec-141.6 Y/cc in 27 
hours ; during the next 24 hours of pause it was 
decreased down to 83.13 Y/cec - 97.0 Y/cc as mea- 
sured at the 47th hour. Upon addition of the 
2nd dose here, it was increased again and reached 
133.3 Y/cc - 154.3 Y/cc at the 75th hour. In 
No. 1 where the 2nd dose was not given the 
blood concentration was steadily decreased with 
time. Yet the blood concentration was as high 
as 68.0 Y/cc - 105.3 Y/ce at the 75th hour. 

From these observations it is clear that the 
blood concentration of Bitin is unexpectedly high 
and that it stays high over a fairly long period 


Fig. 1. 


Limits of error : 
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Blood concentration of Bitin. (In human serum) 
Dose administrated : “50 mg/kg 


No. 1 case 
Ne 3 
Medication 


| 1 + No.2 
No.3 
50 
‘0 12 24 36 48 60 72 hours 


of time. 


Methods of therapy and examinations ; 


Most of the patients with paragonimiasis to be 
organized in this study and hospitalized for this 
purpose were sent to us by physiceans for this 
new trial, because of the invalidity of the treat- 
ment with Emetine-hydrochloride combined with 
The intradermal test, complement- 
fixation test, stool examination, sputa examina- 
tion and Chest-X-Ray were performed on all of 
Only those who 
showed paragonimus eggs in sputa and stools 
were hospitalized and treated with Bitin in the 
daily dose of about 50 mg/kg (1.5~3.0 g) divided 
into 3 “takes '” after meals every other day. 
According to the number of doses given (defini- 


sulfonamide. 


the patients before treatment. 


It is quite possible, therefore, that a 
high blood concentration is maintained with the 
administration of the drug at intervals of 2 or 
3 days. 


cases) ; 


entire group was divided into 3 sub-groups, (1) 
receiving 5 doses (one case) (II) receiving 10 
doses (4 cases) and Ill) receiving 15 doses (8 
follow-up studies were made in each 


sub-group and the results were compared. 


The authors took a great caution to detect 
the side-effect as early as possible ; thus every 
individual was examined, before and after the 
completion of the therapy, for the blood and 
liver function test ; on the top of these tests urine 
specimens were also examined for various func- 
The blood tests included erythrocyte: 
counts, leukocyte counts, Hb-index, hemogram 
and erythrocyte sedimentation rate. 
function tests included Takata’s reaction, Cobalt 
reaction, Choline esterase activity, Jaundice index, 
serum protein contents, CCFT and CPR. The 
urine was examined for protein, glucose, urobilin- 
ogen, bilirubin, all qualitatively, and for S. G. 
and sediments. 


tions. 


The liver 
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tion: one dose means one ‘‘daily dose ”’) the The efficacy of the treatment was evaluated 
Table 1. Description of 13 cases treated with Bitin 
* Lapse of time from 。 
Name Age Sex the onset of disease Past 
to the treatment 
a | 36 M about 4 years SM 10 grams 
PAS 300 grams 
Emetine 20 ampoullae** 
16 F 2 years 3 months Emetine 16 ampoullae 
3 M. R. 19 M about 5 years Emetine 5 ampoullae 
4 M. K. 11 M about 4 years none 
5* lI. M. 9 M 3 years 4 months SM 25 grams 
PAS 800 grams 
6 計 24 M about 10 years none 
7* Y. M. 21 F 5 years 1 months SM 60 grams 
PAS 3,000 grams 
Emetine 56 ampoullae 
8* 17 M 5 years 9 months SM 52 grams 
PAS 2,800 grams 
Emetine 10 ampoullae 
9 (0 8 M 2 years 10 months Emetine 6 ampoullae 
10 Ey 14 35 M about 2 years Emetine 40 ampoullae 
試 T. M. 15 M about 2 years Emetine 10 ampoullae 
Pararosaniline 22 grams 
2 12 M about 2 years not clear 
13 M.S 38 M 3 months Emetine 28 ampoullae 


** an ampoule contains 1 cc 4% Emetine hydrochloride. 
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* diagnosed wrongly as lung-t.b. and treted with SM (Streptomycin) and PAS (-para-amino-salycylic acid) 
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Table 2. 


Results of 


Group of 
treatment 


I5 doses 


II 10 doses 


15 doses 


Remarks : 


Case 


マ Name Age 
9 
8 


13. 


l: dose of Bitin (grams) 


28 


eggs in sputa 


efore 
Sex 
ment 
5 
9 
Male 3 
4 
2 
Female 3 
4 
Male 2 
4 
Male 3 
4 
9 
Male 
4 
Male ® 
4 
l 
J 
Female 5 ® 
4 
2 
Male 3 
4 
1 
2 
Male 3 
4 
1 
Male 3 
4 
十 
Male 3 
4 
2 
Male 3 
4 
2 
Male 3 
4 


Sputa are bloody and positive for paragonimus eggs. 
Sputa are bloody and negative for paragonimus eggs. 


6 


+ 
D 


+ 


2.5 


2.5 


1.5 


Dose (gram) and times 


2.5 


2.0 


2.5 


2.5 


2.5 


2.0 


Sputa are not bloody and positive for paragonimus eggs. 
Sputa are not bloody and negative for paragonimus eggs. 
Sputa are not bloody and positive for deformed paragonimus eggs. 
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treatment with Bitin 


(days) of administration of Bitin After treatment 


1 
month months months months 


13- 14 15: 18:19 22 25 


+: E.P. D. less than 3,000 

: E.P. D. between 3,000 and 10,000 
所 E.P. D. above 10,000 
A 
U 


eggs in stool 


Negative for paragonimus eggs. 
Abdominal pain D: Diarrhea 


side effects 
Urticarial eruption V: Vomiting 


(181 ) 


| | 
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D D A 
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3 

4: N: Nausea 
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mainly on the basis of the clearance of the stool 
and sputa in terms of the eggs. During the 
period of the treatment the whole bulk of each 
day's stool was examined for its nature and 
weight ; then 4.0g and 1.0g of the stool were 
taken and examined for E. P. D. (Eggs per day) 
with the modified Stoll's egg-counting method 
and centrifugation technique using AMS III 
method respectively. Concerning sputa the whole 
daily output was collected and, after examining 
its nature, it was dissolved with N/10 NaOH and 
centrifuged to make egg counts from the whole 
output. After completion of therapy each patient 
was asked to present about 5g of stool for 
inspection for 3 consecutive days every month 
"for six months after complection of treatment, 
which was examined for eggs with AMS III 
method. If the stool was negative the fecal 
examination was repeated 2 more times, to make 
the test reliable. 

Besides the examination for eggs, complement 
fixation test and X-ray test were also repeated 
.at proper intervals in the follow-up study. 


Explanation of 13 cases treated with Bitin: 

The 13 patients treated with Bitin consisted of 
11 male and 2 female ranging from 8 to 38 
years of age, as is shown in Table 1. The lapse 


Table 3. Variations in E. P. D. in stools and the clearance after the administration of Bitin. 
tation techniques with the A. M.S. III Method and Stoll’s egg counting technique) 


of time from the onset of the disease to this 
treatment varied from 3 months to 10 years ; 9 
of 13 cases have been treated previously with 
Emetine combined with sulfonamide or other 
drugs in vain. In 4 cases the initial condition 
was mistaken for the pulmonary tuberculosis and 
they were subjected to the anti-TB chemotherapy 
with Streptomycin, or PAS, for periods varying 
from 3 months to 1 year, in the course of which 
sputa or stool were found to be positive for the 
Paragonimus eggs, necessitating the reversal of 
the diagnosis. 

The present status of the patients consisted of 
“frequent bloody sputa in 8 cases (61.5%%), 
“jntermittent bloody sputa ”’ in 4 cases (30.8%6). 
In chest X-ray shadows suggestive of the worm- 
cysts were positive in 12 cases (92.3%) in the 
dorsoventral radiogram and tomogram. 

Parenthetically, No. 4 was a case with the 
cerebral involment due to the Paragonimus infec- 
tion; his limbs on the left were spastic and he 
was blind on both sides ; but no definite shadows 
were noted on X-ray films of the head or chest. 

All 13 cases were positive for intradermal test 
with V. B. S. antigen, complement fixation test 
and the eggs of Paragonimus westermani in 
the stool. 


(Sedimen- 


Sub-group of the 
10-dose-regimen 


Cumulative 


Days number of 


Sub-group of the 15-dose-regimen 


thedoses No. No No No No No No. 


656 222 23,435 3,780 


8,400 2,494 


No No No 


2 80 4,224 978 


135 6,860 3,150 350 3,215 1,210 


738 2,178 84 2,548 


1,625 18,330 7,503 261 1,885 


1,525 


** Sub-group of the 5-dose-regimen 


( 182 ) 


Before 0 122 572 456 
1 1,410 4,788 248 258 
4 116 0 0 
5 3 0 792 258 0 6,525 0 639 
“0 6 232 0 0 0 312 4,260 129 0 98 
" 7 4 0 115 550 0 312 0 
8 0 0 0 0 0 
9 5 0 0 0 0 0: 992 
10 0 
+ 
| | 


Results 


As shown in Table 2 all cases were cleared 
for eggs in the sputa or stools, associated with 
the disappearance of bloody sputa, with 2-5 daily 
doses of Bitin. Table 3 shows egg counts in 
the stool in terms of E. P. D. measured with 
Stoll's egg counting technique and AMS II 
method. E. P. D. was 23,435 in the maximum 
case but less than 3,000 in most cases. Egg 
counts in the sputa were less than 3,000 and 
less than 500 in most cases. The administration 
of Bitin caused no increase in the number of 
degenerated or deformed eggs. 

In case No. 11 and 12 a few eggs reappeared 
in the sputa once again during the course of 
treatment. However, most of these eggs were 
deformed and the number of the eggs was small. 
Since this was follwed by the final and lasting 
disappearance of eggs, those eggs which reap- 
peared at the time may have originated from the 
worm-cyst or bronchi where they have lurked. 

The follow-up studies were carried out during 
the period of six months after completion of 
treatment as shown in Table 2. All of the 
subjects remained negative for eggs in the stool 
examinations for six months. There was no 
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case of relapse either in terms of the subjective 
symptoms. The data of various tests are not 
yet complete at present. R&ntgenologically, there 
were 12 cases who gave positive signs and the 
arrangement of the follow-up tests checked up 
every month are now in progress. 

The complement fixation tests were also per- 
formed on all of them every other month during 
the period of follow-up studies. The results of 
these tests will be made in a forthcoming paper. 

The incidence of side-effect is listed in Table 
4; 12 out of 13 cases had one or another side- 
effect, but all side-effects were transient and 
scarcely needed any symptomatic treatment. The 
blood, urine and liver functions remained normal 
throughout the entire period of observation. 
Table 5 shows the blood counts before and after 
treatment with Bitin. 


Table 4. The side-effects due to Bitin. 
(13 cases) 


Diarrea 69.2 % 
Abdominal pain 38.5 % 
Nausea 23.1 % 
Vomiting 15.4 % 
Urticarial eruption 15.4 % 
No side-effect 7.7 % 


Table 5. Blood counts before and after treatment with Bitin. 
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461 6 
495 2 
430 
452 


* 1~3 month after treatment 
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Red blood cell(x10%) 

Case 

| | Age Sex ーー 
before 

448 

515 

421 

429 

474 442 

452 476 

413 405 

436 448 . 

490 508 

440 464 

514 560 

522 516 

434 409 3 


Discussion 


The authors made a trial with Bitin in human 
cases with paragonimiasis, the first trial for this 
drug to be used in men; so it will be worth- 
while to comment on some of the observations. 

Initially the authors intended to treat the 
patients in 2 divisions, one division treated with 
10 oral doses of Bitin (50 mg/kg a dose, i. e. 
per day) and the other, with 15 oral doses to 
examine the acute and long-range effect of the 
treatment. However, one patient from the 
division of the 10-dose-treatment did not stay 
in hospital beyond the 5 th dose and no further 
administration was possible in this case. There- 
fore the set-up of the population was changed 
into a three-division-system. 

However, the data for all cases belonging to 
three sup-groups followed-up for 6 months seem- 
ed to suggest that a satisfactory therapeutic effect 
was achieved with such a daily dose as the 
authors used in this trial, i. e., 50 mg/kg, (1.5 
~3.0g. daily dose) if the drug is given more 
than 5 times every other day. 

In view of the fact, described in Report LI, 
that 5 or 6 oral doses of Bitin had only a tem- 
porary clearing effect on the eggs in the stool 
in animals, such as heavily infected dogs, the 
stool becoming positive again after 2-3 weeks, 
it can be the case that the therapy is complete 
or incomplete with 5 oral doses in men. More 
cases of 5-dose-treatment should be added. 
However, the authors feel encouraged by the 
fact that, with this drug, there was no case of 
relapse within 6 months after therapy, while, 
with the combined use of Emetine and sulfona- 
mide, Komiya, Yokogawa et al. (1952) found 
that the relapse became obvious most frequently 
by the end of one month in the case of a mass 
treatment for 10 consecutive days. 

Now, a few remarks concerning the dose of 
Bitin. In the preliminary experiment, the authors 
found that, with Bitin given in dose of 50 mg/kg 
gvery other day, the blood concentration of the 
drug could be maintained at the level of 80 Y/cc 
- 150 Y/cc during the entire period of the therapy, 
a blood concentration equivalent to 1: 6,600 to 
1:12,500 dilution. Since the relative suscepti- 
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bility of Paragonimaus westermani to the directly 
applied drug differs from larvae to grown-up 
worms with a proportion of 1 : 10 according to 
an in vitro study of Yokogawa et al. (1956) 
and since the observed LD50 for larvae in the 
authors’ observation was 1 : 1,390,000 dilution in 
24 hours, it can be calculated that the LD50 for 
grown-up worms will be about 1:140,000. 
Comparing this value with values found for the 
blood concentration (and converted in terms of 
the corresponding dilution), i. e., 6,600 - 12,500, 
it is apparent that the observed blood concentra- 
tion, which tends to be sustained, is 10-20 
times the LD50 for grown-up worms. On the 
other hand, it must be acknowledged that the 
method of the measuremerit of the blood con- 
centration of Bititn was not yet satisfactory and 
that the measured value may include both active 
form and broken-down form of thé drug, a situa- 
tion where the measured value cannot be accepted 
as the true blood concentration of Bitin as such. 
At any rate the matter is quite different from 
the case of Emetine according to Miyagawa 
(1956) who injected 10 mg/kg of Emetine hydro- 
chloride, the blood concentration was only 10 
Y/cc at maximum and as low as 2Y/cc after 12 
hours, indicating a steep fall in the blood con- 
centration. Under these circumstances every 
effort mast be made to maintain the blood 
concentration of Emetine hydrochloride at a 
reasonably high level for a long period of time ; 
sulfonamides serve for this purpose and they are 
used as the adjuvant to Emetine. It may well 
be that the high potency of Bitin depends on 
its ability to remain in the blood with a high 
concentration. While studies are in progress 
concerning the acting mechanism of Bitin on the 
lung flukes, it may be stated that the most 
pronounced change found in grown-up worms 
separated from the lungs of animals treated with 
5-6 doses of Bitin, is that of the uterus ; that 
is to say, the uterus is degenerated and necrotic. 
Even if the worm is alive, the uterus is already 
vacant, no eggs being visible ; when degeneration 
goes to extreme, the uterus itself is no longer 
visible. This fact is on line with the fact, noted 
in the case of Bitin quite characteristically, that 
the therapy was followed by an abrupt and 


pronounced decrease of the eggs, not associated 
with even a temporary increase of the eggs as 
seen in the case of treatment with the combined 
method of Emetine and sulfonamide or with 
chloroquine, a finding suggesting a marked effect 


on the reproductive organs. While the daily 
dose was tentatively set at 50 mg/kg in this trial 
and the administration was repeated 15 or 10 
times every other day, future analysis of various 
points, e. g., duration for which the blood con- 
centration is sustained high or the incidence of 
the side-effect, will settle the matter about the 
therapeutic dose, duration of the therapy and 
method of the administration more properly than 
now. 

With regard to the side-effect, 11 of 13 cases 
studied have transient and mild side-effects, such 
as diarrhea, abdominal pain, nausea or vomit- 
ing; 2 cases had urticarial eruption. However, 
in no case was the blood, urine or the liver 
function changed. This fact is quite remarkable. 
While side-effects are strong and a continued 
therapy presents a difficult problem in the case 
of Emethine or Chloroquine, Bitin could be given 
repeatedly for 10 or 15 times. The most 
frequent side-effect was diarrhea, beginning 
shortly after the oral administration in most cases 
and subsiding spontanously after the passage of 
one to several loose stools ; there was no tenesmus 
nor bloody stool. Patients with more or less 
habitual diarrhea seemed to be relieved with the 
combined administration of alumi-gel (2.0 - 3.0g) 
together with Bitin. Parenthetically, in case 
No. 5, from the group of the 15-dose-regimen, 
diarrhea continued relatively long. This patient, 
a case of chronic colitis, has had frequent diar- 
rhea since 10 years or more ago and he was 
under a symptomatic treatment at the time of 
the trial. Whether the diarrhea was due to the 
administration of Bitin or due to the original 
disease itself can not be decided. It appeared 
that a diarrhea is apt to occur when the subject 
eats the fat-rich food. In most cases, the number 
of vomiting, abdominal pain occurred immediate- 
ly after the administration of the drug. Nausea 
or vomiting appeared to be relieved much’by 
lying restifully for 30 minutes to one hour after 
the drug administration. This was particularly 
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true in nervous subjects. The urticarial eruption 
started in 10 minutes to 1 hour after the admi- 
nistration of the drug and this occurred under 
a particular condition, i. e., before defecation or 
under constipation. This side-effect no longer 
occurred when a caution was taken to let the 
subject pass the stool, with a laxative, if neces- 
sary, before the administration of the drug. 
From this fact it appears that the urticarial 
eruption is a phenomenon related to the decom- 
position products of Bitin or the blood concentra- 
tion of the drug rather than anything of a 
hypersensitivity nature. Parenthetically, the 
eruption occurred over the limbs, abdomen and 
face and caused a mild itch and paresthesia. 
Upon the injection of antihistaminic drugs or 
defecation by enema disappeared in several hours. 

Finally a few words about the egg counts. 
For the entire bulk of one days’ stool the max- 
imum E. P. D. measured by Stoll's egg counting 
or A.M.S. I method was 23,435 and the 
value was less than 3,000 in most cases. E. P. 
D. for the entire bulk of one day's sputa was 
2.451 at maximum but less than 500 in most 
cases. This figure is surprisingly low in com- 
parison with the figures of E. P.D. estimated by 
M. Yokogawa (1955) and Suguro (1959) in 
animals, i. e., 10,000 - 30,000 for a single grown- 
up Paragonimus kellicotti and P. westermani 
respectively. According to S. Yokogawa (1916), 
and M. Yokogawa (1960) most cases of the 
Paragonimus westermani infection in man in 
Japan harbor only one worm ; it may well be 
that this was the case for most of the patients 
discussed here. This may explain in part why 
the observed therapeutic effect was remarkable ; 
it remains to be seen whether an equally remar- 
kable efficacy obtains in the more heavily infected 
population. 

With the discovery of Bitin we are now in a 
position to be able to treat the paragonimiasis 
infection in men conveniently with an oral drug. 
With the future refinement of this drug some 
day we will be able to cure, completely, this 
disease to the joy of nearly one million patients 
with this disease ; then a new era is open to the 
anti-paragonimus campaign in this country. No 
reliable drug being available, it has not been 
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very easy to conduct a truly satisfactory survey 
about the Paragonimus infection and its distribu- 
tion in different population. It is hoped that 
the introduction of this potent drug will help 
smooth-up this sort of survey. 


Summary 


It was found that Bithionol (Bitin) had a 
remarkable potency to kill the Paragonimus 
westermani in vVitro as well as in animal ex- 
periments ; the authors applied Bitin, for the 
first time, to the treatrient of the Paragonimiasis 
westermani of 13 human cases. The main 
observations were as follows : 

(1) In vitro the observed LD50 for the 
excysted larvae of Paragonimus westermant at 
the end of 24 hours was 1 : 1,390,000 dilution. 

(2) Given in the daily dose of 50 mg/kg 
(1.5~3.0g) every other day (lin 3 divided 
“takes ’”’), Bitin was maintained in the blood 
at the concentration of 80-150 Y/cc. 

(3) A total of 13 cases were given Bitin in 
the daily dose of 50 mg/kg (1.5~3.0gin 3 
divided ““takes and every other day in 3 sub- 
groups, a sub-group receiving 15 doses (8 cases), 
a sub-group receiving 10 doses (4 cases), and a 
sub-group receiving 5 doses (1 case). 

The follow-up studies were carried out for 6 
months after treatment. It was proved that all 
cases were cleared. 

(4) Bitin gave rise to the side-effects, such 
as diarrhea, abdominal pain, nausea, vomiting 
or urticarial eruption which were all mild and 
transient. 
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肺 吸 虫 症 の 化学 療法 に 関す る 研究 
(TI) Bithionol (Bitin) に よる 人 体 肺 吸虫 症 の 臨床 治療 成績 


横 川 吉村 裕之 大 倉 俊 
基 人 守 康 
(千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 ) 
岩 崎 基 広瀬 宏 
(国立 高知 病院 ) 


Bithionol (Bitin) に ょ る 動物 肺 吸虫 症 の 治療 成績 (第 1 報 ) に 基 ず き 本 誕 の 臨床 的 応用 を 始 あ て 試 
みた . 先 づ ジウ ェ ス テル マン 肺 吸 虫 成虫 及び 幼虫 に 対す る zn vztro に 3 ける 殺虫 効果 と 著者 等 自ら 30 
mg/kg~150 mg/kg の 種々 の 量 の Bitin を 内 服 し た 場合 の 本 剤 の 血 中 濃 謀 や 副作用 等 の 点 か ら 有 効 
且 実 全 な 服用 量 は 50 mg/kg (1.5~3.0g) 分 3 隔 日 に 継続 投与 が 可能 で ある と と が 明らか に され た . 
今回 入院 治療 を 行 つ た 13 例 の 多く は ェ メ チン 治療 歴 を 持ち , 自覚 的 に も 他 覚 的 に ゃ 症状 の 顕著 な 男 
11 名, 女 名 で 内 8 の は 肺 吸虫 症 を 合併 し て いた . 全 例 と ゃ 治療 前 内 に 
肺 吸虫 卵 を 確認 し 血 導 を み と あ る 者 が 多 か つ た . 治療 は 上 述 の 量 の Bitin を 隔 日 5 回 の も の 1 例 , 
同 10 回 の も の 4 例 , 15 還 の も ゃ の 8 例 で 治療 前 ょ り 治 療 終 了 ま で 毎日 以後 毎月 1 回 6 ヵ月 間 に 豆 り 
及び 便 内 の 卵 の 消長 を AMS III 法 及 び Stool の に ょ っ つて し た . 等 の 期間 を 
通じ 属 々 補 体 結合 反応 (C.F. TT.) 検索 の た あめ 採血 し , 心 , 肝 , 腎 機能 検査 や X 線 に ょ る 精査 が 行わ 
れ た . 何れ の に た い て Bitin の 2~5 回 投与 に つて 内 及び 内 吸虫 卵 は 全く 消失 
し , 血 疲 も 次 第 た に 消失 し 治療 後 6 ヵ 月 に 至る ゃ 虫 卵 は みとめ られ な か つた . 本 剤 の 副作用 に は 特に 
留意 し た が 上 述 の 各種 機能 検査 で は 何等 の 異状 を みとめ あな か つた が 服薬 期間 中 に は 1 例 を 除き 他 の 
12 例 に は 下痢 9 例 (69.2 %) 腹痛 5 例 (38.5 %), 悪心 3 例 (23.1 %), 嘱 吐 2 例 (15.4 %) 及び 幕 麻 疹 
様 発疹 2 例 (15.4%6) を みとめ た が の % 早晩 何等 の 治療 を 要 せ ず 消 し た . 本 剤 に ょ る 
血 は みとめ られ ず 総 じ て 好 酸 球 数 の 減少 (平均 治療 前 , 4.5 % 治 療 後 2.8 %) を 示 し た . 
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十二指腸 虫 ・ 虫 ・ の 
強力 駆虫 


(日 本 薬局 方 四 塩 化 エ チレ ンカ プ セ ムル ムル ) 
テト レン 球 は 局 方 四 塩 化 エ チレ ン 0.3g を 含む 真紅 透明 な カプ セル 列 で す 


特徴 1. 四 塩化 エチ レン に 生じ 易い 有毒 ガス ホス ゲン の 発生 を 防止 する た め 特 
殊 な 安定 色素 剤 (特許 186802、186803) を 添加 し て あり ます 。 
. 長期 連用 し て ゃ 肝臓 ・ 腎 臓 等 に 忌 む べき 副作用 な く 、 学 童 や 妊婦 と ゃ も 安 
心して 投与 で きま す 。 
. 十 二 脂 腸 虫 た は 最も 有効 で 他 剤 の 追 階 を 許し ませ ん 。 
. 従来 適 薬 の 少 い 暁 虫 に も 100 履 近い 駆虫 率 を 示し ます 。 
特に サン トニ ン 面 性 の や サン トニ ン で 効果 の 少 い 虫 に と も よく 
功 し ます 。 


1 日 量 幼小 児 は 年 令 1 年 当り 1 球 と し 、 成 人 (15 才 以上 ) は 15 球 を 使用 する 。 


100 球 500 球 及び 集団 用 大 包装 (各種 ) 


本 品 は 旧 黒 田 製 薬 株 式 会 社 所 有 の 商標 権 並 びに 製造 法 (特許 権 ) 
を 譲受 け ま し た の で 品質 は 全 く 同一 で あ り まず 


扶 薬品 工業 株 式 会 社 


生 晃 栄養 薬品 株 式 会 社 
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